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刊行のことば

　国立国語研究所では，1953年以来「言語能力の発達に関する調

査研究」を実施してきた。これは，同一児童に対して，小学校一

年の入学当初から卒業までの六年問，継続して観察・調査を行な

ってきたものである。この研究の中間報告としては，すでに

　　入門期の言語能力（1954年3月刊）

　　低学年の読み書き能力（1956年3月刊）

　　中学年の読み書き能力（1958年3月刊）

を発表したが，今回，それに続くものとして，「高学年の読み書

き能力」を公刊することとした。

　この調査研究を損当したのは，第二研究部の国語教育研究室で

第二研究部長輿水実，国語教育研究室長芦沢節を中心として，室

員高橋太郎，村石昭三が，この仕事：に当たった。

　この研究には，実験学校と協力学校を設けた。その学校の当局

および父兄から多大の御協力をいただいたことをここに明らかに

し心からお礼を申しあげたいと思う。

19604鴛3月

国立国語研究所長岩淵悦太郎
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この調査研究のあらまし（輿水）

研究の匿的・特色

　（1）小学校入学蒔から卒業晦までの言語能力の発達を調べる。

　（2）聞く・話す・読む・書くの全体にわたって調べる。

　（3）環境・知能・身体・人格・学習など言語能力発達の要因を調べる6”

　（4）全体の傾向よりもむしろ，欄ダの児童につし1て事例的礁騨察する。、

研究の機構　　　　』’1　一．．t

実犠綴簾学校畷騨鞭て御手二二
実験学校に準ずる学校一実験学校とほぼ岡じことをその学校の職員g）手で

　おこなって資料を送うてくれる学棟（実験学校が東京都中中央の学tt’であ

　るから，それと比較するため純農村の学校を依頼）

協力学校一実験学校でおこなっていうものの一部分あるいは大部分を，そ

　の学校の職員の手で事こなって，資料を送って1くれる学校

研究の経過

（1）昭和28年入学児について，各学校1学級分IC約50名）を対象として開始

　した1。（昭和34年3月：卒業）

（2）この学級についておこなえなかったぐとく毎として聞く・話すの能力の

　方画）を補充するkめ，昭和29年入学埋につ陸ても各学校1学級分（約50

　名）を対象として加えた。（昭和35年1月現在6年生）

（3）昭和29年3月　中間報告としてr入門期の言語能力」　（国立国語研究所

　報告7）を発行。

（4）昭和31年3月　同じく「低学年の読み書き能力」　（国：立国語研究所報告

　10）を発行。

　　　　　　　　　　　　　　　　lt



　（5）昭和33年3月　同じく「中学年の読み書き能力」　（国立国語研究所報告

　　14）を発行。

　⑥　特に，低学年の話し聞く能力のことについて国立国語概究所年報8に報

　　告。

　（7）中学年・高学年の話し聞く能力について国立国語研究所年報10に報告。

研究担当老（昭和35年1月現在）

　　第二研究部長　　　　　　輿水　　実

　　国語教育研究室（室　長）芦沢　　節

　　　　　　　　　（所　員）高橋　太郎，村石　昭三

　　　　　　　　　（補助員）根本今朝男，川又瑠璃子

実験学校・協力学校（昭和35年1月現在）

　　実験学校　　四谷第六小学校　　束京都新宿区四谷大京町

　　舞鶴犠　比・多小学校　神奈川輔伊勢駒

　　協力学校　　方南小学校　　　 東京都杉並区方南町

　　　　〃　　　　　　久木小学狡　　　　　　神奈川県逗子市

　　　　〃　　　　　　北小学校　　　　　　　兵庫：県氷上郡氷上町

　　　　〃　　　　　　松代小学校　　　　　　長野県埴科郡松代町

　　　　〃　　　　　　豊野西小学校　　　　　長野県上水内郡豊野町

　　　　〃　　　　　　小山第二小学校　　　　栃木県小山市

　　　　〃　　　　　　中：央小学校　　　　　　滋賀県大津市

　　　　〃　　　　　　中田小学校　　　　　　静岡県静濁市

　　　　〃　　　　　　新井小学校　　　　　　東京都中野区新井町
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1　読む能力の発達

A　黙読理解の発達（輿水）

　1．　高学年の読解力の発達の問題点

　読解力の発達を，低学年・中学年・高学年という3段階に区切った場合，そ

れぞれの段階の特徴と、して，つぎのように考えられている。

　　低学年（1～2年）　読みのはじまる時期

　　　　書かれていることをふだんの誘しことばにおきかえる段階で，音読を主とする

　　　　時期

　　中学年（3～4年）　読む力ののびる時期

　　　　黙読が多くなる。いろいろなものを読む。読める漢字や読書語いが増す。読む

　　　　速さが増す。

　　高学年（5～6年）　読みを道県として使って行く時期

　　　　たのしみのためとか調べるためとか読みの国的に応じて読めるようになる。説

　　　　羽交の読みが多くなる。思想単位で女段をきることができるようになる。語の

　　　　意味を二丁から推測することができる。

　　中学校（7，8，9年）　読書技術が確立され，交掌への趣味が生じてくる時期

　読解力の発達段階を，1．2年，3．4年，5．6年と3段階に分けるのは全く便宜

酌なことである。読みの教育学の権威者であるシカゴ大学のW．S．　Grayを

はじめ，アメリカの諸家は，小学校6年間をつぎのような4段階に分ける場合

が多い。

　　　　入門期　最初の1～2か月
　　　　初歩段階　　　　2年のはじめまで
　　　　急速成長の時期　　　　2年の中期から3年の終りまで

　　　　能率拡大の時期　　　4，5，6年

　すなわち，4，5，6年はいっしょに論じている場合が多い。

　そういう区切りかたのあることも考え合わせて，つぎに5～6年で実施した

テス｝の成果について，問題点を考察して行くことにする。

　2．　5年第1学期のテストと結果解釈

　問題の構成（所要時間　圧味25分）
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問　題交　　文の種類

1．つばめ　説明交

2．希　望　　対　　話tt

3．　う　し 詩

　　　　し　つ　も　ん　と　正讐

・（1）かなをふる（まちがヤ・の数を数える）

”（2）　4　（74％）

（3）　3　（54％）

（4）　．　3　（“9060）

’〈1）かなをふる（まちがいの数を数える）

（2）　1　（27fa6．）

（3）　1　（45％）

〈4）　2　（39％）
長さは閥題としない，次の4種に分ける。．

（1）たしかに気持をとらえている。．　A、

〈2）、たしかに欝景をとらえている’e’　B’．

③　なにかの事実をとらえている。　　C

（4）ぼんやりしている。断片的である。．D

以上A，・B，C，．Dの混合型もあり得る。・

各隠題の見方

○問題・一部鞠等三三撃三際『読三つまずきとその騨軌（？・30）

遡う嬉弗。正答鱗とに？いで唖％はその馴咄てし1る酪率であ鄭

○臆2鯛じ嫁部細騨育碗資料第XV王1喋號解のつまずきとその指導（2）・

　（P。14）からとった。正答のあとについている％はその本に出ている正答率であ

　る。

Q聴唖長懸実験学校軸禅習能力の発達・蹄緬（P．・5）からと・た。こ

’こでは，答案を，断片的，要点的，‘大意的，主題的に分けている。そして，5年で

　ぱまだ大意的とらえかた（50％）で，主題的とらえ方はすくないが（32％），6年に

　なる4．この主題酌なとらえ方のヵが多くなるとしている。しかしこの客観的な採点

　轍むずかしい。大体の傾向だけ調べる。

○問題（1×2）でかなをつけさせているので「文字を読む力」と「理解するカ」乏の関係’

　も見たい。

iもんだい　1。iかっこの中の数回は正讐率，選択肢を○でかこんだのが三三
ips－ttttwwtnv－wwmutt一．　twwttttttTtttl

　つぎの支をよんであとのもんだいに答えなさい。〔問題はたて書きi以下岡じ。〕

　つばめたちが，ibteくしたち4～前から，1すがたを消すのは，カ㍉れらにとワては，な

・”cもい総に就ま・たことではなし’・しかしそれにはじめ蘇のついた丞騨・一．

急につばめが，いなくなったと感じるのだ。

　そうして，かれらはいったいどこへ行ワてしまったのだろうと考える6このこと

は，むかしからたいへん不思議なことだとされていた。　　　　　／t　＼＼、．

　　　　　　　　　　　　　　　　　4’



　　「つばめは；．冬になると，かれ木のほらあなにかくれて，冬をこすのだ。」．と，広く

　いわれ，儒じられていた’。’そ5して，それを今で～も信じている人もある。そこで，わ

　たくしは旅行のたびに，地方の老人などが，そういうことをど5ら愚っているかを，注

・湿して聞いてみると，’結局はうやむやになるのであった。事実を見たとい5人は，一

　度もあらわれない。

触　（しつもん）．

・＼ iユ）．つぎの（　）のなかにかんじのよみがなをかきなさい。

　　　　　　　　　（　）　　　　（　）　（　）　　　　　　　　　　　（　〉　　（
　　わたくしたちの前からすがたを消す。急にはじまったこと。はじめて気のついた人

　　　）　　　　　　（）　　　　　　（）　　　　　　　　（）　（　　）
　　間。いなくならたと感じるのだ。’どこへ行ってしまっただろうと考える。不思議な

　　　　　（　）　　　　（　）　　　　　　　（　）　．　（　）　　　　　（　）
　　　こζ。冬になるとかれ木のあなにかζれて。広くいわれ信じられていた。今でもし

　　　　　　　（　）（　う　　　　（　　）（　　）　　（　）　　　　　（　　）　（　）

覧　　んじている人。旅行のたびに。地方の老人。どう思っているか。注意して聞いてみ

　　　　（　　）　　　　　門　　（　　）（　）　　　　　　（　　）
　　　る。結厨はうやむやになる。事実を見たというひと。一度もあらわれない。（91．9）
e

　（2）むかしのひとは，ふゆになるとつばめはどうするとおもっていましたか。（37．　8）

　　　1　しんでしまう。2　あたたかいくににいってしまう。

　　　3つちのなかにはいってねている。④かれきのほらあなでふゆをすごす。

　（3ノこのぶんをかいたひとは，りょこうのたびにつばめのことをだれにたずねました

　　か。（71．4）

　　　1　つばめのことをよくしつているひと。2　がっこうのこどもたち。

　　③そこセこいるとしよりのひとたち。4ほらあなをみたひとたち。

　（4）このぶんは，つばめについてなにをかいているのですかQ（65、3）

　　　1　つばめのことをしらべると，いろいろおもしろいことがある。

　　　2　いなかのとしよりのひとたちは，つばめのことをよくしつている。

　　③ふゆになると，つばめはどこへいってしまうの貼ろう。

　　　4　つばめは，かれきのほらあなで，ふゆをこすとおもっているひとがある。

　　ピ　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　は

　　iもんだい　2．i
　　｛『．　　　　．＿．＿．．．．．＿．．．一．．．＿＿、、

　　　つぎの丈をよんであとのしつもんに答えなさい。

「次潮翼，霧はこれから何になるつもりだ。」

「まだ，きめていないよ。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　またはらはくしゅう
「ぼく，ほんとうは口入になりたいんだ。だけど，とても北原白秋のように，有名に．

はなれそうにないな。」

「有名にならなくったって，一郎君いいじゃないか◎」

「有名にならなくちゃつまらないよ。j
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「ぼくなんか，どんな方面に進むにしても，有名になろうなんて考えないな。」

「ずいぶんあっさりしているんだね次郎君は。有名になれなかったら，せっかく人間

に生まれてきたかいが，ないじゃないか。」

「ぼくは，そんなふうに思わないなあ。しっかりした人闘にならなければいけないと

は思うけれど。」

「ぼくだって．しっかりした人間になろうと思っているのさ。そして，りっぱな行い

をして，世の中の人に名まえを知ってもらいたいと愚うのだ。だから，つまり鷺だっ

てぼくだって，同じ考え．方をしているんだよ。」

（しつもん）

（1）つぎの（）のなかにかんじのよみがなをかきなさい。（92．2）

（　）（）　（）　（　）　（　）次郎君，潜はこれから何になるつもりだ。詩人になりたいんだ。有名にはなれそう

　　　　　　　（　）（）　（　）（）
にないな。どんな方面に進むにしても，人間に生まれてきた。

　（　）（　）（　）（　）　（）　（）　（　）（　）（　）
て，世の中の人に名まえを知ってもらいたいと思う。潤じ考え方。

　　　（）
りっぱな行いをし

（2）　「ぼくはそんなふうにおもわないなあ」の「そんなふう」とは，なにをさしてい

　ますか。（32．7）

　1　にんげんにうまれてきたことがねうちがある。

　②　ゆうめいになることがねうちがある。

　3　きたはらはくしゅうについてのね5ち。

　4　よのなかのひとについてのねうち。

（3）　「おなじかんがえ方をしているんだよ」の「おなじかんがえ方」とは，どういう

　かんがえかたですか。（42．9）

　①しっかりしたにんげんになること。

　2　よのなかのひとになまえをしってもらうようになること。

　3　はくしゅうのように．なること。

　4　ゆうめいにならなくては，つまらないこと。

（4）ふたりはなにについてはなしあっていますか。（44．9）

　1ゆうめいなひとについて。②にんげんのね5ちについて。

　3　きたはらはくしゅうについて。4　ゆうめいになるほうほうについて。

「蘇冠マー照

　つぎの交をしずかにヨ回だけよみなさい。そしてあとのしつもんに答えなさい。

　　う　　　し

うしはもうおきている。

「よしょし。おいしいまぐさを

6



　かって来てやるよ。」

　朝つゆをふむときりっと貝がさめる。

　さっくさっく，さっくさっく

　にいさんのかまがよくきれている。

　　　　　　　　　　こゑ　きりの中でかっこうの声がとおい。
　　　　　　あおくさ
　ぼくはかった青草をかごにつめる。

　つゆのにおいか，草のにおいか。
　　　　　　かぜ
すがすがしい風がわたる。

　山のいただきに日がさしてきた。

　山ゆりの花をかごにさしてかえる。

　うしがまっている。
　　　　　　　　ぼ　もち
（しつもん）　どんな気持がかかれていますか。いちばん大察な気持を，あとのところ

　にかきなさい。

結果の湾察

①　漢字を正しく読む能力と文の内容を理解する能力との関係については，

　つぎの学期にもう一度やったので，そこで考察する。

（2）全国水準との比較は

説明交

対話交

　　全国

（2）　74AO

（3）　54％

（4）　41AOe

（2）　27ftO　fo

（3）　45／aO

（4）　39rae

実験学級

8Z8％a

71．4％

65．3fei5．

32．7％

42．　9％

“．geos

で，説明文においては15点ぐらいいいが，対話文のほうはあまりょくなっ

ていないばかりでなく，（3）については劣っている。

　③についての実験学級の反応分新をみると（人数）

選択肢

　0

　2

　3

　4

男
7
1
20
0

女
1
4
1
2
1
0

計
2
1
2
5
1
0

となっていて，男子のそれも上位生が何人（児童番号5，8，14，19，21）
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　か失敗している。こういう対話文についてe＃　，それぞれに発言者の名前を

　入れて，発言者の面から考えて行くべぎだがジそ5’したこまかい読みが東

京の子どもにかえって足りないので1まない漉裾われる（なおこ緯1

　年たった6年1学期にも実験して，ここでは正答率が58．3％になった）。

（3）詩の主題的把握の能力については，6年でもう1間やつ売のでそこで考

　察する。

（4）漢字の読みと主題的掘握を除く他の6問について，実験学級は平均66・1

　であったが，他の協力学校はすべて54．5，53。7，52。7などずっと悪かっ

　た。実験学級では全部できた者が男子に1名，女子に4名いた。平均点と

　して男子3．4，女子3．5で，女子のほうがすこしょかった。この学級は，

　これまで女子のほうが劣る学級であったが，小学校高学年になると女子の

　国語学力がのびてくるという傾向のあらわれかも知れない。

3．　5年第2学期のテストと結果解釈

問題の構成（所要時閥　正味20分）

　　　問題交　　しつもんと正門
　1．　警察官（解説文）　○読みがなをつける。（まちがいの数を数える）

　　　　　　　　　　　（1）細部の理解　正答　1

　　　　　　　　　　　（2）要点の理解　〃　　4

　2．雪　国（物語交）　（1＞情景理解に基づく正しい語旬の選択

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正讐　登校をいそぎます。

　　　　　　　　　　　②　くる雪

　　　　　　　　　　　③　長い冬

　　　　　　　　　　　（4）　ところが

　　　　　　　　　　　・（5）はこんだりしている。

　3．　インド（説下文）　○段落　「じるしをつける。

　　　　　　　　　　　　第一段　…何を思いおこすでしょうか。」

　　　　　　　　　　　　第二段　東京の…こともあります。」

　　　　　　　　　　　　第薫段　ま　te　・一のこってい謹す。」

　　　　　　　　　　　　築四段　このように…かわってきました。」

　　　　　　　　　　　　第五段写真でt一・ほどにまでなっています。」

　　　　　　　　　　　　第六段　インドは長いあいだ……（終り）

　　　　　　　　　　　（1）まとめ　　正心　2

　　　　　　　　　　　（2）細部の理解（書きだす）

　　　　　　　　　　　　　　　　　き



　　　　　　　　　　　　　　　　正答　タジ・マハール，モヘソジ翼ダロ

　　　　　　　　　　　　（3）　　　〃　　紡績，製鉄

　　　　　　　　　　　（4）　　　〃　　インド遮邦，パキスタン

　4．や　ぎ（物語女）　主題をとらえる。正答　3

　　　　　　　　　　　　（注）　4年生第2学期の正答率　26．1

問題4は今までの発達を見るため，閲題1は第一学期と問系統のもの，問題2，3は

6年生になってもう一度使う。

「嘉郷1罫1か・この中の辮・・正綿・でか・んだ選撒・購
　　　　ぶん　　なか　　かんじ　　　ぜんぷ　よ

　つぎの文の中の漢字に全部読みがなをつけなさい。わからないのはっけないでおき

なさい。（78．7）

　警察嘗といえば，どうぼうをさがしたり，殺人犯人をつかまえたりするのが本職の

ように思われがちですが，それが警察宵の策一のしごととはいえません。犯罪をとり

しまったり，犯人をつかまえたりすることは警察窟の目的ではなく，しごとの一部で

す。属的は，犯罪や災害から，人闘の生命や財産をまもるという侮務をはたすことに

よって，社会をまもることだからです。

（しつもん）

（エ）右の交の中の「本職」というのはつぎのどのことばにあたりますか。いいとおも

　うのを一一つえらんで上に○をつけなさい。（31．2）

　①第1のしごと。2目的。

　3　しごとの一部。4　任務。

（2）　r警察官の属的」はなんですか。

　1　どろぼうをさがしたり，殺人犯人をつかまえたりする。1

　2　犯罪をとりしまったり，犯人をつかまえた．りする。

　3　犯罪や災蜜から人聞の生命や財塵をまもる。

　④　人闘の生命や財産をまもることによって社会をまもる。（39．6）

　　　　　　　　　
　　　　　品」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どれがいいか。1つだけえらん

匹んだい

　つぎの交の中に，｛がついて4つ書いてあるのは，

で上に○をつけなさい。’

　とうさまく　　　　　ほくりく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をむ

　東北から北臨の窒は，雨の多い秋のおわりころから田に日に寒くなって，：11月には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほっかいどう
いると，そろそろみぞれがふりはじめます。それが北海道忙なるとダ10月から北西の
ぼ　せつふう

季簿風がふきあれ，夏からいっそぐとびに冬がやうてきます。人びとは雪のやワてく
　　　　　　　かん
るのを身ぢかに感じ，せきたてられるようにしごとのしまつをいそぎます。田んぼに
　　　　　　　　　　　　　　　いねとりのこされた，かりとったあとの稲かぶをわたってくる北風は，ヒュ晶ソとうなり
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とうこう

を一塁融肥す蝋ll難lllぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がお　　　ゆぎ

みぞ一一・一・・一一
へのしたくがのこっています。ふぶきよけのかやがき’，家のまわりの雪がこい，ふり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　にわきつもる雪にもいためつけられないように，庭木の雪よけもしなければなりません。

購蠣司融一一融た一け・
み，にんじんやごぼう，いもをわらでかこって地中にうめることなどもしなければな

　　　　　　　　　はんねん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜいカの

りません。これから半年ものあいだ，冬ごもりの生活がつづくのですから．半年ぶん
　　　　　　　　らヱう　いえ
の食りょうやねん料を家のなかへとりこみ，たくわえておかなくては冬がすごせない

のです。
　あたた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すみ　　せまたん　　か　　　　　　　　　　 さむ

　暖かな地方でさえ，冬がちかづくと炭や石炭を買いこんで，寒さにそなえるのがふ

つ一 ^擁鼎）陣一…一涛騨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すみ
本のような，なまやさしいものではありません。山ぞいや，山の中の学校では，炭を

　　　　　　　　　　もぐたん
たいているところでは木炭を，ストーブにおがくずをたいているところではおがくず

熱一cll蒸熱）｝・一く…一

L誤認エ・・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　み　　　　　　　　　　　ぶんダん
　つぎの文はいくつにくぎって読むのがいいですか。意味．のくぎり（文段）のところ

に，大きな＿＿1じるしをつけなさい。．＿感じるしは5つまでつけてよろしい。

　インドというと，みなさんは何を思いおこすでしょうか。」（12．5）東京の上野動物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　ぼう
園に．いくと，インドから来たぞうがいますびこれは浸本のこどもたちの希望にこたえ
　　　　　　　　しゅしょう
て，インドのネール首相がわざわざ送ってきてくれたインドぞうなのです。イ．ソドで

はぞうがたくさんいて，物をはこんだりしてよく入のおてつだいをします。とくに大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎょうれつ　せんとう
きくてりっぱなぞうは，神さまのおつかいとしてとうとぼれ，おまつりの行列の先頭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶつに立てること香あります。」（52、1）また，みなさんの家では，仏だんのある象カミ多い

でしょう。この松毅を開いたおしゃかさまの生れたところが，インドであるととは知

　　　　　　　　　　　　　　　　　　とうなん　　　　　　　ちゆうごく
らているでしまう。仏教はインドにおこり東南アジアや中園にひろがり，日本にもつ

　　　　　とうよう　　　　　　　しゅうぎょう　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　にんば

たわって，東洋の大きな宗教にだったのです。いまは本場のイソざではあまりさかん

　　　　　　　　　　　　　　　　　10



　　　　　　　　　　　かんけい　　　　　　　　い　せぼ
ではありませんが，仏教に関係のふかい遺跡がたくさんのこっています。」（33．・3）こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひら
のように，インドぞうや仏教からインドをみると，インドはまだ開けない團，あるい
　　　ぶんか
は古い四七の鼠というように考えられます。もちろん，インドにはまだ開けな癖とこ
　　　　　　　　　　　　　　　れぎし
ろも広くあり，また，五千年の古い歴史をもっていて，タジ・マハールとか，モヘソ
　　　　　　　　　　　い　せぼ　　びじゅつひん　　　　　　　　　　　　　　　　さいぼん
ジョダμなど，たくさんの遺跡や藁術繍のある国ですが，最近のインドはひじょうに，
　　　　　　　　　　　　しゃしん　　　　　　　　　　　　　　　のうぎょう
かわってきました。」（20．8）写真でみるように，盤業にも古いやり方といっしょに，
ぼ　かい　　　　　　　　　　　　あたら

機械をとり入れた新しい農業の方法が行われています。絹をせきとめてダムをつく
　　でんき
り，電気をおこしたり，水のたりない土地に，ダムにためた水をながして農業に役立

　　　　　　さ　ばく　　かいはつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にうせま

てています。砂漠の開発も大きぼにはじめられています。工業にしても，紡績工業
　　せいてつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めんが　　　ゆしゅつ　　　　　　めんし　　　めん　つもの

や，製鉄工業などがさかんにおこり，もとは縞花を輸笛して，綿糸や綿織物をイギリ

スや躰から細していたのに，いまでは齢で綿糸や糸搬三つく。そ，これを輸

出するほどにまでなっています。1（47．　9）インドは長いあいだ，イギジスにおさめら
　　　　　　　　　　　たいなんご　　　　どくワつ　　　　　　　　　　　れんぽう
れていましたが，こんどの大戦後，独立してインド連邦とパキスタンという二つの国

をつくりました。そして悶民が力をあわせて，圃の力を高めよ5としています。その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　いため，新しい國でありながら，世界の黙々のあいだでも高い地位をしめています。

（しつもん）

　　　　　　い　み
（1）看の交の意味をまとめていうと，どれがいいですか，一つだけえらんで○をつけ

　なさい。

　ユ　インドの麟斑は力をあわせて園のカを高めようとしている。

　②イツドは古くて新しい国である。（12・5）

　3　インドは農業も工業もさかんな国である。

　4　インドはぞうや仏教で知られた岡である。
　　　　　　　　　　　　い　せぼ　　びじゆつひん
（2）文の中からインドにある遺跡や美術品の名まえを二つ書きなさい。

　タジ・マ一一ル（8L2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　」，

　モヘンジョダロ（79．2）

（3）　インドの工業をあげなさい。

　紡　　　績（91．7）

　製鉄（77．1）
（4）インドは今どういう国とど5いう国とになっていますか。

　イン’ド難三手1～　（58．3）

　パキスタン（54．2）

1蕾謎に狽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にんげん
　やぎはこやの中でメーメーないていた。ほかになきようもないのだから，入門はい

つでもやぎはメーメーなくものだとおもっている。

　しかし，やぎだってきげんのいいときもあるし，わるいときもある。きげんのいい

ときは，あごをだしてあまえるようななきかたをする。そういうときは，こやにはい
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っていても，けっしてむかってこない。からだをこすりつけるようによってきて，み

じかいしっぽをぴょこぴょこふる。

　きげんのわるいときはそうはいかない。こやのすみつこにひっこんで，はいいろの
　　　　　　　　　　にんげん
冒でじっとはいってくる入開をにらんでいる。そばへよると，あたまをさげてつっか

かってくる。きょうのやぎは，どうみてもごきげんがわるそうだった。

（しつもん）

　　　なが　これは長い文のいちばんはじめで，これからいよいよお話がはじまります。
　さくしゃ

　作者はいったいどういうお話をかこうとしているのでしょう。

　いいとおもうのを一つえらんで，上に○をつけなさい。

　1　やぎのなぎこえのいろいろ。

　2　やぎにも，きげんのいいときとわるいときとある。

　③やぎのごきげんのわるいNのできごと。（16．7）

　4　やぎのくらしかた。

結畏の考察

（1）読みがなをつけるのは，桐凹むずかしい問題だが，完全正答者が男子に

　6名，女子に2開いた。全体として男子のほうがよく読める。誤答数平均

　男子120，女子299で，男子のほうがずっといい。

（2）そのほかの問題の合計点でも男子が平均51．5％で，女子が平均46．5％で

　あった。第ユ学期の問題では女子のほうがよくて，小学校高学年では女子

　が進歩してくるということを述べたが，これがくつがえされている。この

　第2学期の問題は，男子向きだったようである。

（3）問題1の「しつもん」（1）は反応がちらばっていた。相当できる子どもた

　ちがまちがえていた（児童番号，男子1，5，8，女子2，9，3）。むしろ選

　択肢2の醗的」というのをとっていた。これは，文章の叙述面にとらわ

　れたもので，

　　　…本職のように思われがちですが，それが警察官の第一のしごととはいえませ
　　　ん；一’”一

破から体心」！ま礫「のPごと」ではないようec考えるので姉う・

（4）問題1のrしつもん」②の選択肢2，2は明らかにまちがいで，3，4

　は合っているが，4のほうが正しく結論というか要点というか．そこをつ

、かんでいるものである。この反応rb9　’（人数）
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　　　選択∫波123④
　　　　男　　　3　　2　　5　　11

　　　　女　　　6　　3　　9　　8

　　　　計　　　9　　5　　14　19

　で，できる子はやはりできているが，これだけの長さの：交章に明らかに書

　かれていることだからもっとできそうなものである。これは，文章そのも

　のを読まないで「しつもん」だけで答える傾向があるからであるとも懇わ

　れる。

（5）問題2では（3）が60．4だからまずふつうの成績で，この程度のものがζの

　段階の学力相応の設問であると思われる。（2）は特に悪くて16。7であるが，

　できた潜も必ずしもふだんの成績がよい子ではなかった。、反応は

　　　　大　　　雪　　23

　　　　ふ　る　雲　　3

　　　0く　る　雪　　8

　　　　つもる霊　　14

　で，女子の成績のよい子はどちらかというと「つもる雪」をとり，男の成

　績のよい子はだいたい「大雪」をとる傾向が見られる。’

⑥　問題3の「文段にくぎる」ことはゴ全部は無理だということがわかっ

　た。しかし，第二のくぎりが52．1，最後のくぎりが47。9の正答率で，その

　辺が5年目学力であることがわかった。これは6年でも試みたので，そこ

　でも考察したい◎

（7）問題3の（1）の「まとめ」は選択肢がむずかしくてひじょうにできが悪か

　つたが，正答者はすべて知能が高いとか読書家であるという者であった6

　正答6名のうち，男子が5名で，女子が1名であることは，この学級の特

難で樋が・この御紳象勧を腰とするものは・や駒男子忌
　いているようである。

（8）問題4の「やぎ」の文は，3年，4年ζ続け，あと，6年になってもや

　っている共通題であるから，6年で考察す為。、

（9）三番学校の成心鍬髄力・44・9廟して・⑫・・34・gゆ5・6と・・う

　のもあったが，52．5，49．7などもあり，実験学校はふつうよりも止であっ

　　　　　　　　　　　　　　　珍



た。

　漢字の読みと内窓の理解

　5年i学期と5年2学期の，文章に読みがなをつけさせてから内容理解のテ

ストをする閥題について，漢字の読み誤りや無答の数を調べて，8段階にし，

それとその文の内容理解の点数（これも8段階）との相関係数を算出したとこ

ろ0．65という比較的高い値が出た。これは，段階の切りかたにもよることで，

はじめ7段階に分けたら0．32であったが，漢宇の誤啓無答は0から38までひろ

がっているので，どれだけずつで区切るかで数値がちがって来る。いろいろく

ふうしてみて結局，上の数値を得た。

　それにしても，交章理解力はあるが，漢字を読む力の劣る者（男干番号11，

16，女子番号13）があり，理解力は劣るが，漢字を読む力がある者（男子番号

4，／5，女子番号12，24）がある。

　事実を「じっさい」とよんでいても，内容テストの問題の答えにはさしつか

えないし，詩人に「ひじん」とかなをつけていても意味が通じるわけで，そこ

にはいろいろな「読み」カミあらわれている。

　まず．1学期の「つばめ」の方でできないのは，おもに

　　　　不思議　　結局　　事実

の三つで，「不思議」が全然読めないか，「不」に「ふ」とかなをつけるだけの

者があった。

　　　　ふおもぎ　　ふおんぎ

というのもあった。「結局」のっけ方には，

　　　　けっきく　　けきょく（2入）　　けんきゃく

があり，「局」だけ読めた表もあった。こうした例として，「注意」について

も，「ちゆい」とかなをつけた者が3入あった。「けきょく．」とかrちゆい」

は，拗音促音長者の表記が，この段階でもまだ困難だということで，音読だっ

たらできるのかも知れない。「事実」にほ，

　　　　ことじつ　　ζとみ（2入〉’　じみ

　　　　こじき　　　じつぶつ　　　　内じっさい

　　　　じっけん　　じけん　　　　、　　∫　　∴

　　　　　　　　　　　　　　　　　1・4，’



などの読みがあった。　　　　　、、

　そのほかには，「老人」の読みで，

　　　　としより　　ろうにん（2人）

があった。「としより」は意味的には正しいわけだが，読みとして誤答とした。

r急に」については，

　　　　（きゆ）に（2人）　　（すぐ）に

というのがあったQかなのっけかたの誤りと，意味的なとらえ方として，rち

ゆい」や「としより」と同じ方向のものである。それから，

　　　考える　　　（かん）える

というのや，r旅行」に対して「きょこう」というのがあった。　r消す」は案外

できていたが，「（かく）す」という意味的なとらえ方をした老もあった。

　つぎに「希望」の方でできないのは，おもに

　　　詩法　　行い

の二つであった。詩人は，無讐が多く．誤りとしてe＃　，

　　　　ひじん　　しにん　　ぜんにん

　　　　てらのひと

があった。「人」に対して「しと」というかなをつけている表が女子にふたり

あった◎「行い」の読みは，

　　　　（こう）い（6人）　　（いき）い

　　　　（ぎょう）い　　　　　（い）い

などがあった。　「こうい」はr行為」として，こうかなをつけたものかどうか

わからないが，これで意味は通っていたものと思われる◎

　y方面」は割合にできたが，無答もあり，

　　　　ほうがく

とかなをつけた老もあった。　「何になるつもりだ」の「何」に対して，単に

「な」としかっけてない者がかなり多かった。これは「体育」を「たいく」と

読むのと同じような現代の子どもの一一つの傾向を示している。

　「進む」に対して「（すすむ）む」という重複したつけ方もあった。

　2学期の「警察官」の漢字の読みについては，一番読めないのはr災害」

で．その次はr財産」，「任務」であった。
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　読み誤りの傾向としては，まずr警察官」について，これは割合にできてい

たが，単に（かん）だけしかかなをつけていない者がひとり，

　　　　けいかん（2人）　　けいかんたい

　　　　けいむしょ

というのがあった。F災害」については，

　　　　かさい（3人）　　かがい

　財産は金然手がつかない巻が多く，「任務」には，

　　　　ほんむ　ぎむ　せきにん

などがあった。「ほんむ」，「ほむ」は一部分できているともいえるが，「せきに

ん」は全く文脈から読んだものである。

　そのほかでいちじるしい傾向は，　「祉会」を「かいしゃ」と読んでいる巻が

4人あった。

　「犯罪」をいっしょにして「つみ」とかなをつけた者が2人あった。これは

意味酌なとらえ方であり，実際に，その辺の掲示板などにそうなっているのか

も知れない。

　4．　5年第5学期のテストと結果解釈

　子忌の構成（所要時間　全体で45分）

　　問　　題　　交

1、　アイザックニs・・一

　　トン（伝言己）

　　（注）　4年3学期

　　に出した聞題で質

　　に野（2）（3）（4）をま共夷蓬

2．　きもの（説腿：文）

3．　テレビのはたらき

　　（説明：交）

4．パソの木

　検査する能力

物語交について，交

響，女の種類の知識

中心点（クライマック

ス）文脈から難語旬

の意味を推理する力

科学的説明交の要点

をとらえる。

科学的説明交を批判

的・分析揖勺に読む。

科学駒説明文の要約

　　　　　16

　　しつもんと正答
（1）　卒段に切る。

　　＠のあとにし

　　（rcのあとにし

（2）女の種類　⇔

（3）㈲の最後ρご行あるいは

　　④の全部
（ag）　（1）　＝，　（2）　一一一，　（3）　一一，

　　（4）　　四，　（5）　　三三，

（1）人がら，（2）　しごとや麟体，

（3）用事（（2）を分けて（1）（2）③（4）と

　　書いてもよい）

（i）　O　（2）　×　（3）　O

（4）　・O　（5）　×

（例）｛〈ソの木が熱帯地方（南太



（説明女）

iもんだい　1・
／　tttt

平洋の島）にあり，食用になるば

かりでなく，材木などにもなる。

交の第二，三，四段のすべてにす

こしずつふれてみじかくまとめた

ものを四二とする。第一段にふれ

る必要はない。

かっこの中の数字は正軽率，○でかこんだ選択肢が正管

よ　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　こた

つぎの交をつづけて読んで，あとに書いてあるしつもんに讐えなさしl。tt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼえ←う　アイザヅク。ニュートンは，いまから三百年ほど萌にイギリスの、ウールス＝ソー
　　　　　　　むら　　うま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むかし
　プという小さい村で生れました。おうちは，昔からのかなりゆたかなおひやくしょ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　だい　　セ
　うでした。だからニュートンは，こうふくな子ども時代をすごすごとができたはず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はや
　でした。ところが，かわいそうに，おとうさんが皐くなくなつ．て，おかあさんはユ
　　　　　　　　　　　むら
　・一一トンをおいてとなり村へかえってしまいました・ニュ菅ソはひ砂ぼっち1こ

　なワておばあさんにそだてられることになりました。

⇔　騎ばあさんはとてもやさしい入で，ニュートンをかわいがってくれましだ。しか

　し，おとうさん，おかあさんがいないでさびしいし，からだもじょうぶでなかった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　よわ　せいかく
ので・㍉｛トソはだんだ書誌論じあ危霜気鰯回螂に酌ました・め・

　　　そと　　　　　　　　　　　　　　　だいく　　　　　しごと
　魁こ外へも緻ないのでした。火工さんの仕事がすきで，三つ四つのころからどこか
　らか覆や麗きれを見つけてぎて，ひとりで，ごしごしのこぎりでひいたり，，くぎを

　うったりしてあそびました。

㊨擁｛ト／は六つにな・て村の学校へかようように齢ましたカ㍉込蕪み随

　んは，すこしもなおりません。それどころか，先生に何か聞かれるとまつかになつ

　　　　　へんじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽い曇津　　　　　　　　　どう轡ゆ5せい
　て，よく返事ができません。そんなふうでしたから，成績はいつもびりで，岡級生

　からばかにされどおしでした。

㈱と・うが・3牲にな・てまもなく・そのニー押をい・ぺ儀雪避議せ

　るようなことがおこりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まいにち　　　　　・　だいく　し　ごと
鈎　ニュートンは学校からかえってから，あいかわらず，毎日のように大工仕事をや
　　　　　　　　　　　　　　　　　すいしゃ
　っていましたが，ある臼，くしんして水車を作りあげました。
　　　　　　　　　　　　　すいしゃ
　「おばあさん，見てごらん。水車ができたよ。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うご
　「水車だっ鴎一一おやまあ．かわいい水車だね。それで動くのかえ。．」
　　　　　　　　こな　r鋤くさ。これで粉もひけるよ。おばあさん，いま，むこうの川でためしてくるか
　　　こ　むぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　げ　　　　　ぽ

　ら，小蓑をすこしちょうだい。」
　　　　　　こな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニな
　「はいはい，粉やさん。それでは，これだけ粉にしてきてもらいましょう。」’
　　　　　　　　　　　　こ　む謹　　　　　　　　　ρ　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもて
　　ニュートンは一存こぎりの小麦を小さなふくろに入れてもらうと，うれしそうに表
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　　　　　　　　　　　　　いえ　　　ぐこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ところ
　へとびだしました。そして，家から少しはなれた小川のちょうどよい所を見つけて
　すいしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 むぎ

　水車をしかけました。すると水車がくるくるとまわって麦をひきはじめました。

㈱　　「あ，まわる。まわる。うまくいったぞ。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わら
　　ニュートンが思わず手をたたいてにっこり笑っていたときのことです。

　「ほう。よくまわるんだな，アイザック。それだれにごしらえてもらったんだい。」
　　　　　　　　　　　　こえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かえ　　　　　　　　　　　どうきゅうせい

　　とつぜん，うしろから声をかけたものがありました。ふり返ってみると，嗣級生

　のなかでもらんぽ5もののトムが，ふたりのなかまとならんで立っていました。
　　　　　　つく
　rだれにも作ってもらわないよ。ぼく，ひとりで作ったんだ。」
　　　　　　　　　　　　　　こた
　　ニュートンがとくいそうに答えると，

　rうそをつけ。おまえなんかに作れるものか。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいしゃ
　といってトムは，ぐるぐるまわっている水車をもちあげました。ニュートンは，

　「あ，だめだよ。そんなにらんぼうしちゃ。3と，あわててとめました。

　rへん，けちんぼ。いらないよこんなもの。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　めん　　な
　　トムはそういって，いきなりその水車を地颪へ投げつけました。
　　　　　　　　　　　　かおいろ
㈲　ニェートンが，はっと顔色をかえてトムを見あげると，
　　　　　　　かお
　rなんだその顔は。一一くやしいか。くやしかったらかかってこい。」

　　トムはそういってニュートンをけとばしました。やせっぼっちのニュートンは，

　二，三メートルうしろにしりもちをついてしまいました。しかし，つぎのしゅんか

　ん。

　「ひきょうもの。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りよ
　とさけんで立ちあがったニュートンは，強い犬のようにトムにとびついて，ひっし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［3｝…t『「．m
　髭なヌrぶったり，ひっかいたりしました。

　「あ，いたい，いたい。アイザック，はなせ。ゆるしてくれ。ぼくがわるかった。」
　　　　　　　　こえ
　　トムはさけび声をあげてにげて行きました。
　　　　　　　　　　　　　み　おく
囚　ニュートンはそのあとを見送って，しばらくぼんやりしていましたが，やがて心
　　　　　　　　じ　しん
　の中にふしぎな自信がでてきました。

　「ぼくはいままで人からよわむしといわれていたし，じぶんでもそうだと愚ってい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　た。しかし，いま思いつきりかかっていったらトムに勝つことができた。そうする

　とべんきょうのほうでもいっしょうけんめいやれば，もっとでぎるようになるかも

　しれないそあ∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいせき
　　そう思って，それからいっしょうけんあいべんきょうしました。学校の威績はど

　んどんあがってきました。
　　　　　　　　　　　じ　しん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とし　　　　くみ
㈹　それから，いっそう自信がついてべんきょうにうちこんだので，つぎの年には組
　　　　　　　　　　｛4）．．t…．’．．一．tt．．　…”…』．．．…．ttt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）…一…’．…．httt－rm－tt
　の中でできる人の方に．なりました。

（しつもん）

　　　　　　はなし　　　　　　ぶん　　　　　　　　ぽ

．1．、どんなお話でしたか交を三つに切りたいと思います。どことどこで切るのがいい
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ　ですか。～，二，三，四，五，六，七，八，九と，九つに分けてありますから，九
　　さいこ
　の最後に…ごじるしをつけ，あとの二つの．．＿ヒじるしはどこにつけたらよい
　　　　　かんが
・か，よく考えてやってみましょう。（⇔のあと50％，1八｝のあと0％）

　　　　　　ぶん
2．　こういう交をなんといいますか。（あっているのに○をつける）
　　　し
　6　詩　　（＝）げぎ　　⇔　でんき（43．7）　・⑧　どうわ
　　　　　　　　　　　ばんだいじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　さくしゃ　　　　　　　ちから

3。このお話でどこが一番大回なところでしょうか。作者はどこに力をいれています
　　　　え　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいじ

　か。萌の丈について，ここが大事だと思ったところに一をひきなさい。（43．7）

4．つぎの（1）（2）③（4）（5）のことばのいみはどれがあっていますか。このことばの出てい

　　　　　　　　よ
　るところをよく読んでかんがえなさい。（あっているのに○をつける。）

　　α）ひっこみじあん

　　　1　ひっこんでばかりいる人

　　　②　ひっこんでばかりいること（60．4）’

　　　3　ひっこんでいじわるをすること
　　　　　がっこう　　ぜいせぼ
　　　4　学校の成績がわるいこと

　　（2）　ふるいたつ

　　　①ゆうきをだす（70．8）

　　　2　おこりだす　　　　　　、．
　　　　　せいせぎ
　　　3　威1績がよくなる

　　　4　ふるえて：立っている

　　（3）ひっしになる

　　　①　いっしょうけんめいになる（93．7）

　　　2　大さわぎをする

　　　3　げんこつをかためる
　　　　　あいて
　　　4　秘手にかじりつく
　　　　じ　しん
　　（の　自儒がつく

　　　1　じまんする
　　　　　じ　ぶん
　　　2　自分のためになることがわかる

　　　3　輿分のことはじぶんでするようになる
　　　④　自分に劣ああることがわかる（95．8）

　　⑤　うちこむ

　　　1　なぐりかかる

　　　2　うっていれる

　　　③いっしょ5けんめいになるく4エ．7）

　　　　　　てん
　　　4　よい点をとる

　もんだい　2．　i

　　　　　　　　　　　　　　とぶ　　　　　　　　　　　　かんさつ
まちかどに立っていて，そこを通る入のすがたを観嬉してみたごとがあり、ますか。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　とお
　いろいろな人が，いろいろなきものを着て通ります。その人たちのうちには，’たい
　　み　　　　　　ぎ
へん身なりを気にして，なるべく，よく見られようとして，きものを着かざっている
　　　　　　　　　　　　　　　　　かんが
人もあり，わりあいにきもののことなど考えずにいる人もあることがわかります。入

がらですね。
　　　　　　め　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しよくぼよう　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がく

　また，ひと限見て，あの人は，どんな職業の人であるかを知ることもできます。学
せいふく　　　　　　　けいかんふく　　　　　　　ぐんぷく　　　　　　　　　　　　　　　齢　　　　　　れい　　　　　　　　　　　　　　　　　き

生服は学生，警官服は警官，軍服は軍人，これはすぐわかる例です。ジャンパーを着
　　　　みぜ　　てんいん　　　　　しろ　　　　　　　　　　　　ぎ

たのは，店の店員さん，白いうわっぱりを欝たのは，かんごふさん，庵もひきをはい
　だいく　　　　　　　とお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だんたい

た大工さんも通ります。きものはその人のしごとや，その人のはいっている醸体をあ

らわしていることがあります。
　　　　　　　ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　わふく　　き
　モー＝ソグを着た人と，すそもよ5の和服を蒼た人たちがくる。これは，げっこん
しぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とお　　　　　　　　　　た　はた

式かなにかのかえりでしょう。土によごれたもんぺをはいた入が通る。これは照畑の
　　　　　　　　　　　　　むね　　あか　　　　　　　　　　　　　　だんたい
しごとをしたかえりでしょう。胸に赤いリボンをつけた団体があるいていく。これは
けんぶつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようじ

見物の人たちでしょう。このような例は，きものによって，その入の用事をあらわし

しめすことのできる例です。

（しつもん）
　さくしゃ　　　　　　　　　なに

　作者はきものが何をあらわしているといっていますか。きものからわかるのは侮と
　　　　　　　　　かじょうが
何ですか。（1）②……と個条書きに書きなさい。

　（1）人がら（29．2）

　（2）　　仕　　≡薯筆　（62．5）

　（3）　　団　　｛本　（27．1）

　（4）用　皐（41．7）

「爽哲∬可⊥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんぶん
　テレビのはたらきのうちで，ラジオにも新聞にもないとくべつのはたらきは，とお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　こく
くはなれたところでおこっているできごとを，おなじ時刻に，そっくりそのまま見せ

てくれるということです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうそう　　せいこう
　もうすでに，アメリカとイギリスのあいだでは，テレビのちゅうけい放送が成功し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうそう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がいこく
ています。ですから，いまにテレビのこくさい放送がはったつしてくると，外心でお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごまうそヲ
こなわれるオリンピヅクきょうぎのようすが，そのままじっきょう激送されて，窺本

でも見られるようになるでしょう。
　　　　　　　　　せ　かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でんば

　こうなってくると，枇界砥いよいよせまくなって，ラジオやテレビによって，電波
　　　　　　くに　　くに
でむすばれる国と隔とのつぎあいも，さらにしたしくなウて，，やがて世界はひとつと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　へいわ　　じだい
いうように，ほんとうにみんながなかのよい，平和な時代がくるにちがいありませ

ん。

（しつもん）

　さくしゃ　　　　　ぶん　　か

　作者（この文を書いた人）がこの丈でいっていることには上に○じるし，いってい

ないことには×二じるしをつけな：さ1い。、’
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　　　　　　　　しんぶん
　○（1）テレビには新聞にもラジオにもないとくべつのはたらきがある。（85．4）
　　　　　　　　　　　　　　あいだ　　　　　　　　　　　　　　ほうそう
　×（2＞アメリカとイギリスとの闘のテレビのちゆ〉けい放送がそのまま層ホでも見ら

　　　れる。（62．5）

　　　　せ　かい　○（3）激界ぽだんだんせまくなって来る。（41．7）

　　　　　　　　　　　　　　せ　かい　○（4）テレビがはったつすると世界の入側がみんななかよしになる。（54．2）
　　　　　　　　　　　しんぶん　　　　　　　　　　　ドけ
　×㈲テレビはラジオや新聞よりもずっと進んだものである。（64．6）

じ竃論u、．．べi

　　わたくしたちが，いつもたべているパンが，そのまま木になったら，どんなにいい

　でしょう。ところが，パソの木という木がじっさいにあるのです。ちょうどパソのよ

　　　　　　　み．うに，おいしい実が，たくさん木にぶらさがってなるのです。
　　　　　　　　ねったいち　ほう　　　　　　　　みなみたいへいよう　　　　　　　　　　　　　　　たか

　　このパソの木は熱幣地方，とくに南太平洋の島にある木で，高さが13メーFルほど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　になる大きな木です。人のあたまよりも大きい実がたくさんなります。
　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あじ　　　　　　　　　ど　じん

　　この実には，でんぷんがたくさんふくまれていて，パソのような味がします。土人
　　　　　にちじよう
　はこれを日常のたべものとしていて，むしやきにしたり，にてたべたりしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さけ　この実をつけばおもちもできますし，土のなかにうめておくとお酒にもなります。パ

　ソの木には，たねのないものもあって，これにヤシのあぶらからつくるバターをぬっ

　てたべると，ほんもののパソとすこしもかわらないそうです。
　　　　　　　　　しょくよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざいみく　　けんちくよう　　ざいりょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もち　　パソの木は，実が食用になるばかりでなく，耕木は建築用の材料としても用いら
　　　　　　　　　　　　　　　ぶね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜんりょう
　れ，木のみきをくりぬいてまるき舟をつくります。また，この木のかわから，染料が
　　　　　　　で　　　　　　　　　　　　　　　　だいよう
　とれ，木から量るしるは，のりの代用にもなります。

　（しつもん）
　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎょり　　　じ　　　いとよう

　　みじかくまとめて書きなさい。なるべく2行（40字）以上にならないようにしまし

　ょ　う。　（39．6）

結果の考察

（1）問題1めしつもんは文段に切る問題で，6◎飼までは前おきでrところ

　が・・」からが事件だからダζこで区切ることはわかる。こ、れは正答率50％

　で，、5年頃の学力を宗す問題であった。ところがあともうひとつの区切り

　を，多くの子は，図の終わりあるいは㈹の終ib　1）につけている。囚の終わ

　りにつけて（九）を独立させだ者はひとりもいない。　「それから…」となって

　いるから，わかりそうなものだが，これはrつけたり」で，この区：分は論

　理的なものである。ところが，まだこの段階では，事件的に，あるいは文

　章の長さの上から，区切るようである。
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（2）文章形態については，4年3学期に17．0％であったものがこんどは43．7

　％となった。だんだん課外読書がふえて，そういうことがわかってくるら

　しいが，これがユ年後の6年生では78．3％とまたずっと上昇している。

（3）この問題1は4年3学期，5年3学期，6年3学期と続けたので，6年

忌のところで，もう・一度考察したい。

（4）問題2，説明文の要点の読み取りで，正答は四つのことを見出すことに

　したが，はじめの「人がらですね」はF人がらをあらわしています」と書

　いてないのでわかりにくい。また，つぎの「きものはその人のしごとや，

　その人のはいっている団体をあらわしていることがあります」について

　は，子どもは，こういう場合には「しごと」のほうだけあげてそれで安心

　してしまう。学習指導でもう一度「それだけですか」などと押さないと出

　て来ないものである。だからこの「団体」も点がわるい。この一方だけで

　安心してしまう傾向はタ実験学級では特に男子に多かった。

（5）問題3の説四文の分析的な読み取りの問題について，子どもたちは問題

　の文章をよく読まずに，しつもんの交を読んで，それで判断する傾向があ

　る。もちろん上位生は失敗していないが，中位生，下位生には，まだ，そ

　うした傾向が残っている。

（6）問tw　4の要約は，男子のほうがずっとよかった（男子61．9％，女子22．7

　％）0

5．　6年第壌学期のテストと結論解釈

問題の構成（断言時間　全部で40分）

　問
1．　う

題 交　　交の種類

そ　　論　　：交

2．おばあさん　解説交

22

　　　しつもんと正答
1．交の趣意　　　　2

2．　要　　 ，索ミ　　 4，　6

　　　4，6それぞれについて調べる。

1・来の趣意　　　3

2．細目を書ぎ禺す。

　（1）身ぎれいでおばあさんらしくない。

　（2）すくない。

　（3＞別の家にすんでいる。るす番がない

　　ので出られない。



3．鶉　　　　　　　i塁

　　（5年1学期と同じ）

　　（交響雀初等教育研

　　究資料から）

4．　コ　　ウ　　モ　　リ

5．　う　　　　　　し

　　（5年1学舞iと同じ）

　　（長野県実験学校報

　　蕾から）

会話文
　　　　　　1．

　　　　　2．

　　　　　3．

物語文　　1．

　　　　　2．

詩

（1），（2），（3）にあてはめて，それぞれどれ

だけできているかを調べる。

　　　　　　　　　　　5年生

交脈の理解　　　　2（22％）

　　n　1（45％）
文の趣意　　　2（39％）

交の趣意　　　　　　1
文脈（語意昧の推測）（エ）4

　　　　　　　　　（2）　2

　　　　　　　　　（3）　5

感想を聞く 検査著の主観酌罵楚により

　A　虫題的

　B　大意附

　C　婆点酌

　D　断片酌

の四つの類型に分ける。

各問題の児方

○問題3と問題5は前年（5年1学期）よりもどれだけ進んだかを見る。5のA，

　B，C，　DはA即題的一気持をとらえている。　B大意的一情景をとらえている。　C

　要点的一口実を主としてとらえている。D断片的一蔽んやりしている。なにをとら

　えたのかはっきりしない，という区別で，A，　B，　C，　Dの混禽型もあるわけであ

　る。その場合は爾方に数える。したがって含計で100パーセント以上になることが

　ある。

○問題1，2，4は新しい聞題で，文意の正確な把握を主として，要点や細巨の理解

　をも見ることにした。6年生1学期ではやや高度のものもある。

○所要縛聞はみんなが終ったところで集める。

暗んだい・■か・・の中の灘・酪鞭搬を・でか・んだの・騰

　読んであとのしつもんに答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　あい　うそをつくのはよくないことにきまってはいますが，そこにいろいろの場合が思い

だされて，こみいった問題におちこんでしまいます。
　世しょ5だい　　　　　　　　てんき　よ　傑う　はっぴよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磐　し

　気象台から，．毎摸天気予報が発表されていまず。’その仕事にたずさわっている披師
　　　　カリくち　　　 ギトつここうじよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しワよう　　　　　　　　　　　　　　　　よくじっ

たちは，各地の測候隣や船から送られてくるたくさんの資料などによって，翌冒の，
　　　　　　　　　　　　　　はんだん
あるいはもっと先の天気について判断をくだし，これを発表するを）けです。狡師たち
　　てんニう　　　　　　　　　　　　　　　　　かんけい

は，天候と人閥の生活との関係を，ふつうの人よりも，もっとふかく知っているはず
　　　　　ふ　　　　　　　　は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をザんみつ　　けいさん

ですし，雨が降るとか晴れる乏かいう予報が発表されるまでには，巌密な計算などが
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行われています。ですから，たとえその予報がはずれて，雨にぬれることがあって
　　　　　　　　　　とも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

も，あるいはかさがお伴になっても，だれもその技師を「5そっき」とは呼びません

し，またそう思うこともありません。
　　　　　　　　ぽ　あっけい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しめ
　もしその人が，気圧計の針が1015ミリバールを示しているのに，わざとそれをユ005
　　　　　　　　ぎ　ろく
ミリバールとして記録したら，その時はほんとにうそをついたことになります（ミリ

　　　　　　　　　　　　　　　たんい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めん

バールとは気圧を示すのに用いる単位で，一平方セγチメートルの水平な面に一グラ
　　　　　　　　　　じあっウよく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せ　けん
ムの霊さがかかった時の圧力です。）。この時，その人がついたうそは，世聞の人・婦こ

は知られずにすむかもしれません。そればかりでなく，いつわった記録によって出さ

れた予報が，かえってあたることもありましょう。それでもその人がうそをついたこ
　　　かハ
とには変りありません。

（しつもん1）　この交は何をいおうとしていますか。（一つだけ○）

　1　うそをつくのはよくないことであるQ

　②うそをつくということはど5いうことか。（35．4）
　　　ましようだい　　ぼ　し

　3　気象台の技師はうそつきではない。
　　　き　ろく
　4　記録をまちがえればうそをついたことになる。
　　　　　　　　　　　だいじ
（しつもん2）　この交の大事なところはどこでしょう。（二つの○をつけなさい）

　1　天気予織は毎日発裏される。

　2　技師たちは天候と人間の生活との関係をふかく知っている。

’3　予報発表までにはげんみつな計算がおこなわれている。

　④予報がはずれても技師がうそをついたとはいわない。（56．2）

　5　ミリバールとは気圧を示すに用いる単位であるd

⑥癖ヒ）おっ：た説録による予報がもしあたってもその人はうそつぎである。（37．5）

111級：爵1運］

　読んであとのしつもんに意えなさい。

　　　　と　ないでんしや　　　　　　　　　やま　　て　　　したまち　　　　　　　　　　　　　　　　せん

　東京の都内電車の中には，山の手と下町をゆぎきをしている線があります。たとえ
　　ばんせん　　　　　　　’　　　estgつか　　　　　　　　　　　　　　　と　しま～　　　ぶんきよ」く　　　　　　　　　　　　　じゅうたくち

ば16番線は，出の手の大塚からはじまって，豊畠区，文京区などの山の手の住宅地を
　　　　　　たいとうく　　ずみだ　く　　　　お
通り，下町の台東区，墨田匿へと下りて吟）きます◎
　　　　　と　でん
　こういう都電の電車にのって，気のつくことは，下町へゆくと，電車にのっている

入におばあさんが多いことです。どの電車にも，ひとりかふたりのおばあさんがのっ

ています。

　出の手では，あまりおばあさんをみかけません。これは，どういうわけでしょう

か。

　　　　　　　　　　　　　　　　　み　ひとつには，幽の手のおばあさんは，身ぎれいにしているために，おばあさんらし

くないので，目につかないのかもしれません。
　　　　　　　　　　　　　にん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カや
　また，肉の手には，つとめ人が多いので，つとめ人の親であるおばあさんは，東京
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でなく，いなかに佐んでいる。・つまり，出の…手にはそもそもおばあさんが，少ないの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　ゐ　　しょうばい
かもしれません。あるいは，出の手では，家が商売をしているわけでないので，家の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふうふ
用が少ないため，おじいさん，おばあさんと，わかい夫婦とが，それぞれ甥の家に住
　　　　　　　　　　　ろうじんふうふ
んでいるのに，下町では，老人夫婦も，商売をしているため用が多くて，そのためい

っしょに穣んでいます。このため，下町のおばあさんは，わかい人に，商斑や家のし
　　　　　　　　　　で　あるごとをまかせて，よそを出歩いているのかもしれま・ぜん。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とくしょく　とにかく，おばあさんが，1下町で多く冒につくのは，ひとつの特色です。

（しつもん1）　この文は何をいおうとしていますか。（一つだけ○をつけなさい）

　ユ　東京の都電が出の手と下町とをゆききしていること。

　2　都電の電車にのって気がつくこと。

　③由の乎ではおばあさんを見かけないが下町には多いこと。（62．5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうばい
　4　肉の手にはつとめ人が多く，丁町には商売をしている人が多いこと。

（しつもん2）　この交の中に「肉の手ではあまりおばあさんを見かけない」わけがい

　くつ書いてありますか。それをつぎに書き嵩しなさい。

　（1）おばあさんらしくない。（72．9）

　（2）　すくなし、o　（56．2）

　（3＞甥の家にいる。（75．0）

「竃薪無蓋「
L．＿＿．．．．＿．＿一i．＿＿tt．．．．．一＿＿＿＿＿一．＿．t『，

　希望（5年1学期と岡じ）

「巫墨ll二lll⊥｝

　読んであとのしつもんに讐えなさい。

　　　　　　　そこ　　　　　　　　　　　　　　　　ほし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かげ

　くらい夜蜜の底には，数限りない星がきらめいて，認ウモリの黒い影が，、四方八方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びぎ
に飛びかっていた。ところが，あかりにひきつけられた一匹のコウモリが，ガを追い

Cl｝’一．…．．…t．一』－m．．．．…一’一－m一一’』』．…

　　　　　　　　　　まど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てんじよう
かけて，あけはなされた窓から飛びこんでぎて，出口が見つからなくなり，天井のあ

たりや，おどっている人たちのあいだを，飛びまわった。まもなく，、それが，みんな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　じん
・の貝にとまった。　「あら，まあ，訟ウモリよ！」と夫人たちは声をあげて，ベランダ

へ逃げ賎した。ひとさわぎ持ちあがった。音楽は中止された。たくさんの入が，ナフ
　　　　　　　　　ぷ　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうげき　　かいし

キソや，ハンカチを武器にして，たたきおとそうと，攻撃を開始した。びっくりした

小動物は，あちこち身をかわしながら，②敵璽繋繋を，たくみにさけていたが，とうと
　　げぎ　　　　　　　　　　　　ゆか　　　　　　お　　　　　よこ

う一撃をくらって，床の上に落ち，横になったまま，藪かなくなった。撃方から人々
　　　　　　　　　　　　つみ
がよってきたが，この小さな罪のない動物を手にとろう醸する者は，ひとりもなかっ

た。なんだかきみがわるかったからである。
　　　　　　　そとにわ　　　　　　　　　　ひろま
　この時，私は外庭にいたので，広閥のできごとを知らなかった。けれども「ロウモ
　　　　　　さけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じじょう

り！」という並び声が耳に入ったので，華幣を察して，たすけに出かけた。近づいて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛3｝』．．……．’．．．W…聾｝．ny……．．．
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みると，コウモリは，死んだようになって，，床に上にころがっていた。…勲ことって見
　　　しんぞう　　こ　どう

ると，・心臓の鼓動が聞こえた。非常におどろいたのと，ナフキンでたたかれたのと
　　　　　　　　　　　　　　　　はんとうめい
で，気を失ったのだ。これは，大きな半透明の，かわいらしい耳をもった，ありふれ

たコウモリであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいふく
　コウモリは，まもなく，正気にかえって，私の手の上で動きだした。私は，回復：す
　　　西．　　‘

るまで飼ってやろうと考えて，家へ持って帰った。

（しつもんユ）　この文は何を書いていますか。あっていると思うものに一つだけ○を

　つけなさい。
　　　　　　　　　　　　　　じ　けん
　①コウモリがつかまった時の事件。（31．2）

　2　人間とコウモリとのたたかいのあi）さま。

　　　　　　　し　3　コウモリが死にかかった時。

　4　私が手がらを立てたごと。

（しつもん2）

　もんだい

　「うし」の詩（5年1掌期と同じ）

織果の多方

（1）「問題1の「しつもん」1の選択腋1，2，．3，4のうち3嫁まず問題にな

　らない。しかし1，2，3はそれぞれ合っている。そのうち1はこの文章

　としてはむしろ否定しようとしている（限：擁しようとしている）ことなの

　　　　　　　　　　　　　　　　　26

←）　「飛びかっていた」ということばのいみはどれがよいか。（一つだけ○）

　1　飛びかかってきたQ

　2　飛んだりはねたりしていた。

　3　飛びまわっていた。

　④いりまじって飛んでいた。（8．3）
　　　てき　　こうげざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　ダ

〔⇒　「敵の攻撃」の敵というのはどれか。（一つだけ○）

　1　ほかのコウモリ◎

　②ナフキンやハソヵチでたたく人たち。（75．o）　　　 ・

　3　ガ。

　4　びっくりした小動物。

斜　「たすけに繊かけた」は何をたすけたか。（一つだけ○）
　　　つみ
　1　罪のない小動物。

　②コウモリにこまっている人たち。（8．3）

　3　コウモリに追いかけられたガ。

　4　四方八：方に飛んでいるコウr『り。

「　i］



だ演，はじめに書いてあることであるし子どもは，文章を読まないでし

つもんに讐える傾向がある。子どもがふだん言いきかざれていることであ

るから，下位生・中位生にはこれに反応する者が多いだろうと予想してい

た。結果はその通りで，各選択肢について，

　　　1　　　　17名　　　　　　　3　　　　’4名

　　②　 22名　　　’4’　5名

であった。4の5名の中には優秀な子もふぐまれていた。これは文章とし

ての趣意ではないカミ，一つの大四点であるこζはたしかで髄．rこの

文は何をいおうとしていますか」という「しつもん」に「要点」を答えても

わるいとはいえない。ただ実験学級のテストではこれまでそれで「意図」

をたずねることになっていたQ

　　そして「しつもん」の2に「この文の大事なところはどこでしょう」と

　して，こちらで「要点」をきくことにしてある。

　　この要点のうち，④はできたが，⑥がわるい。この⑥は「しつもん」1

　で：文の趣意が「うそはよいかわるいか」であることをとらえていないと大

　事だということにならないものである。そこで「しつもん」1の②と「し

　つもん」2の⑥との両方できた者を調べてみると，それは7入で「しつも

　ん」1のできたあとの10人目失敗している。また「しつもん」2の⑥ので

　きたあとのエエ人は「しつもん」1ができていない。一貫してできているの

　はごくわずかの優秀児（し魁もこの場合失敗しなかった者）に限られてい

　る。

（2）問題2のrしつもん」1は正答率62．5で，5年生梢当のしつもんである

　ことがわかるが，これも選択肢の4は趣意（意図）ではないが要点ではあ

　る。そしてこれについてはやはり優秀児2名（男子番号18，女子番号2）

　とも，これをとっている。

（3）なお，問題1の「うそ」の文は，男子のほうがずっといいが，問題2の

　「おばあさん」のほうは成績がそんなにちがわない。

（4）問題4の「しつもん」2の（1）は選択肢3をとった者が男女とも断然多か

　つた。そのために正答率が低かった。同③も，選択肢1が断然多く，男子

　　　　　　　　　　　　　　　　27



　22名中19名まではこれをとっていた。正答の②をとったのは最優秀児エ名

　で，あとのふたりは4をとっていた◎

　　この二つのことから，語句をひじょうに安易に解釈する傾向のあること

　がわかる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っ

（5）問題3および闘題5は5年1学期と同一の問題で，閥題3の正答率は

　　対　　　 話　　　 交　　　　　　　　　　　　　　5年1学期　 6年1学期

　　　「そんなふ5」はなにをさすか　　　　　　　32．7　　　37．5

　　　「おなじかんがえ方」とは　　　　　　　　　　42．9　　　　58．　3

　　ふたりはなにについて話し合っているか　　　　44．9　　　58．3

　になっている。だいたい正答率で40点から60点ぐらいのものがその学年に

　適した問題で，それが次の学年はどうなるかということで学年の上昇率を

　考えるのがよいと思うが，この問題については上昇率がふつう，あるいは

　ふつうよりすこしょいほうである。

　　全体としては，このパーセンテージだけ正答潜が増しているわけである

　が，ひとりひとりについてみると，5年の時にできて，6年の時に失敗し

　ている者がかなりある。5年の時に3題とも全部できて6年でも3題とも

　全部できた子もあるが，6年では失敗した子もある。

　詩の主題的把握

　5年1学期にやって，6年1学期にも同一一問題でもう一度試みた「うし」の

詩は，もと長野県教育委員会でやったものである。

　長野県教育委員会では，詩だけでなく，童話，脚本，生活文，論文，伝記に

ついて，1年生から9年忌まで主題的な把握の発達を調べた（長野察実験学絞報

告「学習能力の発達・国語編」昭和29）。それによると，全体平均して，

　　　　1年　　2年　　3年　　4年　　5年　　6年　　7年　　8年　　9年

　　　　1．4　11．0　19．0　29．1　3Zl　47．6　51．0　61．5　71．0

である。

　「うし」の詩について，実験学級の結果は，

　　　　　　　　　　　5年　　　　6年

　　　主題的　 20．5　 43．　7

　　　大意的　 23、1　　27．1
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　　　　要点酌　 33，3　．27．1
　　　　断　　月』　白勺　　　　　　23．1　　　　　　　2．1

であって，5年の場合の主題的掘握がやや低いが，6年ではそれほどでもなく

なっている。また，断片的といケものカ㍉ずっとへっているのが目立つ。

　これは，調査者の判定によるから，各学校でどのくらいちがうかということ

を調べてみた。6年生の場合，つぎのようになっていた。（数字は実数）

主題酌

大意酌

要点酌

断片的

無　筈

人数計

HB
11

7

5

9

0

32

HN
12

12

12

10

0

44

聾K　 OY　 KT　MS
31　13　25　42
8　　　6　10　5

6　　　6　11　3

3　17　O　O
O　　　1　　　4　　　0

48　43　50　50

TY　KS　TO
11　15　18

8　2　16
9　5　11
11　24　4
4　　　5　　　0

43　52　49

平　均

43．3AO

18．　0％

16．　3％

19．　0％

3．4Ae

　MSという協力学校は結果がよすぎるような：気がするが，この学校は長野県

の帯街地の学校であり，長野県には特に主題的把握の指導をしている学校もあ

るから，実際の成績もそうであるかも知れない。NK，　K：Tもよすぎるが，判

定表の主観によるところがあるものだから，こうなることもあるであろう。

　もともと，長野県教育委員会のもとの数字そのものも，その調査者の主観に

よるものである。

6．　6銀第2学期のテストと結果解釈　　　　　　　　　　　　’

問題の構成（所要時間　大体60分，みんなが終ったところで集める）

（第　一　部）

　　　問題としつもん

事実と意晃とを区別する能力

　れんしゅう

　もんだい

　　（s

　　e）

　tw

正

ω

㈲

）
）
－
り
0

（
（

萄
の
ω
　
㈲

三
晃

事
意｛」

）
ゆしんれ

の
の
②
⑥
②
　
⑫
軽

）
）
ー
ム
2

（
（

実
見

事
意モe

1
3

実
見

事
意｛

4
3

1
4
　
　
1
3
　
　
1
2

（
（
　
　
（
（
　
　
（
（

実
見

審
旧く⇔

実
見
実
見

三
瀬
事
意

｛
　
r
l
～
し

⑧
　
爾

29



（第：二部）

要約する能力，抜粋する能力を主

　とし，その他6年生に必要な能力

　　もんだい㈹要約と抜粋

　　もんだい㈲　　”

　　もんだい㈹要旨，および，細部

　　　　　　　の正確な読みとり，

　　　　　　　感想

（第益　細

　5年2学期と同一問題に：よる能力

　の発達の吟味

　　もんだい協｝段落とまとめ

　　もんだい（＋）主題（長い交の組立）

pa
o；塞8〈為（為88（あ（葦、

㈲に翫（×　o　o　×3）　（4）　（5）　（6）（野

洲｛li撚軋無＿み

　　　　る（正誤はない）

落
　
段
段
段
段

段
一
工
董
四

　
第
第
第
第

囲

第五段

　第六段

　しつもん

（＋）　（3）

　一t何を思いおこすでしょうか。」

東京の……こともあります。」

また・…・・のこっています。」

このように・…・・かわってきまし

た。」

写真で……ほどにまでなってい窪

す。」

インドは長いあいだ以下

　（2）

れんしゅう
　　　　　　　　　　　　　　　　さくしゃ
　丈の中には，その交を雲いた人（作者という）が，たしかに晃たり聞いたりしたこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんが
とも出てぎますが，それについて作者が考えたり感じたりしたこともSlてきます。

　見たり聞いたりしたことが書いてあれば「事実」で，考えたり感じたりしたことが
　　　　　　　い　けん　　　　　　　　かんそう
書いてあれば「意見」とか「感想」といいます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しら
　次の女について，どれが事実で，どれが意見か調べてみましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　ふだ
　わたしたち（ウ学擾では1年隼からβ年生：牽で，、みんな．，．むね！こ名札をつけることに

くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

なフ．て亙減す。

　　　　　　　ごろ
、，、だのセ転ζ謬錯睦2けて瞭嚇が劾．ます・

　　　　　　　　　　　　　　もん　　　　い
譜た鵬．そ！瞳艦裳塵～∬塾ら入纏嚇塞塗らよい現し’ます・

（しつもん）

　（1×2）③のどれは察実をいっていますか。どれは作者の意見ですか。次に書いてみま

しょう。（……の下に番号を悪1書きなさい）

　事実の交……

　意見の：交……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　30



もんだい・「か・この中旺綿蘇月糞は○じるしのついたのが礁

　日本．へがとる牛乳やバターρ）超：は，ヨーロッパやア乳リカの人たちとくらべて，ひ
ごぬ　

Pよ．．蝕…すくな、｝。

　もレ，ねだ！弘がやすくなりさえずれば・もつ≧鈍れるにずである。
｛2｝

語裟1雛勲晒ま肥ることがあるから・気を盤な卿甑らない・
　わたレむちg～学校で調べかところ瞠よると，i熱こテレビのある入は，毎醗平均ご蒔

け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

閲業も見て込ゑ。勉強の時問やねる時賜がそれだけすくなくなる。

　　　　　　こん
。，互プ∠曝蛇もシ「ト痢物言己も殿㌶蜘紬嘩ある・，、，どちらも諦

やす“塵φにな■る叢物である。

（しつもん）

下に番号を書きなさい。

　事実をつたえているのは……1（85．4），4（60．4），5（66．7）

　作道の意見をのべたのは……．2（70．8），3（87．5），6（72。9）

1．’．．．一……．……　一．巾．…’．　．．．．’』．．’．．tt「．．．．　i

誰遜動駆ラル以上の深至四二・混いて肱い翻わ麺y劇距・
誌ζ．うが・イギリスの学都ミき・年・姻洋の託老二三㊧深さで講購瀬

があることを卑鷺～けました。

（譜想肱変なζ．とです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうしゃのう
というのは罵れがないというたて就で・。ス溢．堕麺照ま試射能がまだの

ζ？てい靭甑らな漁なρたものを入れ物に入れて，．tすててし1るからです。

，。躰でも躰海㊧深いところ1こすてるζ挙していますカ㌔これも期晦曝い

とζるに流れがある鳶とがわかれ鵬、煮哀なくて碑なりません。

（しつもん）

　事実をつたえているのは……1（85．4），2（87．　5），4（60．4），5（66．7）

　作者の意見をのべたのは……3（70．8），6（72．9）

「…蕊熟、’τ…門i

　　　　　　　　　　　　　　　うんえい
　小・中学校の生徒力噸分たちで運営する「こど事銀行」も，ζ．としで10年になりま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　コ　　　　　　　　　　　　　　げげ　　　　　

．した・。1膨県Qある即興回ま・み磁で1切⑭が控ゴ才ゴとり・ツ塑とρ

毒どをしrC．t．．こご．＄．銀行の貯金が㌘木あたり2チ円になりま．レた。野島累のあるゆ学

　　　　　　　　　　　う校ではキリの木を学校に植えて，駐金に役立てました。

このほか・訣る帯側擬み槍董三醜勲：壁鐘堕嘩そ懸す・，、｝「こ醜
すく．ない事ζずかぬでは，．貯金ができ順）」という．木マ蔦に，、よい絹『本になる堂とで

しょう。　　　　　　　’　　　　・

（しつもん）
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　事実をつたえているのは……1（97．9），2（79．2），3（66．7）

　作者の意見をのべたところは……4（87．5）

iもんだい　4．i

　年のくれになりました㌔並．≧夢は，少年少女の本があち剃ちでたくさん型返盛れエ

議題嬢なグまレた。

　　　　　　　　　　　　　ぜんしゅう
　新しく出版された少年少女の全集に回避のことは，②醍≧んどが，本Q型が太き窟な

烹．塵主ζ．藁＿杢力婆i蒸＿鷲．乱」Σ蚤監な烹．薫塞鳶鑑ζ歪す。

　それにしてもこうたくさんの全集が出ては，買う人もまようわけで，｛、）墜hφkと；先生

やお劃う．さ粒に娼談レて，＿廓．分が烹ほを侭しいと思うものをきあるζζ．が癒ぬ圏2で

す・謹麹多喰集で1む諦るζろ聡学髄牒している．比殖Σな甑強
ζ烹て来互Qでにないで1しょ．う．か。

（しつもん）

　事実をつたえているのは……1（833），2（79．2）

　作者の意見をのべたところは……3（8L　1），4（91．7）

◎ll［も1頑ll二戸∫｝

　全国交通安全週問がはじまりました。①こ㊧週聞嫉．すご剛レで重交逓事越：を＝すくな孟

．い髄脳野僧で叔凋2；抱凹ます。諄通蟹髄邦．笠ゑ蓋開：麺盤鑑～しε

轍にあわないですむのです・、、，離璽函渠費紬脳卵麺遡勲墨≦勉鰻為
よう．にし1まし＊う。

　東：京都ではことしの1月から6，月までに7，744件も交通薯故があり．s小学生で死ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く’1｝　一『’．ua　㎜
準ムはa4人，＿耽がを．』蟹～盈．蚤盟人とヤ．こう蕊と寛。

（しつもん）

　事実をつたえているのは……1（89．6），4（83．3）

　作者の意見をのべたのは一・…2〈75．0），3（83，3）

1も）”tt．’．．ii、．…ボ…i

　．一．．．．．．．．．　．『＿tt、＿．．．．．．．．一．＿，i

　　　　　ほあい　　　　　　　　　　ざしき　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね　　　ばしょ

　たたみの場倉は，それが座敷いっぱいに敷いてありますから，どこにでも寝る場所
　　　　　　　　ざしぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りんご　　　　　　　　きだぽぜい

ができます。また座敷のどこへでも，すわることができますので，臨時にお客が大勢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　や　　ゆうずう
あった時も，すわる所はあるわけです。つまり部屋の融通がぎいて，小さいすまいで
　　　　　　かぞく　　くら
も，どうにか塚町が暮してゆけるのは，たたみのおかげだとも雷えると思われます。
　　　　たたみ　　　　　　　　　　　　　　　　か　ぐ

すなわち畳のすまいは，特別に家具がいらないわけです。
　　　ゆか
　次に床の材料としてのたたみを調べてみると，わらをたくさん集めてしめつけてあ
　　　　　　　　　ほおん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆかした

るたたみのしんは，保温の点では非常によいものです。厚いこのしんにょって，旅下
　　　　　　　ふせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　ふせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だん

から来る寒さを防ぎ，室内の暖かい空気の逃げるのを防いでいます。またたたみは弾
せい　　　　　　　　　ある

性があって，歩いたときの足あたりは，やわらかでよいものです。ことに夏は臼本人
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　すあし　　　　　　　　　　　　　すあし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けってん
は爽足になりますから，素足の足ざわりは雰常によいといえます。欠点の方は，たた
　　おもて
みの表がいたむことであって，数年に一回は，かえなければなりません。つまりもち

がわるいことで，蓑頗がつねに美しい青味のあるものにしておぐには，毎年とりかえ
　　　　　　　　　　　けいひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいげつ

ねばなりません。これは経費の上でたいへんなことであります。次に漕潔という点で

は，常に表面をぬぐい，ごみのたまらないようにそうじしていなければなりません。
　　　て　ずラ
これも手数のかかることです。ことに食事室などで，しるや水をこぼしたりします
　　　　　　　　　かわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けってん
と，中にしみ込んで乾きがおそくて，よごれやすい欠点があります。またたたみのつ

ぎ員にはごみがたまりやすい馬ともあります。ノミやその他の虫類がこういう所Lをす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　ゆ
みかにして，ふえて行くといういやな欠点もあります。また梅雨のころには室内全体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　　　ず
がしめっぽくなりますが，こんなときにも，たたみはしめり気を吸って，しめっぽく
　えいせい

て衛生上よいとは轡えません。

（しつもん）

　　　　　　　　　　　　　　せいかく
1．次の（1）②（3）（4）のどれが一番正確でしょうか。

2．　この文をみじかく蜜とめるために，だいじなところを書きぬくとしたら，どれと

　どれでしょうか。四つだけ○をつけなさい。だいじでないと思う方セこは×をつけな

　さい。

　　　　　　　　　　　ゆうずう
　○（1）たたみはへやの融通がきく。（70．8）

　○（2）たたみは保湿の点でよい。（70。8）

　×（3）たたみはしんが厚い。（85．4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　す　あし
　×（4）　日本はたたみだからt臼本入は夏素足になる。（72．9）

　○㈲　たたみはもちがわるい。（35．4）

　○⑥　たたみは衡生上よいとはいえない。（79。2）
　　　　つ　ゆ
　x（7）梅雨の季節には室内全体がしめっぽくなる。（37．5）

　×（8）たたみだと食事室でしるや水がこぼれてしみこんでしまう。（66．7）

L熱麹三L一
　ふ　じ　さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちよニじよう　　　　　　　　　　　　　　　　　いぼぐる

　寓臨画などのような高い出にのぼると，頂上に近くなるにつれて息苦しくなり，
あたま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうざんびょう

頭がいたくなったり，めまいがしたりすることがあります。これは高田病といいます
　　　　げんいん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みつど

が，その原臨は，高いところでは剛気の密度が地上よりうすくなって，私たちの呼吸
　　　　さんそ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちひょうめんじよづ

に必要な酸素の猛が少なくなっていることによるのです。地表面上に一平早撃ソチメ
　　　　　　　めんせき　　　　　　　　　　　　　　　　すいちょく

一トルの水平な顕積を考え，その上に垂直に細長い窒気の柱をたてるとしましょう。

窒気は地臓附近で一番濃く，それから高くの遷るにつれてうすくなっていますが，そ

の長い空気の柱の目方は約一キ冒グラムです。すなわち，大気は一平カセソチメート
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひょうめん
ルの面債について二一・キログラムの重さで，地球の表薦をおしています。このおすカ
　ぎ　あっ
を気圧といいます。
　　　　　　　　　　　　たんい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へいや
　気圧は気圧計ではかり，単位にはミリバールを使います。海面や平野ではかると，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すいぎんき　あっけい
ふつ5に気狂というものは1010ミリバールくらいです。水銀気圧計を使って気圧をは
　　　　　　ずいぎんちゅう
かるときは，水銀柱の高さから気圧が得られます。以前日本では，この水銀柱の高さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　あたい
をミリメートル単位ではかって気圧の値としました。しかし今では，ミリバールが単

位になっています。ミリメートル蔚焦位の気圧をミリバール単位のものにかえるのには

砦をかけ尉れば齢ません．たと剋ま，以前76・ミリ・一ト・レとい。た気圧は

　　　76・・9・・i。・3。3

1013．3ミ1］バーールということになります。

（しつもん）

1．次の（1）②（3）（4）のどれが一番正確でしょうか。

2．　この文をみじかくまとめるために，だいじなところを書きぬくとしたら．どれと

　どれがいいか。二つだけ○をつけなさい。だいじでないと思う方にはをxつけなさ

　い。
　　　　ふ　じ　さん
　×（1）當士出などのような高い肉にのぼると，めまいがする。（89。6）
　　　　　　　　　　　　　みつど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こぎゆう　　　　　　　さんそ
　×（2）高いところは空気の密度がうすく，私たちの呼扱に必要な酸素の鐙が少な

　　　し、Q　（22．9）

　　　　ちひょうめん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めんぜぼ　　　　　　　　　　　　　すいちょく

　×③　地表漁上に一平方センチメートルの水平な醐積を考え，その上に垂直に細長
　　　　　　　はしら
　　　い多気の柱をたてよう。（97．6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちまゆう
　○（4）大気は一平方センチメートルについて約一キログラムの重さで地球の表齎を

　　　おしている。（43．7）

　○（5）気圧は気圧計ではかり，灘位にミリバールを使う。（27．エ）

　×（6）瀕琵や平野のふつうの気圧は1010ミリバールくらいである。（83．3）
　　　　　　　　　　　　すいぎんちゅう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あたい

　×⑦　以箭の日本では，水銀柱の高さをミリメートル単位ではかって気毯の値とし

　　　た。　（83．3）

　・（8）ミリ・一ト・噸位の気圧をミリ・・一・レ単位のものにかえるのに1ま÷をかけな

　　　ければならない。（64．　6）

遣．内

?κ燕；…忌ヨ
＿．t＿一．．．．．＿＿＿．．．＿．一＿＿1．．＿＿．．一＿．＿m’i

　ことしの学芸会には，私たちのクラスでは，自分たちで作った「世界めぐり」とい
　げず
う劇をやった。劇の内容は，時閥がないので幽箇国をまわり，その国の特ちょうや子
　　　　　　おも供の生活を，主におりこむことにした。
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　イギリス罵学校訪問，町でのこと。

　エジプト＝アフリカ大陸のようす。五千年前の生活。今のエジプト。

　ドィッ薫町での子供の遊び。

　咽郵＝町のようす。学校訪問。
　　　　　　　　　ら　　　　　　きゃくほん
　私も学芸会委員に選ばれ，脚本を書くことになった。中躍の寮を書くのだ。「世界
　　　　　　　　きんこづ
の子供」という本を参考にしで判鰯の遊びを脚本にしてみたが，先生から奨際に劇を

やるにはむずかしいと轡われたので，先生とも相談して，北京の町のようすと，学校

を訪問して学校新聞について話しあうという二つの場面をきめた。ご度目，三度蟹と

雷きなおしたときもうまくいかなかったけれど，四度1罰でとうとう練習の日が来てし
　　　　　　　　　　　　ば　めん
まったので，そのまま中嫡の場面に鼠1る人にわたしてしまった。
　けりきよく

　結局，練習しながらまたなおすことになったのだけれど，反省として，慮分たちで

作った劇をやった事はよかったと思うが，たくさんある話の中から偲をとったらいい

かということはむずかしい事だと思った。そして勉強勉強と考えていたので，なんだ

かかたくるしい劇がでぎてしまった。もう少しゆっくりと考えて，見る人にもおもし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜくろいものを作ればよかったと思う。短い時聞で幕ばかりしまったので，低学年｝こはつ

まらなし、ようだった。

（しつもん）

（1）次の1から6までの申で，この交のi・勧こ露いてあるものの上に：は○，書いてない

　ものの上にはxをつけなさい。

Ol
×2

03
04
×5

×6

　　　　　　　　えら私は学芸会の委員に選ばれたQ（79．2）
げき　　ぼやくほん

劇の脚本はみんな学芸会の委貫が書いた。（64．6）

私たちは世界めぐりといって四箇囲をまわる劇をした。（64．6）

私は中繭の脚本を作った。（62．5）

「世界めぐり」の劇は高学年の人によろこばれた。（85．4）

見る人におもしろい劇が一番いい劇である。（52．1）
　　たい

（1）　どういう題をつけたらよいか。よいと思うものの上に○をつけなさい。

　1　ことしの学芸会。
　　　　　　げま
　②　私たちの劇。（39．6）

　3　世界の子ども。

　4　中執の劇。
　　　　　　　　　　　　　　　かん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんそう
（3＞この文を読んで，あなたはどう感じましたか。次の（1）（2）（3）（4）の享4擁こあなたの感想

　とあっているのがあったら，上に○をつけなさい。（○は一つだけつけなさい。）

　　　　　　　　　　　　　かんそう
　　ここに暑いてあるのと甥の感想の人は，それを，5の下に霧きなさい。

ー
ワ
】
3

　　　　　　　　　　　　はんせい
作考は臨分のしたことをよく反省している。（36．の
　　　きゃくほん　いくど
作者は西木を幾度も書ぎなおしたりして，えらい。（2．1）
がくぎゆう　じ　ぶん　　　　　　　　　　　　げぼ

学級で自分たちの作った劇をやってたのしそうだ。（3．　1）
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4　イギリス，エジプト，ドイツ，中国など，わたしも世界めぐりをしてみたい。

　（50．　0）

5　（8．3）

もんだボ9淫

インド（5年2学期と岡℃）

「憲舜再婚i

やぎ（5年2学期と同じ）

結果の考察

（1）事実と意見の区別はひじょうによくできた。24項全部正しく区別できた

　子カミ4人もいた。知能やふだんの成績と絹恥していたが，中に，中位生で

　ふたりだけ，この区：別の仕方がまだよくのみこめなかったように見える。

　　なお，21項目はすべて60点以上で，「もんだい」1の⑥だけが39．6と特

　にわるかったのは，印綱が悪く，これを見落して記入しなかった考がユ4名

　もいたからである。（記入もれは女子に多い）

　　子どもたちが比較的多くつまずいたものを調べてみると，理由がないわ

　けではない。

　　　ユの（4）わたしたちの学校で調べたところによると，……

　調べたのだから意見だと思うらしい。

　　　2の④　アメリ1ヤでは，弓勢能がまだのこっているいらなくなったものを入れ

　　　　　　物に入れて，すてているからです。

　これは，：文章および内容が：わかりにくかったらしい。「廃棄物質」といえ

　ばよいのだが，なんにしてもよく；わからなかった向きがあるようである。

　2の（5）も，やはり内容がよくわからないからであろうと思われる。

　　　3の③　・・…のだそうです。

　これは作者の伝聞で，作者の意見ではないが，事実かどうかわからない。

　そういう点では問題そのものにも問題があるかも知れない。成績のよい子

　もいく人か失敗していた。

　　もんだい1，2がわるく，3，4，5は成績がよい。結局事実と意見と

　の区別はかなりよくできるということ，および，書かれている内容がよく
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　わかるものでないと区労しにくいことなどがわかった。

　　また，この問題は男子が82．5，女子が75．2で，男子のほうがずっとよか

　つた。

（2）第2部のもんだい6の「しつもん」1は個人別にみてもまず順当な成績

　であった。「しつもん」2の⑤と（7）が特に悪かったが，これはっける○の

　数が四つときまっていて，×である（7＞を「だいじなところ」として○をつ

　けた者が多かったからである。　「たたみはもちがわるい」ということより

　は，子どもにとっては，「梅雨の季節には室内全体がしめっぽくなる」の

　ほうが具体的であるし，だいじなことであるかも知れない。

（3）もんだい7の「しつもん」1は，「正確」と断ってあるのに安易に②の

　ほうをとった者がいくらかあったが，（4）のほうがより正確だと考える老が

　62．5％というのはまず順当であった。　「しつもん」2は（2）と（5）が特にわる

　い。これもやはり，（2）をだいじなところと思ってしまうから，（5）のほうに

　はxをつけてしまったので，子どもが具体的なとらえかたをすること，

　「だいじなところ」ということがあいまいなことに基づく。

（4）もんだい8のrしつもん」2は女子には（3）に反応した者のほうがむしろ

　多く，成績がわるかった。劇の題とこの文そのものの題との区別がつかな

　いわけである。また，「私たちの劇」よりは，「世界の子ども」のほう’がし

　やれた題で，題にふさわしいと思うのであろう。「しつもん」3の感想は

　採点はできないが，まず穏当なところである。（4）と（1）が代表的感想という

　ことになるが，（4）はどちらかというと女子の，（1）はどちらかというと男子

　の感想である。

（5）第3部もんだい9は前学年と共通問題で，しつもん1の文段に区切る問

　題は，

第1段

第2段

第3隈

第4段

第5段

5年2学期

　12．5

　52．1

　33．　3

　20．8

　4Z9
37

6年2学期

　12．5

　81．2

　50．　0

　35．4

　83．　3



　である。第1段はやはり区切りにくい。これは問題としても無理があるか

　も知れない。しかしそのほかはそれぞれ上昇している。

　　　第2段　　　　また，・…

　　　第3段　　　　このように…・・

　　第5段　　　インドは

　という，はじめのことばに注意が向いて来たのかも知れない’。なお第ユ段

　は無視すれば，他の区：切りが全部できた暑は男子7名，女子5名である。

　　　「しつもん」’2　　5年2学期　　6年2学期

　　　　　　　　　　　　12．5　27．1

　「しつもん」2のほうはそれなりに上昇している。これはやはり（1）に反応

　した者がかなり多い。

⑥　「もんだい」！0は3年の時からずっと続けて来たものである。

　　　3年　　　　4年　　　　5年　　　　6年

　　　14．3　26．1　26．1　31．2

　　4年から5年になっても全然動かなかったが，6年ではいくらか上昇し

　た。やはり，ほんとうに成績のいい子はできている。多くの子は選択肢（2）

　をとっている。これはいわばまだ大意的絶握の方向にあるもので，書かれ

　ていることからそのずっと先きのほうまで推測するカがないのである。こ

　れについて，つぎにもうすこしくわしく考えてみたい。

　書かれていることから書かれていない全体を推測する能力

　読解において，単に「そこに書かれていること」を理解するだけではまだ十

分な読み手ではない。書かれていることから，つねにそのつぎのものを予想し

て，それに対して構えを持つというところまで進まなければならない。（これ

は，読解の場合よりも聞くことにおける理解のありかたとして考えたほうが，

さらに明瞭である）。

　rやぎ」の問題の「しつもん」には，そうした方両がふくまれている。それ

は作者の，深い，隠れた趣意・意図・作贔の主題や構成の理解である。

　そしてこの能力は，：文章（作品）をある程度読み慣れれば，虞然とついて来

るものと思われる。もちろんこれを計画的に指導することもできるが，特別に
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指導は受けなくても，ある程度頭の働く者が軽軽（作品）を読み慣れていれ

ば，自然とそうした傾向が身について来るはずである。

　「やぎ」は3年ではむりだと思ったが，そして，やってみてから，この問題

とこの「しつもん」では十分でないとは思ったが，とにかく，同一の，あまり

結果をおぼえられない問題として，3年から，4年，5年，6年と4か年続け

てみた。（2年続きの問題はかなりあり，3年続きの問題もあるが，4年続け

た問題はこれだけである）。結果は，正答率では

　　　　　　　　　3の2　　　4の2　　5の2　　6の2
　　　男　　子　　　　　　 12．5　　　　　　38．0　　　　　　35．0　　　　　　40．9

　　　　女　 二子　　　　　14．8　　　　　17．9　　　　　19．2　　　　　23．1

　　　　計　　　　　　　　　14．0　　　　　　　26．1　　　　　　　26．1　　　　　　　31。3

で，だんだんと上昇しているといえるが，4年，5年では同点である。こうい

う．ちょっとくせのある問題で，正答率の低いものは，学年が進んでも容易に

上昇しないものだが，6年のことに男子の場合には，なにか発展のきざしがあ

るようにも思える。なお，これは，あとの個々の児童の反応表でみればわかる

が，男子でひじょうに読解の能力のすぐれた子（番号24）が3年で転校して，

4，5，6年は欠けているし，女子で，翔会に優秀だった子（番号28）が転校

で6年が欠けている。そうでなかったら，この上昇率はもうすこしょかったの

ではないかと思う。各選択肢について反応入数を示すと，つぎのようになる。

　　　　　　　　　　　3年　　4年　　5年　　6年

　　　選択月支1182王　　　　　n　　　　2　29　16　24　22
　　　　　”＠　6　12　12　15
　　　　　tt　4　7　10　8　10
　全学年を通して同じ選択肢をとった子は，西経のほうで1人（男子番号18）

で，この子は最優秀児であった。あとは，途中入学および転校のため，3学年

を通じて正答の子が男子1名（番号17，読書家），女子1名（番号28，優秀）あ

る。途中から正答になって，あと3回，あるいは2回正箸が続き，正讐が固定

しているのではないかと思われる者は男子1名（番号14，男子で2番膳の優秀

児），女子1名（番号26，女子で最優秀児）である。
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　2團（2学年）続けて正答になりながら，最後は正答をとらなかった者があ

る。男子番丹4の子は，中位で，落ちついているが，もうすこしという子であ

る。女子で番号i7の子と23の子は，どちらも中位で，成績のむらのある子であ

る。

　女子で番号9の子は國語の上位生だが，この子は6年生になって正答をとっ

た。女子11番の子も頭のいい子だが，ttこの子は4年の時正答，5年では他のも

のをとり，6年でまた正答になっている。

　女子で番号2の子は，国語は優秀児（ただし，家庭読書はすくないようであ

る）であるが，ついに一回も正答をとっていない。女子7番，男子21番（転入

生）なども，できそうに思うが，そうなっていない。

　3年から6年まで，正答でない同じ選択肢をずっと選んでいる子は，女子5

番，12番，それに今の女子7番など，および男子のほうtl　，再入学の子で，3

年はなくて，4，5，6年と同じの子（番号19）がある。この子たちはすべて

選択肢2をとっている。全学年を通じて選択肢2に反応した老が一番多かった

が，これは「まとめ」であり，いわばr大意的把握」である。書かれているこ

との理解としてはこれでよい。そしてそれが3年生で29名もあるということか

らすれば大意的把握は，書かれていることについて，しかも文が長くない場余

には，3年生でも十分だということである。

　4つの選択肢への反応で完全な誤解は1であるが，これが3年を別として学

年を追ってへっている。3年がすくないのは2の大意的把握のほうが多かった

からであろう。

（男子）
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7．　6年第3学期のテストと結果解釈

問題の構成

　問　題　文
　（文章形態）

（第一畷）

　雪　の　夜

　　（詩）

　ころころむ

　し

　　（随筆）

　私の希望

　しつもんと
　検査する能力

1．　点景の理解

2．叙述に期して

　正確につかむ

1．　情崇の理解

2。　　感想を暮響つ

3．’細部の理解

1．感想を書く

2。意見を持つ
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　　　正　　　　　　　讐、

1．　（4）

2．　ヂ兄も父も，母も，姉も」とあり，ま

　た「みんなはだまって」と書いてある。

　（このどちらか一一つでもいい）

エ．（2）

2．別に正答はない。

3
1
2

個人甥反応分析をする。

（2）

｝どちらも何か趣意の通ることが書い

）てあれば正箸とする。



　　（作女）

四

　タイタニツ

　ク号

　　（解説丈）

五

（第二回一）

　週の由来

　　（説明文）

六

（第二圓二）

光と温度　　3．

　（説明丈）

七

（第二翅鳥）

　アイザック・

　二x一トソ

　　（俵　記）

八

（第四回四）

　パソの木

　（説明文）

1．　女の組立の理解

2．趣意（意図）の

　理解

3．叙述に即して正

　確につかむ

1．要　　　約

2．要　　　点

3．要　　　点

4，細　　　部

5．細　　　部

1．　要　　　約

2．交段に分け，交

　三尊に要約する。

　　細部の正確な理

　解

1．　丈段に切る

2．交の種類

3、　要1点（クライマ

　ックス）

4．

要約する

　　　その内容酌な質や方向は問わない。

Li三遷　｝…一
2．　（2）　（47％o）

3．　（4）　（67％）

1．　（1）

2．一一・　M，一週，一月，一年

3．十M，半月，八臼，七研

4．　第一撰，第：二日

5．聖書に神様が六日のあいだに天地をつ

　くって七日煕こ休まれたとある。

1．　（4）

2，　第二段（4）（5）もえることと光ること。

　　第三段⑥⑦温度が高くなれば光る。

　　第四段（8）（9）太陽の光

　　第五段⑩星の光

　（このまとめの趣意に含っていれば用語

　　はどうでもよい）

3，（1）赤黒い

　　（2）　白く（白熱して）

　　③　白色の

　　（4）青　い

　　（5）　　；毒…金影襲

1．（3）のあと（実験学校5年50％）

　　（8）のあと　　　　　（O％o）

2．　（3）　（43・7％o）
3。（8）の最後の2行あるいは（8）の全部

　　　　　　　　　　　　　　（4　3．　7　eO6，　）

4．　　（イ）　（2）　（60．4％o），　（v）　（1）　（70．8タ6）

　　（，i）　（3）　（41．7）

　（例）パソの木が熱帯地方（南太平洋の

島）にあり，食用になるばかりでなく，材

木などにもなる。

文の第二，三，四段のすべてにすこしず

つふれていてみじかくまとめたものを正誤

とする。第一段目ふれる必要はない。

　　　　　　　　（実験学校5年39．6％）
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問題の見方

　高学年縦ないろいろの読解技能，特に

　　　（1）主題や意図をとらえる。

　　　（2）　組立（交段）をとらえる。

　　　（3）叙述に即して正確につかむ。

　　　（4）要点や細部の正確な理解。

　　　（5）　要約する。

が，どのくらい，ついているかを見る。高学年的な読書技能のうちで

　　　○　事実と意見とを判断して読む

については，第ご学期に網当薫点酌に実施したので今繊は省いた。

　それに，こんどは，文学的な教材について，

　　　（1）　情聚の理解（鑑賞に通じる）

　　　（2）　感想や意見を持つ（鑑賞に通じる）

の二方薗の検査を加えた。（3）文章の種類を問うということは，読書指導と連なる。

　（もんだい照）のタイタニック号は，昭和28年度全属学力水準調査と同一問題であ

る。金騨平均が出ているので，それとくらべてみることができる。また（もんだい

七八）は・前学年（5年3学期）と同一問題で，上昇の度合いをみるものである。

実施の方法

　もんだい数が多いので，2國に分ける。

　　　一～四　　　第一回

　　　五～八　　　第ご國

［塾鯉∬■か・・の囎正綿・でか・んだ選択肢が酪

　ひそひそと雪がふっている。

　家ではこんやも

　たばこのしでいそがしい。

　兄も父も

　だまってたばこをのしている。

　母も嬬もだまっている。
　くら
　階かったまどが
　ぎゆう

　急に明かるくなった。

　自動車のライトだ。

　もそもそふっている聾のかげが

　まどから見えた。
　　　　　くろ
　窟動車は苦しそうな音をたてて
　とお
　趨っていった。
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　みんなだまって

　たばこのしをしている。

（しつもん）

（1）　どんな夜でしたか。いちばんいいと思うのに○をつけなさい。そして②の方に．，

　そのいちばんいいと思うわけを書きなさい。
　　　　　　　　　　　　　　はたら
　1　家中みんなでいっしょに働いた，たのしい夜。

　2　雪があとからあとからふって，くらい，さびしい夜。

　3　自動車のへんな音が聞え．た夜。

　④みんないっしょうけんめいになって，せっせと働いた．雪の夜。（67，4）

（2）そのわけ（どういうところがら，それがわかりますか）（56。5）

に1蟻燕［1三1鑑1｛

　えんがわに臼があたる。えんがわにあたる臓は冬のさむいときでもあたたかいが，

もう春になるとそれがあついくらいになって，ガラス戸が走るしんちg5のレーールへ

何の気なしにさわると，飛びあがるほどあついことがある。けれども，そこらあたり

がぶんとこげくさくなるような矯なたはずいぶんたのしい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　睡

　ぼくはそんなたのしいえんがわで，べつに何もしたくないときに；ただ足をぷらん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タいぶらんさせているのが，すきだった。朝の10時ごろもらった2．3枚のビスケットを，
　　　すご
ほんの少しずつ，ぽつりぽつり食べる。ユ時間も2時下もかかって食べる。ぼくには
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いぬ　　ねこ
兄弟もいなかったし，蒙にはぼくのビスケットをねらう犬も猫もいなかった。そんな

にゆっくりと食べていても，それならほしくないのかといってとりあげる人もいなか

った。

　そんなとき，くづぬぎのかげに，げたがたてかけてあるのに気がつくと，それを引
　　　　　　にわ　　お　　　　　　　はる　　たいよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

きずり繊して庭へ下りる。春の太陽がしばを少しずつ青くしている。えんの下をのぞ
　　つめ　　　　　くうき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かお

くと冷たい空気がたまっている。顔がひんやりする。あんまりいい気持ではない。け

れどもぼくはえんの下に友だちがすんでいた。人聞の友だちではない。ころころむし

とそのころはよんでいたが，いまちゃんとした名前をしらべてみると，おかだんごむ
　　　　　　　　　　すな
しというのだ。海べの砂の中にいるのと，よくにているが，それは，はまだんごむし

というのだ。この虫のことをわらじむしといっている人がいるけれど，わらじむしと
　　　　　　　　　　まる
いうのはたまのように丸くなることがない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　みんな10ミリぐらいの，うっかりふめば，ぶすっと者もたてないで死んでしま5よ
　　　　　　　　　　　く　しん
うな虫だが，学者たちが著心してべつべつにちゃんと名前をつけたのだから，まちが
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　　どく
えた名でよんでは，その学者にも虫にも気の毒である。

　けれどもぼくはそのころはまだほんとうの名を知らなかったのだから，ころころむ

しといっていた。
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（しつもん）

　　じ　ぽ
（1）時期はいつごろのことですか。1つだけ○をつけなさい。

　1　冬のさむいとき。

　②春になったばかりのころ。（58．7）

　3　春のゆごろの，ぽかぽかあたたかいころ。

　4　もう夏に近い，あつい日。
　　　　　　　さくしゃ
（2）交を読んで，作者（霧いた入）についてどんな感じがしましたか。あなたの感じ

　たことと合っているのがあったら，1つだけ0をつけなさい◎含っているのがなか

　ったら，（6）にそれを書きなさい。

工
2
3
4
5

兄弟がなくて，ひとりであそんでいてさびしそうだ。（30．4ン

　　　　　　　　　　　　しら
むしと友だちになって，よく調べるからえらい。（4．3）

むしのことをよく知っている人だ。（2．2）

むしなんかとあそんで，つまらない。（G）

鐵なたぼっこをしながら，おやつをたべて，むしとあそんでたのしそうだ。

　　（60．9）

　6　（2．2）

　　　　　　　　　むし（3）この子があそんだ虫のほんとうの名溺はなんですか。ユつだけ○をつけなさい。

　1　ころころむし。

　②　おかだんごむし。（76．1）

　3　はまだんごむし。

　4　わらじむし。

「ぢ［緬1☆期

　たいていの少年少女が，侮かのしゆみを持っています。し轡みにはいろいろあっ
　　まって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　こうぼ

て，切手あつめ，にんぎょうあつめ，石あつめ，もけい飛行機せいさく，そのほかた

くさんあります。
　　　　　　でんぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くみたて

私はだいたい電気のべんきょうがすきです。中でもいちばんすきなのはラジオの組立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざっし
です。ラジオやレーダーのことの書いてある雑誌を毎月つづけて，側さつも買いま
　　　　　　　　　　　　　　　でんぎ　　　ぎ　し
す。こういう本は，私がしょうらい電気の技鰍こなるのに，やくに立つと愚います。
　　　　　　　　　　　　　ぎ　し　　　　　　　　たんぱ　　　　　　　　　　　　　つうしんしゃ
私はいまに，しろうとのラジオ技師，つまり短波ラジオのハム（通三者）になりたい

のです。
　たんぼ　　　　　　　　　　ぎ　かい

　短波ラジオの機械はとてもねだんが高い㊧ですが，それがあれば，日本だけでな

く，世界じゅうのハムたちに話しかけることができます。そうして，たくさんの人と

お友だちになれると思います。私にとって，それはとてもうれしいことです。

（しつもん）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ（1）この文を書いた子は，どんな子だと思いますか。’　’この交を読んであなたは，とん

　　　　　　　　　　　かんそう
　なことを感じましたか。感想を書きなさい。（100）

　　　　　　　　　　　　　　　　　45



　　　　　　さくしゃ　　　　かんが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんが　　　い　げん

②　この子（作者）の考えていることについて，あなたの考え（意見）を書きなさ

　い。（89．1）

にぢ璽ヨニ
　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　せん
1。（　　　），イギリスがほこる汽船，タイタニック暑は，はなばなしいばんざい
　　　　　　　　　　ゆうめい　　　　　　　　　　　　　こう　　　　　　　　　　　　　　　こうかい　　ふなで　　　　　　　そう

　の声におくられて，有名なサザンプトソ港から，はじめての航海に船出した。総ト
　　　　　　　　　　　　　のりくみいん
　ン数四万六千トン，お客と乗組員あわせて二千二百人という，そのころ世界でもつ

　とも大きな汽船だった。

2．（　　　），大西洋を藤へ蔭へとすすむうちに，ものすごいきりにおそわれて晃

　とおしがきかなくなり，ニューヨーク東北方二千五衝キμのところで，フルスピー
　　　ぜんそく0よ斥　　　ひょうぎん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しす

　ド（金納プコ）で氷山に正藤しょ5とつし，わずか二時闘の5ちにあっけなく沈んで
　　　　　　　　　　　　　　　　ぎゅうじよせん
　しまった。渠っていた人のうち，救助船にたすけられたのはだった七百人で，のこ
　　　　　　　そこ　　　　しず
　りはみな海の底深く沈んでしまった。
　　　　　　　　　　　　　　　ひ　さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むオユ
3．（　　　），枇界でもっとも悲惨な海のできごととして，人々の胸にのこってい

　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんユ。　（　　　）のところには下のどれがはいりますか。線でつなぎなさい。

　ユ　（　　　　）　これは　　　　　（84．8）

　2　（　　　）　一千九百十二年（89．1）

　3　（　　　）　しかし　　　　（84．　8）
　　　　　　　　　　しず
2。　タイタニック号が沈んだのがなぜ世界でもっともかわいそうな海のできごとなの

　でしょう。つぎのこれと思うものの上に一つだけ○をつけなさい。

　1　イギリスがほこる汽船だったから。

　②たくさんの人が死んだから。（76．1）

　3　もう少しでニューヨークというところで沈んだから。

　4　はなばなしいばんざいの声に．おくられて出たからG
　　　　　だんらく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しず

3．第二の段落に，「わずか2時闘のうちにあっけなく沈んでしまった。」とあります
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しめ　が，なぜそんなに早く沈んだのでしょう。それを示すのはつぎのどれですか。一つ

　だけえ．らんで上に○をつけなさい。

1
2
3
④
「嘉だい

　私たちは寝て起ぎて，
　　ひとりきごと

れが一月毎にくりかえす生活をいとなんでおります。その上さらに，

じて，生活をくりかえしております。私たちはこのようないろいろなくぎりで，生活
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　　　　　こうかい　　　ふなで
はじめての航海に船艦した。

大西洋でものすごいきりにおそおれた。

お客と乗組員あわせて二千ご1百人。
　　　　　　　ぜんそくワよく　　　　ひょうざん
フルスピード（全速力）で大氷山に正面しょうとつ。（84。8）

　　　．5．、i

　　ね　　　キ書

　　　　　　　　1Hの生活を毎臼毎日同じようにくりかえしながら，またそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へんか　　　　う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1年の変化に応



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとつぎ
をくりかえしながら前進しているのですが，一月の長さをもとにして生活をくりかえ
　　　　　　　　　　　　　ば　あい　　おお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅぎょう　ひとつき　　じ

すのはすこし長すぎるような場合が多いようです。たとえば，掌校の授業が一月の時
かんわり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のうりつ
聞荊でおこなわれたとしたらどうでしょうか。おそらくつかれきって，能率があがら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひつよう
ないと思います。も5少しみじかいくぎりが必要のようです。、
　　　　　みんぞく
　むかしは民族がそれぞれかってなくぎりをもちいておりました。中國や碍本では，

ユ帽をひとくぎりとしていました。私たちの中セこは，今でも八の日とか，四の日とか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はんつき
を休む人々があります。これはむかしの10日ごとのくぎりのなごりです。半月のくぎ
　　　　　　　　　　しょくぎょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まいっき

りももちいられました。職業によっては，今賦でも，毎月1日と15勲こ仕豪を休む人

があります。むかし，P一マでは81ヨのくぎりが，エジプトでは10日のくぎりがもち

いられたということです。またユダヤ入は，いまのように，週の磁をよぶのに月曜日，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゅん
火曜臼といわないで，第1旧，第2日と顧にかぞえて，おわりの第7臼目をサパット

とよんで，休臼としました。
　　　　　　　　　　　　　　ぎゆうよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとつぎ
　私たちは適当な時問働いて，休養をとる必要から，このような一月より短いくぎり

が，もちいられるようになったものと思われます。このために作りだされたいろいろ
　　　　　　　　　　もっと　だいひょうてぎ
なくぎりの中で，週が最も代表的なもので，世界中でもちいられるようになったので
　　　　　　ぎょづ　せいしょ
す。キリスト教の聖謝こ，稗様が6日のあいだに天地をつくって，71ヨ蹟に休まれた

と書いてあります。これにならって，キリスト教の人たちが，神様が休まれた日に休

むことにしたものです。

（しつもん）

（1）この文の「まとめ」としてつぎのどれがいいですか。一つだけ○をつけなさい。

　①私たちは一月よりみじかいくぎりが必要で，週はその中で代表的なものであ

　　る。　（26．i）

　2　夕照こ神様が61ヨのあいだ天地をつくって，7臼i粛こ休まれたと書いてある。

　3　私たちは生活にいろいろなくぎりをもって，それをくりかえしながら蘭進して

　　いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のうりつ　4　学校の授業が一月の1堺rll割でおこなわれたら，つかれて能率があがらない。

②　私たちの生活のくりかえしには，何と，侮があるといっていますか。つぎに書き

　なさい。

　　l　　　　　　E…　（37．0）

　　1　　　　　逼置　（23．9）

　　1　　　　　　！月　　（52．2）

　　1　　　　　　年　（39．1）

　　みんぞく
㈲　民族のもちいていた，かってなくぎりには，どんなものがありますか。

　　10　　　日（80．4）　　　　　　　　　　　　　　　．

　　半　，　　　、月　　（28．3）

　　8　　、　　　　｝ヨ　（47．8）
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　　7　　　　　　白　　（21．’tノ

（4）月曜日，火勢賑を，むかしのユダヤ人は何といっていましたか。

　　第　　一　　日　　（95．7）

　　第　二　N（95．7）

㈲　日曜日に休むことになったのは，なぜだと書いてありますか。（78．3）

　もんだい　6．

　　さむ
（1）寒くなると，火ばちがこいしくなります。みなさんは，火ばちで手をあたためな
　　　　　　　　　　すみび
　がらかっかとおこった炭火のなかに，火ばしをつっこんだりしたことがあるでしょ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あかぐろ
　う。火ばしを，しばらくそのままにしておくと，赤黒い光がでてきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　つか
（2）．また，かじゃさんたちがふいごを使って，火をおこしているのを見学したことが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すみ
　ありませんか。そのときは，家にある火ばちの炭の火よりも，もっとあかあかとか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てつ　がやいて，まぶしいくらい白く光っています。そのなかにいれた鉄のかたまりは，
　ほくねつ

　由熱になっているといいます。それを火からとりだすと，ひえるにしたがって，赤

　みができて，やけ火ばしのような色になります。
　　　　　　　　　　　　　　　　あっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あっ
（3）光っているものは，どれもこれも熱いものとはかぎりませんが，熱くなると光が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あっ　でてぐることは，まちがいありません。そして，熱くなれば光るといっても，いろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おんど
　いろ色がちがうのは，光っているものがちがうためではなく，その温度がちがうか

　らです。ひえるほど赤みがでてぎて，熱いほどまぶしく厳くかがやくのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いじょう
（4）しかし，ひえるといっても，それはせっしJ「OO度以上もあるのです。たいていの

　ものは，500度くらいから，ほのかに赤い光をだしてかがやきはじめます。500度
　　　　　　　　　　　　　か　てい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おんど　けい
　とか600度とかいうと，もう家庭などにふつうおいてある灘度計ではは1かれませ
　　　　　　　　　　　　　ずみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てつ
　ん。そういう強度では，木や炭はもえだして火になり，鉄はもえませんが，赤みが

　かった光をだすのです。

⑤　もえてなくても，5～600度以」庶に熱すると光をだすことは，アル・一一ルラソプに
　　　　　　　　　ほくきんせん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てつ
　火をつけて，それに白金線をいれてみてもわかります。鉄のほうは，火からとりだ
　　　ひょうめん
　すと表面のようすがかわっているので，もえたのではないかとうたがう人がいるか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へんか
　もしれません。しかし白金線だと，かんぜんに変化しなくても，光をだしているこ

　とがわかるでしょ5。じつは，鉄も光るのは，表諏がさびたからではなく，温度が

　あがったためなのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たか⑥　そこで，光のでる方法として，ひとつをこは，混度が蕊くなるということがあると

　いうことが，わかりました。

（7）じっさい，漏度がせっし5～600度くらいでは，赤みをおびてみえますが，1，000

　度以上にもなると，赤みがうすれて，あかるいさくら色になり，1，200度にもなる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でんずゆう
　と，まぶしく光って，赤みはなくなったようにみえます。電球のフィラメントとな

　ると，2，500度くらいですが，ずいぶん白くかがやいてみえるでしょう。・
　　　　　　　　　　たいよう
（8）私たちが，ひるま，太陽の蓑面からうけている光は，由色の光ですが，その太陽
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　の表換は，6，000度くらいあります。6，000度にもなると，太陽でなくても，いっぱ

　んにどんなものでも，太陽の光のような白い光をだすものです。そして，その光を

　ほそいすきまからだして，プリズムにあてると，赤・だいだい・黄・みどり・青・

　むらさきという，色のスペクトルができることは，みなさんも，理科で，べんきょ

　うしたでしょう。

（9）ところが，5～600度くらいのときは，赤の光はありますが，青やむらさきの光

　は，ひじょうにすくないのです。それで，ぜんたいとして，赤をおびた儀にみえる

　わけです。

⑬　では，何万度という温度になると，どうでしょう。はんたいに青い光のほうが，

　おおくでるようになり窪す。そのため，そこからでる光は。青みをおびた色にみえ
　　　　ちじょう　　　　　げんしりょく　　　つか

　ますび地上では，原子力でも｛吏うときでないと，嘗のよ，うな高湿はちょっとつくれ
　　　　　　てんじょう　　　　　　　　　　　ひょうめん
　ませんが，天上の星セこは，その表面の温度が側万度とい5くらい満いために，青く

　かがやいてみえるものが，たくさんあるのです。

（しつもん）
　　　　ぜんたい　　　　　　　　　　　　だい

（1〉交の全体をあらわす題として，つぎのどれがいいですか。一つだけ○をつけなさ

　いe
　　　ほし
　i　星はなぜ光るか。

　2　色のスペクトルとは偲か。

　3　光の色のいろいろ。

　④　光と澱度との関係。（82．6）
　　　　　　　　　　だんらく
（2）（1）から⑩までエ0の段落（パラグラフ）があって，番号がついています。6年生の

　よしおさんは，これを読んで（1＞②③は閥じように「熱くなれば光る」ことを書いて

　いるから，これを第r1段としてまとめようと考えました。あとの（4）（5×6）（7）（8）（9）α⇔に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だん
　ついて，同じことを書いているものはいつしょにして，全体を5段に分けると，ど

　うなりますか。つぎの〔コの中に書きこみなさい。

　第1段　　（1）　（2）　（3）　l　　i熱くなれば光る

事績、、＿．＿．＿．＿；．　11、．＿＿一．．＿『．…」．ゴ（41・3）

第3段．　　　　　i　　　　　　i（lz4）
第・劇．　．二⊥二1［11！｝二1∫『1二llllllTi（17・4）

第・段「1　i　’　ii　（32．6）
③　つぎのことについて，何と書いてありますか。口の1二翅こ書きこみなさい。

1
2
3

火ばちの中のやけ火ばしは〔コ光を禺す。（95．7）

かじゃさんの，ふいごの中の火は暁光っている。（63．O）
　　　　　　　　　　たいよう　ひよユめん
わたしたちが，ひるま太陽の表面からうけるのは［コ光である。（97．8）

　　　　　　　　　　　　　　49．



　　　　　　　　ぶんど　4、何万度という温度のものから出る光は〔コ色にみえる。（93．5）

　5一もえなくても，光を出すものは，たとえば〔コである。（60．9）

！1玉舜正工コ

　アイザヅク・二s　’一トソ（5年3学期と隅じ）

｝もんだい　8、1

　パソの木（5年3雨期と同じ）

結果の考察　　　　tt．．

（1）第1回のもんだい1は，正風率67．4で，ほかの反応は，ほとんどが②の

　「くらい，さびしい」というのであった。あとの理由のほうはできていな

　がら，②をとった優秀児（男子番号14，18）もあった。逆の子どもも，男

　子に4名，女子に6名ある。理歯．もでき正答の選択肢（4）をとった者は男子

　9名，女子10名であった。こういう種類の問題では，比較的女子がよく，

　この学級でも科学的説明文の時ほど差が出ない。

（2）もんだい2の成績はまず順当であるが，「しつもん」1では，優秀児（男

　子番号14，18，21，女子番号3，9，26）が，たいてい（3）の「春の中ごろ

　の，ぽかぽかあたたかいころ」をとっていた。これはどうも，おかしなこ

　とであるが，ちょうど私立学校の入学試験盤で，いくらか落ちつかない点

　もあったのではないかと思う。なお，この問題もやはり，男女差はほとん

　どない。むしろ女子のほうに向いているようである。

（3）もんだい3で，感想はすべての者が何か書いており，意見は89．1パーセ

　ソトの者が持っている。意見を書かなかった者男子3名，女子1名。

（4）もんだい4は昭和28年の全国水準との比較であるが，実験学級のほうが

　断然よい。5年のへただりがあるから，全国水準もあがっているであろう

　し，東京端手の学校であるから．それぞれ10点ないしユ5点は上であるべき

　だが，いずれにしてもずっとよい。特にしつもん2は男子21名全部が正答

　であった。女子にはそのほかに選択肢（1）（3）をとった者があった。

（5）第2回のもんだい1は問題文そのものがやや高級であった。明瞭に書き

　出されていることにりいては成績がよいが，そうでないことについては成
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　績がよくない。

　　しつもん1のrまとめ」についてはひじょうに多くの者が選択肢⑧をと

　つた。これも誤りとはいえ．ないようなものである。しつもん2で，ふつう

　のできは「1月」という「生活のくりかえし」だけであった。1月がいち

　ばん明瞭に述べられ，1年，1臼がそのつぎで，1週は文の主題である

　が，そのために最初に出ていない◎それでこれがいちばんわるくなってい

　る。しつもん3の「畏族のもちいた，かってなくぎり」は10日が目立つから

　いちばんよく，7臼がかくれているのでいちばんわるい。「しつもん」4，

　5は明瞭に書き出さてれいることであるから，よくできた。実験学級では

　こういう明瞭に出ているものについては女子がいいが，そうでないものは

　男子のほうがいい。

⑥　もんだい2は長文だが，しつもん1は何名かが選択肢（3）に反応しただけ

　で，割合によくできた。これだけの文章でも，こういうことについて書い

　ているという「だいたいをとらえる」ことはできるわけである。ところが

　しつもん2の：文段に分ける仕事は，こういう科学的なものではひじょうに

　むずかしいらしく，完全正答者はわずかに6名（男子番号1，4，！0，

　19，21女子番号11）であった。

（7）もんだい3の＝ユートソは，4年3学期，5年3学期にもやった問題で

　第3園匿である。ただし4年3学欺こは文段に切ることはやらなかった。

　　しつもん1の文段に切るの成績は

　　　　　　　　　　　　　5年3掌期　　6年3学期

　　　第1段がわかった奢　　　SO．0％　　　37，0％

　　　第2段がわかった渚　　　　0％　　　　2．3％

　で，かえってわるくなっている。ことに，前回にできた女子で今回は失敗

　している者が10名もある。前回よりも（2）の終りに反応している岩が多くな

　っている。（1）（2）は小学校にはいるまで，（3）からは小学校にはいってからの

　ことだから，ここで区切るということも，たしかにひとつの考えかたで，

　このことは，伝記文の区切りかたにはいろいろあり得ることを物語るもの

　であり，ある意味では進歩であるかも知れない。文学形態については
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　　　4年　　　5年　　　6年

　　　17．　0　43．　7　78．　3

　で，、6年になると，そういうことがほとんどわかるようになるわけであ

　る。・rしつもん」3の大事なところに線をひく問題は，

　　　51．1　43．7　65．2
　で，5年の暗にかえって悪くなっていたが，6年ではいくらかよくなつ

　た。これも「大事なところ」とは何かで，それをどう受けとるかによるこ

　とである。

　　しつもん4の語の理解は，正答の明らかなもので，上昇もはっきり出て

　いる。

　　　　　　　　　　　　4年　　　　5年　　　　6年

　　　ひっこみじあん　　　38．3　　　60．4　　　67．4

　　　ふるいたつ　　　　　　57．4　　　　70。8　　　　89．1

　　　うちこむ　　　　19ほ　　 41．7　　80．4

　　「うちこむ」の上昇はあざやかだが，「ひっこみじあん」はその割にのび

　ていない。これは男子は成績が5年から6年で上昇しているが，女子は5

　年の時のほうがむしろいいぐらいである。5年の時には正答の「ひつこん

　でばかりいること」に反芯したが6年になって誤答の「ひっこんでばかり

　いる人」のほうに変った者が6入もいる。これもまた，考えようによって

　は語の意味のとらえかたに融通性ができて来た証拠であるかも知れない。

⑧　もんだい4の要約は5年3学期と同一の判定によって，

　　　5年3学其耳　　　　　6年3学ま絹

　　　　39．6　，　87．0

　というように，ひじょうに進んでいることがわかった。これはことに女子

　がよくなっているからである。

　　　　　　　　　B　読書速度の発達（輿水）

1．調査内容

高学年において試みた調査はつぎの4つである。

ア）各車期末の「はやよみ」テスト
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　　！年生の時から各学年各学期に続けて来たテスbで，問題は同一。毎学

　　期順序を変えたり，「しつもん」を変えたり，時によっては：文章をいく

　　らか変えたりして，おぼえられないようにしてある。内容をざっと理解

　　する程度で1分間の最高速度を調べる（1分間を割り出すために3分間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撃
　　読ませる）。

イ）　「はやよみ」の黙読と音読の比較

ウ）ギはやよみ」とふだんの，ふつうの速度の読みと，考えながらの読みと

　　3段の切りかえができるかどうか。できるとすれば，それぞれがどうい

　　う関係になる。

エ）　「はやよみ」の問題文を変えた場合

　　1年生からずっと続けているのは，ごくやさしい150字見当の生活臼記

　　の積み重ねである。内容はひとつひとつ切れている。長い連続した物語

　　文の場合にはそれがどうなるか。

各学期末の「はやよみ」テストの手引き（5年3学期の場合）

　　　　　　　　　　　　　黙　読・音　読

1
2

今回は，黙読。音読両方ともおこなう。どちらを先にやってもよい。

間羅文は，いままでのものを部分酌に書き改めた。そうして，

（1）から⑧まで2枚　音読専用一周紙は学級人員だけ。

　　　　〃　　　　黙読専用一一　　　　〃’t

⑨から㈱まで5枚　黙読・畜読共用一矯紙は学級数の二倍必要。

　とした。畜読粥も（ユ）から㈱まで7枚，黙読用も（1）から⑱まで7枚で，ただ最初の2

　枚だけがそれぞれ燐々のものということになる。

3．　氏名の欄は共通の箪7枚鼠の裏鷹に作る。用紙をとじて二つに折bてくばれば，

　氏名欄が上になる。氏名はテストをはじめる髄に書かせる。

4．いつもやっていることだから練習はしない。　（転入の児童にはよくわからせるこ

　と一「しつもん」に○じるしをつけてどんどん読んで行くこと，最後のやめとい

　うところにtt　　じるしをつけること）

5．　ストップ・ウォヅチを使い，三間は正確に正味3分とする。　（はじめからやめま

　で）

6．音読は5年ではむりになっている。たいていは黙読で読みたがる。しかし「だま

　って読んだ勝とくらべるのだから」といって，必ず声を禺して読ませる。　（低声で
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いい）

各学期末の「はやよみ」の問題文（6年王学期の場合）

（1）あめふりの　日でした。わたしは　おかあさんと　いっしょに　バスにのりまし
　“

　た。バスはすいて　いたのですぐに　こしかけられました。まがりかどに　き

　たとき，パスが　ひどく　ゆれました。わたしは　ふかく　こしかけて　いなかっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あし
　たので，よろよう　よろけて，となりの　おじさんの　足を　ふんで　しまいまし

　た。

だれ魂をふみ。したか／瀦の。響禽、ん

　　　　　　　　　　　　　　　！わたしのおかあさん

（2）わたしは　なつやすみの　まえは，とても　はなが　でて，ふじゆうでした。
　　　　　　　はや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　学校からも「単く　おいしゃさんへ　いって　ください品　と　いう　知らせが

　ありました。わたしは　その　つぎの　日に，おかあさんと　いっしょに，大石と

　いう　おいしゃさんへ　いきました。三蓋めに，しゅじゅつを　しました。

一・………潜
　　　　　　　ゆうがた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はは

③　きのうの　夕方，わたしが　そろばんから　かえって　くると，愚が　ふとんを
　　　　　　　　　　　　　　　はは　　　　びょうき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも
　しいて　ねていた。　わたしは溝が　病気になったら　たいへんだと　思って
　　　　　　　　　　　　　はほ
　かなしく　なって　きた。母に　きくと，Fなあに．かぜを　ひいただけだから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちぢ
　ちょっとやすんでいればすぐなおるよ。」と　いった。そこへ父がかえって

　きた。

o顯
　　　　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て

《4）おとうさんの手は　とても　大きい。ぼくの手と　くらべたら，ごばいぐら
　　　　　　　　　　　て
　いだ。おとうさんの手の　きんにくは　とても　すごい。ぼくはおとうさんが
　　　　　　　　　　　　て　　　　　　　あむ　　　　　　　　　　　た
　すきだ。おとうさんの手には青いすじが立っている。おとうさんはせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
　きたんがつめてある大きなたわらをひとりでかるがる持ちあげる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な（5）　うちの　ぶんちょうは　ちこちゃんという　名まえです。きのう　おねえさんが

　　　　　　　　　　い　マスクを　買いに行くとき，ちこちゃんも　いっしょに　かたに　とまらせて

　つれて行きました。　ところがすこしたったらおねえさんが，「ちこちゃん
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　を　にがしちゃった。」といって　なきながら　かえって　来たので　うちじゅう

　大さわぎに　なりました。

一ん・い・一一
　　　　　　　　　　　さい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はや
⑥　ぼくの　うちには　68歳の　おじいさんが　います。とても　早おきです。

　「てるお　おきなさい。てるお　てるお　てるお。」と，ぼくが　おかあさんに　な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　んべんも　なんべんも　いわれてから　起きるころセとは　おじいさんは　もう，に
　　　　で　　　　　　　　　　　　　　　て　い

　わに　出て，うえ木の　手入れを　しています。おじいさんは　うえ木が　大すぎ

　なのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　い

]1二慰，
⑦　きょうは　さむいので　おともだちも　あそびに　きません。わたしは　一日U

　ゆう　うちの　中で　べんきょうを　して　いました。おかあさんが「きょうは

　よく　べんきょうが　できましたね。」　と　いって　おしるこを　つくって　くだ

　さいました。おいしくて　三ばいも　たべました。しゅくだいもすっかり　すみ

　ました。

一・藤一・一ｫ．
⑧　きのう　ばんごはんを　たべたあとで，おとうさんと　すもうを　とって　あ

　そびました。ぼくが　まけると　おとうとが　たすけに　きます。おとうとが　ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ　けると，ぼくが　たすけに　いきます。ぼくが　いくら・ちからを　禺しても　お

　とうさんには　かないません。でも　おとうとが　一かいだけおとうさんに　か

　ちました。

お・・…か一だ一
⑨　まいあさ　うちの　もんの　まえを　そうじをするのは　ぼくの　やくめです。

　き「のう　かぜが　ふいて　木のはが　ちったので，けさは　とても　たいへんでし

　た。おかあさんも　いっしょに　やって　くださいました。とおりかかった人が，

　rごくろ5さま。きれいに　なりますね。」と　いったので，ぼくは　うれしく　な

　りました。

一・・一い・一
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紛　5ちの　ますよは，きょ5だいの　中で　いちばん下なので　とても　あまえ

　ます。きのう，おとなりから　えいがの　けんを　二まい　もらったので，おと5

　さんと　わたしとで，えいがに　いくことに　なりました。そうしたら　ますよが

　rますよも　つれて　いって。」と　いってわあわあなきました。

⑬　いもうとは　よし子と　いう　名まえで　四つです。いつも　おもしろい　こと

　をいいます。よその　人が　わたしに　とても　よく　にて　いると　いいます。

　まいあさ　おとうさんが　かいしゃに　いくとき，大きな　こえで「いって　いら

　っしゃい。はやく　かえって。おみやげかって　ぎてちxうだい。」と　いいま

　す。

o驚
⑫わたしの　うちにずっと　まえにねこがいました。けれども，どくねずみ

　を　たべて　しんで　しまいました。このごろ　またねずみが　あばれるので，

　おばあさんは，よその人が　くると　すぐ「どこかにかわいいねこの子は

　いないかしら。ねずみが　あばれて　こまって　いるのですが。」と　いいます。

。の子の，ちではなにをかいたが。てい、す鵡雪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しこわとり

㈲　この　あいだの　りかの　じかんの　おわりに，せんせいカミ「この　つぎセこは

　でんぶんつくりを　しましよう。」と　おっしreいました。わたしは　でんぷんって

　なんだかしりません。なにを　するのだろうと　おもっていると，しん一くんが
　て
　手をあげて，rせんせい　でんぷんって　なんですか。」と　ききました。

⑭　きょうはせんせいに　さんすうの　テストを　かえして　いただきました。み
　　　　ひやく
　ると　蒼てんでした。ぼくは　うれしく　なりました。となりの　のぶ子さんは，

　一つ　まちがえて　九十てんでした。みらちゃんは八十てんでした。ぼくは，は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　やく　おうちに　かえ．って，おかあさんに　見せだく　なりました。

㈲　きのうは　5んど5かいでした。一年生の　つなひきの　つぎが，わたしたちの

　かけっこです。わたしたちは　六人で　かけました。ドソと　ピストルが　なった

　　　　　　　　　　　　　　　　　56



　とき，おもわず　どきっと’しました。それで　しゅっぱつがすこしおくれて

　しまいました。一とうは　はるえさんで　わたしは　四とうでした。

n・一一一

E…一一か
o糠1

⑯　きょうは大そうじなので，すみから　すみまで　きれいに　ふきました。せん

　せ訴が　ほ5きの　ながいので　てんじょうの　すすを　はらって　くださいまし

　た。きれいに　おそうじしたあとは　とても　よい　きもちです。　みんなで

　いすに　こしかけて，きょうしつの　あちら　こちらを　ながめました。

ぜん削、なに∴。したか∫盤～，雰臨を臨たl
　　　　　　　　　　　　　　　　／あちら。ちらを免た．

　　　　　　セ㈹　おもてに　患て　みたら，みんなが　ふうせんを　ついて　いました。かぜに

　ゆられて　ふわふわ　おりて　きます。みんな　おもしろそうに　あそんで　いま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　い
　す。ぼくも　ほしくなって　おかねを　もらって　いそい．で　貿いに　行きまし

　た。けれども　ふうせんは　もう　ぜんぶ　5りきれで，ひとつも　ありませんで

　した。

一一一一
㈹　わたしの　うちは　おとうさんが　いません。おかあさんが　おみせを　してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て
　ます。がっこうが　おそばんの　ときは，わたしも　．おみ豊を　あけるのを　手つ

　だいます。おかあさんはrひとりでするとき嫡メ『いヘルだ嫡ど，ひさ子が手

　っだうと　たすかるわ。」と　いいながら，おみせに　いろいろな　ものを　ならべ

　ま渉。

⑲　まつむらさんが　ずっと　やすんで　いるので　おみまいに　いきました。まつ

　むらさ病の　うちは，挙ζうさんも　おかあさんもおつとめなので，だれも　い

　ません。豪つむらさんは1穿と．りで　ねて　いました。わたしは　まつむらさんが

　はやく、よくなって，がっこうへこられるように．なると　いいと　おもいます。

…即き章し確鷲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い⑬　せんせいが「これから，みんなが　いつも　行きたいなあと　おもっている　と

　ころへ，つれて　いって　あげるよ。」と　おっしゃいました。みんなが，「わあ，
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　うれしい。」ギせんせい　どこですか。」と浅・いました。わたしはすぐに　とし

　ょしつだろうと　おもって　いました。．行ったのは　やっぱり　としょしつでし

　た。

…で・
⑳　ずっと　まえの　ことです。ぼくに．ともだちの　しんち増んと　としおちゃん
　　　　　　やま　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　あおば

　と　三人で　1⊥iへ行きました。i工1は青葉が　日に　かがやいて　いました。硝

　の　なかへ　はいると，木のはが　りょうがわから　いっぱい．しげって　みちが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　いし　うすぐらいほどでした。しんちゃんが石につまずいて「いたい。」と　いって

　ころんで　しまいました。

・一…
⑳　わたしの　5ちに　二ひきの　かわいい　うさぎが　います。その　5さぎは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　六月十瞬日の　お．まつりの　日に　わたしの　ちょきんで　買ったものです。めす
　　　しろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ

　は　白なので　しろちゃん，おすはねずみいうなので　くろちゃんと　名まえを
　っけました。うさぎは　まいあさ　わたしが　おきて　舞を　あけるのを　まって

　います。

一…・一
㈱　きのう　学校から　かえって　宙細さんへ　あそびに　行きました。　写照さん
　　　　　　　　　　　　　　　　な
　に　かわいい　子ねこが　います。名まえは　ミーと　いいます。ミーは　いつも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　　そと　　で
　とびまわって　ふざけます。とても　はしこくて，戸を　あけてやると　外へ出ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あし　す。出田さんの　おじさんが　かえってくると　足にからまったり　かみついたり

　して　よろこびます。

・一この �P欝：こ
⑳　せんせいから’いただいた　あさがおの　たねを，おとうさんと　いっしょに
　　　　　　　　　　　め　　じ　　でア
　まきました。いつごろ　芽が　嵐て　くるのか　たのしみです。芽が　礎はじめた
　　　　　　につセ　　　お　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　コ　　　　　　　　　につぎ

　ら，かんさつ田記を　書こうと　おもって　います。おかあさんが　かんさつ擬記
　　　　　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

はこのノー㍑髄なさいとい・て・ノ骨を彫てメださいまし
　た。

脚避く纏晦｛難を幽
S8



㈱おとうさんは　いつも　きもちよく　かいしゃへ行く。ぼくはおとうさんが

　いるから　たのしく　くらして　いられるのだと　いつも、おもって　いる。ぼく

　が　はたらけるようになったら，おとうさんにおやこうこうを　しなければな

　らない。その　おとうさんがつい　このあいだかいしゃでけがを　して　し

　まった。

…一一・う一R嶽董』
㈱　日ようびに　ぼくが　ともだちの　うちから　かえった　とき，おかあさんが，

　「みちおは　かおいうが　わるいよ。」と　いわれた。ぼくは「なんでも　ないよ。」

　と　いって，また　ともだちの　うちに　あそびに　いった。あそんで　いるうち

　に　だんだん　だるくなって　きたので，かえって　ねた。よるに　なって　ねつ

　が　でた。

o矯，ち
　　　　　　　　ぜミ　　　　　　モよは
⑳　臼ようびは　髄から　溝が　はいしゃさんへ　行きたいと　いっていた　藏なの

　に，ぜんたくものがたくさんあった。ぼくは，せんたくならできることだし，
　　　　　　　　　　　　　　　　おも
　緑が　つかれたら　たいへんだと　思って，手つだうことに　した。聴くは「おか

　あさん，ぼくが　手つだって　あげるから，はいしゃさんに　いって　いらっしゃ

　い。」と　いったG

一・燃…一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び
鋤十二月八撮　その鼠はちょうどわたしのたんじょう日だった。みんなで
　　　　　　ゆう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あね
　たのしく　夕はんを　すませて，わたしと　姉と　ふたりで　おふろに　はいって
　　　　　　　　　　　　　　いた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オずと
　いると，　rガタン」と　トタン板に　なにか　ぶつかったような　音がした。その
　とま　　　　へいぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おと

　時は　平気だったが3しばらくすると　また，　「ガタ　ガタッ」と　いう　音がし

　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆう

oll鱗1撫

、2．　壌勇間の簸高読字数の発達

　これについては，実験学級児童の！年から6年までの上達はつぎの表のよう

になっている。岡一形式の問題であるから，高学年になるとだんだん慣れてい
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ることを考えなけれぽならない。

　1分間の最高読字数の発達

900

seo

70e

66e

soe

400

3eg

2eo

lee ．129字

　　　線は黙読

．・一一一一 ?は＝音読

3年3学期までは音読・黙読を
指定しなかった

184

23S

693

756

　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　5671　．t
　　　　　　　558／を忌61、

　　　　　　　　II
　　　　　　　7（486）
　　　　（423」

3s4　（3692ti／3’g3

　　　　　366
　　・344　’，

282

819

759

（616］

ノ

762

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学年・学期

Otrmt，123－123・i　23123’i’23
　1　　，　2　3　　　　　4　　　　　5　　　　　6
　3．音読と黙読

　前の図にも示されているが，音読のほうは5年1学期，5年3学期に試みた

が，黙読ほど速くならない。これをずっと6年まで試みてもよかったが，毘童

たちが「速く読む」ということを自覚するため，5年3学期などでは，はじめ

は声を出していても，だんだん声が小さくなり，しまいにはほとんど出さなく

なる。すでに「はやよみ」における音読の限界に来ているようであった。

　rはやよみ」における音読の長所は，正確さにある。中学年においては，音

読のほうがむしろ正確であった。ところが5年3学期では，もう，音読のほう

が正確だということが必ずしもいえなくなった。
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　　　　　　　　　　　音読・黙読・誤答数の比較

　　　学年学期　　4のユ　　4の2　　4の3　　5の1　　5の2　　5の3

　　　人数　48　46　47　49　－　48
　　　音　　読　　　玉5　　　　8　　　　6　　　　8　　　　－　　　　15
　　　琴衰ミ　　　ilう毯　　　　191　　　　　　　32　　　　　　　21　　　　　　　14　　　　　　　－　　　　　　　13

　4年1学期の黙読は特別に誤答が多かったが，それは多少異常だとしても，

とにかく音読のほうが誤りがすくない。それが5年3学期ではそうではなくな

っている。

　声を患して速く読むことにすでにむりが感じられているのであるから，i当然

ともいえるだろう。

　4．　ふつうの読み・注意した読み・速い読み

　5年2学期（IO月）に，　£読書練習器」といって読書速度をあげるために，

紙面を45秒，60秒，90秒，120秒というようにいろいろの速度で右から左へだ

んだんと覆い隠すようになっている器械を使って検査した。材料はほかの国語

教科書からとって，個入三人について，

　　　　（1）ふつうの場合

　　　　（2）できるだけ速く読む場合

　　　　（3）注意して読む場合

の3つについて試みさせた。

　その結果は，

　　　　　　　5年2学期（10月）読需練習器による1分闘説脚数

　　　　　　　　　　　ふ　つ　う　　できるだけ速く読む　　注意して読む

　　　　男子　（21名）　　　　　　　453　　　　　　　　　　　　　576　　　　　　　　　　　　　　359

　　　　女『F　（27名）　　　　　　　501　　　　　　　　　　　　　639　　　　　　　　　　　　　　　338

　　　　平　　　　　　　均　　　　　　 480　　　　　　　　　　　　　621　　　　　　　　　　　　　　　347

であった。女子のほうが教示に忠実であること（指示を受けやすいこと），お

よび，各学期末のやさしい生活面による「はやよみ」の文字数とこの「はやよ

み」の文字数とは近いということとがわかったQ

　なお，個人別にはその3つの段階の切り変えのじょうずな者とへたな春とが
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あることもわかった。

　　　　　　ふつうの読み・速い読み・注意した読み成績一覧
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　5．連続した物語文の場合

　6年1学期末に連続したやさしい物語文でテストをして，各学期末のとどう

いう関係になるかを調べてみた。その結果は，
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連続したやさしい物語交（新材料）とみじかい生

濡交（各学期のもの）とのちがい（1分聞読字数）

子
子
丁
度

　
　
　
解

男
女
平
熱

物語文

　761

　597

　673

94．8

生活交

　843

　800

　820

98．6

速度，理解ともに，毎学期やっているもののほうがよかった。

　理由として．一方はいわば毎学期練習しているものであるし，物語文は，す

じをのみこんでしまえぽもっと速く読めるだろうが，最初が読みにくいこと，

3分閥ではまだ十分すじの上に乗らないことなどが考えられる。

　なお，男子のほうが，こうした新材料に対していどんで行く力があることも

わかった。（実験学級の場合）

「はやよみ」テスト物語交

　　　　　　ω
　　　　　　　　　　　　しょりた　　　　　　　　おとこ
　むかし，ある　いなかに，正太という　男が　すんでいました。
　　　　　しょりた　　　　ようじ
　ある；ヨ，正太は，月紬：が　あって　とおい　みやこへ，たびに　でました。いなか
みの　　しょりた　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようじ

者の正太には　晃るもの　きくもの　めずらしい　ものぽかりでしたから，縮纂を
　　　　　　　まちすませてからも，町の　けんぶつに　二，三日　くらして　しまいました。

　しかし，すこし田がたつと，いなかへかえりたく　なりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か「いなかへ　かえるには，なにか　おみやげを　買って　かえりたい。」と　いろいろ
　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし

かんがえた　すえ，ふと，子どもの　じぶん，おじいさんから，みやこに『話』を
う　　みせ　　　　　　　　　　　　　　　はなし

売る店がある　という，話をきいた　ことを　おもいだしました。
　　　　　しようた　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし　　　　　　　　　　　　　　か

　そこで，正太は，なにか　よい『話』を，二つ三つ，買ってかえろうと　おもって
　はなし　　　　う　　　みせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みせ　　　み　　　　　　　　　しようた
『話』を　売る　店を　さがしますと，一けんの　応を　見つけました。正太が　そ

　　みせ　　　　なか

の　店の　中へ　はいって，
　はなし　　　　　か

「『話』を　買いたいのですが，ひとつ　いくらですか。」と　ききますと，

「いくらのでも　あります。たかいのも，やすいのも，中ぐらいのも。」
　　しゅじん　　　　こた

と，主人は，餐えました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しようた　　　しゅじん
「では，やすいのを　ひとつ。」といって，正太が，主人に　おかねを　わたします

　　しゅじん
と，主人は，ぎゅうに，あらたまった　こえに　なって，

「いそがば，まわれ。」と　いいました。
　しようた　　　　　　　　　　　はなし

　正太は，もっと　話のさきが　あるのだろうと　おもって，まって　いましたが，
しゅじん

主入が，それきり，なにる　いわ准いものですから，
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　はなし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅじん

胃話』は，それだけですか。」と，ききなおしますと，主人は，もとの　こえにな：

って，

「これだけです。」と答えました。

（もんだい1）
　　　　　　　　ぶん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うえ

　つぎの　二つの　交は　どちらが　ただしいですか。ただしい　ほうの上に　○を

つけなさい。
　　　しようノこ　　　　　　　　　　　はなし

　1　正太は　やすい　話をかった。
　　　しようた　　　　　　　　　　　はなし

　2　正太は　たかい　話をかった。

　　　　　　　（2）

琵灸ξは，筋単で，

　　　　　　　　　　　　はなし　　　　　　　　　　　　ひとくち　　　はなし
「なんという　つまらない　話だろう。こんな　一口の蟹話£に，おかねを　とるの

は，ずいぶん　ひどいQ」と　おもいましたが，また，おもいなおして，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし
rせっかくだから，もうすこし　おかねを　だして，もうひとつの　押回』を，買っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しようた
て　いくことに　しよう。」と，おもって，あらためて，正太は，まえの　おかねの
　　　　　　　　　　しゅじん
ばいわたしますと，主人は，また，あらたまった　こえになって

「やさしい　こえに，きをつけよQ」と，いいました。

「それだけですか。」と，こんどは，すぐ，ききかえしました。
　　　　　　　　　　　　　　しゅじん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しようた　　　　　　　　　こころ
「そうです。これだけです。」と　主人は，また　肥えました。正太は　また，心の中

で，「これでは，おみやげセこは　ならないから，もうひとつ　ふんぱつして，一ばん
　　　　はなし　　　　　か
たかい『話』を　蟹うことにしよう昴と　おもって　一ばん　はじにめ　だした　お
　　　　　　ぶん
かねの三ぱい分　だして，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力を　こめて　いいました。rでは　一ばん　たかいのを　ください。」と　こえに

（もんだい2）
　　　　　　しようた　　　　　　　　　　　　　　　か
　こんどは　正太は　たかいのを　買おうと

ましたか。○をつけなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　か　1　こんどは一一ばん　たかいのを　買おうとした。
　　　　　　　　　　　　　か
　2　こんども　やすいのを　買おうとしk。

　　　　　　　（3）

　　　　　しゅじん
　すると，主人は，また，あらたまった　こえに　なって，

「たんきは　そんを　する。」と　いいました。

「一ばん　たかい『話遜が，それだけですか。」

「これだけです己
　　　　　　しようた
　こんどは
　　　　　　　みせ
しないで，その店を

とに　しましま。　臥

　　　　　　なんにち　　　 ひしょうだ　 かわ

　それから，歯間か　のちの　ある臼，正太は，ある規の

しましたか，やすいのを
か

買おうとし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゅじん
正太は，おどろくよりも，おこって　しまって，主人に　あいさつも
　　　　　　　　　　　　　　　　おお
　　　　とびだしました。そうして，大いそぎで，うちへ　かえる　こ

きしに　でました。まえ
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　　あめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みず

に　雨が　ふったと　みえて，州の　水が　だいぶ　ふえて　いました。

　ところが，その　州に　かかって　いる：はしは　たいへん　ほそくて　よわそう

でした。
　　　　　　　　しようた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし
　それを　みると，正太は　ふと「いそがば　まわれ」という『話』を，おもいだし
　　　　　　　　　　はなし
て，「なるほど，あの瀟やの　いったのは　このことらしい。」と　ひとりごとを
　　　　　　　　　　　　　　　かわかみ
いいながら，まわりみち　をして　絹上の，ひろい，じょうぶな　はしを，わたりま
　　　　　　　　　　　　　　　　りえ　　　　　　　　　　　　　　　　かわしも
した。わたりながら　その　はしの　上から，さっきの，川下の，ほそい，よわそう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みず
な　はしの　ほうを　みますと　はしは　いつの　まにか水にながされて　いま

した。

　　　　　　　　しようた
　それを　みると，正太は，ぞっとして「ああ，まわりみちを　して　よかった。さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かわ　　　なかきを　いそいで，あの　はしを　わたって　いたら，いまごろは，この　川の　中に
　　　　　　　　　　　　　　　　はなし
おちて　いたに　ちがいない。あの『話』の　おかげで，いのちびろいを　した。」

と，よろこびました。

（もんだい3）
　しようた　　　かわしも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かわがみ

！駄は川下ρはしをわた賞したか・川このはしをわたりましちか・た

だしいのに○をつけなさや’・、
　　　かわしも
　1　川下のはし。
　　　かわかみ
　2　州上のはし。

　　　　　　　（4）
　　　　　　　　　　　にち　　　　　　　　　　　　　　　ゆうがた　　しようた　　　　　　　　　　　　　　　ぶち

　それから，また，二，三日　のちの　ある　夕方，正太は　ある　いなか晦に　つ

きました。そこで　どこかの　やどやに　とまろうと，しあ回して㍉いますと，とつ

　　　　　　　　おとこ
ぜん・ひとりの男が・そばにきて・やさ隷こえで「ど驚わたしのやど
に　おとまり　ください。」と，いいました。正太は，その　こえを　きくと，すぐ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし「やさしい　こえに，，きをつけよ。」とい5，ごばんめの『話』を　おもいだして，
　　　　　　　　　おとこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おとニセ

「これだ。これだ。男の　くせに℃こんな　やさしい　こえの『男は，ゆだん　でき

ないそ。」と　かんがえましたので，へんじも　せずに，さっさと，あるきつづけまし
　　　　　　ぜち　　　　　　　　　ちい
た。そして，町はずれの，小さい　やどやに　とまる　ことに　しました。が　とま
　　　　　　　ちい
って　みると，小さいうえに，へやが　きたなく，おまけにたべものが　まずいの

で，へいこう　しました。
　　　　　　　　　　　　　しようた
　ところが，そのよくあさ，正太が，よがあけるρをまちかねて，やどをで
　　　　　　　　　　　　　　　いつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しようた
て，しばらく　いワた　ところで，一ぷく　していますと，正太の　まえを，とお

　　　　　　　　　にん　　　　ひと　　　　　　　　　　　　　はなし
りかかった　二，…三人の　人が，こういう　話を　して　いるのが　きこえました。

「あの　やどやで，かねを　とられた　うえに，いのちまで　とられたと　いうのは

そとから　はいった　どろぼうの　ためじゃないと　おもうね。」
　　　　　　　　　　　　　　なか　　　　　　　　　　　　　　うえ　　　　　　　ひと
「わしも，そう　おもう。」と，中で　一ばん　とし上らしい　人が，「わしは，あの

きゃくひきの　へんに　やさしい　こえの　ばんとうが　いたろう，あいつらしいと
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おもうよ。」と，いいました。、
　　　はなレ　　　　　　　　　　しようた

　この話な　きくと，正太は，びっくりしながらも，よろこびました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おとニ「わるものが，そとから　はいった　どうぼうにせよ，あのやさしい　こえの　男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おとこ
にせよ，どちらに　しても，あの　やさしい、こえの　男に，すすめられた　やどに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よとまらなくて，よかった。とまって　いたら，いまごろは，この世に　いなかった
　　　　　　　　　　　　はなし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しようた
わけだ。こうなると，あの『話』は，やすいもんだなあ。」と，正太は　おもいまし

た。

（もんだい4）
　しようた

　正太は　やさしいこえの　ばんとうの　やどに

を　つけな：さい。

　1　とまった。

　2　とまらない。

　　　　　　　（5）

　　　　　　　　にち
　それから，四，五日　のちに，正太は，やっと
むら　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

村に　つく　まえに，日が

り　よるに　なって　いました。とこそ）が
　　　　　　　　　おとこ　ひと
まどの　しょうじに，男の入の

りして　たちどまりました。
　　　　　　おんな
「うちには女ふたりの

　　　　　　　　　　はなし
のあいだの　やどやの　話の
　　　　　　　しようた
です。そこで　正太は，そっと，

とりだしました。が，そのとき
　　か　　　　　はなし　　しようた
に　買った　話が　正太の
しゅじん　　　ばなし

主入の『話』を，すっかり

しまって，おもての

たたきました。

（もんだい5）
　しょコた

　正太は　ここで　なにを　しょうと　しましたか。ただしいのに

い。

　1　おのを　とりだしたが　やめた。

　2　はなしやの　しゅじんを　なぐら＞C。

　　　　　　　（6）

　　なか
て，中から　かおを
　　　　　　　　ひと
のないわかい
　　しようた
は，正太の　るすの

とまりましたか。ただしいのに○

　　　　　しようた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むら

　　　　　　　　　　　　じぶんの　村に　かえりました。
　　　　　　　　　　むら
　　　くれましたので，村に　ついた　ときは　もう　すつか
　　　　　　　　　しようた
　　　　　　　　　正太が，うちの　まえまで　きますと，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しようた
　　　　　かげが　うつって　いましたので，正太は，ぴっく

　　　　　　おとこ
　　　ほかに，男は　いない　はずだが……もしかすると，こ

　　　　ように，どうぼ5かも　しれない。」と　おもったから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なか
　　　　　うらに　まわって　ものおきの　申から　おのを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　　　　　ふと，「たんきは　そんをする」という，三ばん冒
　　　　　　　　　　　　　　しようた　　　　　　　　　　　　　　　はなし
　　　あたまに　うかびました。正太は　もう，あの　話やの
　　　しん
　　　僧じて　いますので，しずかに　おのを　ものおきに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とほうへあるいていきました。そうして，しずかに芦を

○を　つけなさ

すると，「どなたです。」という　こえと　いっしょに，まどの　しょうじが　あい
　　　　　　　　　　　　　　　　　むら　　　　しようた　　　　　　　　ど
　　　　　　　　だしたのは，となり村の，正太が二，三度しか　あった　こと
　　　　　　　　　　　　　　　　なか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと
　　　　　　　人でした。うちの　　　　　　　　　　　　　　　　中に　はいってから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ききますと　その　人
　　　　　　　　　　　　　んな　　　　　　　　　　　　　　　ようじん
　　　　　　　　あいだ，．女　ふたりだけでは∫用心が　わるいと　いうので，
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　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと
よるの　あいだだけ，るすばんに　来て　くれて　いた　人でした。
　　　　　　　　しようた　　　　　　　　　　ひと
　それを　きくと　正太は　その　人に　おれいを　いってから　るすばんを　して
　　　ひとびと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になし

いた　品々に，かえりみちで　あった　誘を　して　きかせました。そうして，
　　　　はなし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと

「また『話』の　おかげで，こんどは，じぶんが　人ごろしに　なるところが　たす
　　　　はなし　　　　　　か
かった。r話』を　買った　ときは1だまされたような　きが　したが，いまに　なつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しようたてかんがえると，やすすぎたくらいだ　と　おもうよ。」と，正太がいいますと，
　　　　　　　　　はなし
「その　おみやげの『調は，あんたの　いのちが　たすかったばかりで　なく，わ

たしたちにも　なによりの　おみやげです。たべものや　きものは　なくなります
　　　　　　　　　はなし　　　　　いっしよう
が，このおみやげの『灘は，一生　やくに　たつんですから。」といって，るすばん
　　ひとびと　　　　こころ

の　人々も，心から　よろこびました。

（もんだい6）
　しようた　　　　はなし　　　　　　　　　　　か

　正太は　話を　いくつ　買いましたか。ただしいのに　0を　つけなさい。

　1　三三つ。

　2　四つ。

（もんだい7）
　になし

　話は　やすかったか　たかかったか。

　1　やすかった。

　2　たかかった。

　　　　　　　　（宇野浩二　糖界幼年文学全集10「にほんのむかしばなし」から）

　6．速度と理解

　6年3学期宋のテストでは，各学期にずっと試みて来た生活文について1分

間平均759字読むという結果力咄た。

　ここでは特に速度と理解との関係，読みの速さにおけるめいめいの型のよう

なものを調べたいと思って，問題交はふだんの通りだが，問題㈲⑥（9）⑱㈲⑱と

いうように3題毎に，いくらかまちがえやすい「しつもん」を繊しておいた。

その結果，もちろん，ふだんより，まちがいが多かった。ふだんは理解度98で

あるのが，この場合は理解度が93であった。

　この場合でも優等生はほとんどまちがえず，能力の劣った者が主としてまち

がえた。その結果を型に分けると，つぎのようになる。

　読速　理解　　　　　　　　　　　　　　　　　実　　　　　　　例

　　○　○　（速くて正確）　男子2名（番号5，18）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1分間UOQ字
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o × （速いが不正確）

○’　（ふつうで正確）

べ　○

× ×

（おそいけれども正確）

（おそくて不正確）

女子3名（12，20～23）

　1310字　　誤箸　　2

　＝L＝L50豊｝1　　誤答　　ユ

　＝Logo字誤答5
男子5名（6，　7，　8，　＝kl，　17）

　69G字～740醇三：

女子3名、（9，　11，　13）

　660字～750字

男子2名、（2，9）

　460字，　550字

女子3名（8，　16，　22）

　550字～560等：

男子1名（10）

　600字　誤箸　5

女子1名（10）

　600呼：誤壕套2

　7．　四達の偲人差

　はやよみは，4年でほとんど最高に達している岩があり，6年生になっても

まだ1分間400字で，つまり3年生程度の者もある。

　つぎに，ふつうの発達の者，おくれている者，ひじょうに皐く発達した巻の

事例をあげてみる。

　　　　　i3年14年亡5年　 6至ド
i．．．…．1i、・／国∫1・1窯・毛1．．；一3国1空；

iO（男）．49054G，51。、60。・6エ。、1190、　11。り2。O，　13eO127014。。110。1

調1魏1：ll羅lll：1躍：：瀦111鵬留
lK（女）1・・σ…，…；31・、37・．39。：…，5。・6・・76・65・・6・、

、A（女）．260、3403001300350139。．400、43044G　75055G　5601
L7（女≧∴1笹二一旧徳鉱璽…29野畑．2『9一塑．響・9』。，，　f9．o，

　0（男子）は急速成長型（学業成績最優秀児），A（男子）はだんだんと着実

に成長していく型（学業成績2番の子），Sはふつうの型（5年3学期ができす

ぎている），Kはすこしおくれているが着実，　A，　Yはおくれている。特にY
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のおくれは甚だしい。

C　読みにおける眼球運動の発達（村石）

　この節はつぎの3項鼠からなる。

　・高学年の限球運動の発達

　・遅読み・速読みにおける限球運動の比較

　・四球運動の過程

　「高学年の眼球運動の発達」は低学年・中学年からの継続した研究である。

¢の研究の当初は，1年から6年までの各学年から10名ずつを選び，同一の文

章について昭和30年秋に実験し，大まかな発達の見通しをつけた。それから後

は，実験学級児童全員について，逐年的に継続し，学年に相当した文章を読ま

せるという実験をしてきた。この報告は，その5年3学期と6年3学期に要験

した結果である。

　「遅読み・速読みにおける眼球運動の比較」は5年3学期に実験した。普通

読みにおける眼球運動にくらべて，遅読み・速読みにおいてはどのような限球

運動の特徴をもつかを明らかにしょうとした。

　「眼球運動の過程」は「高学年の限球運動の発達」のために行なった実験資

料をもとにし，眼球運動と読まれた文章の各行ζの対応について考えた。

　　なお，これらの実験にはすべて，眼球運動記録器（Ophthalmograph）を実験装置

　として使課した。

1．　高学年の眼球運動の発達

（1）はじめに，参考までに，昭和30年秋に実験してえた結果をあげておぐ。

・A丈章の読みにおける眼球還動

∴雛纏擁撫噸lli遍穣蕪謹二1塵
撫　年　・．1・一・136．・　・．・33．21．9；1．・1・．1
1．Z　i’Elilli／　；1；g　i　9，Zig　i　gi：？　’i3iZ　i　？［g　llii　；191i

｝4　年　8・92157・7；0・20、　5・4、　O・5｝　3・gl
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隠葦i；：満期1：；lil：li8：当：頃

　※国立隠語研究所年報8参照。

’謙獣A蝉　　　ピ舞うさんの3訪ぎんb・にi
　　・雑から・盤まで糠欝殻i購力・あり幽いけ蹴さか劇
蝉を読ませた．慰はタイプ鰯，｝がたくさんいます．たろうさんはi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

よ聴1礫である・ @　i・くつりに・・き甑まさ子引
　　　　　　　　　　　　　　　　　1んを　さそって　いぎます。よしこさ　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　纏靴乞．rζ鯵・塾■

　眼球運動の発達を知る尺度としては，つぎの5つの技能があり，そのおのお

のについて，学年の変化をみる。

　・読字数（ユ秒間に，平均して何字読んだか。）→ふつうにいう読書速度のこと。

　・停留数（100字の交通を読む聞に，平均して偲圏，目がとまったか。）

　・停留時聞（1回，国がとまっている間に，平均して，どれだけの時間をかけたか。）

　　→この際の時間の単位は秒であらわす。

　・逆行数（100字の丈章を読む聞に，平均して何回，属が後もどりをしたか。）

　・不適応凝視数（ある行から，つぎの行に読み移るとき，平均して，何回，演がまち

　　がつた箇所におちたか。）

　このほかに，読みの理解度を考える。

　この報告では，各技能についての分析習熟ま，すべて，上掲の（）内を統

計の単位にしてあらわしてある。

　そこにおいて，眼球運動の発達とは，

　・読寧数がふえる（読書時間が短かくなる）　　・停留数が少なくなる

　・停留時聞が少なくなる　　　　　　　　　　　・逆行数が少なくなる

　・不適応凝視数が少なくなる

ことを意味する。

　ところで．昭和30年秋に実験した結果では限球運動は中学年までの発達がい

ちじるしく，高学年になると，その発達はきわめてゆるやかになり，6年生の

ごときはむしろ後毒するきざしすらみえた。しかし，それは読ませた文章が低

学年向きのきわめて平易なものであったためではないかということが眼球運動

の発達を考える上に，大きな問題であることを指適しておいた。
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　そこで，実験学級児童にたいする5年3学期と6年3学期の実験では，高学

年向きの文章を与えることにして，C交章を選んだ。　’

　（2）実験の結果

・読ませたC文章

　5年3学期，弓取3学期と　1　鳥の中には，きせつによって，住む場所を

もに御こあげた。文章を読ま：変えるものがあります。ζのような鳥をわた

せた。原文はタイプ印刷，よ　1り鳥というのです。これは・その鳥にあった

　　　　　　　　　　　　　　iきこうの所やたべものをもとめて移るので
こ組，20字詰である。
　　　　　　　　　　　　　　　す。がんは秋になると，北の方から日本に来

　　　　　　　　　　　　　　iて，春になると，北の方へまたかえります。

　　　　　　　　　　　　　　　それと反対1・U，つばめは春に来て，秋に南の

　　　　　　　　　　　　　　　園へとんで行きます。

・実験した時期　　　　　・

　1958年2月・1959年2月

・読みかた

　だいたい，この文章はどんなことが書いてあるか考えながら，普通の速さで

読む。黙読をする。

・結　　　果

　限球運動の各技能ともに，5年よりも6年目発達があるとでている。読字数

は1秒間に6，05字から9．75字にふえ，停留数はioO字にたいして59。61回か

ら52。60回にへり，1回の停留に要する時間も0．29秒から0．21秒にへってい

る。逆行数と不適癒凝視数もそれぞれ，少なくはなっているが，このふたつは

発達がそれほど顕著ではない。小学校卒業時になっても，！00字の交章にたい

して，平均5圏嫡どこかで目炉後ちと1りをしt行から行に厨が移るときは2行

に1圏の割合で不適応凝視をする個が渋滞する）ことを示している。

　もっとも，逆行は文章あ意味内容を考えながら読む際には，100宇に5回ぐ
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らい逆行する割合は当然だともいえる。そのことからいえば，、逆行のおこりう

る割合はこの程度ですでに発達の高原状態に入ったという解釈もでぎよう。

・発達の個人差

　眼球運動の発達には非常に個人差が大きい。数人の児童の例をあげてみよう。
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　S女，S男，　H女の結果は5年中りも6年で読字数がいちじるしぐ妄えた例

であり，それとくらべてK：女，丁男の結果はあまりふえない例である。S女，

S男，H女は停留数，停留時間，導丁数ともに5年よりも6年のヵがへってい

るけれども・脇甥の認数は5年よりも暁の方が蓼㍗祝これら
の結果は全被験者の結合からみればきわめて少ないけれども，個人がもつ発達

の型であるという解釈のほかに，やや霞然ならざるテスト状況による影響をみ

のがすことはできない。

・低学年，’中学年との比較

　被験者たちは2年のどきから，この実験を継続して受けてきた。’2年のとき

と3年のどきはA文章について実験し．4年以上はC文章について実験したが，

その他の条件はすべて伺じである。そこで，低学年，中学年，高学年における

眼球運動の結果を一覧表にするとつぎのようになる。
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S女の眼球運動※
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※同一文章による5・6年の発達を示す。
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　この表の結果では，A文章を読ませたか，　C文章を読ませたかによって，そ

れぞれの項の結果に開ぎがでており，A文章を読んだ3年の結果はC文章を読

んだ4年の結果にほぼ根当するとみてよい。また，隅じ。文章を読んだ4年と

5年とでは読字数にあまり発達がみられないが，これは停留時間が5年でふえ

ているためであって，5年の停留三智が0．29秒という結果には，なにか正常で

ない実験条件が介在したものと思われる。

　（3）四球運動の発達曲線

　以上の問題点は三頭にあげた，昭禰30年秋に実験した参考資料とぐらべると

いっそうはっきりすると思われる。グラフによってそれらを示すとつぎのよう

になる。　　　　　・　　　　　　　　　　　　’
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結果がでている。

　この解釈には，さらに厳密な検討が必要である。

　2．遅読み・速読みにおける眼球運動の比較

　（i）実験のあらまし

　この実験は署．の高学年の眼球運動の発達に関する実験と併行して，5年3学

期末に行なった。普通の速さで読む際の眼球運動をたしかめることができた上

で，それでは遅読み・速読みという条件をつけた押貸にはどのような限球運動

の特性がでるかを明らかにしょうとしたものである。また，実験1で問題点と

して指適したような「普通の速さで読みなさい。」という教示の条件をたしかめ

ようということもあった。

・被　験　考

　実験学級児童から，24名をランダムに選び，それらの児壷を遅読みグループ

12名，速読みグループ12名にし，両グループが等質になるようにわけた。

・読ませた文章　3段落からなる文章を3枚のカーードにプリントした。

　　　　　　　　原文はタイプ印綱，よこ組，20字詰であるQ

　　　　　　　　　　　　（1）｝颪渤瀞廠撫1熱望∴両巖…｝

　　　　　　　　　　　　　　　まげていると，純泌磨われてい甑｝

　　　　　　　　　　　　　　ド濾どうしてでしめか．ここに，おもし！
　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

　　　　　　　　　　　　　　1ろい実験があります。　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　㌧＿．．一tt－ttttt一．t一．一t一．一t．．一＿t一一ttttt一一＿一t＿＿＿＿．㌧．．．．∴＿ワー、　．…1

　　　　　　　　　　　　（2）「；ワみま晃…張擬続成颪π川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　　　　　　　　　　　　　　1よく眠っている入をしずかにねかせます。そ　｝
　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　　　　　　1して，その入の耳のそばで，なにか音をたて　l
　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　；ます。’今までねむっていた人の目がさめます｝

　　　　　　　　　　　　　　1が，それとともに，シーソーの板の頭の方力判
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　　　　　iSくな・て下がり・からだがズルズノレとすべ｝

　　　　　　　　　　　　　　し晶晶歪翌曾7　．．．．＿＿t．．．；

　　　　　　　　　　　　　（3）…乏縦∴強憂あ鋤は∴轟気マち濾。］

　　　　　　　　　　　　　　，は瀕の方に琳。み，純ると下、，。うつるi

　　　　　　　　　　　　　　lことがわかります。ですから，はやくねむる　｝

　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　L
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　　　　　　　　　　　　　　　…ため・・・…，頭にあっま。てい舳を足に下げl

　　　　　　　　　　　　　　　l躍鮮麗弊　うi

・読みかた

　遅読みグループには内容を考えながら遅読みを，速読みグループには内容を

考えながら速読みを要求した。両方とも黙読である。

　なお，眼球運動の測定は（2）の段落の文章の読みだけについて行なった。

・理解テストのための問題項霞

　　　　　　　　か　A　なんについて書いてありますか。
　　　　　　　　　じつげん　はなし　　　　　　　　　　　　　あし　　ゆび
　　イ　おもしろい実験の話　　　　　　ロ　足の細をまげでねると，ねむれないわけ
　　　　あし　　ゆび　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あそ

　　ハ　足の捲をまげてねると，ねむれるわけ　　ニ　シーソーの遊びかた

　B　「そ㊧起φ」とはなんのためですか。

　　　あし　　ゆび
　イ　足の揖をまげる
　　　あたま　ほう　　ち
　ハ　頭の方に1血をあつめる
　　　　　　　　しら　　　　じっけん
C　どういうことを調べた実験ですか
　　　　　　　ふか
　イ　ねむりの深さ
　　　　　　　ち　　　うご
　ハ　からだの血の動ぎかた

　　（正答lA一イ，B一ロ，C一ハ）

②　実験の結果

｝速読みi8・12i・9・13｛

　　　　　　　　　　参
（普通言売み　　　　　　6．05　　　　　59．61

参考までに，

　あし　　ち
ロ　足に血をあつめる
　　　　　ちから
二　からだに力をいれる

　　　　　オざも
ロ　からだの霊さ’

ニ　シ、一ソーのゆれかた

　　　　　　　　　　　　　げ　　　お　　　　　セ　　　　

　　　　　　　　　無記髄磁…麟義心
　　　　　　　　　　　　　　　バ　　ほ　　　　　ハ　　　ミ　　　　じ　　　　ミ
　　　　　　　　　　0．27　　1　　　8．11　　；　　　0．5g　　l

　　　　　　　　　　O。2713．、95　’。，46…

　　　　　　　　　考

　　　　　　　　　　0．29　　　　　5．58　　　　　0．53）

C交章を普通の速さで読んだ結果をあげておいた。

”1

側
　一一一1

2．　iS’　i

1．6　i

　r．．一」

　遅読み・速読みにおける眼球運動の変化をみると，読字数では，遅読みが1

秒間に5．64字であるのにたいし，速読みでは8．12字とふえており，遅読み・遠

読みの教示どおり，読書速度に差があらわれている。また，停留数・逆行数・

不適応凝視数では，それぞれ速読みの方が少なくなっている。しかし，停留時

間には変化がでていない。理解は3点満点であるから，遅読みは80％，速読み
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H女の眼球蓮動※

　　　普通読み　　　　　　　　　　　遅読み

　　　※H女の普通読み・遅読みにおける眼球騒動を示す。

　　　　　i綱i停醐停舗断数．1織i

丁丁τ乙1歪…「痂丁帰砺…1”一””5・①・…；

．．墨議嗣．じ三絃一i．一…互色⊥＿喫．．ヒー砕1『・．9判
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は53％の正解率になる。速読みり方：が理解度が低くでている。

　したがって，遅読み・速読みにおける眼球運動のちがいは停留数と逆行数と

の増灘ある・’・kうし℃田鶴蹴遅読み漣灘の賦質のもが・・をつ

くる条件となっていないe　”、

　停留時閥が示すことがらは目が一停留する際の知覚認知時間であるが，厳密

に．は

　　　　停留時閲＝知覚時闘＋思考時間

と考えることができる。知覚時問は低学年までにだいたい成人の水準に達する

ことができる。それにたいして，思考時聞は小学校の段階では学年をおって発

達していくが，それもきわめてゆるやかなものである。そ㊧意味で遅読み・遮

読みをさせることのできる条件は停留数の増減であり，また逆行数の増減であ

る。

　つぎに，遅読み・速読みの限球運動の結果に，普通読みの眼球運動の結果を

参考にひぎあわしてみよう。普通読みでは，停留時聞をのぞいては，どの項類

においても遅読み・速読みの中間に位している。停留瞬間だけが，きわめてわ

ずかであるけれども，下読み・速読みよりも蒋間が多くかかり，1淳留の平均

時間は0．29秒となっている。

　つぎに，各被験着別に遅読み・普通読み・速読痴こおける各技能の変化をみ

るとつぎのようになる。

　　　　　　遅読みと普通読み　　　　　　　普通読みと速読み
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A男㊧眼球運動※

　　　　普通読み　　　　　　　速読み

　　　※A男の普通読み・速読みにおける眼球運動を示す。
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芝能の比較をした上表

＃dみグループの1名を

留数が多くでており，

　3．　眼球運動の過程

　これは「高学年の眼球運動の発達」のために行なった実験資料をもとにし，

眼球運動と読まれた各行との符丁について考えたものである。

　実験資料は貼紙にあげたC文章による実験の結果である。5年の実験資料は

読書力上グループ，中グループ，下グループの3グループに．分けて整理し，6

年の実験資料は5年との発達上のちがいをみるために，とくにグループ分けを

せず，ひとまとめにして整理をした。

　実験の際忙読ませた文章は8行からなる。（P．71参照）この中，第1行と第

8行の結果は運動の信顧性がきわめてうすい，という整理上の臓例にしたがっ

て整理しなかった。したがって，各行との対応とは第2行より第7行までの計

6行の聞の対応を意味するものである。

　④　結　　　果

・各行と読書速度との対応
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・各行と逆行数との対応
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　以上の各表について全体的な傾向を考えると，3グループにわけた上グルー一一

プ，中グループ，下グループによって，各技能の間にかなりはっきりした差が

でている。（ただし，不適応凝視数については例外。）そうして，第4行の眼球

運動の過程が，読書時聞，停留数，逆行数，不適応凝視数，停留時間ともに，

他のどの行よりもふえていることがわかる。

　つぎに，5年の中グループの結果と6年の結果とを読書速度のきめ手となる

停留数，逆行数について比較するとつぎのようになる。

・停　留　数
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i匿至1調lll翌1二豊∫311111寵［亘｝

　6年目眼球運動は5年のそれにくらべて，第4行でとくに，停留数，逆行数

が多くなる傾向がいくぶん少なくなり，全体的に各行の眼球運動に斉一化への

方向性があらわれている。

　全体的に各行の眼球運動に斉一性があらわれることは，5年と6年の比較に

かぎらず，5年目上グループ，中グループ，下グループと分けた，その上グル

ープにも比較的斉一性がみうけられるようである。

　ところで，各行と停留数との尉応について整理した際のr停留数」には眼球

が停留した正常の停留，逆行による停留，行闇運動の不適応による停留も含め

てある。したがって，逆行数，不適応凝視数をのぞいた正常の停留数だけにつ

いて，各行との紺応をみることもできる。5年と6年の実験資料から，正常に

停留した数と各行との対応関係をみると，つぎのようになる。

i毫罎，㌘1一お」穏∴三∴．∵；巡．一、
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　この結果と，先にあげた逆行数，不適応凝視数を含めた停留数と各行との対

応関係とくらべると，両者の間にあまり差がみられない。このことは，逆行数

や不適応凝視数の多くでる行は連鎖的に他の正常な停留数も多くでているもの

であることを示している。

　第2行から第7行までで，比較的眼球運動が渋滞する行は第4行，第5行，

　　　　　　　　　　　　　　　　g2



町行で劾嫉めらか撫すむ禰・解貨・
第3行，第6行である。そのうち第4行がとくに

，渋滞し，第2行がとくになめらかである。そこで

第2行から第7行までの眼球運動の過程に関する

大まかな見取図を画けばつぎのようになろう。

／／一一／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　3　’4　5　　6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　行　　行　　行　　行　　行

　　　　　　　　　　　　　それでは，なぜこのような過程をもつにいたっ

　　　　　　　　　　　　たか，ということであるが，その結論はただちに

　　　　　　　　　　　　でてこない◎たとえば，次のような闇題がでよう。

　　　　　　　　　　　　　　・このC丈章はとくに第4行がむずかしく，第

　　　　　　　　　　　　　　2行がやさしいのではないか。

　　　　　　　　　　　　　　・限球運動は行の難S7Jl’IZよらず本質的に見取図

　　　　　　　　　　　　　　にあげたような過程をたどるのではないか。

　　　　　　　　　　　　　C午下の第4行がむずかしく，そのために眼球
　Y児の眼球運動
　　簗4行目から第7創ヨ　　運動が渋滞することは，逆に被験潜がそれをむず

　までを示す。第4行と第　　　　　　　　　　　　かしいと感じないならば渋滞はしないであろうと
　6行，繁5行と繁7行に
　斉一性がみられる。　　　　いうことになるが，この点はかなりまで実証でき

る資料がある。5年の上グループは下グループよりも．第4行の渋滞が他の行

にくらべて少なくなり，5年よりも6年の方に渋滞が少なくなっているのはむ

ずかしさを感じることが少ないせいであろう。

　しかし，やさしい交章で，各行も同じやさしさならぽ，完全に眼球運動は斉

一性を確保することができるであろうか。またそうなることが理想的な限球運

動というべきであろうか。

　たとえぽ，昭和30年秋の実験で，高学年にはやさしすぎると指摘されたA文

章（P．70参照）の各行の眼球運動の過程はつぎのようにでている。

　　　　　　　　　　　　　　　　：g3



、「：：：…

Vπこ　㎝脊

毯能
皿

数
数

留
行

停
逆

6．　88

0．　48

8．　00

0．　70

8．00

0．　66

V　lw・i
　　　　い　　　　 @

1：92！側

　文章にはどんな場合にも構成があり，交脈上の結構がある。したがって交章

を読む際には，文章の段落によって受けとる知識，情報の負荷量が異なるとい

うこともある。この点を考えると，眼球運動の過程にみる斉一性への展開にも

ある程度とか，どの程度までとかいう限界のあるのを感じとることができる。

　なお，試みに，停留時間について♪各行をく始〉〈中〉〈後〉の3グルーープに

わけ，その箇所に落ちた眼球の停留時閾をみると一停留の所要時間ほつぎのよ

うになった。

　　　　〈始〉　　　　　〈中〉　　　　　〈後＞

　　　　0．27秒　　　　　　　0．33秒　　　　　　　O．30秒

　また，昭和30年秋に実験した「コロンブス」の文章の結果では，

　　　　〈始〉　　　　　〈中》　　　　　〈後＞

　　　　O．24菱少　　　　　　　O．26秒　　　　　　　0。24秒

　さらに，前項にあげた速読みの結果では．「

　　　　〈始〉　　　　　〈中〉　　　　　＜後＞

　　　　0．27秒　　　　　　　　0儒28秒　　　　　　　　O，27秒

となった。

　つまり，どの行とかぎらず，行のく中〉の部分に停留した平均時間はく始〉

〈後〉の部分に停留した平均時間よりも長いことを示すものである。

　これらのことは，眼球運動の過程について，運動の斉一性にたいするリズム

性の存在を晒示するものと思われる。
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狂　作文能力の発達

A　課題作文による作文能力の発達（輿水）

　1．　6犀闇同一文題で発達をみる

　作文の学年尺度としてアメリカの諸家にもいろいろなくふうがあるが，話題

のちがったもので尺度化されているのでこまるという批評がある。

　作丈能力の発達をみるために，われわれは，同一の児童に毎年同じ題で作文

を書かぜて行くことにした。もし児童がそういうことを意識してしまって，そ

こに何か持別の学習が加わって来ると，そのことを考慮に入れなければならな：

いから，ずっと注意を怠らずにいたが，ついに何事もなく，毎学年，毎学期，

新しい気持で書かれだようであった。（これからは，教育課程の上で作文を何

パーセントか強葡されるので，事情がいくらかちがって来るだろうと思う。今

までは，作文は，特別の作文教師，照臨教師のところでなけれぽ，あまり．あ

るいは，ほとんど指導されていない。われわれが，ありのままの能力の発達を

みるには，かえって好都合であった。）

　われわれは，同一児童に，6年間

　　　　第1掌期末　　　ともだち

　　　　　2　　　　　わたくしのうち

　　　　　3　　　　　　　せんせい

という題で30分ないし45分（だいたい書き終おるところ）書かせた。1年の第

1学期末には，　「作文」ということを知らない者もあって，ひとり，ふたりの

：友だちの名前を書いたもの，　「……さん……さんとあそびました」という程度

のものであったが，第2学期末には，ほとんどみんなの老が，作文ということ

がわかって，：文章を書いた。

　いままで，低学年，中学年の段階では，分量の発達，文字の誤りや文法上の

誤りの減少，句読点の使い方の発達のような形式方面の考察が主であったが，

高学年は全体として，文章がひきしまり，考えかたや物の見かたが進み，それ
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が文章の組み立てやことばの使いかたにあらわれる時期であるから，その方面

を主にしてみて行くことにしたい。

　2。　第1学期末作文「ともだち」

5　　　年

　（1）4年生の時よりもずっと「行かえ」をするようになった。それだけ段落

　　意識ができたといえる。行かえしている考の数は25名（全体で47名．ほか

　　に1名詩）である。もちろんその区切りかたはたいていはでたらめで，ほ

　　んとうの段落ではないものが多い。

　（2）　4年生の時の書き出しは，

　　　　ぼくは…・…・・

　　　　ぎょうは…・

　　というのが多かった。5年生では，

　　　　私のともだちはたくさんいます。……　　　　　　．

　　　　私にはおともだちが大ぜいいます。一…

　　　　うちのほうには，おともだちが，いっぱいいます。……

　　　　私しめともだちは，だいたい二十入ぐらい，います。……　．

　　とい5ような前おきではじまるものがかなりある。また，

　　　　ぼくのなかよしの友だちはたくさんいますが，○○くんはとくにすきです。…

　　　　私の家の近かくに○○¢5X？んというお友だちがいます。……

　　というように特定の友だちを出して来るものがある。はじめから，漁分で

　　　　○○鱈

　　という愛馬をつけてそのひとりについて書いているものがある。　（これは

　　上位生）

　　　　ともだちといえば恩い出すが……

　　という書き出しもある。tt（これも上位生）

　（3）下位生では4年の「ぼくは……」rきょうは・・…・」という書き出しの場

　　合と同じく，友だちと遊んだことを，友だちを描き出すよりも自分を主に

　　して書く。しかし，特に4年生の時とのちがいをさがすと，やはり，書き

　　出しに

　　　　こないだ○○ちゃんとけんかをしました。……
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　　　まえの夏ぼくはいなかへいきました。……

　というような，位置づけがあって，それから事件にはいっている。その位

　置づけが高学年的特徴であるといえよう。

（4）中位生，下位生の中セこ，

　　　七月二日

　　　いった日八月三日

　という副題をつけて，友だち（いなかの）と遊んだ時のことを書いたもの

　がある。これも一種の位置づけであり，書こうとする主題の意識である。

⑤　である体は2名（上位生，中位生）

　「詩」として短いことぽを書いたもの1名（上の下）、

（6）丈のひじょうに長いものがある。最高は400字づめ5枚びっしり1名，

　つぎは1500字以上が3名もいる。

⑦　下位生はだいたい事件的あるいは羅列的で，話があれこれになってよく

　つかめないもの，話はわかるが切れ濯のないもの，そうしてどこといって

　中心点のないもの，および，ひとつのことをくりかえしくりかえ．し述べて

　発展のないもの（低学年，中学年的症状）である。上位生は，これに対し

　て，特にひとりの友だちを選んで述べたり，ある一群の友だちについて述

　べたりしている。友だちについて，子どもの文に出て来るところでは，

1
2
3
4
F
O
6

学校の友だち

近所の友だち

しんせきの友だち

いなかの友だち

前の学校の時の友だち

漏れた友だち（おさな友だち）

　の6種類ある。下位生が取りあげるのは，たいてい2，3，4および1で

　ある。中位生，上位生は1，5，6である。

⑧　上位生は文字がきちんと書けていて，漢字の含有率も多い。だいたい，

杓心的に観血って書いている。句点（。）を使っている。下位生はかなが

　多く，つづけ書きで，切れ目がない。

（9）かな文字の習得の不完全（下位生に見出される）
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　　　　とべたい（とべない）

　　　　おもしるい（おもしろい）

　　　　駅のてつぼうみたいところど（で）あそんど（で）まってます

⑩　ことぽの聞き取りかた，書き写しかたの不完全（下位生に多い）

　　　　こおちゃんというしとがいます

　　　　あさからはこねの（箱根）しつもの（ん）があった

　　　　いっしょうにうつしえをして　あそんだりしています

　　　　よく　おもって（おごって）くれます

⑪　文に欠けたところがある。　（中位生）

　　　　私のともだちはたくさんいます。私の家のそばに　けいこちゃんといいます。

　　　　ぼくのまえいたところは，うらわの高さご町す。そこ嬉は，しげちゃん，よっ

　　　　ちゃん。てるみちゃんに，たみちゃんに。ひでちゃんに。としはるちゃんです

⑫　ことぽの重複：がある

　　　　わたしはせきのさんと　こうちゃんと　しんせぎの人と　わたしで　ひろぽに

　　　　いきます。

⑬ことばめ使用め不適切　　　　　　　　　　　　『
　　　　まだ　その子がこして来たのはわたしが一年生のときでした。

6　　　年

（1）　5年生の時とくらべて，全般に，学級の：友だちのことを書いたものが多

　　い。学習め時めことや遊び時間，登校下校の時の交渉から，すききらい，

　　いじわるだ，しんせつだということになっている。

（2）男子にはあだ名のことを問題にしているのが多い。

（3）女子をこは，特に自分のすきな人というのがあって，その子のことを書

　　く。またなぜその相手が変ったか，そういう事情を書くものが多い。

（4）男子には，友だちを数々あげ，特にすきな人ときらいな人とを列挙して

　　いるようなのもある。

　（5）ひとりだけ（男子，優秀児），友だちのごとを書きはじめてから三行で

　　やめて，飼っている手乗り文鳥のことを友だちだとして書いている。

⑥　中位生，、下位生には，まだ，友だちのことでなく，自分の遊びを中心と

　　して，そこに友だちが登場してくるものがある。

　（7）はじめに友だちの分類をしているものがある。　（女子，優秀児）
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　　　わたしの友だちは，このくらすと，むこうの学校の友だち，家の方の友だち

　　　と，とてもたくさんいます。……

⑧　友だちの批判とか希望などもあらわれている。

　　　私のお：友だちは　たいてい　はっぽうびじん（八方美人）ですます（まず）そ

　　　ばのおともだちからかぎます。……

　　　……私は，これらの入と　いつまでも仲よくしていきたいと思っています。…

（9）友だちというものの意義を考え，感想や意見を述べているようなものも

　ある。

　　・僕が　この学校へ転校してから　もはや三月半になる。今では　多さんの友達

　　　も謁来た。……

　　　　…今まで知らなかった駈を親切に教えてくれる　友達とは本当にいいもの

　　　だ。前の学校も友達は大勢いた。「友達とはどこへ行っても変わらないもの

　　　だ」．≧思った。……

　　　「友だちの言うことはよく聞くものだ」と思った。……

　　　友達とは　みんなおたがいに助けあって行くものである。　（男子）

　　・ぼくは，五年の蒔に，この孝校へ，来ました。その時ぼくは，見なれない土地

　　　へ，来て，さびしい気持に，なりました。でも，すぐなれました。組の人全部

　　　が，ぼくの友だちになってくれました。それから，．一年閥，ぼくは，あらゆる

　　　人と友だちに，なりました。その時，ぼくは，友だちと，いうものは，なくて

　　　は，ならないものだと，思います。……

　　　この学校はかんきょうが，わるいので，ませた子どもも，いるが，その人の，

　　　欠点を，友だちとして，なおしてやろう，そして，どの子にも，美点が，ある

　　　はずだと思う。その子供のよいところは，おたがいに．，まねしあって，よい子

　　　供に，なるのが，いいと思います。まして，このように，みんな．國じに，共

　　　問生活を，している時には，一人だけのけものに，しないで，組の：友だちも，

　　　学校全体の人も，みんな，友だちに，なるのが，濾んとうだと思小ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（男子）

　　このふたりとも転記して来た子で，友だちのありがた味を知っているわ

　けである。

　　第一の子は，おとなのまねをする子であり，第二の子は成績も上位の子

　であるが，とにかく，6年になると，こういうように，むずかしい理くつ

　をおぼえ，またむずか’しい語句を使うようになる。S年の時とはずっとち

　がって来る。
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岡一一va：童の4年5無6年の比較

　同一児童で4年，5年，6年と，だいたい同じような内容の場合

例l　S．K：。（女児）

　4年　きょうはていちゃんとみちこちゃんとわたくしといっしょにきせかい（え）

　　　　をしてあそびました，ていちゃんもみちこちゃんもあたらしきせいい（きせ

　　　　かえ）のどうぐをもて（もって）くるからまっててねとていちゃんとみちこ

　　　　ちゃんがいいましたわたくしわみちこちmpんとていちrpんちにいってあげま

　　　　した。みちこちゃんとていちゃんはうちえ（へ）きました　それからうちで

　　　　しました……

　5年　こないだていちゃんとけんかおした，わたしたちわ，うさみさんとわたしt

　　　　ていちゃんの奪うわやまざきさんわたぬきさんと，’ていちagんわたしたちは

　　　　二入りむこうわ三人わたしたちの：方がふたりでもかったそり（れ）から四か

　　　　たったっぎのMわあさからはこねのことでいっぱいだったあさからはこねの

　　　　しつもの（ん）があったわたしわむねがわくわくしていた……

　6年　ていちゃんはわたしのだいのなかよしのともだちです，いつもえんそくえい

　　　　くときわていちゃんとはんお（を）つくります，こんどいくはやまわもしか

　　　　したらていちゃんわいかないかもしれません，ていちゃんわむねがわるいか

　　　　らです，もしかしてていちゃがいワたらわたしとていちゃんでぐるうぶをつ

　　　　くります，……

例2　M．　T．（女児）

　4年　うちのきん所のともだちはいじわるなとも友（友だち）ばかりです。

　　　　だけどもけい子ちゃんは，とぎどき（ときどき）けんかをしますけれどたい

　　　　かい（たいがい）の時あそびます。学校へもいっしょに，行きます。……

　5年　和（私）しのともだちは，だいたい：コ十人ぐらい，います。まずはじめに，

　　　　学校で一ばんすきなともだちは，わたぬぎさんと，さくらいさんです。そし

　　　　て近所のともだちは，偉人ぐらいいますが，その中で一ばんなかよしなの

　　　　は，ひろこちゃんです。そして話しはちがいますが，しんせきの子で，いま

　　　　お山にいるこで，いま工学一年です。そして彩（私）しが，行くとよろこび

　　　　ます。そして，いろいろな所へ室内（案内）してくれます。……

　6年　動くしの友だちは数多くいますが，中でも一ばん中のよい友だちと鷺ったら

　　　　けい子ちゃんぐらいなものです。学校の友だちで石田さんは，私しとならん

　　　　でいていつも中がいいんだけれど野々けんかをします。けれども　けんかと

　　　　雷っても話しのけんかで，ぶったりなんかわしません。

　　以上の2例は，どちらかというと発達のおそいほうであるが，それで

　も，学年毎に確実な進歩が見られる。
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　　つぎは，5年6年でだいたい同じ内容のことを書いている例である。く

　らべてみると発達がよくわかる。

　　　K．K。（女児）’

　5年　これからは（な）すtとは，いわしたさんのことです。いわしたさんはとつ

　　　　てもあたまがいいので勉強すらすらですとっても組ではにんきものです。

　　　　いわしたさんはゴムなわはとべるしおまわしもとってもじょうずです。……

　6年　岩下さんは，女の子だけだといちばん，頭がいいうえに，運動しんけいもな

　　　　かなかはったつ（つ）している。岩下さんはみんなのにんきものです。遊び

　　　　ではゴムなわはとべるし，おまわしもじょうずです。……

　　男子では周じ事がらを書いているものがすくないので比較がしにくい。

　事がらがいつもちがっているところに，またそういう発達があるともいえ

　る。

　　　N．K．（男子）

　5年　ぼくの友だちは，あまりいないけれど，ぼくの家の近くでも六人ぐらいしか

　　　　いません。その六人は，となりの野村くんと松本くんと，ひろしちゃんと，

　　　　ねんねと，ぼくと，おなじで，五年三組の閏村くんと，かぼっうとそのぐら

　　　　いしかいません，……

　6年　ぼくの友だちは，この組全部だがなかにもいやな友だちがいる，きらいにな

　　　　る時もあるし，大すきなときもある，この組の中でぼくのもっともいやな友

　　　　だちは○○君だ，また，肥すぎな友だちもいる，○○露とか00君などい

　　　　ザ　　　　屯）o　桝’’”

　　5年生のところに出て来る「かぼっう」というのはなんと読むか，その

　文のあとに「かぼう」と出て来る。こうした表現の点でも交の進めかたの

　点でも，思想のくぎりかたの点でも，5年と6年ではたしかにちがってい

　る。

3．第2学期家作文「わたくしのうち」

（1）　4年忌で書き嵐しは

　　　「わたくしのうちはかぞく何人です……」

　　　「わたくしのうちはどこどこにあります。……」

　というのが多くなっていた。この傾向は5年ではもっと強められている。

　ほとんど全員がそういう形になっている。

　　ところが，6年生では
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　　　「わたしのうちにねこがいます。’そのねこは……」

　　　「うちではいま……　しています。……」

　という形がかなり多くなっている。何かひとつのものをとらえて文を進め

　る傾向があらわれている。中に，ひとりであるが，

　　　私　の　家

　　　お　父　さ　ん

　というように議題を設けたものもある。　（これは中位生だが知能は比較豹

　高い）

②　5年生の場合，家族のひとりひとりについて，たいてい，女，母，兄，

　姉，弟，妹，かっている動物などの順で，その特徴，要事との開係（主と

　して好き，きらい）がかなりくわしく述べてある。観察がこまかくなって

　いる。すなわち，

　　　「父は……　です。……A　’

　　　「母は……　です。…一・■’

　という形で，形式酌には必ずしも段落が切ってないが，思想上ははっきり

　段落がついているものが多い。4年生の場合は，そうした思想段落がな

　く，家族のこと，事件のことなどがこつちゃになっていた。

（3）家族を「父は……」　「母は一…・」と呼んでいるのは5年生で4人（43人

　中），6年生で9人（45人中）で，わずかだがふえている。だいたいは成

　績のよい子であるが，必ずしもそうでなく，成績のふるわない子もふくま

　れている。

　（7）おもしろいことは，5年で「父は一・…。兄は……。」といっていた子

　　（優秀児）が，6年では「おにいさんは・∵・，t一。」といっていることであ

　　る。ただし，その原因としては，5年生の時は，やや開きなおった説開．

　　的な形で，「父は……。母は……。兄は……ojと順・セに述べていたのに

　　対して，6年生のほうでは，にいさんを中心とした事件を述べているか

　　らかも知れない。陳述意識として読み手（聞き手）を予想しなかったよ

　　うである。

　（イ）　5年生で父，母，兄，嫌と呼んでいる4入はみな優秀児であるが，ほ
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かにふたりだけ，－中位生と下位生で，はじめは「おとうさんは……おか

あさんは……」といっていて，途中で「兄は……」　「母は……」という

呼びかたが出ているのがある。この子たちは6年生になると，女のはじ

めから父，母というように呼んでいる。

　下位生5年の時の文（母といういいかたが顔を謁している）

　　ぼくの家は兄さん，麻あさん，おとうさんとぼくです。ぽ⇔こね（は），まだ

　かわいい弟がいました。せきりでしにました’”…　’

　　概さんはあさからゆう炉たまではたらきます。ぼくらは母さんがかい？てく

　るまであそんでいます。∵∵・

　　おとうさんはしん¢くめ大きなとけいやさんにかよっています。一tt…

　　遇いさんはぼくよりもとてもつうしんぽがいいので　ぼくは……

　　ぼくはとてもとてもすは（ば）しつこくては（わ）るいことばお（を）つか

　うのでおこられるσ、……

　　おとうさんは　やきとりがすきで……

　　母は朝はやいのです。……

同じ子の6年目時（すっかり，父，母になっている）

　ぼくの家は4人かぞくです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　旦はいま申年（学）生です。ほ（ぽ）くのは（わ）からないじやなんかおレえ

　てくれる。…

　父はいませいぶでばあとではたらいています。かえりは7隣ごろです。……

　母はかいしゃずとめです。かいりは6疇30分です。・一

内容的にもずっとひきしまって，意味が通るようになっている。

中田生，5年の時（1回だけ兄といっている）

　　・ぼくはいつもはとのえさをやり，おにいさんに，にわとりのえさおやりま

　す。ぼくわ，みんなとかわりばんこでみんなたべています。とりのえさおやる

　のがすむとぼくと兄は，にわをはきます。

　　弟は，げんかんをはきます。……

　　おとうさんが帰るのは六三です。……

1ぼくたちが，ねるのは一・・一一・t。おかあ肇んは，いろいろなしごとをしてナ聯ご
　r
　うねます。おにいさ（ん）やおねえさんも十蒔ごろねます。

岡じ子の6年の時（父，兄になっているが，おねえさんが残っている）

　……ぼくは鳩の係りだ。弟はカナリヤのえさをやる係りである。兄は，にわ鳥

　の係である。家じゅうは，朝おきてから工纂（仕事）をしない人は，いない。
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　　　　父は，会社にいくのは，七時である。おねえさんは，八時に家を漫て会社にい

　　　　く。

　　　　　父は家に．帰るのは六時だ。……

　　　　　ぼくは兄とけんかをする。……：おねえさんは，お花をならっている。

　　　この子の場合は「おねえさん」が残っている。

（4）両親兄弟姉妹の行動への感謝，あるいは批判と，自分自身への反省とは

　　5年生でも出ているが，（はっきりことばにあらわしている岩4名），6年

　　生になるとずっと多くなっている。　（9名）

　　　　お轟さんにはっくづくかんしゃしています

　　　　おと5さんはおさけをのまなければよいと愚います

　　　　わたしは幸福です

　　家のくらしへの心配，早く自分が役立ちたいという気持なども，6年にな

　　るとはっきり出ている。

　⑤　自分の家の歴史，以前と現在とのくらしの比較なども，6年生にはいく

　　らか出ているが，5年生には出ていない。

　・主語や述語などの重複：

　これは5年ではまだ見出されるが（人数で7人）6年になるとずっと減って

いる。　（2人）

　　　　ぼくたちがねるのは，9時ごろねます。　（5年）

　　　　おとうさんのすきなものはなつとうやおせんば（べい）がすきです。（5年）

　　　　赤ちゃんの名前は○○という名前です。（5年）

　　　　ぼくのすきのハトはくろと白がまざってるハトがすきです。（6年）

　・「でも」　「だが」などの使いかた

　これも，5年ではその使いかたのおかしいものがいくらか見出される。6年

にはほとんど見出されない。

　・「だが」

　　　　おばあさんは八十五さい，というとしよりです。おばあさんは，「わたしみた

　　　　いに，長くとしを，とると，なんにも楽しみがないから早くしんだ：方がいい

　　　　よ」といいました。そばで，さいていだぼくは，かわいそうにと，思いまし

　　　　た。だが，ぼくは，おばあさんが，やさしいから，すきです。　（5年）

　・「だけど」
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　　　　　　轡

　　　　……きのうは，三人で，デパー・トに，行きました。

　　　　家を出てくるときは，映癬に行くとは，いっていなかったのでうれしくなって

　　　　しまいました。だけどやっぱりかあさんやおとうさんはいた方がいいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5年）

　・rでも」

　　　　……といったので私はお父さんたちが帰って来てほめられようと思ってお緑さ

　　　　んのいうことをいっしょうけんめいにきぎました。でもお父さんたちはすぐに

　　　　すぐにかえってきていっとうさきにおりこうだったときいたので私は……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5年）

　・「しかも」

　　　　おとうさんのおとくいは，のむと気が，おおきくなるのです。でもやくそくし

　　　　たものは，かならずかってくれます。しかも「懲転：軋だとか「ピアノ」など

　　　　の大きなものは，一年か，一年単ぐらいしないとかってくれません。　（5年）

　この最後のものは，　「しかも」というような：むずかしいことぽを使おうとい

う態度があらわれてきたものといえる。（この子は上の下ぐらいの成績である）

　・「その」の使いかた

　この使いかたについてはつぎの；夢例ひとつである。

　　　　ぼくのうちは六人家ぞくだ，……ぼくのうちのうらはがけになっていてそのが

　　　　けのうえを電車がとをっています。ときどきき車がとおります。き車がとおる

　　　　とぐらぐらゆれます。そのいええきたばかりのときはじし（ん）かとおもいま

　　　　したがすぐにわかりました。その争えぼくがきたのは4さいのときです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6年　中位生）

　・むずかしいことばを使いこなす

　こうした傾向が6年生になるとかなり19立つ。5年生ではあまり目立たない。

　　　　その犬はぼくが二年のころからいた犬でたいへんなついていました。（6年）

　　　　お旬：さんは毎臼せわしなく上原と爾元町をいききしています。（6年）

　　　　とてもほこりに思っています。（6年）

　　　　ぼくの家はこの醜から重くるしい空気にとりつかれています。　（6年）

　以．ヒはいずれも優秀児で，正しく使いこなしている例であるが，つぎのはあ

まり成績のふるわない子の，まだよくこなしていない例である。

　　　　たまたまおとうさんとお懸さんがけんかをします。いつもけんかでもうあきま

　　　　した。（6年）
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　・漢字の使用

　これは，4年から5年ではそれほど目立たないが，6年になると唐立ってふ

えてくる。同じ子（中位生）の交で，

　　　　うちのおとうさんは，会社にかよっています。（5年）　　　（

　　　　父は，毎田，会社に行きます。　（6年）

　　　　おかあさんは，毎臼人形を作くっています。　（5年）　　　（愚も，毎鐵，入形作にせいを出しています。　（6年）

というのがある。　rおとうさん，おかあさん」が「父，母」になっている。

「おとうさんは……。　おかあさんは……」が，「母も」となっている。「せい

を出す」というむずかしいことばを使っている。そういうところに，成長が見

られる。

　4．　第3学期家作文「せんせい3

5　年生

　（1）おもに受け持ちの先生について書いている。

　　先生の風貌，くせ，おこる・やさしい，すきだ・きらいだ，来年は変る

　　か・変らないかなどに？いて書いている。

　　これは4年生の揚合とほぼ同様である。

　②　4年生の場合よりも，先生に対するみんな（級：友）の評判やうちの人の

　　批評などを取り入れることが多くなっている。

　（3）．4年生の場合，特に中以下の子どもでに，受け持ちの先生の何かについ

　　て書きながら，その閥にほかの先生のことがはいったり，風貌のことを書

　　きはじめたかと思うと何かの事件がはいって来たりしていた。5年生では

　　それがなくなって，ある事について書くとそれが一段落するまでは続い

　　ている。

　　　かなり多くの者が，良分の現在の受け持ちの先生について書いてしまつ

　　てから，つぎに前の先生のことや，専科（音楽，塚庭など）の先生のこと

　　や，・あるいはとなりの組の先生のことに移る。その閥に段落がある。4年

　　生の時はそこがはっきりしないものが多かった。

　　　5年生では，中位生で

　　　　これで○○先生の話は終ります。
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　と書いてつぎの別の先生のことに移っている者もある。tt

（4）受け持ちの先生が，時問割りにあるのに体育をやらないことについて非

　難しているものがかなりあり，それは4年の時と同様であるが，5年では

　その内情など（学科がおくれないため）を考えているものも，いくらかあ

　らわれている。

㈲　交の最後のところに

　　　ぼくにとってはいい先生だと思います。

　というような概括や結びが朝立つようになった。

⑥　ほかの学期の作丈（ともだち，わたくしのうち）の場合よりも，助詞の

　使いかたの誤りが目立つ。そしてこれは6年ではほとんど見当らない。

　　　ぼくは，1年生の時の受持ちの先生は，OO先生です。
　　　○○先生は游，家のお兄さんの受持っ一（iいました。

　　　わたしはいつも○○先生が六年生のとぎまで勉強をおしえてもらいたいと，お

　　　思います。

　　　わたしは，こ二年生から先生に勉強を，おしえてくれました。

（7）主語・述語や翻詞などの重複

　　　いまからすこし　わるいとこをすこし　あげてみます。

　　　先生がおこると，おでこにしはよせて，たこみたいに，おこります。

　　　このごろは　たいくがあるときも　あまり　このごろはやらなくなりました。

　　　　　　　　　　　　　　　（予どもは　体育を「たいく」と醤くことが多い）

（8）むずかしい語を使う

　　これは，おもに上位生に見られる傾向である。正しく使いこなしている

　ものもあり，まだふじゅうぶんなものもある。

　　　この先生は音楽のせんもんでないので，

　　　ぼくは，全ばんに，いい先生だと思います。

　　　先生に「先生，今臼はぜったいに体育をしてよ」などと　口々に　聞こえま

　　　す。　（いいます）

　　　体育は00先生ですが　たまたましか　してくれません。

　　　先生なんか，大きらいだと，ゆうこともあるが，大すきなこともある。しかし

　　　ほとんど，先生はすきだ。なぜかというとぼくたちに，べんきょうを，おしえ

　　　てくれるからだ。

　　　○○先生は二組の受拷でいつもぽさ一として，ふくそうのことなど，ちっとも
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　　　気をこ．カ、けなし、ようだ0

6　隼　生

（1）　6年生の場合は，ちょうど卒業の時期で，学校生活の回想・回顧といっ

　　しょになっている。

　　　ここでも受け持ちの先生を取りあげているものが大多数で，以前の受け

　持ちの先生にもふれているものがある。その点は5年生の場合と同様であ

　　る。しかしその取りあげかたが全体として回想的になっている。

②　学校の先生の全体にふれているものもある。　（これは5年生まではなか

　　つたことである。）

（3）校長先生のことにふれている者が数名ある。校長先生との会食（10名ず

　　ついっしょに給食を食べる）のことだけを書いている者が1名ある。校長

　　先生のことは5年生まではほとんど出なかった。

　　受け持ちの先生のことを主として書いている場合でも，つぎのような書

　　き出しが見られる。

　　　学校にはたくさんの先生がいます。・・

　　　先生といっても，深い閥係の先生は……

　　　私の学校には校長生をまぜて全部で33人います。一

　　　ぼくの習った先生は……

（4）このことは「せんせい」という題固への意識が強いことを意味するが，

　　中をこは小題を作って

　　　やさしい先生

　　として書いている者がある。　（下位生）

（5）　「……と思います1は5年にもあったが，6年では「私は思う」という

　　ように書いている者があり，「……であろう」という形で述べている者も

　　ある。

⑥　文が全体として引きしまって，小品文的になっている。詩のようなもの

　　を書いた子，俳旬のようなものをつけ加えた子もある。

　　詩のような感動がこもった文を書いたのは下位生である。

　　　　　　　先　蛋

　　　私したちが二年生のときだった。
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先生がかわった。

はじめのうちは○○先生ってどんな先生かと思った。

私したちが二年生のときはまだ白髪はなかったようだ。

始はとてもこわい先生だと思た。

だんだん大きくなるにつれて　○○先生がよくわかるようになった。

○○先生はいつもにこにこしている

みんなに大きくなったといわれるけれど

ほんとうに大ぎくなったのだろうか。

○○先生はよくしつている

でも　みんなが体育をやんないと言ているけど

私したちが4年生ぐらいの時だった

私したちが　やだといっても　むりにやらせた

体育を

いまははんたい　○○先生もお年ですね。でもそんなこといったらおこられて

しまう。

ほんとうに　○○先生はとてもいい先生だ。

いまは頭じゅう白髪でしょ

二年生の時はまだあんなじゃあなかった。

五年聞もおしえてもらった

○○先生　私したちは，あおげばとおとしを歌うようになりました。

卒年式は二十四日　OO先生ともおわかれです

俳句（のようなもの）をつけたのは上位生（上位の中では下）である。

　　ここに俳旬を書いてさいこの一叢で（を）…

！　冬

2　春

3　夏

4　秋

ぜんせいの

　　からだつきよし

　　　　ゆきまける

はるのひを

　　まどからのぞく

　　　　せんせいか

せんせいと

　　あつさにまけず

　　　　たいくする

せんせいと

　　べんきょうするか

　　　　あさのひざし

以上
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　というのがある。

　　なお，この学級ではこれまで詩とか俳句を書かせたことはないようであ

　る。

（7）だんだんおとなの文章のまねをしてくる

　　受け持ちの先生に対して「00教諭は」といういいかたで書いている子

　がある。

　　　　　　先　生

　　　○○教論の年は約四十：五一五十ぐらいの年ばいであるe今までの苦労が顔の

　　　しわ，頭の白髪にこもっているQ…一・一

　　　　・きっと今の○○教諭嫁子供遠（達）と遊んでいるときこの．じ・よう態であろ

　　　う。…・・

　　　　…・そしていままでのことを厚く感謝すべきであろう。

　　この子ははじめは中位生であったが，なかなかの読書家で，いろいろな

　点で進歩があらわれかけている。

　　そのほかにやはり中位生で

　　　……○○先生ほど　生とを，理かいしてくれる先生はいないと思う。少し全ぱ

　　　ん朗に，甘いと愚うが，それでいいと思う。

　というのがある。なお，この子は「甘い」という字を使っている。前の子

　は「白髪」という漢字を使っていたが，この「白髪」という字は，ほかに

　も3名四っていたQほかに1名は「白はつ」と書いていた。

⑧　これもやはり中位生で，どちらかというと下位に近いが，文の運びがう

　まくなっているのが駐立つ。

　　　僕は00先生がすきた（だ）。勉強を時問割どうりにやらないけれど先生はお

　　　もしろい（。）社会の勉強から世聞話しに移ってくる（。）そこがおもしろい

　というのがあり，書き出しで

　　　先生と欝っても深い関係のある先生は五人の先生です。

　などという書き田しもある。

（9）上位生はもちろん，中位生，下位生にも，むずかしいことぽを使いこな

　す力ができて来た。

　　　まことに　もうしぶんのない　先生でした。

　　　僕がこの学i交に転絞して来たのが六年の初めだった。初めてみんな友達と会っ
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　た時は，この組の受持の○○先生がとてもいい先生だと思った事が　深く印象

　　に残っている。

　体が，がっちりしていて三子がある。そしてとて亀おうようだ。

　00先生はとしはと6ても　ようふくとか．ねくたいにはrせんす」がありま

　す。

　先生は　しせいや礼儀のことに？いては　きびしく注試します。

　この「風格がある」だの「おうよう」だのといっているのは上位生であ

るが，　「センスがある」といっているのは，下位の女子である。6年生に

なるとそれだけ口がたっしゃになっているようである◎

B　いろいろな冒的に応じて文を書く能力の発達（芦沢）

　前にみてきたように，課題の生活作文「ともだち」「私のうち」「先生」を，

毎年繰り返し書かせて，ew　一Aの題目について書いたものを通して，作文能力の

発達を見るという試みは，対象が同一児童であるだけに，かなり，実態をつか

むことができる。しかし，中学年のころから，児童の現実の書く活動や作業は

ずっと広範複雑になってくるし，またt生活作文の結果だけから，児童の交を塞

く能力のすべてはとらえにくいと思われるので，中学年から，従来の課題作文

での自己中心の経験や行動の認述のほかに，輿的をもった作文一通信文や記

録文を書くカはどの程度ついているかを見てきた。（国研報告「中学年の読み書ぎ

能力」参照）また，従来の児童の作文，課題作文・同一経験を書かせる作文（遠

足文）・欝的に応じ．た作文などの結果から，中、高学年の段階では，文（センテ

ンス）の正しい書き方，丈章と文章㊧連接・接続のしかた，文章構成，丈末処

理，段落，文の展開，推考などに，いろいろ不備な点，問題点があることが認

められたご

　そこで，高学年では，課題作文のほかに，

（1）中学年に引き続いて，同的に応じて交を書くカがどのように伸びるかをみ

　る

②　この段階での基礎的な作文の力を客観的に分析的に把握してみる

ことを中心とした，作文テスト⑧もあわせて行なって，作文能力の発達の実態

をとらえ．ようとした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　101



　1．　手紙文を索く能力

問題の構成

（1）　目的に応じて文（手紙文）を書く能力をみる。

　　一定の条件を与えて，手紙文を書かせ，内容・形式両面から評幽する。

　　あわせて，封書の上がきも書かせる。

（2）手紙文の評価・判断テスト

　　用件の抜けている全紙文eと，手紙文の形式や敬語の知識の欠如している

　手紙文㊥とを読ませ，それぞれの欠陥に気づかせる。

㈲　付帯調査として，手紙を書いた経験や学習の有無を，直接児童にもこたえ

　てもらう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱

　中学年（4年2学期）には，友人同志の手紙（誕生日に友だちを招く）を書

かせたり，できたのを読んで批判させたりしたので，5年では，豊平より其上

の人に律する手紙交とした。

　すなわち，（1）転校した嚢腫に，学級や自分の近況を報告したり，文化祭で

演じた劇の写真を送って批判を乞うという，一定の条件を与えた手紙文を書か

せ，（2）もんだい（1）と同・一一s条件で書かれた，それぞれ欠陥のある二つの手紙丈

を読み比べさせて，それぞれの欠陥に気づかせ，その理由をたずねるという，

季紙交を書く力と，手紙文の良否を弁別する力との二つがみられるように問題

を作成した。

　α）問　　　題

　作文Bテスト　1　（原文はたてがき。以下同じ。）

　　3年生の時と4年生の碍と2年闘，出田みちおくん（野田みち子さん）たちの受持
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きゅうしゅう　　　　　　　てんにん
　だった大川一郎先生が，5年の2学期に，遠い九州の学模へ転任なさいました。

　　それから，もう3月もたって，ずいぶん寒くなりました。

　　それで，出田みちおくん（みち子さん）は，先生に，手紙を書くことにしました。

　　手紙の中には，次のことをぜひ書きたいと愚いました。

　　　○秋の交化祭でやった劇「アラジンのふしぎなランプ」の写真を送るから，先生
　　　　　ひひよづ
　　　　に批評してくださいとお願いすること。

　　　○おとうさんや，おかあさんからよろしくといワたこと。

　　　○クラスの人たちは，今，5人ほどかぜで休んでいるが，あとはみんなげんきで

　　　　いること。
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○自分は，かぜをひいていないが，うちでは，おかあさんが，かぜをひいてねて

　しまったので，食事の仕度をして，おかあさんからほめられたこと。

　出田みちおくん（山田みち予さん）

にかわって，あなたが，大州先生に手

紙を書くとしたら，どう書いたらいい

でしょうか。

　つぎの用紙のeに手紙の文を書き，

⇔には，ほんとうに出すつもりで，ふ

うとうに書きこんで下さい。

　　○手紙を出す日は，12月3日

　　○大川先生の佳所は
　　　　みやざすけんにちなん　　にそだ

　　　　宮崎県日爾市細田町18番地

　　○自細みちおくん（出園みち予さ

　　　ん）の住所は

　　　　東京都新宿区大京町5番糸

作交テストB　2

う　ら

ふっとつ

g

おもて

團

E
l

口

大川先生にあてた手紙が，次に，二つあります。この手紙を読んで，どう思いますか。

気づいたことを，それぞれの手紙のあとの（）の中に書きこんで下さい。

e

先生，長い間ごぶさたしてしまいましたが，その後，お元気でいらっしrpいま

i弛　　　　　 ＿ゆs　東京は，ずいぶん寒くなりましたから，九州もきっと寒いことと思います。

　今，こちらでは，かぜがはやっていて，クラスでも小林くんはじめ5入も休ん

　でいます。

　でも，あとはみんな元気でいますから，どうか御安心下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウゆうかん
　私もおかげで，元気でいますが，母がとうとう流感でねてしまいました。それ
　　　しょくじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やく

　で，食窺のしたくをしたら，Fおまえも，あんがい，役に立つようになったね。」

　とほめられました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　こしんばい
　いつも，いたずらばかりして，先生に御心配をかけた私でも，時には，こんな

　こともあります。
iでは，かぜをひかないよう1、、、，お大切になさいませ。

　父母からもよろしく申しました。

　　　　12月3日

さようなら

山田みちお

（1⊥細みち子）

大　川　先　生
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気づいたこと

（ ）
en

　先生，長い間ごぶさたしてしまいましたが，その後，お元気ですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎゅうしゆう
　東京は，ずいぶん寒くなりましたから，九州もきっと寒いことと思います。
｝今．こちらでは，かぜがはやっていて，クラスでも，小林くんはじめ5人も体

iんでいます。
｝でも，あとは，みんな蔵でいますカ、ら，どうか徽心下さい。

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワゆうかん
｝私もおかげで，元気でいますが，おかあさんが，とうとう流感でねてしまいま

iした。

｛そ漁懇の・た胤妨・・蝋・・あん・…森立つ・うにな・た

｛ね。」とほめてくださいました。
iいつい・たずらばかりして，姓・躍をかけた私でも，時・・は，・んな・

｝ともあります。

i期3肋交野祭には，劇で「アラジンのふしぎなラソカをしました．野。

　　　　　　　　　　　　　　まほう　　　　　　　　　　　　　　　　せい
　くんがアラジン，北村くんが魔法使い，私がランプの精になり；出本さんがア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひめ
　ラジソのおかあさん，大野さんは，お姫さまになりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひよづ
　みんないっしょうけんめいにやったので，評ばんはなかなかよかったようです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひひよう
　その時の写真を送りますから，どうか，批評してください。

　では，かぜをひかないように，お大切になさい。

　おとうさルや率傘あさんからよろしくとおっしゃいました。

　　　　　由田みちお

　　　　　　（みち子）

｝　酬触
気づいたこと

（ ）

作交Bテスト　3

①みなさんは，今までに，だれかに，おたよりを書いてだしたことがありますか。

　　　　ある　　　　ない

②ある人は，どんなしゅるいのおたよりでしたか（両方の人は二つとも○印をつげ

　る）

　　　　手　紙

　　　　はがき

③　おたよりをだしたのは，いつごろですか。
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　　　　　（

　④だれにあててかきましたか。

　　　　　ぐ

　⑤今まで，てがみや，はがきのかき方をどこでならいましたか。

　　　　　イ　学校でならった

　　　　　ロ　家でならった

　　　　　ハ　そのほか

　　　　　　　（

　○所要時間　e　　30分

　　　　　　　⇔　　10分

　　　　　　　㊨　　7分

②　実施上の注意

　①Bの一を先に実施する。

　②書き終えたら，作文用紙の方のみを回収して，

　　しておき，Bの二の用紙（2枚）を配って，

　　　イ

　　　　いた。

　　　P　なお，大川先生と山照さんの住所は便宜上，

）

）

）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もんだい（Bの一）は残

　　　　　　　　　　　　　　　　　Bの二の実施にうつる。

男児には山Nみちお，女児には書きよいように山閉みち子としてお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このようにした。　（九

　　　州には協力学校がないので）山圏さんの住所は，実験学校の所在地な

　　　ので，実施の際，各校で，それぞれ適当にかえて下さい。

　　ハ　プリントは5年生を対象にして書いてあるので，4年生に実施する

　　　場舎には「2年生のときと3年生の時と2年間一：－一．一一大川一郎先生が，

　　　4年の2学期に……」というように適轟になおして下さい。

　　二　なお，一般に読みにくいようだから，もっとルビをつけてもよい。

　　　　　例：劇，食事，仕度など。

③気づいたことがうまく書けなかったら，へんな齎（Bの二の二）に線な

　どをひかせてもよい。

④Bの二を書ぎ終えたら，Bの：三に書きこんでもらう。

　このうち，③～④までは，実際に，手紙またははがきを出した経験を問う

　もの。（「はがき」では，年賀状の類はいれるが，クイズなどの懸賞はいれ
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　　ない。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　・

　　　③の「おたよりをだしたのは，いつごろですか。」は，’いくどもあった

　　ら，なるべく最近のものでよい。書けたら，いくど書いたなど記入しても

　　らえ．れば，なお，よい。

（3）　評価の観点

　Bの一①先生に手紙を書いているという立場に立って書けているか。

　　　　　②与えられた用件がもれなく書かれているか。

　　　　　③手紙文としての順序が一応ととのっているか。（一定の型には

　　　　　　まった順序でなくてもよいが，すじが通ったものとなっているこ

　　　　　　と）

　　　　　④手紙文としての形式hX’　H．応，ふまえて書かれているか（たとえ

　　　　　　ば，4年の時では，差出人の名がぬけていたり，あてなが書いて

　　　　　　なかったり，両者の名前の位置が逆だったりで，案外，でぎてい

　　　　　　ないものが多かった）

　　　　　⑤目上の先生に書く場合の敬意表現ができているか（自分の颪親

　　　　　　についての書き方などにも注意する）

　Bの二　eは用件のぬけている文

　　　　　⇔は，先生に対する敬意表現がなく，かえって自家の

　　　　　　（イ）両親に敬語を使って書いているなど，手紙文の書き方がでぎ

　　　　　　　ていない。

　　　　　　（n）日付がぬけ，あて名の位置が正しくないなど，手紙文の形式

　　　　　　　がまちがっている。

　　　　　　それぞれの欠点に気づいていればよい。

　結果の考察

　もんだいeの手紙文を書くカを，評価の観点のBのeの①～⑤までの五つの

観点からみると次のページのような結果が示された。

　これを，中学年での手紙文を書く能力と比べてみると，（中学年では，友入

隅志の手紙文という条件であった）中学年（4年）では，「通儒文という性質の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験学校　5年

｛　　　　T　　T置⑤i冨画鋲「閣コ

昏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　…　　　　　　、　　　　　　1　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
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　　　形式をふまえて書く

78．7％

89．4

63．8

83．　e

40．　4

46．8

55．　3

という結果であったから，全く問一条件ではないが，5年生になって，一一段の

進歩が見られる。

　相手が先生であるからでもあろうが，先生に対する敬意をこめながら，先生

の安否をたずねたり，学校の様子や近況を報ずるといった，手紙文として，桐手

を考えながらものを書く態度は，5年生になると，90％以上もあることがわか

る。また用件を伝える，伝言を添える，ということも，80％近くできる。グラ

スの状況を報ずるという項輿は，実際の経験に，即していみからであろうが，

最もよく，両親の伝言になるとやや落ちる。文化祭の様子や写真を送るという
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のが，同様に低いのは，批評を願うことを忘れたものが，6人（12．　5％）いた

ためである。写真を送るから批評して下さいと願うことは，この期の児童の実

際生活の上では，まだやや高度にすぎるからであろうと思われる。

　中学年の手紙文では，伝えることが前後して，順序よく書くこと（必ずしも

一定の順序というものを設定していない。藷のすじが通って，俵わりやすい順

序という意味）が，案外できなかったが，高学年では，この力は，かなり伸び

てきていることがわかる。

　形式面では，発信者や受信者の名前や日付が案外忘れられることが多く，ま

た月Hや，それぞれの名の占める位置も，○あてなの方が下になる　○差出人

の名があとになる　OH付が一番最後にくる　というような点に，混乱が見ら

れた◎

　先生に対する季紙であるという立場で書こうとする態度は，前述のように，

非常についているが，しかし，これを，ことばの上で，どの程度，正しく身に

つけているかというと，同上に対する敬意表現や，自分や自分の身内のものを

ひくめて表現する意識は至って低い。

　たとえば自分の両親を父や母と書けたものは，わずか16．7％（8人）であっ

たQもっとも，さすがに，　「おとうさんがおっしゃいました」といった表現を

とるものは少なく，ほとんどの者（85．4タ6）が，「言い類した。言っています。」

といえるようになっている。

　先生に対しての敬意表現，「お元気ですか」「お大切にしてください。」「送b

ますから」などは，さすがに，80％はできている。：

　これを同時に実施した4年と比べて見るとどうであろうか。

　次ページの表に見られるように，5年と4年との間をこは相当の差があること

がわかる。（中学年の手紙文の場合には，3年と4年の間では，用件を伝える

之と，順序よく書くこどでは，学年的な差は認められなかったが，相手の立場・

を考えて書くという通信文独自の目的に添って書く態度や，手紙文の形式の上

では，差が認められた。）実験学校の場合，4，5の両学年の実験学級の同一児

童をそれぞれ調査対象児としているから，同一児童を学年を追ってテストした

場合でも，同時に両学年にわたってテストした場合でも，それぞれ，中学年と
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高学年の間に，かなりの発達があることがわかる。
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　なお，これらの結果については，協力学校も大体同じようである。

統一するために，集計整理はすべて研究所が行なった）ただ，実験学校と協力

学校との間には，栢当，学校差がみられる。
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　これによると，総体的に4年より5年の方が高いが，同じ5年の間にも穣当

の閥きがある。手紙：文を書くという羅的，手紙文の機能である，相手の立場を

考えて書く態度や，用件を伝える，順序よく書く能力は5年の発達段講として

の能力の現われかたとしてかなり共通性が見られるが，手紙文独自の書式や，

堀手を考えたことばづかいをするといった知識的な技能には，かなり学校差が

見られる。これは，あとで述べる付帯調査，学習経験の腐無と関連するが，学

校での指導，学習の有無，程度によってかなり左右されるものであることがわ

かる6ことに・手緻の書丸形式的の面にこれが強語われることは・M校

と他Q学校との差にぶって，必定される。一方，相手を考えてのことばづかい

で，磨忌め身内のものに対する呼称なξは，あまり手紙文の学習を学校で受け

なかったと答えたY校（実験）が高い。学校での学習より，むしち£、家庭での

ことばのしつけの方が影響するところが多いと思われる。

　封筒の書き方

　先生に出す手紙文を書かせると同時に，封筒の書き方が，この時期で，どの

程産できるか付帯的に調査した結果，次のような現象が見られた。

　＿上記学校5年生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝（21人）

購’劃人’耀’附プが発鎗もの浮÷1
鐵穂だけがぬけているもの　　　　　　　　　i　十1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
〆だけがぬけているもの　　　　　　　　　　　　十i

日付・〆がぬけているもの　　　　　　　　　　8÷4

田付が表にあるもの　　　　　　　　　　　11十1

全部完全だが，敬称のぬけているもの　　　　　　　1

体裏二三踏雰鐙こ糞潴雰あ謹緕ζ碧　　・

　女
（27人）

　　5

2十3’

1－F3’

9十2

　　0

　　0

　　2

（48人）

∩
フ
6
F
）
3
2
1

　
　
　
2

2

18．7

12．5

1e．4

47．　9

4．2

2．1

4．2

（注）　＋の次の数字は姓だけ書いて名のないものを示す。

上衷のように，完全に書けるものが意外に少ない。学級の大半は，宛名と差
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出人の住所氏名を記すにとどまっており，そのうち，宛名では，大州一郎と先

生の姓名を四二しておいたにもかかわらず，大川先生と謡いたものも相当数い

た。

体をなさないもの2名は，

　　月女　　　　　　　　　　、　u女　　　　　　　　．
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1人は表に全部書き，裏は〆だけ，1入は，表に宛名と自分の名，裏は自分の

住所と〆を書いている。H女は．たよりをだした経験が全くない，　U女は，手

紙もはがきも出したことがある（その年の5月ごろ）と答えているが，はがき

の書き方と混じたものらしい。

　なお，実験学校の場合は，大川先生と書いた者が意外に多く，宛名の書き方

を類別してみると．次のようである。

　　大珊一郎先生（様）　　　男

　　大川先生（様）

このほか，敬称のつけ方では

　　　……先生

　　　……先生へ

　　　……先生様

　　　……様
　　　（大規～郎）へ（敬称ぬけ）

と，さまざまであった。

12　女　18　計　30人

6　9　18

男
6
5
1
6
1

女
5
7
2
1
0
0

計
1
1
招
3
1
6
1

22．　9

25．　0

6．2

33．　3

2．1

封筒の書き方を，学校での学習が行きとどいていたと見られる協力学校蟹校

と比べてみると，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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M校5年生

宛名・差虚蝉・位置・H付・〆が完全なもの

　臼付だけがぬけているもの

　〆だけがぬけているもの

　臼付，〆がぬけているもの

　体をなさないもの

　また，敬称のつけ方では

　　　　……先生

　　　　……先生へ

　　　　……先生様i

　　　　・一様

となっている。

｝　男
i（25人）

i　　g
l　，

lg
｝5＋、

li　1
昏

（女20人）（、藪）駕

　12　21　46．7
　　0　1　2．2
　　8　　　玉6　　35．6

　　0　6　13．3
　　0　1　2．2

男児1入が大川先生へと書き，他は，全員大川一郎と姓名を書いている。

男　　　女

13入　　14入

6　　　　1

5　　　　3

0　　　　2

欝　　　％

27人　　60．0

7　15．6
8　17．8

2　4．4

　両校を比較してみた場合，学校での手紙の書き方の学習の度合が，児童の封

筒の書き方の上に，かなり現われていることがわかり，こうした，形式的なも

のは，知識として，早く，確実に教えた方がよいこと，学習すれば，かなり，

身につくことを物語っている。

　なお，このことは，他の協力学校（5年）と実験学狡（4年）の結果（下

表）を見ても，言える。
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（5年） （4年）
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　　　　M　　　ト実験校（4年）；

　　　　　女：％男i女％i

13／35．9，　261，　2297．8・　21　1876．5，

gi53．8，　IJ　0　2．21　81　3i21．61，

翌舞彦鰹：1重器；i

　　　　5．317・8一…010．3

　　　　　　　　　　11　II　3．？i512．8　0　　　　　　2・　4．4・

　　　　　　　　　　il・　ik．gl・

　　　　　　　　　　　1　　ヂ　　i
1　2．6　O　1’　1．9

　手紙文に晃られる具体例

　児童の手紙文には，与えられた条件を使って，通信交とし℃りっぱに書けて

いるものと，いろいろな点で不備なものと，かなりの個人差が認められる。（以

下実験学校児童）

　〔上位のもの〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年　A男

ド郷轟ξ渤命取冤廓流きで弧ttt　ttt　ttttt　tt……t’　ttttttt　’t　’i

　　クラスの人は，今五人ほどかぜでやすんでいますがあとはみんなげんきです。　…

　i秋の文化祭のときにやったげき　アラジンとふしぎなランプのしゃしんを入れ　l

　l　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　．　I　iておきましたが，どうか，ひひょうしてください。　　　　　　　　　　　　i

　iぼくはかぜをひいていませんが，家では父も母もかぜでねています。　　　　　i
iそれ嚇のしたくを・て，母・・ほめられ・した．畑…うしく・習。てi

　　いました．　　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さようなら

｝　　’　　　　　　輪
　｝　　十二月三資
　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年　S女

院生お元Sですか．秋の文化祭でや。たげきrアラジンとふしぎなラガ」の

三三繍くりLSすからひひ、うをしてください．穂かぜをひい庸りま

1せんがNがかぜをひいたのでごはんのしたくをしてほめられました。クラスの
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人たちはみんな元きですが五入ぐらいやすんでいます。

　父母からよろしくといっていました。

l

i…．大川魅へ

道子より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年目女

沃川先生お尤気ですか私はとても光気です．今こちらではかぜがひどく・

　　はやっています。　　　　　　　　　　　”　i
｝クラM入たちは五人ほどか髄ひ、、て休んでいます．でもほかの人たちVまみ．…

㌦櫨気です．家では私孤高ですけどおかあさんがか髄ひいてねていま1

｝竃護騰妻欝鰻を甚噛癖難l
　iした。その時の写真を送りますから批評して下さい。　　　　　　　　　　　i

iF・・ジ・のふ麟ら礎・いうげきはとて楓・ろいげき域姓i

　iまた遊びに来て下さい。
　i私のおとうさん，おかあさんからよろしくとの察でした。先生さようなら

｝＋＝」ilE－1：H　　　　　　　　惟みち子
｝大川先生

　L＿　　　　　t．．t．t　．．TT一．．．一＿＿．＿t－ttt．一tt…．．＿．＿．＿＿，＿t．．一．．．．＿＿t一．．　．．一．t＿＿tt，．．．．＿．tt一＿．rmtt＿二

　上位者になると，この程蔑に，社交性と実用をまじえた手紙文がかける。こ

とばづかいの上で，膚分の両親を，父母と書きあらわせた数少ない例のもの，

ことばづかいでは，まだそれと意識できていないが，教え子としての気持がす

なおに表現されているものなどである。ただ，4年生の時の手紙文より，こと

ば意識や，書式などに多少の難点はあるが，一様に手紙文としてととのってき

たことは，前の数字でもわかるであろう。もっとも，他の見方をすれば，多少

類型化，様式化してきたともみられ，むしろ，この様式化の中に，全体として

の発達が認められるのである。

　なお，同じ条件で書いた手紙文でありながら，中には，幼稚なものもある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年　N女

　　秋の交化祭でアラジンとふしぎなランプをやりました。アラジンとふしぎなラ　｝

　　ソプを写爽をとりました。そこで写真をおくります。よくみてください。クラ

　iスの人たちは今五入ほど休んでいます。わたしはかぜを並かないけどおがあさ

　iんがかぜをひいてねています。先生もかぜを距かないようにき室つけてくださ

応．おかあさんやおとうさんにもよろしくったえてください。　　　；
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さようなら

　　　　十二月三El、　　　　　　t’．　　ゼ
　i一＿一．一　　　，　　　　　　　　1　　　　　　　　　』　．，　　　t＿tt　　　．　t＿＿＿＿ttt，tt『tt，．．一，．一．一．一＿＿＿＿．．．＿＿一＿＿』．＿t一＿＿＿．＿＿＿i

　　　　（一・線・一線は芦沢がつけた。以下同じ）

　近況の伝え方や用件の頼み方が中途半端であったり，自分の名も相手の名も

忘れてしまったり，なお，「から・より」と「にも」の使い方が混向している

のは，この児童に限らず，低い段階のものには，数例みうけられた。助詞の使

用法が正しぐできないためもあろうが，この段階になると，一応おぼろげなが

ら，手紙文のパターンが思い出され，最後に，相手方の「だれそれによろしく

伝えてください」という丈型が，そのまま借用されたのではあるまいか。

　4年の手紙文で，用件を相手に正しく，気持よく伝える通信文の目的から，

全く逸脱していたH女は，次のように書いている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年　H女

　　　先生おげんきですか。私しもげんきです。クラスの人たちは今五（入）ほど　i

iかぜで休んでいますがあとみんなげんきです読生におねカ・いする・とカ・ありi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　｛ますそれは秋の交化祭でやったげきのアラジンのふしぎなランプの写真を送り

iますから姓塑ひ・うしてください。　　　　’　1

険とうさんやおかあさ礎よろしく・　　　　　　　　l
　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出田みち子より

　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さようなら　　　　i

i　　＋ご・EIE－i：H　　　　　　　　　　　　i
　i　　大月洗生へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　まだ難点があるが，H女としては，進境著しいものがある。しかし，この子

の封書は，表に自分の名も書いてしまうという，知識上の欠陥がみられた。

　また，

　「（前略）それからおとうさんおかあさんがよろしくとおっしゃいました。

　先生どうかおからだをおだいじに。」（5年S男）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年　H男

「晃董涜戴菰颪覇疑す1……t．”．．剛「㎝………．．’t．．コ
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（中略）

うちでは，おかあさんがかぜをひいて，ねているのでぼくが食事の仕度をした

らおかあさんがほめてくださいました。　（後略）

』写裏を四丁㍉㍗」（5年O男・S男）

など，鼠上の網手に対する敬意表現，正しい敬語意識が乏しいものが，いく人

かおり，ことに，男児にそれが多い。Nごろ親しい先生に対する親近感から，

敬意表現ができにくいのかもしれないが，通信文などを通して，こうした態

度s’知識がほしいものである。

　作文を旧く能力と鑑賞する能力

　申学年で，書く意欲が，主題を展開させる力や，叙述力と一致しない段階で

は，できあがった作：文を鑑賞する能力はどうか，両者の関係はどうかを見るた

めに，遠足文や手紙文について作文鑑賞力テストを行なってきた。その結果，

　①作文評価の観点から，作品の良否を弁別するというより，臼常生活の価

　　値づけや常識で，判断しようとするものが多い。

　②作文を鑑賞する力と，実際に書く力との関係は，必ずしも高くはない。

　　しかし，成人の場合よりは，関係がみられる。

　③中学年の前期よりは，後期の方力㍉鑑賞力が高くなっている。

　④手紙文などでは，知識的な学習をした学級の方が判断力が高いが，具体

　　的な作品では，むしろ，経験の：方がきいている。

といった傾向がみられた。

　高学年でも，この傾向のその後の状況が見たく，手紙文を書かせたあとで，

同一条件によって書かれた，二つの手紙文を示して，それぞれの手紙を，批

判，鑑賞させてみた。

　もんだい一は，全体としては，与えられた条件をこめて，よくまとまった手

紙文であるが，ただ，文化祭の劇の写真のこと，それについての批評を依頼す

ることを除いてある（用件ぬけ）。もんだい一のその用件ぬけに気づいたもの

は，実験学校5年生では，男（12人）女（14入）計（26人）で，54．2％の者し

か，正答しえなかった。あとは，　　　　’　　　　　　　　　　　．
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小林霜という人はいない

九州は東京より暖かいはずだから，この手紙はおかしい

ことばのつかい方がうまい（濁上の人に対してていねい）

⇔よりかんたんだがうまい

とてもよく書けている

丈が短い（もう少し詳しくかくとよい）

学校でいたずらをしても，親孝行だからえらい

自分が書いた文とくらべてよくできている（反省）

ぬきがき

　　　　（この中には，正答できたものもいる）

男　　女

1人　　2人

2　　　e

5　　　2

2　　　0

0　　　2

2　　　1

2　　　2

0　　　1

0　　　2

のように，用語のうまさやことば今の関心も示されているが，まだ，作文の評

価以前のことにこだわっている者が幾人かいることがわかる。これを同時にテ

スレした，実験校の4年生に比べると，

　　　　　　　　　　　　　　　　男　　　女　　　計　　　％

　　　　翔件ぬけに気づいた　　　11人　　3人　　14人　27．5

はっきりそれと指摘できないが，⇔の評語から類推して，気づいてはいるらし

いと推定される者の数を入れても，わずかに，17人　33．3％という数である。

その他の気づいた点では，

　　　　まとまってよく書けた（短かいがよく書けた）

　　　　おとなぶって書いている（少しまとめすぎている）

　　　　父舜という使い方がよい

　　　　小林君はいない　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　小林君はじめ五人というのがよい

　　　　九州は寒くないから，これではおかしい

　　　　流感のところや，案外役に立つとほめられたところがよい

　　　　父のようすも書くとよい

　　　　短かく書いている

　　　　もう少しくわしく書くとよい

　　　　臼付や，さよ5ならも書いてある

　　　　順番がよく，飾りことばがよく使ってある

　　　　ぬきがき

といった答え方で，かなりの学年差が見られた。
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男’女
3人　濃人

3　．　1

0　　　1

1　　　1

0　　　1

3　　　4

1　　　2

0　　　1

2　　　0

2　　　0

1　　　0

1　　　0

4　　　3



　もんだい二は，一とは逆に，比較的くわしい便りとなっているが，先生に対

する敬意表現，自分の両親へのことばづかいなどに難点があり，また，鷺付や

差出人の位置などに不備な点をつけておいたが，これに対しては，次のような

反応がみられた。

　　もんだい　二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　（実験学校）
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ていねいに，詳しく書いてある（たのしい文だ）

自信があるように書いている

eの：方がことばづかいがよく，5まい

ことばつカtSいカミうまし・

’自分のと比べるとよく書けている（反省）

ことばがざつである

…… w……よりと書いた方がよい

蘭の配役など書かなくてもよい

九州ぽ寒くない

ぬきがき

　
　
　

年
諮
4
男
8

　
　
　

年
遷
。
。
。
－
i
1

5
男
1
0
1
1
1
0
0
0

0
　
1
　2

1
　
0
　
303

　栢手を考えてのことばづかいの良否に注意できたもの，手紙の書式に即して

の難点に気づいたものは，少なく，実際に手紙文を書いた場合よりも，良否の

判別力の方が低い。そして，その他の反応によってわかるように，例文⇔の全

体から受ける感じ，ていねいに，詳しく書いてある，楽しい交であるといった，

一般的な叙述性の方に着眼している者が，：圧倒的に多い。問題の手紙文など

e＃　，社交性を多く含むものであり，相手が旧師であるから，現実の児童の立場

を移して考えて，あるいは，この程度の書き方に，それほど，抵抗を感じない
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で，読んでしまうのであろうが，高学年の段階では，やはり，手紙文の一応の

きまIP　，知識を知っておいての，文章の判別力でありたい。この点など，属的

に応じた文を書く能力，それぞれの文の機能や形態に．即した作文力，表現力が，

重点隙ご指導され，学習されていない現われとでもいうべきであろうか。

．もっとも，：正答できた巻の中では，

　e
　　　　とてもよく書いてある。

　　　　でももう高級生だからおとうさんやおかあさんと書かないで，父や母と書いた

　　　　1方カミよし、と，麩玉う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5年M女）

　　　　自分の父母：に「おっしゃいました」はおかしい。（5年差女）

　　　・ぼくだったら，まあまあ⇔よりeの方を書く。⇔の「では，かぜをひかないよ

　　　　うにお大切になさい。」とゆう所の「なさい」というのは属下の者にゆうこと

　　　　ばだと思う。それに最後に書くことでも，eの方がただしいと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5年聾男）

　このように，答えうる者があった。なお，4年では，さらに，学年差が出て

おり，九州は寒くないとか，劇の配役など書かなくてもよいといった低い反応

　　もんだいe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5年）
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が出ている。以上は，実験学校り4，5両学年に見られた判別力の結果である

が，協力学事と比較してみると，絹当に学校差のあることに気づく。中でも，

興味があることは，ことばにつL＞ての意識は比較的都市部（N校，実験校とも

に東京）が高く，書式，形式への意識は，ここでは，たまたま，地方が高い。

（H校は農村，M校は民間の小都市）一方，後述の学習経験の有無・度合調査

によると，手紙やはがき丈の書き方を学校で学習した順位は，H校・M校・N

校・実験校である。実際に書く場合の結果をも含めてs・手紙の書式等に関する

技能的な面は，地域性よりも学習4）有無，度合ビ強い関連があり，ことばづか

いの方では，むしろ，地域性，日常生活から感覚的に磨かれる，家庭でのしつ

けなどに左右されるといったことが考えられる。もっとも，M校では，教室

で，相轟，ことばに対する指導はされているようであり，（もんだい6⇔に対

する，反応の仕方によって察せられる）この手紙文の上でも，意識としても，

技能としても，かなり身についでいることがわかる。ただ，興味のあること

は，先生に対する敬意表現は，かなりついているにかかわらず，自己方の呼称

の知識，感覚は低いことで，このあたり，地域性があるのではないかと思われ

る。

　協力学校の，もんだい6⇔に対する，他の反応をあげておこう。（この時期

の児童の作交評の実態がわかり，参考になる。）

　もんだい一

（内容について）

九州は寒くない（H校5，N校5，　M校1，以下絞を省略）

小林くんはじめはへんだ（H・4）

自分はかぜをひかないということがぬけている（M・3）

語る人の名が書いてない（N・エ）

（1日章について）

全体を自分で書きかえている（N・1）

かんたんに書けている（H・3）

もっとくわしく長く書くとよい（H・’3）

おとなぶって書いている（母が流感）（H・2）

（ことばに対して）’

わたくしもおかげで→わたくしもとする（N・ユ）

　　　　　　　　　　　　　烹20



寒くなりましたから→……のでとする（N・2）

おまへもはへんな使い方だ（N。1）

大川先生へみちおよりとした方がよい（M・2）

東京は寒くなりましたから→東京もとしたい（N・3）

では先生かぜをひかないようにと先生を入れる（N3）

おとうさんおかあさんとい5ことが書いてない（H・1）

（父母という表現を否としている）

（その他）

いたずらをしても時にはめられることがあるという所がよい（H・3）

良分ももっと親孝行をしたいと思った（H・1）

事解不明のもの（N・4，M・1），無筈（H・1，　N・4）

もんだい二

（内容について）

九州は寒くない（N・5）

小林くんはじめは不要（H・2，N・1）

私もおかげではいらない（H・1，N・2　その醒由として，先生のおかげで

かぜをひかなかったのではないから書かない方がよいとい5のがあった）

野饗論議臆意藁慈い！（・…N・2）

おかあさんにほめられた時の喜びが霧いてない（H・1）

交響祭は3臼と決まっていない（Mi2）

条件より他のことを書いている（M・2）、

（厚薄について）

⇔の方がeよりくわしく書いてある（H・6，蕪・エ）

二枚とも団じごとが書いてある（N・1）

書ぎ方がよくなっていて，5年生の交とは愚えない（｝1　，1）

アラジンの所だけ’がくわしすぎる（N・1）

アラジンの勝がよく書けた（M・7）

自分の役を最後に書く（M・1）

（ことぽに対して）

東京塗寒く……→東京杢とする（M・1＞

ふしぎなランプをしました→やりましたとする（M・2）

rおまえも」は乎紙女のことばではなく話すことばだ（M・1）

どうか批評してくださいでは，だれがするのかわからない，先生を入れる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（M　・　11）

お大切になさいでは，何を大切にするのか書いてない（H・2）
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　　　　かぜをひかないようには不要，↑お体に気をつけてくださいと書く（M－2）

　　　　小林くんはじめを小林くんをはじめとする（M・1）

　　　　流感よりもかぜカミよい（H・1）

　　　　やったので→やりましたので（M・1）

　　　　おとうさんやおかあさんによろしくとする（H・ユ）

　　　　みちおより先生へとした方がよい（M・　13）

　　　　書き重しを一字下げて書く（H・1）

　　　　大川先生をいちばん先に書く（H・1）

　　　　（その他）

　　　　みんな一心にしたので劇のひょうばんがよかったのだと思う（H・1）

　　　　おかあさんの病気を畢く聴してください（旺・1）

　　　　いたずらの子でも，時にはよいことをする（H・1）

　　　　文意不明（N。2，　M・1）　 5【檎答（N●8， M●2）

　これらを見ると，中学年での紅紙文の鑑賞，判別テストで，4年生に見られ

た，作文の観点からでない，一般の常識や，膚分の価値意識からの評価もかな

りあるが，4年生では見られなかった，作文そのものの鑑裳能力が芽生えてい

ることがわかる。ことばづかいに鮒する意識も，このテス｝でねらった敬意表

現という観点ではあまり現われなかったが，正しい表現という立場からは，か

なり磨かれていることがわかり，ことに，M校ではそれが目立った。　（中には

ことばとがめに類するもの，誤りもある）このことは，M校が平生，そうした

指導を行なっている反映と思われるが，にもかかわらず，ここでとりあげた，

目上の相手に対することばづかいのうち，自己方の表現意識は低い。（あるい

は5年の段階で，指導対象としなかったのであろう。）こうしたことから，箭

にみたように地域性との関連も考えられるのである。中には「父母」としない

で，おとうさん，おかあさんと書くように（H校）というのもあった。なお，

手紙の書式が徹底しすぎて，文宋の「……によろしく」のパタ・・一ソを，うのみ

にした児童が「おとうさんやおかあさんによろしくとする」とわざわざ箒正し

ているというような例も，協力校でもあった。

　手紙を霞：いた経験・学習の有無・度食と書くカ

　5年のころになれば，伝達性が出てくるから，手紙文を書くことができると

いっても，手紙IS（　1・こは，むしろ，その機能や目的から，慣習的な形式，独爵な
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表現が要求される。したがって，経験や学習の義眼に大きく左右されるはずで

ある。そこで，実際に書かせ，鑑賞半捌させると同時に，付帯調査として，児

童に，手紙を書いた経験や学習の有無やその度合を調べたのが，次の結果であ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5年）

｛欝欝il磨1∴飛墾臨1壕調

轡闘堰鐘．照睾皐1灘：轡　：隅ll

　　　　i1月薗i

時期i半嚇
　　　　1年前1

　　　　家入i
　　　　i先生1

相　t：友入i
　　　　親せき1
　　　　その他［
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l鰻．霧1嫁；鯛難；i

　これによると，ほとんど全員に近いものが今まで，たよりを出した経験があ

る，しかし，手紙となるとかなりへっており，さらに今度のテストの条件のよ

うに，先生に紺しての通信ということになると，学級の三分の一ほどになる。

一方学習状況をみると，学校での学習は糊当学校差があるにもかかわらず，家

庭で教えてもらっている度合は，ほぼ共通している。その他では，本で覚えた

もの，感然に覚えたもの，家に来る手紙を見て覚えたもの，さまざまである

が，数は少ない。学校によっては，全然学習しなかったのではないが，数が非

常に少ない所もあり，これらは，国語教科書などで，読解を中心に学習して，実

際書く学習活動にまで発展しなかったために，印象が薄いのであろう。それに

比べると，家庭での教示は，一様に強く記憶されていて，手紙のような実用文
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はやはり，手紙を書く必要があって，その必要感から，必要の場で，習った方

が，効果的であるということを裏書きしていると思われる。家庭での場合は，

あらかじめ手紙の書き方を教えるというのではなくて，書く本人が必要の場に

立って，あるいは，必要に迫られて教わるということの方が多いからではなか

ろうか。

　上の調査の度合を学校順に整理してみると（5年生）
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で，対象が同一条件で，通儒の直接経験がある場合，学校で基本的に学習した

場合が，よく書けている。しかし，H校のように，学校での学習状況は一位で

あるが，家庭での教育的関心が比較的薄いと思われる所は，まだ能力として脅

についてこないようである。なお経験の時期は，1年ほどの間なら，さほど，

時期的に遠近の差はないようである。

　2．　記録文を書く能力

　いろいろな厨的に応じた作文を書く力は，高学年になると，必要な能力とし

て要請されるようになる。このうち，記録文を書く能力は，すでに，申学年の

後期（4年3学期）に，前の碍に学習したことを翌目書かせるという学習記録

という形（集塵テストでいっせいに行なえる条件をみたすために）をとって調

べてみて，

　1．何を学習したか，学習事項を書くことはかなりできる（70％）

　2．　どの時間に何をしたか，時間の観念をもって書く力は低い。

　3．記録に当たり，記述すべきことを，必要性に応じて取捨選択するカが足

　　りない。
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4．記録文を書く立場で，要領よく，効果的にまとめる力が足りない。

：5．生活文的な発想法，記述法のものがみられる。

という結果が見られた。

　記録丈を書く能力が，その後どのように伸びているかを見るために，6年の

1学期，同様に学習記録文の形態で書かせてみた。もつkも今回は，前のテス

トで，前日の学習状況が学校（それぞれの学級）によって，まちまちであり，

学習項羅や内容で，記述上の条件が必ずしも共通でない（まとめにくいと訴え

た児童もいた）事情等があったので，書く条件を共通，一定にするために，次

めような方法をとった。

　i問題の構成

擁年3学期に実施したテストを資料にし，今度は，ある人の記録文と時点表

を参考にして，実際の場を想像させながら書かせるという，やや作為的な立場

をとった。

．（1）問　　　題

　　　　　　がっきゅういいん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼろく

　山田くんは，学級委員になったので，毎日，学狡で勉強したことを記録にとってお
　　　　　　　　　　　　　　やく
いてあとになってからいろいろと役にたてようと思いました。そうして，六月二十

五温のところをつぎのように書いてみました。先生に読んでもらったらrどの時聞

に，どういう勉強をしたのか，あとになってはっきりわかるように書いてない。よ

けいなことが書いてある。文がごたごたしていて読みにくい。」と轡われました。

　みなさんだったら，どのように書きますか。六月ご十：五田の｝！雪間表がありますか

ら．それをよく見て，みなさんが，その臼に．掌校で，隠闘表のような勉強をした

つもりで書いてみてください。

　　　　六月二十五臼（水）はれ　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　ふくざわゆss　　　　　　　　よ　　　1
　　きょうは，一時問めは結語で．　「蕎沢諭吉の少年時代」のところを読みまし　1
　　　　　　けんきゅうじょ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ

　た。それから研究駈のテストをして．こ時聞めの終わりまでテストをして，い　1
　　　　はじ　ちばん初めは□の中に字を入れて，ぼくはふたつだけ書けませんでした。　　　i
　　　　　　　こえ　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　セ

　　ニかいめのは声をださないで読んできのうよりどのくらい多く読めたかと，

　先生が隠ったので，ぼくは二まい半まで書いたとき，やめと喋ったとき，ぼく　；
　　　　　　　　　　あっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

難欝欝灘難点雲巖論灘灘∴
　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　　研究所のテストが終わるとtリソリーソとベルがなりました。すこしする1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さん’1・　・」　　　　　i
　と，またベルがなりましだ。先生がせきについてと雷いました。算数をしまし　1
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　　お　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゃかい　　　　　おおみず

た。小野さんは，あてられてもできませんでした。それから社会は，大水が出
　　にし　　いえ　　なが　　　　　　　　　　　　し　　　　はなし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はや

て，橋や象が流されて，人が死んだ話をききました。おなかがすいたので，早
　すゆうしょく

く給食になればよいなあと慧いました。

　　　　六月二十五日（水）

　　　　ド｝…｝……「「雛藷薯あ歩弓・喪罹論∴一’一一“…叫

脚週＿著趣纏二二⑳二二配
、1　｝二響藩幽撫，．
｝第二∵嚇　膿膿M膿驚嫡嫡
…．＿｝＿一＿㌧える啓ト∵＿轍　．．＿
陣r労資＿．．一．罫滞けたの．．醐籠鯛1習聡＿ttt－t一．＿．＿＿
　　　　　　　　　　　げげさ　　　すいがい

i第四騨　繧幽晦捲1窪旛二

（2）実施上の注意　この問題のねらいをよく説腐してから書かせる。

　評価の観点

　1）　学習したことが，正確にとりあげられて（書かれて）いるか。

　2）記録文を書くという立場に立って書かれているか。

　3）学習したことの記録文という穏的を考えて，必要なことと，不必要な

　　ことをえりわけて書けるか。

　4）　どの時間に何をしたかというように，時間の観念を入れて書かれてい

　　るか。

　5）　わかりやすく簡潔にまとめてあるか。なお，学習記録文としてふさわ

　　しい：文体という観点から，常体，敬体どちらを多く使っているかを見る

　　のも一方法である。

結果の考察

結果を整理してみると，実験学校．（◎年）ではド
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験学校　6年

　ロ　このうち臼付が書いてないもの，男6人女10人もいた。

4年の時と比べると，どの鶴間に何をしたかという時間を記録する力，要領よ

くまとめようとする力，何を学習したかの学習墓項を書くことなどについて

は，かなりの発達がみられたが，内容を記述する上で，必要なことと，不必要

なことを選り分けて書く力は，依然として低い。もっとも，前看は，時間表を

添えたので，時間の観念も必然的につけ加わるであろうし，後者については，

4年の低い段階に見られた丈例を示し，それに即して，推こうの形をとりなが

ら新しく記録文を完成させようとした出題の意図を，手引で，記録文の機能，

ねらいとして賭示したにもかかわらず，よく理解できなかった点もあるようで

ある。なぜかというと，平生作初力の高い児童でも，中潮こは，当然除くべき箇

所を挿入しながら書いていた例もあったからである。しかしそういう煮を考

慮したとしても，まだ，学習記録文として大事な，当日の日付が書いてないも

のが16人もいたということは，記録文を書く凶的の上に立って．正しく記録文

を書く力があまり習得されていないことを物語っていよう。交体では，一応記

録文の文体としてsこの時期になれば，常体の方が望ましいのではないかと思

われるが，まだM近くのものしか，常体の交がとれないで，多くが敬体文，中

には，その過渡的段階を物語る混用文が見られる。

　全体の評価（絶対評価）からいうと，4年の時より，2の段階の老がやや減

り，4の段階の者がやや増したにすぎない。

　参考までにみた，実験学校5年生では，総体的に，ずっと低く，実験学校で

は，学年差が認められた。
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実験学校　5年

i考◎∵認1凝∵ll：i∴∴1∴l

　　P　このうち，臼付が書いてないもの，男7人女2入いる。

　しかし，記録文を書く能力は，中学年（4年）でテストした時もそうであっ

たが，非常に，学校差がある。今回のテストでは，それがどうなっているか，

協力学校にあたってみると，その傾向や，現象は依然として著しく，記録文テ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6年）

　　　”　’　’　％o　”””’”　’・’　”　””　’　”’　”　’　’m’”　”’　”’　一’T”　ww’　””　’　””’　“’”””・””’m　nv　wwr－rm　」

実験（・9人）73・・5…836・76・38・・6M・・512・216・316・336・718・‘：1。・li

　G（52人）・98・・1、96・226・925・096・296・244・236・59・657・717・313・5…1・9…

　D（・8人）1・。…1G。，31・・18・71。。、1。・、58・327・127・15・・ゑ・256・衆。｝

繍ll：綴：lll霧；：911：羅lll：1：ll羅；：li

￥　，（：iAi　i　9；1？　921；9；1ig2・．Z・　；81ii8：．，iii｛16，＃gl；iZ132？lg・：4，1ggg；，2181，

　K：（5Q人）：98，σ　96．058．070．092．・0　1GO　34．032．014．012．048．024．02．O’

ストの結果のまかったM校・K：校などは，やはり，1年間をおいた6年になっ

ても，よい。また，実験学校で，比較酌評点5（絶対評価）に当たるものの数

と，下位群に当たる層とが多い型であるのに対し，協力学校では3を中心にし

て上位に傾きが多い学校が多いことも，中学年の時と大差がない。このことは

中学年の場合，学校での学習経験の消極性と積極性ということで解釈できたよ

うに思われたが，その後の，教室活動等から推して，今晦のテスト結果でも同
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（5年）

　　C（・5人）i95・6，91・177・877・895・6　97・822，・．・6・7・28・9・8・917・84・4

　　A（53入）398．1…90．628．347．298．1、98．124．530．211．339．624．517．05．7

　；0（54人）、90．7：85．237．057．487．096．3　29．333．314．827．825．916．714．8

　　H（55人）、90．9192．769．1．61．8855100　29．134．510，930．929．125．53．6

　　T（45人）　84．4：84．453．364．486．797．826．757．86．722．226．735．68．9、

　　K（49人）　87．8　79．669．4’81．691．8100　；18．436．7　018．440．829．610．2

じことがいえそうである。学級全体の水準が高いことと，学習経験の積極性と

は，深い関係があるといえよう。なお，協力学校での5年と6年の学年差をみ

ると，実験学校におけるほどの学年差はみられない。これはあるいは，今回で

は記録する材料が大半与えられたからであって，この穫度の初歩的な学＝習記録

を書く力は，高学年になれば，学習経験さえ与えられれば，共通につくもので

あろう。総じて記録文を書く能力のうちで，園的に沿って，どういう材科を，

どのようにとりあげて書くかといった力に，むしろ高学年での発達段階があり

そうで，まだ問題が残っていよう。

　ただ，今まで，手紙文と記録文とについて見て来たことから，中学年では，

手紙文は，記録文に比べてどちらかというと生活経験が主になって，都会的な

地域性が多く作用したようであったが，高学年では，学習も進められ，表現上

の敬語意識の一部を除いては，地域の差はない。むしろ，学習経験がきいてく

る。このことは，二つの力が，発達上，能力としてつき始めているζとの証で

はあるまいか◎

記録文に見られる具体弼

よくない例を示し，時計表を示されているから，ほとんごできてしまうか，
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あるいは，時間表をその濠ま書いてしまうかと思われたが，まだ，相当問題の

多い書き方がみられる。

　（1）学習したことが，正しくとりあげられていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年　丁男

　　一じかんめふくざわゆきちの少年時代のところをよんだ

　；ごじかんめかんじのかきとりをした　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　ご恥はだま。てよんだ　　　　　　　　　　　i

｝茜ε；：綴熟慮縦謹淫膿いさん禰軌　i
　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　記録文に：不必要：な叙述は整理されたが，当Hの時間表があるにもかかわら

ず，必要な学習事項が落されていて，どの日の記録か，日付も書き落してあ

る。この日付は，絹当の優秀児でも書き落している例が多い。次のは，鎖付は

はいっているが，学習事項が正しく書かれていない，低い例である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年　U女

；　朗計聞（水）獣　　　　　　　　｝
　　今・塒甘めに臨のふくざ恥きちの・・ろを・ん翻の中畔を入れて｝

講艦豪㌶黒鍵　　　　｝
　（2）時間の記入がされていない例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年　Y女

「爵＝「繍謡6舜蜘を論㎝…”…』』∵………一’一一一一・一一 R

　　研究濟のテスト＝□の中にかんじを入れるテスト　　　　　　　　　　　　　　i

　　二献・な鴨交を紬…　　　　　　i
　　三膨んで・どのくら励たかと晦・ト　　　i

　　撒鞭をや夷　　　　　　　　｛

瞳麓大水・・で・かのべんき・う・　　　　i
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　メモ風にまとめようとしたところは，作文力の低いY女にしては，一一段の進

歩であるともいえるが，学習記録文としてぱ，やはり，時間を記録するという

ことが大事な条件の一つであろうし，手引でも注意しておいたはずである。

　（3）条件以外の余分なことが，つけ魏えられる。

6年　S心

髄磨灘1藷灘£ち6はな戴蛎引
なぜ二巴るのかべんき、うして讃究rxoテス，が終。て，みるくをの扇

でかへった。

　S男は，恐らく，前Nあたりの経験を想い起したのであろうが，暑いので回

そうな顔をしていたなどは，同じ余分なこととしても，いかにも6年生らしく，

かえっておもしろいとしても，最後が，混乱している。

　記録文として，ふさわしくない余分な叙述は，ま斧依然として残っていて，

問題の主旨がよくのみこめなかったのか，低い段階のものでは，ほとんど例文

と同じものを書いており，中には上位者でも，文中に，その介せきを残してい

るものもあるという始末であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年　M女

今日ほ一隣問めは，国語で「福沢論古の少年蒔代」を読んで次に新しい字とむ

ずかしいことぽの意昧をしらべました。；時下や匹み？でこんどは，研究所の

テストをしました。一圓めは［コの中に漢字を書き入れる。璽歪断ζは三？鐸嫡

書けなかった。二圓めは声を幽さないで長い問題を早く読む。三礪めは，文を

読んでどんなことがかいてあるか讐える。子瞬晶晶鋒i㌘亙皆ノヒ差塗ゲζこんど

は，三i三時聞めの算数です。i…三けたのかけ算の練習問題をしました。やがて四時

間めの社会になりました。社会は「水害と私たち」と，なぜ水筈が起こるかに

ついて勉強しました。先生から水回でこまった人の話をききました。

このM女などは，生活作文では，いつもすぐれた表現ができるのに，記録交

では，欠点の多い文となっている。

　（4）よくまとめられた例
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年　K：論
じ…ttt．．．．　　…．．’．．．　．．……　一’一一．tt　　　．．．．．’t．………tttttttt…t’un．tt．　tt　t…t．．．．．．．t……．’．…．tttttt　tttt．’tT．Tttt…．’一’・［

｝き、う漏纏認謙、、，福湘嫌、の、。ろを！

1竺総鵬瓢寸寸毒慰まの総らべまし引

導□嚥図解き瞬…で・ko　　　　｝
i⇔声を出さないで，長い問題を驚く読むテストでした。　　　　　i
！㊨勉読んで，どんなこと轄いてあるかをこ煉るテXFでした。　i

臣翻めは，鱗で，蛎たのかけ算の羅閥でした。．　　l
i鴎間めは識会で「旛とわたくしたち撞はした。

kしてなぜ鰭が起るかについて，いろいろ鰍をしました．水害のことで先

i生か・汰水・・凱ほ滴の橋や家がい。ぱいなが・禰艦お互q

L璽煙1璽談論・く三聖・ろ嚇整璽て門出配＿」

　これなどは，比較的，よくまとめられた例であろう。時間ごとに，行をかえ

て，簡潔明瞭に書かれている。もっとも，研究所のテスト隅題のところなど

rテストでした。……テストでした。」と繰り返すあたり，まだ幼い。男児Hは，

ここを，

　｛……．「…’……．．tt．t．．．tttt．　tt　．．．．一一t．　t………一『rmtttttt．…t’t’．一ttttm…t　t　t．．一．．……t’t．L　t……t．T…t．’．．．．．……．．…『「

のように，要約してまとめている。なお，次のように，自分のことばで，非常

に簡潔に，要領よくまとめようとしてL9る例もある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年　N男

「二醐割譲謙寵あ舜課あ藩厩善読藷匠熔炉疑…
k時間め醐のテス・鋤②縮で交を早・・む③文を読み引

隠隷驚かかく淵め算数叢けた噸問馳㈱
　1－ttt　tt　tt　tt　t　t．t．．．　tt　tttt　tttttt－tt．．　．t　ttttttttttttt　t．．．．　tnvtttttttuntt－tt．．．tttttttrmttt．．．一．ttttttttttttttttttHt．ttt　tt　ttttttttttttttt．．．．．ttttumt－ttnttt－t＋rnvttwu．Lmtttttttt　lt

3．感想文を書く能力

いろいろな蟹的に応じた作文には，その機能や形態の上から，手紙文や記録
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文，報告文等のほかに，自分の考えや，意見を表現するいわゆる感想文，意見

を表す文がある。今まで書かせた課題作文等で，児童の感想や意見を含んだも

．のも見られないわけではなかったが，それを属酌とした作文でなかっただけ

に，全体としての力はつかめなかった。しかし，高学年の段階では，こうした

文を書く力が要求されるようになっているので，どの程度の力がついているか

を調べてみることにして，

　6年2学期　　「私の尊敬する人」

　　　　　　　　　「給食：について」

　6年3学期　　「卒業にあたっての感想文」

を，それぞれ書かせた。

問題のねらいと実施の手引

iJ’私綿々ナる人i

　生活作交を懇さなれている子供たちには，あるいは書きにくいかもしれないが，書

くにあたって，次のようなことに注意する。

　①尊数という字義を説明してもよい。

　②　尊敬する人は，かならずしも，偉人でなくてもよい。

　③尊敬する人がいないという児童に対しては，その理臨自分の気持を書くよう

　　に，纐入歯に習’ってやる。

上の程度以上に，あまり詳しく説明して，書くことを類型化しないようにする。

三圏霧海・ψ聯憾舷．1

　一では，こちらの意園する能力が十分に表現できない場合も予想されるので，袋現

しやすいように，また評価しやすいように生活の共通な蕊接的な経験を通して，譲か

せてみることにしたもの。

　意見の二，三を悪評的に列挙するという書き方でなく，作文としてのまとまりをも

たせて，書かせるように，前もって指示して下さい。

Ll藤やζ疑らで嬉猷li

　今まで，作文Bで，属的に応じて文を書く能力がどの程度ついているかを手紙交，

記録交，報告交，感想文などを書かせて，みてきたが，今回は6年の最終学期なの

で，卒業にあたっての感想や意見を自歯に書かせてみることにした。

　なお，こんどは，題も自分で考えてつけさせるようにした。所要時間は，学級の大

半が書き終える程渡㌔
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　問題
　　6年2学期
　　　　　キんけい　　　　　　　　　　　　　だい
　e　「私の尊敬する入」という題で作女を書いて下さい。

　　　あなたが，尊敬する人なら，だれでもかまいませんが，あなたは，どうしてその’

　　人を尊敬するのか，そのわけも，読む入によくわかるように書いて下さい。（時間，

　　正味2Q分　説朗時聞をのぞいて）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎゅうしよく
　⇔みなさんは，一年の時から今まで，長：い聞，おひるに給食をいただいてきまし

　　たね。そ5して給食をいただく時に，あのやり方はいけないとか，もっとこうした
　　　　　　　　　　　　　　　　　かんが　　　　　　　　　　　かん
　　らよいとか，給食に，ついて，いろいろ考えること，感じることがあったと思いま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎぼう　　す。学校の給食について，みなさんの考えたこと，感じたこと，希望することなど

　　を，作文として書いてください。（時間，正味工5分）

　　6年3学期
　　みなさんが，小学校に入掌してから，いつのまにか六年聞という長い年月が過ぎ，
　　　　　　　　　　　　　　　モつ　よう
　この三月には，いよいよ小学校を卒業することになりますね。

　　そこで，きょうは，．小学校を卒業するにあたって，みなさんが，今，どんなことを
　かんが　　　　　　　　かん

　考えたり，感じたりしているか，書いていただきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かをゆうない
　　学校について，先生について，友だちについて，また，下級生の人たちについて，

　あるいは，今までの慮分についてなど，なんでもよろしい。思ったまま，感じたまま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だい　　　じぶん　　かんが
　を．つぎに書いてください。なお，きょうは，題も自分で考えて，つけてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（時問，　甲州ミ30分）

　結果の考察

　「私の尊敬する人」を中心にして考察しよう。与えられた踵盈に対して，尊

敬する対象をどうとりあげるかが，まず問題であり，この段階の児童の対人意

識，思考力，社会への関心領域，などいろいろのことがわかるはずである。し

かし，これは，下表のように，学校によって，非常にまちまちであケ，また，

学年差ということも，5，6年の間ではほとんど出ていなかった。

　実験学校では，家入，特に母や父が，圧倒的に多く，続いて友人となってお

り，いわゆる歴史上の入物や偉人とされている人をとりあげたものは少なく，

反対に，協力学校のH校などは，学級のほとんど全員が，いわゆる偉入をとり

あげている。これは，尊敬する人をあらかじめ説萌する場舎，児童の質問など

に対する答えが，影響を与えたものと思われる。

　H校の尊敬する入を具体的にあげてみると，野口英世（男7・女9）福沢諭

青（3・！）二宮金次郎（！・2）久米永左衛門（1・！）加藤清正・スチブ
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尊敬する入

区豪三1㌔棚l
l

隊　　　　、　1
陵　駕：ll，；：l

］’”’　．　V　I
い’　な　いi
薩つきりし㌢

し

　　鰍GIDrδ
人儲11。，1、3．32．，

i－mmA

（6年） （5年）

樟…（・7人）・（・8人）：（・3人）：（・3入）｝（33人）：（・・人）』（・9人）1〈・2人）1（49人）1

　　　

4．7　01
11・・　1　41・・

9・3｝7・oi

39．5

　　i　　i
34．9　i34．9　193．9　1

　　　　　｝

　　　2・313・Oi

　　l2．3i　i
　　ミ　　　　　　　　　　　く
　　i4・7｛

　　ミ　　　　　　　　　ミ
　　ミ　　　　　　　　　　　　ミ

　　l　　　　i

TI　1〈

　　　i

1　・・目
　　　　　　　　1
　　　　　口
　　　e

4．6i2s．6　ll　14．3i

　　l

43．　2　1

　　漫『「k’…i

　　「…内「…1
　　、、　　　　1
8．2il　i　i

12・・ 奄堰@61・gi　i

6・1 P9・5i2・Oi
　　＝i　　　　　i95．g　l

　　i｝｝i
　　i　　i　　l
　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　ii　i　i
㌦11、．。｝

　　　　　　　　　　　
2。Oll　　　i　　　i

　　II　　　　　　　「　　　　　　　1

　　このほかに動物と答えた女児（実験校）がi人いた。

ソソソ・フレミング・ストウ夫人・ベートーベン・ジェソナー（各1）など

で，その他に，大津美子（歌手）や，かげでりっぱな行ないをする人という，理

想的人物もそれぞれ1書いた。他の協力校でも，上掲の人は勿論，その他，政

治家，宗教家，教育家，音楽家，作家，画家，発明家，学者，医者，など，広

い範囲に及んでいる。読書調査で，伝記が好んで読まれ，しかもその興味の対

象の範囲が拡げられたのと表裏をなしており，読書の影響の深さが認められた。

また，実在の人では，湯上博士や糸JII博士をあげて，’ 剴ｶの科学の夢を現わし

ているかと思うと，単純に長嶋や金閉・杉浦投手にあこがれるものもいる。

　そして，これらの対象の選び方は，前に見たように，学校差はあっても，学

年差は余りなく，ただ，同傾向の実験学校についてだけみると，5年では，実

在の人に，職業選手などがあげられているのに対し，6年では児童文学を書い

て，子供に光を与えたという立場から霞本有三残をとりあげているなどの差が

見られた。

　この段階の児童の尊敬する人を大別すると，

　日常身辺近くにいて，その行動や性情を直接見ることによって（親，友人，

先生など）
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　読書等を通して，掲げられている人物の行動や性格に感激，共感して（いわ

ゆる偉人など）

　特定の人でなく，自分の理想像としてえがく

などである。

　これらの対象をとりあげて，それを感想文としてまとめる力はとし｝うと，ま

だ，あまりない。経験したことを，それに即して具体酌に印象強く書くことが

多かった生活交に慣れてきたせいか，このように」ひとつの対象をとりあげ，

その文旦象について叙述するためのいくつかの材料をととのえ，それを主題に定

着させてt構想を立てながら書くということはなかなかむずかしいようである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6年）　　　（5年目

　：t’／’t　t『て∵1こ＝1　　緊…授一　震験τ一ご”　⊃胃i…6一　∵…班．ドT．弓ζ内…：実．ep　1一’　K’

　1＿＿＿＿＿．＿二こ二1∴L二：．∴＿．、、（垂7ム）（膜質）（娯ム×43木）（33入）（44人置（49人）（42ム）（4g人）

∴騰産曜・・⑫・黛・∵1㌦∵
　　　1・・鰭点て述i1・・4・・：7…1・…Z3　．20．・’　一16．・3・・16・・・・…　／

述堰黙鋤：：1：；：1；：：：ii：1：総噸1窒

力． pくま・ま・て・・i1・・｝・7・　1；・2・・，　…，　15・2i・Z・、・…，・16・・　18…．、

叙…煖l郡魎lli6≧奥・1・：ゆ9｝鯉1二1：

｝丈叢　　鍛：1輩1：ll：雛翼：：；21：1：1；：9’

酵㍉準．．．．．一＿概誓1ρ絶1．3τ12響1．をr二r・塑：3蝉19・5574、

調　乞一　1霧：：｝羅灘：lil｝：：障

醗Ll一置欝ilii璽ii鴛羅1：：1

　尊敬する人を列挙する程度（実験学校でe＃　，一人で幾人か，あるいは，親，

先生，友人というようにあげたものもいて，最も低い）にしか感想を述べられ

ないもの，どこに中心があるのか，焦点をしぼらないで，だらだら書いている

もの，感想文としてまとめるには，つっこみ・論点が足りないもの，観念的に

　　　　　　　　　　　　　　　　　136



述べられていて，力が弱く，読者をひきつけないもの，などの叙述上の不備が

見られた。また叙述量も概して少なく，中には五行（20字詰，ここでの行数は

一行の宇詰が端数でも一行と数えてあるから，実際は，もう少し少なくなる）

で，片づけているものもあって，総体約に叙述力の不足が，叙述量にも現われ

ていると見られた。なお，記録文の場合にも見られたが，敬体から常体に移る

過渡期的症状としての混用体がまだ，相嘉見受けられる。

　その他の給食および卒業時の二つの感想文（意見を書いた丈）でも，結果はあ

まり変らない。ただ給食では，臼常の具体的経験であるために，感想や意見が

もっと出やすいと予想したが，いろいろな不満や意見が散発的にあげられて，

（中には給食のよさを認めている子もある）そういう材料をまとめながら感想

丈として，意見として農開させる能力は，まだ低い。むしろ，この段階では，

兇たこと，感じたこと，経験したことに対して，いろv・うと批判の藻をもつよ

うになることが自立つ。給食室や給食の設備や運営，給食の内容，パソの量と

質，副食物の味や品質や量，運ぶ態度や服装なぜ，広い範囲に注意・関心が向

けられていることがわかる。中には，栄養や，費用の点にも言及している。も

っとも上にあげた事項は6年生の学級全員（実験校）の感想や意見をまとめた

結果で，ひとりで，こうした整理はなかなかでぎない。しかし，中学年では，

おそらくこれほど感想や意見の内容が豊窟に出ないと思われる。現に，同時に

実施した実験校5年生では，内容の種類も乏しく，低い。給食時の室内のやか

ましさ，友人のいけない態魔などをとりあげたのが多かった。したがって，感

想や意見を書くカとして，6年のころには，ようやく批判的な眼や思考力をも

って華魁や問題をとりあげようとする態度が培われ始める，しかし，まだ叙述

力，蓑現力として展開結鹸されるには時間があるといった段階のように思われ

る。

　6年最後の卒業にあたっての感想文は，卒業期を控えて，身心ともに落ち着

かない時期であったためか，これも，期待を裏切って，質・：量ともに低調であ

った。ことに，実験校などは，特殊の中学に進学するという状況のために，平

生，作文力の高い児童にも，投げやりの表現がみられ，全般的に6年初期のこ

ろと比べて，大した進境は認められなかった。
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感想文の具体例

　私の尊敬する人

　K先生　K（先生）はあたまがはげていておもしろい

　はよく1おはなしおしてくれる。

　S先生
　もいいせんせいた（だ）。

6年　S男

べんきょうのじかんに’

S先生は，ぼくが一年生のときくまとあだなおつけた。S先生はとて

おとうさんは。よくぼくにすきなものおかってきてい（く）れる。このあいだぶ

　らぶうぶお（フラフーープ）かってきた。たまにえいが：おみにつれっててくれる。

兄は　兇んきですがぼくにときどきべんきょうおおしえてくれる。

　おかあさん　ぼくのおかあさんは，ほくに．いろんなものおくれたりおこずかい

　おくれる　おかあさんはあまりびょうきにかからない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年M女

……eぎ藤癒岩下・んです訟1・てふΣ1魂濠演噺きん…

はすぐいれてくれますし，勉強もおしえてくれるからです。

　それからこの組では麻生さんや斎藤政子ちgeんや三子ちゃんなども岩下さんの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1

よう離んでもみん雄おしえてくれ効・みんなとあそん酌耳とてもいi
い入ですそしてとてもやさい（し）い人です。

　S男とM女の例は，尊敬ということを単に好きという程度にとって，好きな

人を列挙羅列している低い段階。課題作文でも，ζの種のものしか書けていな

い。

　次㊧M＃ρ例は，尊敬する人として，母をとりあげ，母を中心に田子を進め

ている継前例よ礎んでいるが・継力がそ縛髄ないで・だら妨とy

た，．盛り上りop．少ない文に終っている。想を選めて行く上で，不必要な文が所

所に，挿入されており，平生の他の作文にみられた欠点hxS，　．こζ鱒も現われて

いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年M女

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
　　　私は，とても母を尊敬しています。なぜって，母はちいさいころ母のおかあ

　　さんに死なれて，妹や弟のめんどうを見てあげたりしていたからですg母の二

　　どめのおかあさんは，あまり親節（親切）ではなかったそうです。海には，姉

　　が二人もいるんだそうです。いちばん上の姉は，長野県にいて，とても広い家　　’

　　にすん3i；（で）いて，私上も行ったことがあります。母は茸んそケさい中1いなし
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　かに，そかいしていたそうです。もう一人の姉は，とち木県にいて，あたし

　は，ずい分あそびに行きました。こ年の夏休みにも行ってこ，三1ヨとまってき

　ました。濁：の弟がまたとち木県にいて，お由の駅をおりてから，パスにのって｝い，ので姻の姻げ子、い，のです凝一点だ、い照、ま
｛
iした。億は，八人も子供を，うんだのに，三日死んでしまって，一人はおよめ
iにい。て，もに蝿刊瓢できてしまいました．死んだ人は，みんな私し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1の兄や姉です。溝が今も思っているのは，いわおという子で，せきついの子で

｝すが，ほんとうに，おしいことをしてしまったと，今さらながらいうことが多
iいでs－a

l．．．一．．＿．、、．一．．＿＿．．．．、、『．＿＿、．　　　．．．．＿．．．．．．．＿．…．．．．．．＿＿、…．『．、．．．　，　　　　　、　．＿，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年　A男
ミ　　　　　　　お　　へ　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　じ　　 @　　　　　　　　　　　　

1僕の尊敬する燃この組での審だカミ汰網だ・そのわ聡・前から友達で

睡ることもある肺どやはり大志の努力である・大網噸憾け杜とい

｝っていっしょ5けんめいべんきょ5していたのを見て感心した。僕もそのよう
｝に勧たい晒。ている。

　尊敬する人をとりあげたA男の文は，あまりに簡潔にすぎて，論の進め方が

弱い6平生，要領よく」そ？のない文を書く児童であるが・こ㊧場合は・それ

が失敗の形で現われている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年　S男

隊樋分冊；蕨，轍ぞ1・・．・薦轟解語綱引
1回目たくさんあって，他の本にも，あるような，わ為い，えいきょうを，あた

陵学田こ：田田，驚沈欝1∵難窪：諜鎗
｝す．ぼくは，。れからも，どんどん。ういう旧くて，ほカ・らか淋を，’tたく

iさん，だしてもらいたいと思います。
i

　いわゆるすぐれた人を尊敬する人としてとりあげると，類型的になりがちで

あるが，この場合は，対象のとりあげ方，考え方に，墨髭なものがあり，着想

としておもしろい。欲をいえば，も6と，具体的に作繍名をあげたり」路分

）b：　）’ ｻの作晶を読んだ時の感想なども加えたりしたら，いっそう，まとまっ

た，読巻に強く訴える力をもったものになるであろう。これなどは6年冬の考

え方，意晃としては，異亀のあるものであった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年　H女
サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　げげげ　　　　の　ロ　セ　　お　　　　コ　ロげ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　げセげ　　　　セ　　お　ル　お　お　

｝私が一翫らいと思う人は家のお父さんです。轍するようにな。たのはお父

｝さんが若い。ろの編を聞いてからです。

i期生ごろ嫁はすごくびんぼうだ。たそうです．おじいさん蔽丹生をし

｛ていたので赫，腿（給）が安くて・ても辮鞭へかよわせることができ

　なくなりそこで工場へ働らきへ行きました。鋤らきに行っても勉強し高等掌校

　へ行ったという証明を国でもらいました。そのころお兄さんはお医者さんにな

　る勉強をしに東京へ行っていました。そこでお父さんも決心をして東京へでて

　同じように勉強をしました。そしてみごとに，二人ともお医者さんになりまし

1た。この聞獲お父さんは，医学博士の掌抹をとりました。私は，ほんとうに，

iお父さん胸・ぱでえらいことに1齢してぽ直すり・ぱにな・て下さV・・

iてことを願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6年W女

1　私の尊敬する人は　おかあさんです。おかあさんは　朝五時か五時半ごろ起
iきて枇ちのためにごはんをたいてくれる．合爵ご稼を出て11tcちのため

い・会誌へつ・めて，なお・ゆうの・れ・・うに，夕倒語ごろからか・本屋

匡つ・め液＋嚇に帰・て来誠お・嚇ん繭眠六醐しかねてい
ないのに不平もいわないで働いている。でもずいぶん　つかれるらしくて休み

の日は，きんちょうがゆるみ　ぐっすりねてしまう。私はおかあさんをとても

えらいと思っています。畢く大きくなって，おかあさんを働かなくてもいいよ

うにしてあげたいと思っています。

　上の二編などは，比較的まとまったものの例である。表現のし方，ことばづ

かいなどに幼い所もあるが，父や母をとりあげ，真情をこめて語ろうとしたと

ころに，よさがみられる。

　　　　　　　　　　C　作文の基礎的能力　（芦沢）

　毎学期ごとの課題作文や，いろいろの藏的に応じて書く作文（手紙文，記録

：文）などを通して，中学年までの作文能力を見ることができたが，（1）主題に対

する意識もかなりついてくる。②主題に即して叙述を展開させ，文章としてま

とめることができる。（3）会話や具体的な情景描写や感想などを加えて，交章の

蓑現力がいきいきとゆたかになる。（4）B的に応じて文を書くことができる（穏
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乎の立場や気持を考えて書ける。用件が伝えられる。記録的に文がつづられ

る）（6）書かれた作文の良否を判別鑑賞することができる。⑦叙述量も増加し，

形式的には句読点が正しく使えるようになる，漢字の使用率が多くなるなどの

発達のあとがみられた。しかし，これらは，低学年のころと比較した場合に，

傾向的に言えることであり，できのよい作文に見られる現象であって，まだ主

題に即さないことを，平板にだらだらと叙述するもの，文章としてまとまらな

いもの，主述の照応の乱れた文や，丈法的に誤った文を書くものなど，いろい

ろと問題がある。そこで，作交能力を分析的にテストしてみて，高学年の段階

で，これらのうち，どういうところに問題があるかを調べることにした。

　1．問題の構成

　（5年1学期）

鍵凶塗　　警■．・うべ・．勘晦難点晦噸

∴零塗［爽塗細塵髄腔壷凱
⇔慧鑑縮撫霧とを勘∴15
至難幽晦塵事噸1璽擁蛇遣
∴響騨雛1轡1墾．寵：∴
（このうち，もんだい＠）は，昭和28年度の学力水準調査問題として実施ずみのもの。

6年生について，蟻時の結果が出ている。それと比較できるので，そのまま期い
た）

（これらは5年生へのテストであるが，学年差もみたいので，いずれも，手紙文や

記録文と岡お旋，　4年召三1・こも参さ施した。）

（5年1学期）

問　題

テスト　←う

　　　　　　　つか　次のことばを使って，それを読んだ人が，侮のことを書いた交か，よく意味がわか

るように，一つのまとまった交を作ってください。

「漏じゅ…う　　　　　　　　　　　　i
iきのう。ぼくは，き。、5．つかれそいたのではやくね、した。　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P
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　　　　　×きのう　ねました。

やさしい　0ぼくは　きょうの口語の　テストは　やさしいと　回った。

　　　　　×ぼくは　期語のテストが　やさしい。

”t

　　しら
（1＞調べてみる

（2）　おこられる

㈲　くらべた

（4＞近づいた

⑤　ふしぎそうに

⑥　ぎらいです

（7）おもしろい

⑧　病　　　気

⑨　こ こ

⑯そうして

テスト　⇔
　　　　　　　　　じゅんごよ　みだ　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　次の交は，それぞれ順序が乱れて書いてあります。これを，交と家との？づきく1あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶんしょういを考えなヵミら，一つのすじのとお。た交章になおレてください。　．　　｝

れ
ん
し
ゅ
う

（2）そしてかおを　あらいました。

（1）．けさは　はやく　おきました。

（4）／学校に行きました。

（3）　それから　ゆっくり　ごはんを　たべました。

（
（
（

（一）

それで滋高燥菰．畑く．、んめうちば鐘歳行滋した∴

どうしょうかなと思ったけれど，ひとりで行くことにしました。
　　　　　ようびきょうの印罷臼は，公園で，写生会があるというので，ぼくほ肉閏くんと

いっしょに，かきたいと思いました◎

叢1壮士出土轡ち噸喉と麻
　　　　　　　　　　　　　　　　　まてき⇔　（）発車のあいずのベルがなり，汽笛が　ボーとなりました。
　　（）ビ爵シ・オタン，汽車はゆワぐか藁を庶（行きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　鈎2



　　　ぎてぎ
（）　汽笛がまたなりました。汽車は　だんだん　小さくなっていきます。、

（，）．汽車がやって来たので，お客さんたちは　いそいで　乗り．こ三山した。

（）　シュッポッポー，汽車が動き禺しました。

⇔　（ジそのわけは，おつゆの中に　にがいセこぼしがはいっているからです。その

　　　　　にぼしを　おつゆのときごとに　いれるので，私はいやでたまりませんで

　　　　　した。

　　⇔辮五戦の認めの・ろ・涛溜饗幽きらいでしt・．

　　（）私はそれを聞いて，こんど絵食のおつゆが出たら，むりしてでもたべよ
　　　　　うと灘しました。

　　（）　このことを　おかあさんに話しますと「にぼしは，子どものからだに，い

　　　　　ちばんいるたべものよ。みんながたべるのに，あなたがひとりたべないな

　　　　　んて，なさけないわ。」と欝われまし，た。

㈱　（）あと二週閥で，学校がお休みになりますが，はるおくん，ことしは　ぼく

　　　　　．のうちに　遊びに忌ませんか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けい　　（〉・来られるようでしたら，畢くお返審をく澄さい。いろいろと計かくを立て

　　　　　ますから。
　　（）　つゆがあけたら，瓢こ慧くなってきましたが，みなさんおげんきですか。

　　（）　はるおくんへ

　　（）七月八日　　　　　　まさお
　　（）　ぼくのうちでも，みんなげんきでいます。

　　（）　では，みなさんにようしく。　　　　さよ5なら。
　　　　　　　　　　きよねん
　　（）そうして，虫年のようにいっしょに．遊んだり，勉強したりして，あっ
　　　　　　　　　　　　　すご
　　　　　い夏を　ゆかいに過しましょう。・

　　　　　　　　　　　し・ずみ　　　　　　　　　ところ
㊧　（）その近くには，泉や　州のある所なら，ライオンにとっては，なおよいの

　　　　　である。

　　（）　ライオンは　アフリカにすんでいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
　　（　）　というのは，ほかの’動物が，水をのみに来るのを待ちうけて，おそえる

　　　　　からだ。

　　Oすみかはす牌緬の多噺力・譜の多嚇で，小さいしげみやW

　　　　　の高い草が　はえている所がすきである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　き馨



、テスト　⇔

　つぎのえをじゅんばんに見て，一つめまとまったおはなしをつくってください。

a 　qK
e

o o

o ＠

e
e e

¢　一，

e　　、，oく

o e

＠ ＠

　ゆ

鴇76
e

噂

εで
〆

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　va一　＠

　　　　　　　　　　（，t’の問題には，原稿紙を添えた）

テスト　㈱

　つぎの「犬の子」の作交の中に，｛｝のところが五つあって，そのどれにも，1・

2・3　三とおりの書き：方が出してあります。みなさんが，この作文をしあげるとし

て，どの書ぎ方が一ばんよいと思いますか。三つのうち，いちばんよいと思うものの

上に，一つだけ，○をつけてください。
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　　　　　　犬　の　子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひざ　大出くんの家では，かわいい犬の子が五匹も生まれた。そのうち一匹は，

晦llつ｝一一幅一一・一
　　　　　　　　　　　あ　ばこ
　五匹の子犬は，ビールの空箱のわらの中でごそごそと動いていた。どれも耳のとこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もようろと，せなかのところに，黒いもんのような模様のある子犬ばかりで，生まれたばかり

…一を一で・灘の…⇔
　ぼくはかわいくなって，一ばん大きいのをだきあげてやると，まだあかない同のふ

　クソクソないて，落ちそうになったので，思わずしっかりだくと，大きく「クーソ

クーソ」というようにないた。

　：大工くんは，「あんまり，そんなに強くだくなよ。」といったので，ぼくは

㈲｛繕1㍊、品一けを一・ん一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　はこ
かを下に向けて両手でだいじにだいて，箱の中に入れてやると，子犬のにおいが

㈲｛ill鱈　

実施上の注意

　①e～㈱まで，一一度に実施するのは，時間がかかるから，二つに分けて

　　するとよい。

　　　実験学校では，6⇔㈱，⇔というように二分して行なった。

　②e⇔㈲など，練習問題や説囎で，あらかじめやり方をよくのみこませ

　　てから書かせる。

　③⑫では，枚数に綱限なく書かせる。

評価の手引

　正　答

　もんだい←）

　　　　　　　　　　　　　　　　　145



　文法的に誤りがなく，すじの通った文が書けていれぽ，正答とする。

もんだい⇔

　を一う2，4，1，3

　⇔　　2，　4，　5，　1，　3

　⇔2・，1，4，3

　麹繭’　3，　5，　1，　8，　7’，　2，　6；　4

　（…左）・3，　1，　4，　2

　　気この順序に番号を入れられたものを正答とし，他は誤答◎　（なお，誤

　　厚答のうちでも，順序が比較的空しいも砂と，正しくないものとがある

　　はずであるから，学級でこの結果を評価する時には，、さらに等級をつ

　　けることも考えられる）誤答の場合は，集計表に誤った番号の順をそ

　　　のまま記入のこと。　　馬』

　もん逢い㊨　この七化は，次のよ5な観点ヵ・ら，、評甑すう予定である。

　①登場の動物がもれなく書かれている。

　②絵の順序にしたがって1話が品品されている。’1　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　セ　びド　　げ　セリ　ロらじ　

　　⑥鋤たちは諭し㍗無紋力1ぜ鱗・で堕焼・三三状
　　　態の説明も適当に煽えられていて，話のすじがわかるように書かれて

　　　いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　二

　　以上の三点が欠けていなければ，よいことにする。

　　　中には，動物にそれぞれ名前をつけたり，全体に題名をつけたりして

　．、なかなかたのしい話にするものもお．餌個人差があらわれる8一　∴

　　　交の講成力のほかに，発想のしかたなどもわかる。・

　もんだい㈱、．：・£∫．ン、ン「　t．／．　tビ∴蹄／t　∫．．．。

　こ、eう3，’・←⇒4・∴㊧一、2卜．㈱、3　晦＞2tt．∴、．ttt，、　　「　tt：∵l　l

集　　　計

　　←1日は同一基準で評価した方がよいので，現物をそのまま返送してもら

　い，研究所で採点した0　　　　　　　　　　　　　　　　1．、

2．結果の考察

ll　46



　（1）鼠しく文を書く能力

　与えられた単語を使って，文法的にも正しい（主・述のととのった），まと

まった文を書く力（5年！学期，もんだい一）は，どうか。

　語いの使用法のように，与えられた単語を使って意味の通る交を書くことは

大体できるが，主・述の関係のはっきりした，まとまった文ということになる

とまだ完全とはいえない。現実の作文に見られる，文のふたしかさ，文法的な

誤りなどと享二弔するものがここにも現われている・　　　・，

『実騨脚繰ま畝のよ1㌻　．ttt．＿：＿（哩t．t一．．
　　　　　　　　　　　　

　のコ　コ　　　 お　　　じ　　わセセセ　げじ　ヨ　　　　　　　　　　

　t’t…∴……nv’i”J’　、　　2　、　｝　　3　　　　　　4　　　｛．　tt　　5　’　
1　’　i調べてみるiおこられる｛くらべた　…　近づいた．渉レぎぞ5．に

し．1⑱謡◎剛◎識称⑱Y鰍ql鯛一
微）118，　・，・・、16，・、．・115・・　6，0，　15・5110、・10r5，、6

…（、翫・総り21．…，　・．、・1971．．　1．　．181．71．　1．　21　’42

議）、・・．・　・，1、371。1・　1・：3413・ゆ⑫2131，　9，8

…一景．、鞭興9，細面・．1、、1岬・τll娯1㌘・ρ岬・働岬1・6

遍覚．幽1死捲㌔㌔1▽☆♂∴∵

　　　　　　0　　19　　 0　　 2　　19　　　1　　　1　　20　　　1　　0　　 0　　 9　　　3　　10　　　0
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O　24　2　　　1　23　3　　　1　23　2　　　1　　　i　11　5　5　5

　　　　　O　43　23　42　42　43　311　20　8　15　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
　　　　　O87．6　4．2　6．28Z　5　8．3　4．289．6　6．2　2．’1　2．141．7i6．631．310．4．

　　　　　生述のととのった，懐とまった交として書いたもの

　　　　　文意は逓るが，St法的にや唱冨聴のみら樋も㊧

　　　　　誤って使われたもの
　　　　　無答　　　、、

・r・桝た1畔融ど1騨ま靴をどカやか・てY’脚ずである聴
昧もと滋り文法酌にも正しい文を作るとなると，まだ，この程度の抵抗がある

のであ・・こ鵬倖の離ら⑳叫1ゆが机ぎそう叫で守れが・

他の人の状態を表わす語としてでなく，趨分の態度や気持を表わす語として使
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われているQ

　⑩の「そうして」が，接続詞本来の用法としてでなく，　「そうしてから」と

いった複合語の一部として使われたり，誤まって使われたりした。また適当な

文が作れずに無答の老が多かった。その他は，主語がぬける，補語がぬける，

時が合わないなど，文法的に不備な点が，こうした短文作りにすでに現われて

いるのである。

　　もんだい　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5年）

ii雛lliili翼iil：ili…illllil｝｛i

繰緬書窓霊…萱｝…霊謡
1：1：1：藩謡：：：：ll：：：：：織：：：！：1：r：：：：雛ll綱

？2．o．　4．　ol．2．　o180．038．01　OlilOO　l　Oll　994．03．01　2．011，32．0．　8．956，0ii79．0，i　8．61’11．4i

讐0騨騨騨幌86’92．0…6’　Oi22’聯0…6τ611’。1’1’　

i：．f・i．1．1．i．1．；ii‘，ili・：．fil・umlii．11i・1；i．i・．iii；8・，Ll　lli　glli4，liZtt・1．i・ii，．，g・iiii・ILi！lgilllglSlneZllli：’igiiil：iiligii：iiliiiii・igigll

注　○　主脳のととのった，まとまった文として書けたもの

　●　交意は通るが，交法的にやや難点のみられるもの
　〉　誤って使われたもの，またはできなかったもの（無答も含む）
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　したがって，作文能力が乏しいという中唐こは，こうした作文力の一単位であ

る，一つの交をまとめる能力の問題が，この段階でも，残存していることがた

しかめられた。

　一方，臼ごろ作文能力の：不振iなものの中にも，こうした短い交をまとめる作

業としては正しく書ける考も見出された。これらの児童は，むしろ，主題を定

着させる力，全体としての文章の構成力の方に問題があることがわかるなど，

児童の作文能力の診断もできた。協力校5校の成績も多少の出入はあるが大体

園じ傾向を示している。

　なお，岡時に，実施した，4年生（実験校）と比べてみると，かなりの学年

差のあることがわかる。4年では，誤用の率もかなり高くなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験学校（4年）

i…1評1碍脅☆額1急なξ論評
：男（29入）・・レ1｝．・繊・蹴・2・i1121』i’・1珂51…14

E，k，（，gW　，：i　g，ii　lg・　g・　11　gg　3，i　g．　i？i　，？i　Zi　，：i　319

　i　　％　i，　56．　018．　026．　076．0　16．　0　8．　064．　0　18．　0　i8．　0　62．　022．　0　16．　036．　O16．　0’　｛t8．　0

…．縞．です四四㍑．病9．．気㌧’こ芸汽∫．1

iOi　ge　iVlo’

鼠編lil

　　誤答の具体例

i66．01　20．Oi　14．0　70．01，　16．0．14．086．014．0

④〉・・⑱Yρ…♂Yゆ酬Y．1想

灘1．i｝1擁ll㎏詔61
8i　7，1　431，　7，　O，　40，　811，　2i　23，　41　22　1

　1　、　0．8・・016・・；4・・46・08・晦・2・・旨

誤答の具体例を二，三あげておこう。（実験学校5年）

最もできのわるかった，⑩の「そうして」では，次のようなのがある。

　　　そ5してから行くんだよ。（M男）

　　　ぼくは先生にそうして，くださいとたのみました（S男）

　　　窺よう日におそうじを手つだったら．rそこをそ5して」といった。〈N男）

　　　かみしばいのおじさんがそしてといっていました（H女）
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　　　　もうこんなじかんか，もうそ5してはおられません（N男）　’

　　　　それをそう七てくれ（S男）

　　㈲　ふしぎそうに

　　　　嘆≦嫡，そんなにふしぎそうにおもわなかった。（S男）

　　　　てじなつかいのてじなをみ：（，ふしぎそうに思った。（K男）’

　　　　ぼくはふしぎそ5にみていた。（丁男）

　　　　麹墜ふしぎそうに海を見た。（S男）

　　　　ふしぎそうにみていた（みる）。（ミ男・S女）

　最後のは，主語がぬけているので，自分か他の人かわからないが，この主語

がぬけている文が他のもんだいでも多い。

　　　　㊧ら却・近づいた・（H女）A｝・近づいた・（s女・K女）

　　　　まちがっているか調べてみる。（S女・Kl女）

主語をぬがしやすい児童は，他の問題でも間じようにぬかしがちである。

　また，主語のほかに，述語が不完全で，舌たらずの文にするのが，低い段階

にいる。

　　　　すみ子ちゃんはびようき。（H女）

　　　　きみはいじは（わ）るなのできらい。（S男）

　与えられた語が（1）の「調べてみる」のように，現在形であると，それを使っ

て，文を終止するのがむずかしいのか，「調べましたeJ「調べてみました。Gと

しでしまうのが多く，また，

　　　　あしたは理科のじかんにかえるのおなかを調べてみる。（Y女）

のような時の合わない使い方も出てくる。

　’「おこられる」も同様，騰こられた」となりやすい。

　そのほか，

　　　　ぼくたちは手品を馬ていたらふしぎそうに見ていたが，たねをといた。（H：男）

実際の作文によくある，述語の重複や，主語ぬけがあらわれたり，

　　　　友だちが「きみ，犬がすき」と，いわれたので，ぼくはrきらいです。」とい

　　　　いました。（S男）

　助詞の誤用か，敬語か受身の表わし方のどちらであるかは分らな．V　Nが，こん

な形も，実際の作文には，ぼくある例である。
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　（2）すじに従っで文を続ける能力

　申学年の課題作：交などに見られる一つの傾向として，あることを書き出し，

その文中のことがらの連想からか，やがて，主題とかけはなれた文に展開す

る，あるいは，無意味の挿入文が混入されるなどの現象がある。捗れは，単に

すじに従って文を続ける力，文と文を接続させる力の問題でなく，主題に対す

る文の構成能力の欠如でもあるが，さしあたっては一つづきの丈章を接続させ

る力の問題である。

　問題◎のように，順序を乱して配列してある文を，もとの筋の通った正しい

順序になおす作業をとおして見ることにした。これは読解力の問題ともいえよ

うが，文章を書くに当たって，文の前後の関係を考えながら書きつづるはず

で，いっせいに，客観的条件でテストする方法として試みたのである。

　その結果

　　　　　　　　　もんだい　e　　　　⇔　　　　⇔　　　　㈲　　　　飼
　　　　　　　　　　　　　（生活文）　（生活交）　（生活交）　（手紙丈）　（説贋文）

　　虫魚5輩（・9入）　81・661・275・・22・・、・6・・

で，かなりのできであるが，文の種類によって大きな差が見られた。生活給e

㊤白は他に比べるとよいが，その中では，汽車が発車する前後の様子を書いた

文がいちばんわるい。ζれなど，観察が行ぎとどかないのか，経験が乏しいの

か，どちらかであろうが，まだ，この段階の児童にはこうした観察の分析的な

作文は現実でも書いていないようである。

　手紙文が悪いのは，手紙文の順序に関連がある。順序として，必ずしも，正

答通りが要求されないかもしれないが，まず時候のあいさつ，網手の安否を

たずね∫自家の近況を述べ，用件を伝え，結びのあいさつをして，年月日，発

儒者から受信者へというのが一般の形式であろう。ところが，手紙文の書式ど

いうことも含めて，意外にできが悪がつた。ヒれなど，実験校で手紙文を実際

に書かせた場合と比べると，（中学年の手紙文，書式が正しく霧けたも’O　50％

台，順序正しく書けたもの40％台～ただしこの場合は，’定め順序の型を基

準としない）さらに低くなっている。もっとも，手紙文の順序など，成人の聞

でも野州と個性的なものになりつつある現実をも反映しているのかもしれな
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い。鋤の説明文も低いが，まだ，論理的に話をすすめる能力が十分についてい

ないからであろう。生活文でも，自分たちの生活経験に近いものeが最もよく

できているのは，そういう文に書きなれていることを示していよう。

　ただ，実験校4年の結果と比べると，やはり，学年差が現われている。

　　　　　　　　　　　　もんだい　〔う　　　⇔　　　⇔　　　㈲　　　働

　　釜験r警部（・・人）　58％58％o・2％・％28％

協力学校（5年）の結果では，概して，実験校よりも低くなっているが，こう

いうテスト形式に不慣れなためか，読解力的な要素が加味されたためか，あと

に，問題を残している。

　　すじに従って交を続けるテスト結果　　　　　　　　　　　　　（5年）

翫確r磯遍辱も画≒磯・四・んだ呼．均r

実験49人l
　N　　49人｛

　G　　49人’

　C　　5G人…

　H　　30人l
　K　、41人1’l

D　49ぺ

　EO　．5105　i
81．6　i　6L2i
66　7　1’i　54．2　1

鶏　：1：li

65．　6　1　65．　6　1・

39．5　・　55．8　／

83．7　1　89．8　，

，，弩

43．　7　1

57．1

66．0

53．1

48．8

77．6　，

22．4

2．　8’

　o
　o
6．3

18．6

4．　1

拗・校讐itt・・．・i　63．・・58．31・．・・

　90
46．9　i

6．2

32．　7

22．　0　．

34．　4

37．1　’

55．1

40．0　i

　thoo’1

57．　6　i

34．2　1

42．　0　’

44．8　1

45．0

40．0

62．0　’

46．　4　’

　（3）文章の構成能力

　文章の溝成能力をみるために，登場人物（ここでは動物）や場面などのわか

る絵を見せて，絵に即してまとまった文章を構成させるのが，問題⇔のねらい

である。場面の展開などは，絵によって示されているから，文章を構成する手

がかりが与えられているわけで，全員が皆同じ文章になりそうであるが，しか

し，やはり構成力や展開力の優劣が現われる。

　絵が与えられているので，登場者を全部あげ，話の順序を前後させずに展開

することは完全に近いできであるが，話をまとめるということになると，やは

りまだ問題がある。さらに筋の発展の上で，登場者の行動について，叙述した

il　sその場の情景，場面の描写などを加えて，いきいきとした，おもしろい話
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験学校　5年

勢（2f天yら1：凹可内…oi…至1…面「…113：　1ド…ゼー1｝縫ヨ6ワ

　女（28人）128　0　0；27　1・　Ojli・161　ii　9・・15　4：12．131　31

謄跨1磁⊥1戯二1螢1言蝿唇1：；実録編｝

　　（註）　3・2・1は評価燃焼

にまとめるというような表現力は，まだ十分でないことを，結果の数寧によっ

ても知ることができよう。

　もっとも，反颪に，登場の動物たちに，それぞれ名前（ミミちゃん，ぶう子

さんなど〉をつけ，（登場の動物を性別に分けているものが多い），かれらにふ

さわしい会話などを交わさせて，おもしろ，く話をまとめることができる者もい

て，児童のゆたかな想像力・創作力の現われているものもあった。

　なお，課題作文や，他の漂的に癒ずる諸種の作文では，あまりふるわなかった

児童でも，こうした，書く条件や場面を与えられると，案外想像力を働かせて，お

もしろい，味のある作文が書けるという例も見られた。こうした意味において

も，作文の基礎能力の分析テストでは，児童の内包している能力を，あらためて，

診断し確認することができる。したがって，この種の意図的な能力分析テスbも

必要に応じて行なってみることが，作：文指導の実際に役立つのではなかろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5年）

蘇締瀬i勢i溜鍛離！！i｝

1灘：：i：i難馨ぶiill繋竺i灘雌i難il

　　（注）　3・2・1は評価段階
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　協力学校の結果をみると，学校による多少の出入はあるが，傾向的には共通

したものがあるこ≧がわかる。∫なお，同じテストをした4年生（実騨学校）2

比較してみると，学年差のあることが認めちれよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験学校　4年

＼㌔華覆蔑．穫醗週評険響雄蕊i
l㌃1i身軽E工窯1疑舳・．簗i∬2∫セ厄・？．1範コ

　さらにごあテストは，最初に実施した後（昭和32年）。1年間隔をおいて，昭

和34年1牽期にも1実施してみた。実験学校では，4年の時こめテスFを受け

た同一兜童が，6年七も被調査児童になったわけで1全く同一一児の発達が晃ら

れることになる。をの結菓は1

　　　　　　　同一児童に．みられる学年発達　　　　’4年～6年（i爽験学校）

弱年llll：i：：：悪1瑠ll纏lli悪戯1

　（注）　この学級には4年以降に転入泥董が4人あった。

2年閾に，かなりの発遷が幽ることがわかる。も？とも，登場者のあげ方や，

順序正しく述べるこζほ，、後退であるが，これは，2年間に他校から転じた児

童趣入もおり，：とうい嶽メ脚・なれていなし～ばかりか，研砂・・一プに

属しているからであろう。他の協力校に比べても，低くなっている（後掲）よ

うである。

　な脇協力学校の6年生の結果（これらの児童のうち，4年生で，このテス

トを受けたものも相当数いるはずである）をあげておこう。登場者の行動や，
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情景の描写など，交渉構成力の上で，肉となり，亀卜なるような能力が，学年

を追うに従っ℃ついてくることが認められよう。

（6年）

．fft・1100｛　0：
Oig6．2i　31　sl

　　　ミ　　　　　　　　　　セミ
　　、i　　l　　；

Mi1。OiO｝
　　　　　ド　　　　
式igl：；i　l：1

11：：1郷学ll：li　l饗・1：ll、

　　　　　　9i／2ii’91’ii2’lli　“’　．3；Z9’211／？1’Zl／’9LIO91i　9

1灘11：1羅lill：li

　　　　　　O1183．　31i6．　71　’　Oi，

　　　　　　8f．eiZ－s；一giifl／e・：一l

　　　　　　Oi55．　8i39．　51　4．　7iO169．　8130．　31

g．ls．i・？．1．｝s．．7il一．．．rmgllz’7？．i．mmip一？一i－g．11ww．．．．g．1

3唇2・1をま葬平萄醗段5皆

異体例

（5　年）

5年S捌

こうえんにひ（し）いそ5がありました。そこえうさぎのみみちゃんがやって

きました。そこえねこのたまきちさんがきました。またそこにいぬのわんくん

がきました。

に灘ll灘購灘｛1鎌篶繋lll
f，うの浮チ・ンがきましたそセてぞうのトγチャンがのぜてといいましたト

　ソちゃん壼2おちいからびと磐？たしたちわか掃いから4入4人の方墾2うさぎ

ゆみみち帆ね・のた聴ちくん喰（ぬ）ttのわんくんぷたのぶう・がのりま

t

i

碑それでもぞうのトソちゃんの方iがおもいのですからみんなこまりました

そしたらいぬのわんくんとねこのたまきちくんがそんならきみおりろよといい

ました。ぞ5のとんちゃんわなきそうなかおしました。そしたらうさぎのみみ　／

ち・ん・ぶたのぶう・ち帆がそんなのかわ・・そうよ・U・いました・そ・で絹

うのトソちゃんがよろこびました。こんどわばしょおかえましたやっぱりおも

いのでワソくんとねこのたまきちく（ん）にくみました。

蔦5



　この作交を書いたS女は，言語能力も全般的に低く，作文もあまりふるわな

い。ただ中学年ごろから，たくさん書くようになったが，課題作文などでも，

いつも，焦点のない，だらだらとした文が多かった。その欠陥はここにも現わ

れていて，動物の登場のさせ方も，先に羅列的にi登場させておいて，あとでシ

ーソーに乗せるという筋の運び方になっている。

　この羅列的に登場させるのは，低い段階の構成の仕方である。これと同一の

能力テスFを1～6年まで実施したところ，1年生は，ほとんどt）この羅列的

登場のさせ方で，重さ関係から話をすすめる，全体の話を構成できたものは，

数名にすぎなかった。（この調査結果は，全体のまとめにのせる予定）S女は，

1年忌的発想で始めたが，途中からシーソー遊びの場面であることに気づいて，

「そしてそのわλ．くんね（は）ねこのたまきちくんのほうえ（へ）……」とな

ったのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年　N男
　　　　　　　　　セ　リ　ほ　げげヨ　ロ　　　　　　お　コ　　　　げ　セセ　　　　　セ　セ　コ　　ドハ　ハぬコ　　　セ　じじ　　　　　　セげじ　セ　　セ　　　げげじ　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　
　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　iお一いみんなこいよどっちがおもいかくらべ至（よ）うぜさい蓋（しょ）にう　i

　　・ぎ・ね・そうす・・おな・ですね・くんのほ5に・・ぬくんがの・か・・ね司

　1のほうがおもくなるだけどうさ豊（ぎ）の方にぶたがのっかるとおなpですさ　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　いごにぎxたいのぞ5さん一りうさぎ，ねこ，いぬ，ぶた，みんなでのっかっ　i

　　てぞう＿びきでもぞうの方齢もい　　　　　　　｝

　この文など，動物の名は一応出てくるが，どういう隠忍で，どういうことが

起ったのか，話としてのまとまりがない。文章構成のための場面が与えられて

いても，この程度にしかまとめられない低い段階もあるのである。

　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年　N男

lLZI，tそう（シー・一）に，うさぎがの。妨，うさぎがの。璽（い）姻・

tうがあボってしまいました。そこへねこがのったらちゅうしんがとれました。
：

レ　ねこのほうにいぬがのったらうさぎのほうが上りました。うさぎのほ5に，ぶ

　たがのったらちゅうしんがとれました。そこへぞうがきたので。ぞうしとりに
ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1うさぎ堅∵璽塑坐）さ整・塑うのほう・壁胤痙

　絵が示している弓場爵に即して話がすすめられているが，「この絵を見て，

だれかに話してあげるつもりで，お話をつくっ七三さい。」という手引に対し

て，いかにも，叙述の味わいのない文章である。シーソーに乗った，動物の重
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さ比べという説明に終始している。男児の方に，この傾向のものが多い。N男

は，記録文や感想文にはかなりすぐれているが，こういう，想像力を必要とす

る物語的な文になると，あまりさえない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年　S女

｛　シーソー　　　　　・　　　　　l
　lある日，うさぎさんが，シーソーにのって「だれか，よい縮手はこないかな」　l
　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　lと　まっていましたそこえ　ちょ5どねこちゃんが来て　「うさぎさんの　1
津て」・虻ので「うんい・・よ，おのり」・勉ました．：Aでや。てi

！い・・いぬくん・・ね・ち・んのう・うにち・こんとこし浦てし…i

　…ました。　「いぬくん　やめておくれ」とうさぎくんがゆいました。ねこちゃん　1
　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

渉…ぬ・んやめてひかく捌・壁・したち・う・そ・え副
　iたくんが　「のせて　おくれ」とゆたのでのせてやりました。「ギ”タソバー　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

　1＝ン。ギー・タソバーコソ」「うさぎさんの　毛，白いね」とゆってぶたくんが　l
　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　iせなかをさわりました。　「くちゆぐたいよ　やめておくれ」とゆたので　みん　l

　iな　大わらいです　そこ皇　ぞうさんが　やって来て　「みんな　楽しそうだ　｝

睡のせておくれ・・壁のでみんな…てしまいま臨・そ・だ四べ

昌’・しょ甑・てぞうさん一人にな・たらよいよ」とうさぎくんが壁ま碧

　…た，みんな　大さんせいです。「ギータンパーコソ　ギータソバーコソ」みん　・

　　な楽しそうです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　l

　S女は低学年の時は，文字力が低かったために，総体的に能力の低い児童で

あ：つたが，中学年のころから，書くことに興味をもつようになり，ときどき，

よい作文が書け，作文能力がついてきた。この作交でもわかるが，交字力や表

記力など，まだ一当難点があるにもかかわらず，かなり，想像力をはたらかせ

た楽しいお話としてまとめることができ，S女の中学年以上め作文力の実態を

現わしている。

　なお，上位群になると，次の程度にまとめることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年K：男

　　　あ謡うさぎさん・・シー・一に乗・ていまし島一人で乗・ていてもう・｛

犠？驚灘感涙繁瀦酷三鷹ぎ鵬｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　よ。」と，いってかけて来て飛び乗りました。　　　　　　　　　　　　　　i
　　そうし妨だんだんうさぎさん頒。ている方力粒L。て回した．「うふ，翻、

　　　　　　　　　　　　　　　　　15Z，



　がってきた，あがってきた。」と，うさぎさんはよろこんでいます。ところが

　ちょうどまんな傘まできてと1ま？てしまいましただからおもしろくあgませ

　ん。その時，きうにねこくんの桑っている方ががたん．としたにおちましたeね

　こくんはおどろいてうしろをみると，篤くんがすましたかおをしてすわってい

　ます。「おどろかすな。」と，ねこくんはおこりました。そこへぶたくんがはし

　ってきて「ぼくものせでおくれよ。」と，いったので，うさぎさんのすわって

　いる方へ乗せてあげました。そしたらまたおなじになってしまいました。「こ

｝就暢挑しろくな司と状くんカ・いいまLko

浮・へぞう・んがきて「ぜんぶそ矧・蹴・・」・・い…隈そ・て

　ぞ．う、さんはあいた方へすわったらぞうさんのすわった方が下におゑ（ち）てき

　てかたんとじめんにおし（ち）ました。そうしたらうさぎさんと，ねこくんと，

1犬くんと・ぶたくんたちは声をそろえて「チ・潟仙ろくない嫡・」とど

i勧ました・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5年　0男

康鷹溜愛撫膿識盤1畿説
　と丸いました。　r’うん，・じゃあみけちmpんはそこにすわりなよ一」「う．ん」「ギ

　ッタソバッタソ」しばらくやっていると；「みけちゃんのほうが，重いね一一」

　「ちがうよ一。ワソちrpんが，きみのうしろにのったんだよ。」丁な’んだ一一j

　rぼくもいれてね，みけちゃんに，うさちゃん。」「いれてあげてもいいけれ

　ど，つりあわなくなつちゃうat　一一。」「こまったね一」「あっ，ぶたの花子ちmp

　んが来た6」「花子ちゃんはいらない。」「じゃあ，わたしもいれて。」rやあ，つ’

　り闘ったつり合った。」「おもしろいね一。」’rあっ，ぞうのデカオ君だ。」「わあ

　一おもしろそうだあ一。」ドいれて。」「それなら，デカオ震は，重いから，花子

　ちゃん，ぼくたち1みけちゃんの所へ，行こう。」「そ5しましよう。」「ギッコ．

　ソ。」「うわ一やっぱりデガオ君は，重いなあ一。」みんなは，び．つくりして書

　いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・：「f・

　　　　　　　ぐ　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt

　このふたりは，課題作文をはじめ，他の諸種の作文テストに，学級で，いつ

もすぐれたでぎを示している。ここでも，K霜は，たくみな情：景描写や会話な：

どによって全場面をいきいぎとさせながら，話を展開させており，0君は，会
　　　　　　　　　t・　　　　tt．．　・　・　　　，　　　　　．　　　　・　、∴　　　　　　　　　　　　　’　ご　i

論中心ゆて・その卿蘇や男齢麟越かっ1搾る・シヅー地下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミの軸唖さ関駄ども・単に・・の鋤・ζよつ吐卸たというような導

ちな麟明に終始しないも豊島の動物にそれ福二名称や性格屯行動の旨

　　　　　　　　　　　　　　　　　i；ξき



主性などを与えて，一編の話にまとめているなどe’同一条件を与えられた場合

でも，この程度の個三差があることがわかる。なお，「みんなのシーソー」と

いう題で，それぞれの動物を登場させ，最後に，大きな象が来た時には｝みん

な仲間に入れてよいか考えこんだが，「ぞう鴛一人ならきっといいよ。」という

とんちゃん（豚）の発雷に従って，みんな「仲よくのれました。」と，主題に

即した叙述を展開させたH君などもいた。

　なお，このテストは，29年入学の児童には，4年生と6年春の二回にわたっ

て行ない，全体としての発達は，前に示した結果の一覧表でもわかるが，同一一

児童が，どのような発達を現わしているか，実験学校の児童によρて，その具

体例をみよう。

　同一児童に見られる学年的発達の例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S女　4年

1，さぎ、糠。さ轟融・ぶた謡，さんがき甑1

膳三揃鷺島認灘妻ε徽謡揚駕
iがたがきました．ち・うぐらいに底。てあそんでいると，ぞうさん魔そ，i

　｛こんどは，うさきさん，ねこさん；t・ぬさん，ぶたさんがのっても，ぞうの∴　i

iほうがい、初泌。のると，『「いあは∴や。ばづ，窃励ク蛎めうパi

i轡一いそ・一・のほ・趣・柔1騨叫馴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ttS「女　　ny6年

　　　　　tt．igCのシーン　　　　一：、　．t．／tt　t　、’
　　うさぎさんが，1ジ偏ソをしていたら一人なのでうまらなくてづしろを見たらね

臣蘇たの・（r・・V・，。しめにや。てV、妨ね・のうしろ獣が齢そした（ら）う

　iさぎがなわヤこ至爵参ダ）でうさぎのうしろにぶたさんが来ましte．・こんど豊（は〉　．

1ぞ5さん・轍ので難壁塑・勢縄町ぞうさんマ燭・のう声ぎ一

斑『攣酪鰭賜でや7下ゆよ9∵鱒塗ζ璽『ζ・＿。、，，．，．

　S女の場合ほ，噂年と6忌め閥℃，それほ1～≧著しい発達は：見られず，両方と

も低い成績である。しかし，4年では，初めに場面設定ができず｝・登場のし方
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が，羅列形式で始まっているが，6年ではその欠点が除かれている。しかし，

あとの筋の運び方は，まだ貧しく，重さ関係でバランスのとれないことを「か

わいそうなので」で現わそうとしているが，それカミ動物相互の動きになってい

ない。ただ，4年にみられた文の文法的不整がなくなってきている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O男　4年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　うさぎのなまえ重2はなごさんはなごさんがしんそうに聡いますあいてねく　i
うきなのでうさきのほうがおもたいそしたらねこのはやこさんがきましたそし　i

妨瓢なじの9，しんでうれしい癌泥らいむのわんたろ5越まし爵…

鵬ね。。V：や。さんとわんたうめ予州1蔑たく励ましたそした晶系

のでぶこさんがきましたそしたらまたおんなじになりました。そしたらそうの
はなながさんがきました蔽赫さん旦り・あ・みんないき観蔑し妨1

はなながさんのがおもたくなりました。 　　　　　l
　　　　　I，．．一　rmnv．nv一一，一1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O男　6年
ビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おへ　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　セセ　　　　　　　　　　　　　　　　キ

｝　さいしょう，うさぎがしんそうに璽いたところに，ねこのみけがや（って）｝

｝きて・のせて・璽た・・ね・のみけがすなおにのせて継・　　｝

差響1簾llll聡ll撒∵記
　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　・．一、一．一～・・．…・・…．一一　　　　｝

いぬのぼ旧びくりしました・かたい々まうのうさ麹うれしくてたまり飛ん■

iそこえちょうど，ぞうがやってきて，ぼくものてでおくれよう（と）いうとみ｝
｝ん藤そうだんしてぞうくん＿V・きとしてみんながかたいぼうにのりました。i

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
｝そしてぞうがのたら四ひきねまたたくとまにぞうにもちあげられてゆうがたに
し竺叢論撃巻㌧一tt－tt一一．．．．．．一tttttt－tt．一．．．．＿．一一一一一tt．．＿tt－ttttt一＿．．．＿．一一一．一．．i

　0男の場合は，文と文を接続することば，いわゆる接続詞の使い方の発達の

例（まだ，問題は残っているが）であるが，しかし，接続詞の発達は同時に，

文章講成，文章展開の上に重要な関係のあることが，この例でもわかる。

　もっとも，次の例のように，4年と6年との間に，ほとんど発達の見られな

い，長文のくせをもった児童もある。これなどは，書字力などで，字形の誤り

を気づかずに，長い間持続して誤っている例と共通しようが，適切な指導・助

言を欠いた例でもあろう。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1女　4年

　　　　　しいそう　　　　　　　　　　　　　　　1

　うさぎが一人で，しい誓うにのっていたらなんかの声がして　うしろ室みたら　i

　ねこがのせてと　うったのでうさぎわのせてやったらちょうどよくなっていi

　空ち　いぬがきてだまってねこのほうにのρ準¢）でうさぎがかるいρ険　｝

　うえに　あがってしまったところ皇　ブタが　きてうさぎの像うにのったb－　i

　おなじになってのっていたら　ぞうがきて，のせてもらってのったらぞ5あほ　1

　うのが　おもたいので　ブタ　ネコ　イヌ　ウサギたちがかるいのか　ぞう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミのほうのが銚いのかわからなし’ぞう一人にどうぶつ四人の・たら・ぞi

　うの（ほう）が　おもいてわかりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　i

みんなでい・し縄そんでゆ…たの四徽・てかえ・て・ん判

　　　　　　　　　　　　　　　　　あんなじかんになつかので　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おもしろく　｝　のあさになってきたら　　　　　　　　　　　　やっぱり

ないρでこんどブタがいちばんうしろ獣・た卿こわそうなか・こう1

での・妨いぬがいいきもちにな・てのててい燭ブ効ミいぬに1
　するいそ　いちばんうしろになってみてごらんといったのでいぬがこわくな

　っていいじゃないかといって　しょうがなくてぶたはあきらめました。　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［
　ぞうはちからがずいぶんあるのねといいました。うさぎわみみがながいの
でねこがみえないといいましたうさぎおみ燃くててがまんしなさいと1

い。た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　．＿一一．．．．＿　＿、．一．．．．．．．．．．．＿＿＿＿一＿一．、　．．．　＿．．．．＿一．．＿＿．一．．．．＿＿．＿＿．＿＿＿　．、．＿』．．＿．．．．．、＿．＿l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I女　6年
tt『 @　　　　　　tt．．．t　tt．’……r．『1『．．　』…………．．’………．．．．一．一’．．．．’…t　t．．．．……’．…t’mtt．’．．Trm　tt．tt一’…．tt…．tt　tt…“一『’．……．「

　　　　　シイーソー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　　ウサギが，シィーソー亭このっていたらそこにねこがきて，いっしょにのって　｝

　たら，犬がきて，ねこの：方にのったので，ウサギの方が上にあがってしまって

　たらそこに，ブタがやってきて，ウサギの方にのったらちょうどよくっりあっ
臨たら，ぞうがきてい。し（、）にの。妨っ鶏応ので＿加匹と，娼

　らが　　　じ　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　ロ　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・一一IZE・・でや・妨ぞう筋がおもいので四脚下上にあが・てしま・た・i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S男　4年

　　シーソーの右の方にうさぎがのったら左が上ってしまいました。ねこが来て　i

隣嚇・の・たら肌肥さでした・犬・・来てねこの方1・の…犬とね・ots　i

　が重くなってうさぎの方が上りました。ぶたが来てうさぎの：方にのったら墨　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　（た）が重いので転じになりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　しばらくすると，ぞうrが来ました。右がわにぞうがのって左に，うさぎと，

　ねこ，いぬ，ぶたの順にのりました。そうしてもぞうの方が重かったので，う

　さぎたちの：方が上りました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S男　6年

i　　　　みんなのシーソー一
iうさぎの，ぴ、ん子ち帆が，シー。一を。の。て志んでいました．でも，

i一人なのでつまらなくなってしまいました。

｝　「だれかこないかなあ。⊥すると，そこへ，ねこの，まるお君がぎました。び

ほん子ち帆が，「シー，一やらない．」と，いうと，rうんやろう．」とい。て

iの。かbgした。　＝人がのると，・、一ソーは，ちめど，平に，励ました。

1そ・へだれ瓢きて，ぴ・ん・，の・・．ぴ・ん鵬・んは，あぶな

iく，落ちそう敵りました・撚の・たのは，わ耀でした．えらそうな灘

｝して，「ど5だい，重いだろ。」といいかけたとき，ぶたの，ぶう子ちmpんが，

据びめ・・，ち・う・になうて，…齎なんか・璽伽・撫・・；ぴ・ん

i子ちrpんに，びいました。ワン悪は，「ヘへヘへ。」．と，いっ℃，頭をかきまし
I

iた6・今度は，みんなで，象の，太郎三をよびに｝：いきました。象くんが，右に

iびまん子ちゃん，まるお君，ワンi乱ぶう子ちJt’んだちみミ；左にのると，すご

iい，す・い，ぴ・厨ち軸たち筋力・，上にあカ1らてしまいま臨ぴ・ん

i子ちゃんたちは，「すごいなあ己と，いうて，［鼠をみはり叢した。ン
i

　S男の場合でe＃　，4年の説明的な叙述が∫6年になると，想像力を加ネて，

一つのまとまったお話になっている例で，多くの児童は，多少とも，こうした

傾向を示しながら発達を現わしている。

なお些伽ラス嘆るζ・4年職階でも・砒と脚継（文章構成）
がで1き．js，P9・i．β年では・．さ．らにそれを㍉摩の初やや終9を意識して整え筒・絵

からうける動物の表情な．呂をよみとって動物の動作や性格を個性的にする，情

景描写を加えるなど，一段ど生彩のあるものにしている。’・一

　たとえぽ，：交の停まり「な噛ど

　（4年）　うきぎはシーソーにのっているけれど一びきではおもしろくないの

　’（f’Z・・・…　’　， ，　’ P　t’．

（1勉とこ財物村の遊細金晶木β苓ざりぴ1壁1さ轡「・一

　にのっています。（N男）　　　　　　　、　．、　　．1、．ごべ　　．．

　（4年〉＼どうぶつ町の∵ゆうえ．んちのシーツ’．Tにうさぎのしろち々んが　ひ

　とりでのづでいると’液この玉ちゃんが，やってきましだ∵・∴

（6年）ある勤榔門地が劾ました．そとぐ乏こご袋おさぎ嚇
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　国慰が一人でやってきました。……（T男）

，：文末処理では，

　（4年）　……ぞうは，詠まんそうにはなを上にあげてのっています。ぶた

　は，びっくりして日をあけています。（どうしてあんなにおもいのかなあ。）

　（6年）…・∵「やっぱりゾウさんは重いや。」これは　動物村の遊園地の様

　子です。（N男）

　（4年）　……ぞうくんの　とんちゃんがきて　みんなでなかよくのりまし

　た。

　（6年）　……夕がたおそくまで，みんなは楽しく乗って遊びまし73。（K女）

　これらは，6年になると，それぞれ，最初1，cある公園の遊園地のシーソー遊

びという場面設定をし，それに対応するような文末処理がなされているのであ

って∫文章構成上の技術を意識的に身につけてきたものといえよう6’　’

　（4）文章の推i考能力

　選択肢のついた交感から，もっともそρ文脈に適1しだ埼奪い・1蓑現（語句）

を選択させてみるごとによ：って，推考能力をテストするごとができる。（これ

は，同時に書く際の衷現能力でもある。）・　　　　．．，　．．．

　問題㈱は，昭和28年の全囲学力水準調査（国立教育研究所）の蒔にf造成し（三

六研究研で），実施したものであるか瑳『，6：年生の全国平均とも些較できる。
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　学校によっては，今度の結果（5年）の方が正答率が高いとζうもある。敬

体と常体の書き分けを見る問題⇔が，今度もいちばん低い。これは，敬体と常

体の混用文を書いている現段階の児童の能力をそのまま物語っていよう。その

他の問題は，丈脈に即して最も適切な表現をとるという旧記の要素が多く，た

とえば問題圃など，小犬のにおいがしてくる感覚的なニュアンスをこめた表現

をとるなど，もう，この段階では，かなり高くなっていることがわかる。

　参考に，実験学校の4年生の結果をみると，

　　　もんだい　　e　　　⇔　　　⇔　　　＠）　　㈲

　　　工E三　答　率　　　38％　　　 30％　　　　12％　　　 38％　　　 60％o

で，4年生では，ずっと，低くなっている。

　以上，いろいろな臼的に応じて文を書く能力と，意図的分析的に作文の基礎

的な能力を見てきたが，実験学校の児童について，それぞれの評価を，作文別

にあげてみると，次のようになる。
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これによって，それぞれの｝瞳の作効の傾向，実態ががなりはっ豹してく

ると思われるgどう㌔ぐうところに長所があり，欠点カミあるか，診断と指導の一

助になろう。

　なお，最後に，それぞれの作丈能力と他の言語能力との栢関を，参考までに

あげておく。　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　1　，

　　　　　　　　　種類別乍文能力と他の言語能力とゐ相関’

i一一’rm一魂雛劃㌔餐鵬回し蟹愛1弓勢鯉
』語い力とli・・．61h・．7・i3・．672・．6211　・．72

：S　＄目閣係数の前の数字は相関の学位を示す。
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皿　事例研究（村石）

　読み書き能力の発達に関する事例研究という場合をこは，

・読み書き能力が含む各回カー一文字力，読解力，読書速度，語いヵ，交法力

　作文力など一のそれぞれの能力に関する発達の実態を特定個入を例にあげ

　て明らかにする。

・特定個人の集団（学級）内の相対的な発達水準から，読み書き能力の発達に

　関する要因を明らかにする。

のふたつの方向が，研究の力点のおきかたによってでてくる。ここであつかっ

た事例研究は後者の方に力点がおいてある6

　すなわち，ここでは特定個人について，

・読み書き能力のうち，読解力あるいは作文能力などが他の能力にくらべて，

　とくにまさるとか劣るとかいう場合。

・高学年のある学期とか学年において，読解力あるいは作文能力などがある時

　期だけ，．し摩らぐまさるとか劣るとかいう場合。

に注意をはらい，そこから問題をほりさげて，なぜそのような発達を示すにい

たったかの「能力診断」を考えた。

　そこで，まず泰例研究をすすめる作業の手順として，

・学期末に行なった各種の言語能力テストの結果を5段階に評点化をする。

・雷鳥能力を規定する要照として想定される知能，環境，社会性，家庭読書な

　どの調査テストの結果を5段階に評点化をする。

・各種の言語能力の間の相関係数をだす。

・各種の二三能力とそれらを規定する要因との問の二三係数をだす。

などのことを行ない，さらにこれらに関係した具体的なテスb・調査・観察資

料を集めた6

　この報告では，

　　　　N児（男）　　　M子（女）

：の両名に関する事例研究をあつかった。
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　　　　　　　　A　．N児（男）に関する事例研究

　1．　まず，高学年の時期に行なった各種の言語能力テスト．および要因調査

の，学級内で評点化したものから，きわめて大づかみにN児の読み書き能力の

問題をさぐってみることにする。

（1）高学年の言語発達と要因の評価

穫
字
読
字
…
2
2
3
3
3
．
、

黙
読
理
解
…
2
3
1
3
3
2

一
．
：
τ
－
…
－

漢
掌
書
字
…
2
2
2
2
2
2

　茄只中の数字は5段階評点を示す。5点が最もよく，

　　れる人数は正常分配率をとった。以下の各表の評点はすべてこれに準ずる。

　構表中，Bとあるのは，5段階評価が濁難なためにA，

　　の。

　上表のほかに，6年1．学期末には，読宇付帯語いテストを行なっているが，

それの評点は〈3＞になっている。

　上表からわかることは，

・N児の言語能力は学級内で，上，中，下の3段階にわけるならば，〈下の上〉

　にぞくする。

・いちばん劣る言語能力は黙読速度である。

．・ ｿ字の読み書き能力では，やや読字力の方が書字力よりもすぐれている。

・作文能力ではAテストよりBテストの方が成績がよい。（Aテストは生活作

　文，Bテストは生活作文以外のもの）

などの点である。

　つぎに，言語能力を規定する要因と考えられるものについて，高学年の時期
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に各種のテスb・調査をしたが，それらでえたN児の評点をみると，つぎのと

おりである。

［知能身旧．振錘一二郵1姪塵遜醗瞬鰯li’』趣蜜1
　　　・一⊥．一？…一∴葱．｛＿．4…一．1一．．一21i、j

　この表によると，

・いちばんすぐれている要因としては身体・運動能力であり，祉会性の発達が

　これについでよい。

・いちばん劣る要因は適応性と：友人関係である。、

・知能と環境，および読書生活は〈2＞の評点であるから，これらはだいたい

　言忌能力テストの評点にひとしい。

などの点である。

　いっぱんに相関係数の上からみると，適応性と友人関係とはよく対応し，知

能と読書生活ともまたよく対応するものである。また，身体・運動能力と言語

能力とは逆にほとんど対応しないものである。

　さて，ここで醤語能力の診断をきわめてあらく考えるならば，

・N児の高学年の読み書き能力は学級で〈下〉の段階にある。そのうち，読書

　速度がとくに劣ることが特微である。

・なぜ，学級で〈下〉の段階にあるか，ということについては，知能，読書生

　活についてみれば，当然のように思われる。

・しかし，なぜ，読書灌度がとくに劣るのかについては，適応性，：友人関係が

　悪いからだ，ということになるが，それだけの説明では十分ではない。

ということになろう。

　ふつう，このような事例で読書速度が劣る場合には．

・中学年までの国語学習において，基礎i的な読み霧き能力に欠けていること。

・情緒の安定性に欠けていること。

などがある。これらの点については，さらに以下の具体酌資料から吟味してい

くことにするo
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　（2）中学年までの言語発達

　N児の低学年のころの言語発達はつぎのように診断された。＊

・言語能力の学級内での位置

　言語能力を全体としてみると，最下位を低迷していた。

　言譜能力の中で，とくに劣る能力は，

　　　　作　文，発　音

　比較的よいというもの，

　　　　話　す，語　い

　もっとも，よいといっても，学級の中でふつうの能力がついているという程

度である。

　概して，基礎的な：文字の読み書き能力が劣り，それが文，文章：の読i解とか，

作文が書けないという原因になっている。

・言語発達の条件

　知能は学級の中でふつうであり，身体，性格ともに良妊である。

　家庭i読書，学校生活はともに悪い。

　新聞，ラジオに興味をもたない。本は慮分で読むだけで家族の協力を求めな

い。学校生活では学級のものから乱暴をするといってきらわれており，本人も

学校がおもしろくないようである。

　家族の訓導とか，文化環境も十分でない。

・君恩発達の診断

　N児は末子であるため，甘やかされて育てられ，乱暴する子どもになった6

そのため，グループ意識がわかず協調的でない。言語能力では，内閉的な子に

くらべて語い，話す面に得をしている。しかし，家庭で指導を十分にせず，め

ぐまれた文化環境にいないために，文字の読み書き能力が学級の人なみにっか

なかった。その結果が，文章を読むとか，文章を読解するとか，文章をつくる

力がつかなかった。

　卑以上は，昭瀦28年，N児が1年終了時に筆者カミ診断した記録メモによる。

　ここで，もう少しN児の高学年にいたるまでの各学年での署語能力を参考ま

でに調べてみることにする。
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逸≡幻一昌．一L巽隆1凱1匪ぜ壕li

　et・第1学年での言語能力の評点は省略。

　上表のほかに，4－1，4－2，4－3には音読速度テストを行なっている

カ㍉N児の評点は4－1＜2＞．4－2〈1＞．4－3〈エ〉となっている。

　このようにみてくると，

・言語能力が学級の中で〈下〉の段階にある状態は低学年，中学年でもそうで

　ある。

・読解力にくらべて，読書速度が劣る。とくに，中学年までの成績からみる：と

　黙読遮度より音読能力に劣る。

・：晶晶の読み書き能力では，漢字の書字力の方が劣る。

・黙読理解，文法，漢字読字力などは比較的よく，学級で中位にある。

などの点をあげることができる。したがって，高学年にみるN児の書語能力の

特徴は低学年，中学年からすでにあらわれていたものとしてみなければならな

い。

　その点，先にのべた読書速度が劣るのは，高学年までの基礎的な文字力が劣

ることがつもりつもって高学年になって，読書速度が劣るようになったという

ことはだいぶ修正が必要になってくる。もちろん，基礎的な交字配が十分でな

いことも確かであるが，それ以上に基礎的な読みかたなり，もっと深く情緒性

の問題なりに結びつくのではないかと思われる。

　いまひとつ，N児㊧中学年までの言語能力と高学年の雷語能力とくら尽たと
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きに，特徴としてあげられるのはつぎの点である。

・高学年になって，中学年までより学級での成績が全体的によくなった。

　2．（1）知　　能

・新解式団体知能検査（武政他）昭．28．7．10　知能指数〈100＞

・新制田中B式知能テスト　昭．28．10　知能偏差値　45

・低学年用三体知能診断テスト（武政他）昭．29．2．25　知能指数く116＞

・京大NX知能検査　昭．32．2．13　知能指数　く93＞

　知能検査の種類によって，知能指数に変動があるけれども，概していえば，

知能はふつうであると考えられる。しかし，数理的な処理能力は低い。

・観察記録から

　　　　　　　　　　　　　　　、　　’　　「　”　　「　　“　」　　　　i　　　　．　　．　
1　　　　　1958．6．11（水）第2校蒔　　6年
　ミ　i’算数の宿題に．頭をしぼっている。

i　rA　Ve　12Hで，　Bは・6日で仕上げる糠をA，肌、。し、に醐や。たらど

雛難潤糠響　一・で…・…

　　　　　1958．　6．　ユ8　（ズk）　第2校蒔　　　 6年

　　　算数の時問に，つぎの闘題がだされた。

1　・1（1÷1）一・

1クラスの慰鍍が完全に理解してL・る。いぜんとして理解不能の者は，N
　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゥ

沸・肝ほか・

　（2）家庭環境

・診断テストから（田研式家庭環境診断テスト）

　　家庭の一般酌状態　　　’　3

　　子どものための施設　　　　3

　　交化的状態　　　　　　　3

　　家庭の一般的ふんいき　　　1

　　両親の教育的闘心　　　　　2

　家庭の一般的ふんいきが評点1でたいへん悪い。N児が答えたところによる

と，両親が夫婦げんかを時々する。家がほがらかでなく，活気がある方だとは
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あまり感じない。家の中がよくせいとんできているともあまり思わない。父は

時々叱り，母は母でよく叱る。そうして＄1分は家でじゃまもの扱いにされてい

ると，時に思うこともあるという。それから教育的関心についてはほとんど無

関心な状態であり，話諸手にならないそうである。

　もっとも，この種のことは程度問題であり，　「じゃまもの扱い」という印象

をもつのはN児のようにき素うだい数の多い申の末子がもつ＝ンプレックスと

も思われるが，浸入がそのように受けとっているところに問題がある。

　N児の家庭の職業は飲食業（鮨）で，これはN児の入学当初からpa　e　6従業

員は4名で同居している。爾親は健在。N児は8人きょうだいの末子である。

’N児が書いた作文から

　　　　わたくしのうち　　　　　　　　　　　　5年　　N（男）

　　うちのおにいさんはいつもぼくをいじめたりなぐったりします。

iそれからおにいさんは麟分がよければ人のことなんかきにしないその兄いさん

　の名髄はよし正という引過です。

　　それからやさしいのはおとうさんとおかあさんとお店の小ぞうさんのまこと

　ちmpん。それだけがやさしい。あとはみんなやさしい人じゃない。このあいだ

L二1二鰹下墜㎝．＿⊥．．＿旧＿．．一．＿＿tt一．．一．．．．．＿．tt．＿＿＿＿

・veよし正というのはN児よりふたつ上のにいさんのこと。

（3）身体・運鋤能力

．・ g体検査の結果から

ドtrttttttttt…｝…；m．5’二三幽y…∫…罵㌶．七請5…・一・（・月）

　　身　　長：　137・伽　；　149・6・m　　　155・4・m
　　体　　重、　4L。kg　i　47・6kg　　53・Ok9

　発育がよく身長，体重とも学級で最高である。

　N児の運動能力はひじょうにすぐれている。

・観察言己録から

　　　　ユ958．　5魯　19　（第2糠匿寺…＞　　　　　6年

朗のラジ淋操のとき潮礼龍あが。て魚蝋をする孫孫ば滴こ｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
謝撫麗頚製南無鱗姦禦夢野㌶fL細細コ
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－；上，体操が上手」という線で，聾見はきちんとすることにはどうみても欠ける
iヵ・，他のXkつの興すばらしく、、いからという。とできま。た。

　1．．t／一J．．一t．：pt．mmmuww．一um．．．．e．．．．一T．．．．．ua．LT．．．um．．LT．ww．一Lww．．．．＝rr．．hww．．．一．．　umnvL．．．．mm．w一．．．

　N児は入学以来，非常にじょうぶに育ってきた。病気といえばわずかに5年

の2学期に旙桃腺炎をおこし，全治までに1週間を要したという程度のもの。

　なお，陽転は5年1学；期のとき。

　このようなわけであるから教科外活動は，体育クラブに入り，学業成績の中

では体育だけが非常にすぐれている，ということはもっともなことである。

　ついでに家族のことにもふれておこう。家族数は10名でひじょうに多いが，

みんな健康。ただ，N児の母親だけが，昭和29年ごろから血圧が高く，脳溢血

をおこしたが（昭和30年），約3か月の静養で全治した。

　（4）綿入関係，学習態度

・交友関係の調査を「だれでしょうテスト」の形で調べた。これは，

　　仲のよいともだちはだれですか。

　　その人のいうことなら賛成する人はだれですか。

　　いちばん親切な人はだれですか。

などという質問で，それにあてはまる人を記入させたものである。

　この調査項目で，N児の名があがったのは，くいろいろな運動がいちばんじ

ょうずな人〉の項目に8名からあげられ，〈いちばんがまんづよい人〉の項目

に4名からあげられ，〈いろいろなことをまっさきにたってやる人〉の項穫に

3名からあげられた。

　しかし，〈仲のよい友だち〉としてはだれからもあげられなかった。N児は

乱暴をするからという理由でみんなからいやがられている。もっとも，成績の

よくないいたずらずきな男の生徒の中では英雄的な存在である。

　交友関係がこんな次第であるから，したがって学習態度も悪い。

・観察記録から

醜いう脚本先生暗楽嚇蹴とくにひどいそうで認任の先筋ら，今後
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隠線減点二野旧記鷲鷺添
いこしていた・　　　　　　　　　　　　　　i

　l一．．．…．．．…．一＿＿．．．．．．．．．、．＿＿．．．一一．tt＿．…，＿＿．．．．．．．＿．、　tt　tt』．．．．、　，　　．．．．．．一．．．．＿＿　t＿tttt一．t、tt一＿．．．一．一．．．．．tt，．．．．＿＿．＿＿ttt，．＿．．…＿．．．．．．，　tt，　1

　もっとも，学習態度は4年後期からかなり意欲酌になってきたと，担任教師

の行動の所鼎こはでている。学習態度がよくなる理由は，情緒が安定してくる

こと，クラスの学習についていける喜びを感じることと関係がある。体育でク

ラスのり一一ダーになったり，高学年での集団の仲間意識が次第にN児の清緒を

安定させてきたのであろう。N児自身の人閥的な成長ということもある。

・観察記録から

　うげ　　　　お　　ぼぼ　　げ　　　い　　ド　　　　　　げロセ　　　　セ　セセ　げげ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　びじロ　　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　い　　セセセハ　　セじハ　　　ロぼげ　げげげじ　　　　　　　　セ　　　　　コ　セ　　じぼ　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1　・959・　・…3（金）算数　・年　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
1そろばんの轄よく轄についていけるので・う’｝’L・・しそうである・　i

隣∵開墜二∵∵舎．噛∵轡1∵l
　l　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
｝　1959・9・30（月）児齢・5年　　　　　　　｝

藤鍛驚鷲灘簾嘉笑茸繍瓢児酬
　｝　「先生，家族というのは，おとうさん，おかあさん，菟んだ入，お嫁さんに行　i
　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ

ヒ些埜騒んで勉？1．．　　　　　…　　1
・N児が書いた作文から

　　　　　・もだち　　　　　・年・（男）　i
　　　ぼくのともだちわとてもいい入どうしていい人かおしえてあげようかさとう
　　けん＿くんですどうしていい人かそれはをまくがさ、うくんちにあそび1。．いくと1

　　いつもごちそうをしたりしてくれるからつきにならとくんですならとくんはと
｝てもりこうでおとない・からですでもならとくんはおこるととてもきかないつ

！ぎにたかはしですたかはしはと。てもいたづらのすきなやつでじぶんがおなら

；をしな鋼ぐ人のせいにす・か・みん瞬・てしまい輸つぎはさ・乞

iじゅくんですさとうじんくくもぎかんぽです・さとうじんくんは旧しどもりで｛　
｝　　す。つぎは川上くんです。川上くんはとてもしんせつですでもおこるとこはい

　　です。つぎはさとうとしひこくんですさとうとしひこくんはとってもきかんぼ
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
服すなんにも・ないのに入をけ・たりします・うしてけ・たり・たりしるか・i

　　いえば人併たいくつちからけ・たりしるんたとぼくはおもうあとはほカ’に刺
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木くんです大木はふくぎち・うですがせいがと6てもひくくてと・てもなまいi

きですどうしてなまいきかとゆうとふくぎちょうとおもってぼくらをすぐちゆ　1

ういちかけます。だから大木はなまいきです。大木がいないととってもどくた　｝

ちたすかる。つぎにかつらはるみですかつらはとつもまけつぎらいです。かっ　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ばはとゆうのはかつらのあだなですかっぱはに1げんかでまけそうになるとすぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii
まけおしみをいいます。つきに串肉のでぶちゃんです。これもまたかつらとお

なじです。

・こらで・の話諮めて・ん・顯・・…きのグルつの・もだちの・

をお話，ぼくらのグループはぼくにすぎ若くんにたかのくんに西野くんに大つ　i

う驚簾穿1ん翻ん蘭く就ようこの鰐ぼくらのi．

（5）適応性

　・適応性がほとんどないQ　　　　　・自己保身的で反省心が乏しい。

　・激二型で購緒が不安定である。

　この点について，実例をもって示そう。

　この診断が行なわれたのは，絵画一欲求不満テスFを昭和33年9月10研こ行

なった結果による。絵画一欲求不満テスNま実例にみるように，あるフラスト

レーション事態においこまれたとき，無意識的にどのような反応をするか，そ

の発言から子どものパーソナリティ構造をとらえようとするものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　練　tt　　習

あなたの　かいた

え　あまり　じょう

ずでは　ないね。

c

フ

　これから　やりかたを　せつめいしましょ

う。ひだりの　え　を　ごらんなさい。「あ

なたの　かいた　え　あまり　じょうずでは

ないね。」と　おんなのひとが　こどもに

いっているところですQこのこどもは　どん

なふうに　こたえるでしょうか。このこども

が　こたえるとおもわれる　ことばを　あい

ている　はこに　かいてください。いちばん

はじめに　おもいついたことばを　かいてく

ださい。ページを　めくると　こんな　え

が　1から24まで　ありますから　このよう

に　あいて　いる　はこのなかをこ　つぎつぎ

と　じゅんばんに　かきこんで、ください。

そして　できるだけ　はやく　かきなさい。
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○適応性がないと判定された反応

　N児の発言はカタカナで示した部分である。

あんたったら

わたしの　いちば

んよいおにんぎょ

うを　こわした

のね。

ソウッ｝ダ

イテタラ

オッテ　コハ

レタノヨ。

）

蕗．

おまえは

よわむしだ。

ドウシテ　ヨワ

ムシナノ。

密分の不憎憎を人形のせいにして，含狸

化し責任をのがれようとする反濾。

窟分を防禦しながら，非難をさけようと

する反応。

ごめんね。まちが

って　きみのコマ

をはねとばし

ちゃった。

ぐ

アア　　セッカ

クマハッタ

ノニ・。

｝

あなたは　わるい

こね。．7ちの　は

なを　つんた「りし

て。

r

．

ドウモスイ

マセン　ツイ

キレイナモ

ノア…”亀”。

ゆ
　

轟
伯
簿

一
践
し

フラストレーションを起こさせた障審を

いちじるしく強調する反応。

自分を防禦しながら，雰難をさけようと

する反応。
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また　ねしょう

べん　したのね。

ちいさい　おと

つとより　だめ

じゃないの。

ダッテ

クセガツイ

チャッタモノ

ショウガナイ。

1

てがきたないね。

ほんを　だすとき

には　あらって

ください。

ダケド　ヨク

アラッタツモ

リダガナーC

／

）

霞己を防禦しながら，非難をさけようと

する反応。

自己を防禦しながら，非難をさけようと

する茂応。

しっかに　しない

か。おかあさんは

ねむた嗜んだよ。

’管

オニイサン

ダッテ体ソウ

ヤッテイルジャ

ナイカ

こんどこそ

とっている　と

ころを　つかま

えたぞ。

ボクダケ

オイテ　＝ゲ

ルノカヨ

oXK7　K　SO
9／t？Ko

、
0

／
0
6
6

フラストレーションを起こさせた障害を

いちじるしく強調する反応。

フラストレーションを起こさせた障害を

いちじるしく強調する反応。
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　⑥家庭読讐

・家庭読書調査から

　家庭読書を

　　読書環境

　　読霜活動

とにわけてみると，N児の読書環境はふつうであるが，たいせつな読書活動の

方が悪い。クラスを3段階にわけると，聾児の読警活動は〈下〉に属する。

　家庭読書調査は子ども膚身に書いてもらう児童用と，父兄に子どもの読書に

ついて書いてもらう父兄用と，この2種類あるが，その中で，目だったことを

あげるとつぎのようなことがあがってくる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・S反応日中，選択肢に［コの部分が反応し
・児童用から（6年）　　　　　　　　た項員，選択肢のない反応は鷺曲記入。

　　　＿撃．…岬…項一興　　・　　耳　tt．か、、．、．i

O欝㍊灘郷蝋ilす搬εごゆ配り｝
　○本を読むことよりもっとすきなもの：野球　　　　　　　　　　　i

　　は。　　　　　　　　　　　i
　I

　Oざ・しとい謎つのまとま・た本とど匪ざ・し2まとま話本．

　　ちらがすぎですか。

8認驚隷謙謙話i、つ讃器乳と＿i
麗雛をを、一，＿詰あ島∴饗秘蜘…

　i　ことがありますか。

藤崎意欝野塩読ん1だれに鰍いことををか職

　○あなたは，本を読むことと，薪聞を読｝テレビです。
1むことと，ラジオを聞くことと，テy’じ。さい親えているから。

1ビ観ることと，どれがいちばんすき．

　i　ですか。そのわけは。

・家庭用から（6年）

i…壷摘順ピ．1　．友．．…．．慮　．．．t．
睡≠・ん醐み泌・・京τコ∵流癬uそ紐磁酬
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　i　読むのが好きですか。　　　　　　　1方である。13二あまり．旧きでな嬉4｛

i　　　　　　　・きら・・であボ5よくわからない1

ゆ一聯鞭繍轍1一間甑　　｝
P瀧叢雲謙認諾ξ｝◎灘○雑誌類　　　｝

　　のは◎をつけてください。　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　1

　0五年生のころに比べて塞の読み方の上潭売んだことを批評するようになった。1

　　で何かかわったことがありますか。　i　　　　　　　　　　　　　　　　i

　このほか，読書ではないが，ラジオ，テンビ，新聞への接近に関する質問を

しているが，それらについては，ラジオは5年生まではよく聞いていたが，6

年生になってからは全然聞かなくなった。そのかわりにテレビばかりみるよう

になった。新聞はときどきみるが，スポーツ，放送番組の程度のようである。

・読書ノートの記録

　夏休みに，読書ノートを与えたところ，つぎのようなことを書いた。

　読書ノートの体裁はつぎのとおり。

　〈6年〉　・これらの項がN児の書いたものである。

ジよ．ん…憂1同1◎lll㎜孝1三う二二豚奏閉∬透嘉搬葡護｝

郷i聯レ∴鐘一．｝∴轡屑
に一魚嘩よんでどう騒墜礎四ξ無二．＿l
i　おもしろか・たつまらなか・た……纏1濤煙

1　むずかしか・たやさしすぎた
　i　そのほか　じぶんの　ことばでかける人はかいて　みましょう。

1』』tt．．．－「tttttttt　ス，1レがある憲．’tt．．．「．1．．tt．’…t　’”．’．’　’　t．．’．’』．．．．t　t　t’t…｝

　i．．＿＿＿　．　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、＿　．，　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．ノ
　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

｝こ躰をよんでかいてみたいことがあったら・趣ておきま稻
　1　よう。どんな　おはなしか，また，どこが　おもしろかったか，なんでも　よ　1

　　うしい。えに　かいて　みたい　人は，えでも　よろしい。　　　　　　　　i
　l一　…　　　　　．　　一　．一　　　　tt．．一　　・．・．一　　　　　　．i
　｝　＊この本は　さつじんを　かいた本だから　ぼくたちも，もっと　たくさん　　i

し慰騨・・を・轡・に賊．……＿．．．一
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　このノートは夏休み中，ずっと書くことができるしくみになっているのに，

わずか3日で終ってしまっている。

顧細▽喚・甑⊥．一瞬”．ll．衝峰「．1．ξ．三1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　i7・23～7・24｝手　　　錠　　　iためになった　　スリルがある　　　　　　1

　　　　　　　｝（湾本おさむ）tt…灘凝強暴禁獅燈i

　　z、舜誘現亮の離だ　｝渤離。たス，、レ莇る　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　i（住藤まさあき）　iまえとおなじこと　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　i＿，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一．

　　7．24～ア．25　幽界を滅ぼす男　1おもしろかった　　かわいそう

　　　　　　　、（手塚治忠）　　　　せんそうのマンガでじぶんの兄がてっ機やら』

　　　　　　　　　　　　　　　　れたのでかたきを5つ。

β24～例議，誕醐嬬写曇声，嵩姜ち、。賊ろl
i　　　i　　　　　・しい。　　　　　　　　　　；

揺酒勾翫ど弥ら藷藩もu空芝貯………．・・■
　　　　　　魚幽幽．膿鑑煙毒ぞ璽∵焦

　　・…一・…1スー税ソ二王iおもしろか・たつよか・た

　　　　　　　！（吉騰一篇二rみた　よV’の（ 　’oて`
　N児の読書興味は上例によると，もつぼら留険活蘭ものにある。

　（7）いろいろな要因の悶の関係

・N児は身体の発育がよく，運動能力があり，きわめて活動的な人間である。

その反面・激鯉で儲が四三なために華友騨濾！・轄態騨悪い・

このような活動的な子どもにありがちなように，読書にあまり興味をもたず，

テレビをみたり，野球をすることが大すきである。すきな本といえば冨険活劇

ものという程度である。

・学習活動に大きく影響しているものはN児の情緒性の問題であるが，これは

家庭環境を無視しては考えられない。落ちつかぬ職業，家族の対人関係，教育

態度などということが結びついている。

・数理的な処理能力が低く，箕数が苦手のなこともN児の情緒性と結びつく。
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・高学年になって，学習態度に意欲的な爾がでてきたのは学級内で特技の面で

指導的役割をもつようになった人間的な自信によるものであろう。

　3．　（1）文字力

　N児の文字力は漢字に関するかぎり，読字力の方がすぐれている。漢字の書

字力は高学年での評点はつねに〈2＞である。この傾向はずっと低学年からの

ものである。ただし．発達的にみると，高学年になってから少しではあるがよ

くなっている。中学年まで，交掌力が劣っていたのは家庭の教育的無関心にあ

り，情緒の不安定にあったと考えられる。

・観察記録から

　　1957。10。7（月）第2校時　　　5年

　国語の授業のとき，教師が「水平線」「照りはえる」「はだ寒い」「日一Hと」

などの干鳥を板書して，生徒に揖名して讐えさせた。N児は「はだ寒い」の意

昧を問われ，「はだかになって寒い」と誤讐した。また〈群がって〉をムレガ

ッテと読んだ。

・書宇力（B）テスト〈5年3学期テスト〉から

　（設問）次の文は，・や。のようなしるしがひとつもついていないので，読みにくく

なっています。この文に，交を読みやすくするいろいろなしるしをつけて，だれが読ん

でもよくわかるようにしてください。

（讐）　おかあさんが，あしたはにちょうびだからおひなさまをかざりましょう

ねとおっしゃったので，私はうれしくてたまりません。はやくあしたになれば

よいなあと思いました。」しかし私には，おともだちのようにおひなさまがたく

さんありませんさん。にんかんじょだけです。弟がおねえちゃん，男の子のお

せっくは5月越ね，といいました。」

　これは，句読点その他の符号が正しく使える力を調べたテ入トである。句読

点の使い方も十分でないし，その上，会話を示す「」の使い方がまったくで

きていない。もっとも，文中にある」　印は段落を示したものと判断される。’

　このような特徴は同時に行なった，もう少し広い表現に関する諸能力（かな

づかい，送りがな，漢字の使い方）テスFの結果にもみることができる。

　このテストは，子どもに教師が口頭で文章を2園くりかえして聞かせてから
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正しく臨写させたものである。い印は不正の箇所を示す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ
　轡きょう弟とこうえんに遊びにいったらチューリップがもお地1醸こすこしずつか
　　　　　　　　　　　ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ

　　わいいかおを讃しててました。さむさにちじんでいた木もえだちのばしていま

　　す。春が近ずいていることがわかりました。
　L＿＿＿＿．＿．一＿＿＿．、＿一．．．＿．一，＿＿『＿＿＿＿．一』tt』．，＿…＿＿＿＿…．＿＿　　　．　　．』　　ttt＿，　　．．　t　t、．…＿＿＿．．一．

　ee少なくとも5箇所に不正不備がみられる。

陸興し戴晃又蔽冨翼寂ら』葱1翫膏謎晦獣暴「桜こ忍一
　！やん寧ちょっとお使に行ってきてち禽うだい寒とおしやると寧はい飯蛸って出か　｛
　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i磁壁五．＿．＿一．．．．．tt＿．一＿tt．．．　　　＿．＿＿＿，＿＿｝

　■te少なくとも7箇所に不正，不備がみられる。

　句読点の使い方，「」の使い方ができていないことがわかる。

　そのほか，つぎの2例も同種のものである。

　　騨撫ぎ憂憂漬嘉康二’威iヨキマみ㌶匿冠三曲ぐあボ謬．i
　　たたまはカーンと大きな音をたてて遠くの方へとんで行った。　　　　　　　！
　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　』罰，tt＿tt　＿．＿tttttttt「　一＿……＿，tttt．＿t　tt　．　tttt　，，．．t＿t．tt＿　tt＿＿Wt　，　一t　一…ttt・・　tt，，，一，　　　　．　一tt　’．’…　　　tt　tt，tttt　t．ttttde　　　一一一＿　．t・tt　＿tttt．　，，一＿罰」tt　．　　　　．　　、＿、tt、tt，、、　tt』、，，t／

素謡・聖心麟磁ぞ撫灘謄一
　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　／．＿一．一』t＿＿『一一tttt　．＿＿＿＿　一　＿　＿＿．＿．＿＿tt．「＿＿一＿一＿　tt＿　＿、、　　　　．　＿　＿＿　　　．．　　．　　　　　．．．．　．．．．　　　　．i

・教育漢字881こ口読み書きテストから

　6年の3学期末に教育漢字881字の読み書き能力を調べた。

　　読めた宇768字，書けた宇435字

　（2）読　解　力

　N児の読解力の発達のしかたは，漢字読字力の発達のしかたとほぼ平行して

いるように考えられる。そして読解力は，N児のもつ言語能力の中では比較的

すぐれた能力のひとつになっている。

　N児の家庭読書の実態からみると，読解力の発達はややよすぎる感がないで

もない。読解力と家庭読書とは一見，無関係のようにも思われるけれども，読

解する文童の種類別にみると，

・物語，対話，詩のような文学的教材の読解に劣る。

・科学的説明文のような文章の読解に劣る。

　そうして，身近な生活におきたできごとに関する意見や論説の文章を読解す
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ることの方がよいようであって，それは翼児の，いわゆる「静」よりも「動3

を求める生活上の好みとあっているということができるであろう。

　（3）読書速度

　読書速度は読解力にくらべて，はなはだ発達がおくれており，読書速度が劣

る傾向は低学年からの傾向である。その上，黙読速度よりも，音読速度がわる

く，5年3学期末テスhではクラスで最低の成績をとっている。

　読字力，読解ヵにくらべて速度だけが劣るわけは，結局，文字は読めても文

や文章として読む技術になれていないためであろう。読解力に影響を与えなか

った家庭読書の弱さは読書速度の函に現われているとみられる。

　6年1学期に行なった読書速度テストは長い物語文を読ませたが，これは従

来の生活丈の速読みテストの結果よりも劣ったことなどは，こ¢）種の読書にN

児自身がほとんど興味をもたぬせいであろう。

　物語，詩など文学教材の読解に劣ることと，そのような文章を速読みする読

書速度に劣ることとはこの点において符合する。

・観察記録から

　i”　’””’　　’　”　’””’　’　”　’’”　I
　i　　1959．2。16（月）第2校時　　6年　　　　　　　　　　　　　i

　　1955．12．6（火）第2校時　　3年

国語の時閥，第4課　海←う水族館

55ぺ～66ぺまでの自由読みの時，速い者は，3画も読みかえしたのに，途中

までしか読めなかった。途中までの人は他に庶子さんのみ。

N児の読み方，がっこう…　がっこうに行く，とというふうに，しぶり読み

　　や読みなおしが多い。

　（4）語いカ・文法能力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k

　語い力・文法能力はN児の言語能力の中ではとくにとりたてていうべきもの

はみあたらないが，語いテストでは語いの深さを調べるAテストと語の意味の

広がりを調べるBテストとでは，Bテストの結果の方がいつも下まわった成績

になっている。
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　たとえば，6年2学期語いBテストでは，つぎのような：文における語いの使

用を正しいと誤答をしている。

　・おまつりのva　f女の子が整色の着物を着ていた。

　・正夫は，いろいろな能率が身についているから，どんな問題が謁てもできる。

　・この闘，自方をはかったらだいぶ撫璽していた。

　・力道由はすごい有力がある。

　また，文法テストでは5年3学期の主語と述語の照応を調べるCテスト，3年

1学期の助詞の使い方と複雑な構成を調べるBテストではクラスで最低の成績

をとっている。文法テストは，もともと毎学期，共通問題により共通したいくつ

かの：文法能力を調べているのに，学期によって成績にかなり大きなゆれがでて

いるということはなぜであろうか。テ入トの結果というものは，とかくそういう

ようになるともいえるが，N児の情緒の不安定のせいとも考えられる。

　（6）作　　　文

　高学年の作文能力テストは，生活文をつづるAテストと，目的に応じて書く

カとか記録，報告，意見，感想を書く力とかを調べたBテストとに分かれてい

る。

　N児の作文の成績は，表現の内容面でAテストよりBテス｝の方が比較酌成

績がよいようにでている。

　　　　　　Aテスト　　　　　Bテスト
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　生活文を書くよりも自分の意兇や感想をつづるBテストの方がよいのは，

読解力，読書速度の項で考えたようにs．やはり聾児の性格なり情緒的特性にあ

っているためであろう。
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∵Aテメトゐ課題作文から

　6年2学期に書いた作文である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評点＜3＞

「　富門での家．こコ｝、1…一軸磁…忘1函…t’t．．．一；
　1

　　　ぼく　家にかっていた動物は電シ宏バトど，犬で七た。だけどン・トも犬もい

　　なくなりました。それは（ハトの方から）いつものように遠いところがらはな

i湾1裟究t報酬Il髪講ヒ窪震ll㌃寵乏鑑禦繋
Ef．g
L犬聡びきか。ていたけど，．＿．びき離騨醍をひかれ礁をだして死んだ。
｝

iもう一びきは犬ごろしにつかもってしまいましteそのときに家のおねえさんが　l

lわ脚・。球を肥して，もら・耐どしばらく馬蝉擢ました・あ・

1の一びき碑ミふ？てい・時・・かえ行・てしま・・ま晦　　　｝
｝ぼくめ家の家族ほ七入家族です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1：
｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i一番上のお兄さんは家で働いています。　　　　　　　　　　　　　　　　　i
；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
i；番目のお兄さんも働いています。　　、　．　、．　　　　．．　　　｝
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1三翻の御悩さんもはたらいて・・甑　、．　．，…
1たまた勲めさんと澗さんがけんかをしますいつもけんかでもうあき就i

iた・　　　　　　　1，．　　　　　　l
i・この繭家にこぞうさんがきました。一人は見ちタん毒、う「人はさだ目です。　J

i　　　　　　　　　　　　　　　　おわり　　i．
i　．．．一．＿＿＿＿＿一．．，．　　，，．　，、，，，，，，．，， 、，」　，，． ．．ゴ．」．．．．一一．．．＿　　　　　　　　　　　　 r．圏．．．＿＿一．．．」．．．．．　　　，　．　　 「．、　，，、 @．　　．．． ．，　 ，．　，，，…　 ．．，．．一＿tt．＿，一　 ，　 、＿鞘，，．．．“、．．，L．．國．，．．，L．，，．＿．由．．．　

＿一．
．＿Lト

　6年3学期に書いた作交である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評点＜1＞

L、年∴生　　　・輔・　N’（男）i
　　ぼくをおしえている先生嫁とても休育をやってぐれ’ません。いつも休育くの　｝

睡間脳るとへん廟をした傭こ。て湿・るような顔をします。いつも体育を

｝尋。てくれば爾暁にな…だろう．その舗のか覇舳…、
　　ぐはあまりすきではないどうしてか。それは女ばかりかわいがって女ずきです

　から。ぼくが一年のときの黒田先生が二番目にすきです。　　　　　　．　　　i

洋榊の舳でい璽んす塗盤を蝿難セ鐸盤塾

・Bテストの作文から　　　　　　　　以下　2作贔とも　評点＜3＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　私の奪敬する人　、．．、　　　　tt　．　．’　．6　ag　N（男）

　私の尊敬する人はまず，お父さんお母さん月1島先生です。でわどうしてすき

かと君うとお父さんはお小使をたく旧くれるから，お母さんはお父さんがお小
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｝働くれな塒くれるから・そして・醗をそだててくれたから・先生は一筋

　’のべんきょうを二年生から六年生までおしえてくれて，おこる蒔は注意だ！

　　きげんがいい時はわらったりふざけておもしろいから尊敬するようになった。
　

／＿．一一一一．．．一＿、　t／、tt．＿一一．一一．．．．一．t＿総！噸製三三勉、

i　『’　　　　　ttt　’t　ttt　t　tt’tt……t’t　　…tt　t　’　……tmrrtrrt｝〔’t’ttttttt……ttttt……’『………tt…／”…tt

l　　　早く中学生になりたい　　　　　　　　　　　6年　　N（男）

1ぼくははやく中宮蜘・て一生・・な・て畑・早くな撫・だから早く

i中学生になりたいのはあたりまえだと思うまだ中学生になりたいわけがありま

｝すそ編。いつも騨や・・スにのるとぎ（・・ズほ小畑円），（騨力・網）です．

融けどぼく瀕円とかs9を融とき慰はこどもですかとぎヵ1縁すいつもそ

1矯うふうにいわ糠ばきぶんがわるくなるだから早く中戦に干たいこと
拶・・前だ・・、

B　M子（女）に関する事例研究
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　上表のほかに，6年1学期末には，読字は付帯語いテストを行なっているが，

それの評点はく4＞になっている。

　上表からわかることは，つぎの4点である。・

　・欝語能力は学級内でも，たいへんよく発達しており，優秀な児童である。

　・とくにすぐれた能力は交法能力である。

　・比較酌劣るとみられる能力は黙読速度である。

　・、学年別には，5年の後期に少し成績がおちている。

　つぎに，言語能力を規定する要因と考えられるものについて，調査した結果

の評点をみると，つぎのとおりである6■　t　、、’tt　’、　・　　　　t’
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匝1τ擁王ダ下隆岡匿肉鴎魔塵庵三三葦畷

1黒．⊥一㌔＿ぞ一3コ2i＿窯．巨＿

　この表と，先の言語能力の評価表とくらべてみると，この表の方に少しみお

とりが感じられる。つまり，

・適応性が劣り，友入関係，社会性の発達が学級内で中位にある。

という点である。M子のすぐれた言語能力の要因をつかむためには，すぐれお

知能，環境などの中にすぐれた言語能力を養成した条件が十分にそなわってい

るか，あるいは劣ると診断された適応性などにも，かえってそのために言語能

力が発達したという条件があったか，という点について考えてみなけれほなら

ない。

　（2）中学年までの言語発達

　M子の低学年のころの三軍発達はつぎのように診断された。＊

・言語発達の学級内での位置

　M子の言譜能力はがいして〈中〉の段階にある。

　とくにすぐれた能力としては，

　　　読字，書字，作文，発音

　とくに劣る能力としては，

　　　話す

がある。この場會，話す力が劣るという婁実がたいへん問題である。M子は表

現意欲がきわめて低く，話し方が不活溌で，ものごとにたいする反応もきわめ

ておそい。しかし，ととばの歯切れはよろしい。

・言語発達の条件

　予想されるすべての条件は野守発達がよいようにそろっている。ただ，動作

がにぶく，内閉性の性格が気にかかる。

・雷語発達の診断

　話す力をさまたげているものは，M子の内閉的でひかえ藏な性格による。し

かし内面的な言語発達には十分みるべきものがある。

　ee以上は昭漁28年，　M子が1年終了時に診断した記録メモによる。
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　このほかに，4年では各学期に音読速度テストを行なっており，M子の評点

は4－1〈3＞，4－2＜3＞，4－3＜3＞となっている。

　　この表では，低学年で劣ると診断された話すカがよい成績になっている。高学年の

　話す力の評点もよい成績がでているが，この矛盾はテスト法のちがいによるとみられ

　る。低学年の晦だけ，直接，臼頭で話させて評価したが，中学年以上の物忌はすべて

　ペーパー・テストによる詐価にしたがったものである。しかし，それだけにこの矛贋

　には浅目しておかなければいけない。

　また，この表によってみると，M子は中学年までの言語能力が高学年と岡様

にすぐれていたことがわかる。しかし，いずれかといえ．ば，高学年の方ががい

して，よい成績のようにみうけられる。その他，

・文字力では読字力よりも書字力の方がよい。

・黙読理解力は黙読速度よりも成績がよい。

などのことがわかる。もっとも，黙読理解力の方が読書速度よりもよいことは

高学年でも同様であるが，文字力に関して，高学年では霞才力が読字力よりょ

いということはでていない。また，高学年ですぐれた能力としてあがった文法

能力は中学年までのところはそういえない，というちがいもある。

　したがってM子の言語能力を診断していく大きなきめ手となる可能性をもつ
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ものは，〈読書速度炉劣る〉〈口頭で話す力が劣る〉ということになろう。

　先の事例研究であげたN児もやはり読書速度が劣っていた。N児の場合にく

らべて，この事例では読書速度の発達をさまたげていると思われる雷語能力要：

素はどこにも晃あたらないから，N児の場合とちがった要因が存在しているこ

とを感じさせる。

　読書速度をとりあげて，それから診断をしていく際には，翼児の項で考えた

ことのほかに，

　・読書速度と読解力との枳隔は高学年ではあまり高くない。

　・読書四魔は速読みである。

の2点をつけ加えておかなければならない。　　　　　　　　　　　1

2・（1）知　　能　　　　　　　　　　　　　　；
・新乙式団体知能検査（武政他）昭・28・7・10実施　知能指数＜1！4＞

・低学年用國体知能診断テスト（武敷面）昭・29・2・25実施　知能指数

　〈123＞

　嘉節面のC点は

　　空悶〈7＞推理〈9＞雷語＜9＞数量〈8＞

・：京大NX知能検：i査　昭・32・’2・！3実施　知能指数〈124＞

　3種の知能検査の結果から，M子は知能が〈上〉であることがわかる。

　（2＞家庭環境

・診断テストから

　家庭の一般的状態　　　　〈4＞
　子どものための施設　　　　　　　く5＞

　女｛ヒ窪勺状態　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈4＞

　野庭のいっぱん釣ふんいき　　　　〈5＞

　両親の教育的関心　　　　　　　　く3＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　以上，全体では　　　　　　　　く4＞

　　　　（田研式家庭環境診断テスト，昭和32。2．12実施｝こよる）

騨は両親櫨母とも健鵜ぎ・う「sv’聯ふ効況ひとりの鼠子である・

酒商をいとなむ。家族員の変動は小学校不学墨初から卒業までかわらない。家

庭は裕福である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ♀9



　家族のほかに，男店員3名，女中1名岡三，事務員1名が通勤している。

　赫この辺の喜情は，つぎにあるM子の書いた作文に十分に蓑現されている。．

　中学年の閲は，ピアノのおけいこをした。高学年に入ってからはゴ私立中学

試験準鯖もあって学校のほかに勉強会にでた。家庭にはピアノがある。

　上表で，両親の教育的関心がふつう乏でているが，子どもにたいしては，口

やかましすぎるほどの世話をするということをしていないためであろう。家庭

のいっぱん的ふんいきがく5＞で，夫婦や家族の間の仲がよく，なごやかで静

かな家塵であることがわかる。

・M子の作文から　　　　　　　　　　　　　　　　　　評点〈5＞

ド…藻ぞあ弦一’……了｛噌’胴……．…轟‘…面ん

｝私の家は，翻町のていり。うじ、うのよこを入。漸のさかやです．家族

1は7入に，小ぞうさんが，3入，ねこが親子，いぬが，1びき，います。私の
iおとうさんは，50ぐらいの年ですが，まだ1本も，白毛は，ございません。お

　　とうさんはとてもやさしくて，あまり私をおこったことがありませんげそして

　　ときどき私のことを「和ぼう」と，よぶので，よその人が，聞いていると，は

　ずかしくなってしまいます。でも，お父さんは，お兄さんや，大きいお煽1さん
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ困とあ動やさしく忌ません・それは・お燃んeUt・お父さんに勘もんi．

iくを，いうからだと思います。また，お兄さんは，大学で商売のことを，学ん　旨

｝でいるのでお店のことを，よく知っているらしく，お父さんに「こうした方が

　　よい」とか雷うので，お父さんはジお店を手伝だわないで，口ばかりで雷わな

iいで，漁分でやれ」と，いうのですが，お兄さんは「お店を少しでもよくする
｛ために，こんな噸をひね。ているの悶と，鷹いながら，縮のせ。け咽
　

；をかいています。私はおかあさんがとてもたいへんだから，少しでもおつかい

iや，お季伝いしょうと，つとめています。それは，おかあさんは，ほんとは，

1舗の麟をん焼ぬ吻をするのに，お齢・いそがしくて棚・ち、っ
晒し脾らないであ鳳お鵬さんや。や。てもらいます．でもおかあさん

it＃、，買吻詑のやくそくをすると，カSiat　5ず行。てくれます．私は小さいお

；ねえさんとふだんとつてもなかよしですが，少しのダことから，口げんかをし

iます。でも，すぐなかなおりします。おふろやかい物から帰ってくると，お店

　のかんずめやサイダーを食づるので・とてもよい気持です。私は「少女」の，

　　「ほんとうの話」など塗よんで私たちはほんとうにしあわせだと愚いました。　i
［，＿．．．t．＿．＿＿tt．，．，一m．．1．：．L／：．　tt　．　．，．　t－t，、，，t一．．．　ttttttttt、　．、　．、．．＿＿t－ttttttt－t、．、＿＿＿＿t＿tt一．一tt＿tt、一i

‘家庭における言語生活から（母親の記入による）
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　0家族の食事の習慣

　　朝食・夕食：の際は家族が全員そろう。

　　食事中，皆で話しあいながらたべる。

　　食時のとき以外にも家族そろって話し合う機会が，毎日きまってある。

　　主に話し合う話題は子どもの学校，近隣のできごとで，M子もよくそれに

　　参加して発言する。

　○子どもと家族との話合い

　　M子は見たり，聞いたりしたことを喜んで報告する。その話相手になるの

　　は母である。

　○このほか

　　友人はとくていの人だけで，その人は蕪干さん。

　　未知の訪問客にたいしては，はずかしがって，あいさつをしない。

　（3）身体・運動能力

・身体検査の結果から

　　　　　　　　　　：　身　　　　長　　i　体　　　　重　　1

　　　5－1（4月）　　　　　　　131．9c皿 　　　　　27．1kg

｝：こll潔i　：g：認　1　；1：畿　1

　じょうぶである。ただ，5年1学撫こ軽度の慢｛生鼻炎と診断されている。陽

転は3年1学期。

三三能力ははなはだしく劣る。中学年までと同様あいかわらず動作がにぶい。

■指導要録・学習の記録から

　体育をのぞいては，その他の教科はクラスでく上〉の部に属する。体育だけ

はく下〉。

　備考に発言力に欠けるが，理解力あり，とある。

　（4）友人関係・学習態度

　M子の友だちは小柄なH：子さんという子どもだけである6他にだれとも遊ば

ず，また，遊びたいとも思っていないようで孤立した友人関係をつくっている。

M子とH子との関係はM子の方が「姉さん」的な立場にたっている。そうして，
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このような特異とまで思われる孤立した友人関係はずっと低学年のときからつ

づいている。

・観察記録から

　i　　　　1954．7．19（月）第2四時…　文化室　　　　　　　　　　く2年：〉　　　　…

　　　：交化窒で，先生のお話を聞いていた。子どもたちの腰かけた席順はふだんの

　；教窒の並びかたとちがっていた。M子はH子さんといちばん後列で，みんなと

　i離れ，いっしょに腰かけていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

｝先生灘藩灘鵜㌦鵬を＿講好i
　；さんとふたりだけで，だまっておとなしく，漢字の練習をしている。　　　　　l
　l．．．　．．　，．　．　．．．　．　．．　．，．．．　．．．．．　．．．　．．　．．．，　．一．．．．　．．　．．．．　“　．．　．．，　．．I

　　　　　l955會　5．　10　（火）　　　遠　　　　　 足　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3年　　　　　　　 1

轡脳・か・鰯呼出い・し・に繍…の…V一プ脚屑
　｝ループのだれとも接触せずにいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
iM子さんのおかあさんが齪鯵力liした．和服驕てひかえ思人である。i

　l．．．．．．1．　1．．一”　1　’．’　．’J　一．　．．’．　．LI．．’．1．．．．．1．．．11，．．．’　．．1．．．／．．’JJ17．．．1．．1．．．1．：．1’　JJ．1．．1．　IC　J．．1．．．．1

｛謂∴画室黛難＿手に臨、1犠…
　｝H子さんが入ってくる。H子さん，　M子さんの側によって，小声で話す。　　　i
　It－tttttt　t　ttt　t　tt．．　tttt　t　ttt　t　．tttt　．　tttt．．tttttttttttt．．tt　tt　t　．ttttttttttttttttT．tt　．tt　tttww－ttwwttttttttttwwmuttttttttt　t　t　tttttt　ttttttttttt

　M子がどうしてH子と以上のような交友関係をもつにいたったかは開ちかに

することができないが，ふたりとも内閉的な性格であるところに共通点がある。

　学習態度もきわめて消極的で，挙手することもまれである。

・H子の書いた作文から

　　　　　ともだち　　　　　　　 4年　H（女）
｝私の一ばんすきなともだちはM子さんです．M子さん騨校では，とてもお

　iとなしいのですが，私と話す時や，家で話す時とても大きな声で話します。こ

iないだM子さんがピア・をなら。てV・ますので，そこのようち燃・い。しょ

｝に行・四一ばんたいし・うのよ聾・解き鰭を践て・とびまわ・ていま

i・た・私はお・ろいてしまいました・M子さんは家でおばさん…一しかられ・

　iと「あっかんべ」といってにげていってしまいます。　．　　　　　　　　　i．
1姓に，こど絵へ行くき。ぷをもら。たのでM子さんとかいがかんへ行。…
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　　たらもうしめきれなのではいれなくて門の龍に立っているとちょうど，し電が

1来ました。M子さんがなんだかしらないけれど，し電にのワてしまいました。

i禰び。⇔はしたけど鮎か溺力・あるのかと思。ての。てしまい飢

1た。走りだしたので私どきんとしました。

　　「ねえM子さんこんなのにのってどこへ行くの」潭いうと「い炉からついてい

　　らっしゃい」というのでどこへいくのかむねがどきんどきんとしました。ちょ

iうど二つめの，ているうじょうにつくと「ここでおりるのよ」とM子さんがい

　　つたのであわてておりました。すこし歩くと，いせたんデパートが見えました。

｝ああそうかここは新宿だと思いました。「いったいどこへ行くの」というと，

　　rえいがよ」というのでびっくりしました。「まあえいが，M子さんおばさん

1におこられない」、というと「あれはね，おばさんなの私くしあそこにげしくし

1ているの」だといいながら東えいの餉まであるいて行ってしまいました。M子
隠んはさ。さとはい。てき。ぷ媚。てしまいました．私はどきとしました。

iM子さんはさ。さとはい。てしま。たので私もしかt・f・くはいり就た。

　　「まあいったいなんのえいが見るの」というと「私しにもわからないわ」とい

　　うのでずいぶんしんぞ5だと思いました。

　　　そしてえいがを見て帰ってきました。

　i　「M子さんずいぶんしんぞうね」というと「そうなのよ私し学校だとなんだか

　　はずかしくなってしまうの，ほかの所なんてへいちmpらよ」といいました。私

　　しも学校だとどうもはずかしいです。

・教科外の活動・行動の記録から

　教科外の活動は

　4年　習字クラブ

　5年　習字クラブ

　6年　美　化一部

　4年，5年のクラブは個人の希望にしたがって参加させたようであるが，6

年のクラブは導入の希望どおりではないらしい。

　なお，行動の所見には，

　おとなしく，言動に消極的，教師とも話さず，：友だち少なし。

とある。

　㈲適応性
・絵図一欲求不満テストの結果から

　適応性がない　評点〈2＞
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わるいことを　し

ｽばつに　おしい

黷ﾉ　いれて　わ

驍ｩったね。

ウウンσ

`ットモワルク

iイヨ。ヒルネ

ﾊ　　　　　　　酬

塔Aソカラ。

、

　障害の感じとり方が非常に強く，些細なことを気にして，自巳を抑圧する傾

向がある。

　実際に，M子が絵画一欲求不満テストにある各場面に反癒したもののうち，

問題のある例を捨いあげてみよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なにを　して　　　ナガク　スワル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いるの？　　　　　楽束習シテイルノ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OloX

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　xx

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Nv－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

いけない　こ　だね。

あなたの　ボール

・を　とったりして。

　　　　c

ダッチ　アタシ

カシテ　アゲ

タンダ　モノ

おたんじょうび

に　よんであげ

ないわよ。

コツチコソ

ヨンデ　モラ

イタクナイヤ

N片カォで袈謁したこ≧ばμ三子が反応した．ものである。
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⑥家庭読書
・家庭読書調査の記録から

読書調査は5年のときにも，6年のときにも行なっている。M子自身が園回

した児童用のものから，主なものを拾いあげてみよう。

　　…．…壷．…晦颪…噛…”’』…目．……友．’誌∵…’．……i
　『一　　．，　　　　、　　、、　　　tt　、．．、、．．一．．　tt…．tt．．．．一　　．．．．．．　tt、．、．．　　．．．　．．、，．．．．．＿、．．．．．＿『　．．“　　＿一1

ρあなたはほかの遊び・くらべて本を・（・年）・ても好き・　　｝

、　むことがすきなほうですか。　　　　　（6年）ふつう。

ρ学校のべんぎ・うのほかに舶なセこかだいだい細読む・

　　ほかの本を読みますか。

　○あなたが自分で本を選んだり，買った　（5年）　おもしろそうだったり，ため

　　りするときは，その本のどういうとこ　　になったりするから。　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6年）　紙がよくて，見ためがきれい1　　うが気にいったからですか。

1　　　　　　　　で一軟をみて規しろそうなの．i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

灘灘織享藷饗蝶：＿＿1
　　か・　　　　　　のでいい・　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きりがっくから。ざっしだとi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織蕪徽’る・わか・i

○・のごろ読ん淋の中でどんなのが好！（・年）悲し・・編たんていのお副

　きでしたか。その名前を2冊書いてく’（6年）　アルプスの少女，つづり方兄1

　ださいD　　　　　　　　　　　　　　　l　妹。

○友だちとどんな本を読んでいるか。話　ときどき話含う。

　合いますか。　　　　　　　　　　　i

O本で読んだことをノートなどに書いて1（5年）　ときどき書く。

　おくことがありますか。　　　　　　｝（6年）いつも書く。

○あなたはいまどんな本をいちばん読ん：（5年）えらい人の話，ためになる話

　でみたいと思いますか。　　　　　　．（6年）交学全集。

○あなたは前の学年のころとくらべて，i（5年）かわらない。

　本の読みかたがかわ・てきましたカ・。；（6年）かわ・た．たくさん読んで反、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　省するようになった。

○あなたは本を読むことと，新聞を読むi本を読むこと。　　　　　　　　　穿

　ことと，ラ財醐くことと・テ・ビi　　　　　　　｝
　をみることと，どれがいちばん好きで：　　　　　　　　　　　　　　　i

　すか。　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　i
＋．tt　t @t　．狽狽煤@．　t　t　tt　t　tt　t　．．　．ttttttttt．．”ttttttttttttttt一．tttttttttuntL．　tttlttttwwtutt．　ttttt　tttL．ttttttt　t．．．　t　ttt　t．　tt　．　ttttttt－ttttttt．ttttttttttt　tt　一．t－t．1

斎反応中，5年と6年とでちがいのいちじるしいものには，ふたつあげたe
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　この調査から，M子は高い読書興味をもっていることがわかる。好きな本が

文学作晶であることは，つぎの読書ノー1・の記録からもはっきりわかる。

・読書ノートの記録から

　読書ノートは5年と6年との夏休みに与え，本を読んだら，ノ」一ntトに書くよ

うに読書ノー・トを与えた。しかし，読んだことをノートに書きとめることは，

めんどうなようで，読んだ本全部をあげつくしていない。　（読書ノートの体裁

はN児の項参照）。

　　　　　　　　　　　　　　〈5　　　　年〉

読ん湘碧紡名と藷ド．…．t’tt　．　t．態…葱濾2・　　；

・・28一・…｝凝ぎ樋■おもしろか菰　 ’．

@・、　　i（堤千代）　；とてもrb・ibいそうなと・うが・よみでがあ死
i　　　　　　i　　　　　　　　：ておもしろかった。

締一a可融講・…iやさしすぎ鵡…町目

　　　　　　i（松村武雄）灘1驚齋やさしいの罐よi

8・i・一8・1・樽架の星　tおもしろカ・・た・　　　　　i

l・　｝（実業之H本社）i妊は浮下の妖精たちを・ん襯ゆび・・i

l　　　　　　l　　　　　　　　；に洋服を着せてやりました。頭にはかしの葉1

｝　　i　　・のぼう・をかぶせくものすのシヤ・・あざみ・
i　　　　　！　　　　　　　；のわた毛づくりのうわぎ，羽の毛のズボン，

レ、　il畿差湯；：鱗喬欝

1　”鰯論縷難纏寛綴纈
i　　　｝　　　　　｝ない・　　　　　　　　　　　｝

〈6 年〉
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1諏辮i．而疑嘉下｝一．…慮憾一’張…冨．1「．tt’”“｝

i・．21一・．231ほんとうにあ。たi胤られなか。ko　　　－

闘黒闇説輿望疋聚r｝回乙…ご
　l　　　　　iぜかしら　4年生i　　　　　　　　　　　、　　　　　　1

｝至増勢工1雍塵副ら要黒塗2二『．τ∵胴コ
i・・19一・22i夏贈礁　i清か・か・・oo　　　i

　l　　　　　　：（角川書店）　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i…ｨ6記6：耐至丁々ぞ巧硬劣i募手癖ふ謎。…．t　．’　’mu’nv @　層「
｝　　　i畑瀬社）　　｝　　　　　　　　　　｝

　6年の夏休後半は読書ノートに書くことがおっくうになってしまったようで

あるが，M子の読書興味には成人用の文学作品への方向性がみられる。、

　（7）いろいろな要因の聞の関係

・M子は口数の非常に少ない，内閉的な子どもである。学校にくると，ただひ

とりの友だちをO．ぞいては他の搾れと毛交際をしない。教室では積極的に発書

することもなく）．担任教師とも話さない。しかし，知能程度は高く，読書をよ

くし，静かに物を考える子どもである。、

・M子の読書三味嫉適応性匹欠ける性格と関係があり，そのような性格カミ逆に

読書に走らせていると考えられるふしもある。

●学灘活餌こと『群配を擁する灘が厩るけれども隊甦あ・
ては学校生活でのブラ琴、トレー、シゴソを解決するように暖たかなふんいきに育

てられ，家族のものど幸福に話しあっている。

・読書速度が劣るのは，M子の適応性に欠けることと関係があり，何かにつけ

て「静的な態度」であたる行動のにぶさが「速読み」というテスト状況に合わ

ぬことと結びρく。・

・高学年で言語能力が中学年より発達したのは中学受験準備と勉強会への出席

と関係がある。

　3．（1）文字力
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　中学年までは，漢字書字力の方が漢字読字力より高いような傾向がでてきた

が，高学年にはみられなくなった。それは，漢字書字力の方が成績が高学年で

悪かった学期がでたことによる。

　6年3学期末に教育漢宇字881の読み書き能力を調べた。

　　読めた字877字，書けた字820字

・書写力テストから

　5年3学期末に，句読点その他の符号や，かなづかい，送りがな，漢字の囲

い方に関するテストをした。

　これ之よると，「・」の使いかたが非常に多いことに気づくことができる。

しかしその他の表現力はだいたいにおいて完全だとみてよい。

　このテストは教師が原交を口頭で伝え，それを子どもが2回どおり聞いて書

き表わしたものである◎　’　11　　　　　　　　　　”

　　・＞H，弟と訟園に，遊びlc行。たら，チ。一り。プがもし地面に少しづi

　　つ，かわいV・’，顔を，出して，いました。さむさに，ちじんでいた，木も，枝

　　を，のばして，います。春が，近づいて，いることがわかりました。

　　私は・家へ’帰る4・よく・お手事いをします。’お母さんが「よ毛子ちゃ

　　ん，ちょっと，お使いに，行って来て，ちょうだい。」と，おっしゃると，すぐ

　　「はい。」と，雷って，鵠かけます。

　’きの5，野ヨきゅうを，して，遊んだ。ぽぐは．キャッチャーに，なった。肉

　　田霜の打った，謹は，「カーン。」と，大ぎな，音を立てて，遠くの方へ，飛ん

　　で行った。

　もっとも，あまりにも多すぎるF・」のっけ方は，教師が，交存ずつ口頭で

伝えたというせいも多分にあるとみなければならないが，それにしても，次の

ような「・」や「。」がひとつもついていない文輩に，適当に「・・」や「。」

その他の符号を？けさせたテストでも，茸た，後にあげる作文桝でも「・」の

っけ方がやや多く．，適切でないことに気づくa，とカミできる◎tt

　　おかあさんが，「あしたは，にちようびだからおひなさまを，かざりましょ

　　うね。」と，お顔しゃつたので私はうれしくてたまりません。「はやくあしたに，，

　　　　　　　　　　　　　　　　199・



1なればよいなあ・」と・思いました・しかし・私には・おともだちのようeこ・お｝

i灘驚麗織無力焦繋弟齢梱
　tmt　ttTt．　ttttttt　tttt　tttttttttt　t　t　t　ttt　nvt　t　　t　Lt．t．　．ttttt　t－ttt．　mtttwwt－ttl

　（2）読　解　力

　読解力は5年2学期と5年3学期のテス5の結果は評点がともに悪くく3＞

になっている。この理由には，

・5年後期は学力の発達が少しとまった。

・たまたま，5年後期に行なった読解力テスbがM子にとって不得手な読解文

　章であった。

の2点が考えられる。5年越後期に読書速度，語いカテストの成績が悪かった

ことからみればかはじめの理由もなるほどと思われる。

　しかし，5年後期に行なった読解力テストは科学的説明丈の要点，要約，批

判的な読解をさせたものである。また，6年2学期の読解テストの中で「事実

と意見を区別しながら読む力」を調べた問題の成績も十分でなかった。

　（3）読書速度

　読書速答は高学年の読み書き能力の中で，いちぼん劣る能力である。もっと

も，この傾向は中学年からつづいていることであって，この理歯はM子の適応

性に欠ける性格しの欠陥が「速読み」というテスト状況に合わないためであ

る。

　そ．O点，5年ユ学期に行なった音読速度テストでは黙読速度テストの結果よ

り悪く，評点が〈3＞であることも納得できることである。

　（4）語い力・文法能力

　交法能力は高学年の言語能力の中でもっともすぐれている能力である，とい

うことのほかは，診断することができない。

　（5＞作文能力

　「友だち」「私のうち」「先生」という課題で書かせたAテストと目的に応じ

て書く力とか記録，報告，感想，意見文を書く力とかを調べたBテストとの間

には成績の上でちがいはあらわれていない。

　作：文は話すことにくらべて，相手に規定されず，心理的な拘束を受けること
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もきわめて少ないもめである。し

たがってM子のように口数の重い

子どもでも霞由に書きつづること

ができるし，「文章に書いて語る」

機能をも十分に与えている。

　Aテストでは憎憎のように「私

のうち」という課題で書いた作交

の成績がいちばんよい◎幸福な家、

課奮．H．だち1私のうちi先御
　　　ミ　　　　　　　　　　　ト

学年＼i（1減点（2学期）（3学期）1

1
2
3
4
幽
弓
1
－
b

年
年
年
年
年
年

4
じ
フ
4
ゐ
4

r
フ
　

5
配
フ
r
フ
4
▲

4
ム
　

4
▲
4
▲
4
4
q
ノ

庭とそれを語る喜びという題材のよさによるためであろうか。

・Aテストの作文から

「…私の家・　　　・輔M（女）
　　私の家は左門町にあります。このほど外園に国立競技場ができました。家の

　近くだし，私はあそこで競技をやりましたので，とても，嫁ごりに，思って

　ます。

　私②の家族③は，端緒です。それに，店員さんが箪入，女中さんが一人，犬が

　一びき，ねこが，議びきです。一番始めかったミーコというねこが，小ねこを

　うんで，一びきルミという名をつけて，そだててきました。でも，今年の秋，

　ルミがまた，小供をうんで一びきいるから，三びきになってしまいました。そ

　のルミの小帯は，まだ名前をつけていませんが「チャコちゃん」といっていま

　す。擁とも云えないかわいさなので，この間私がお姉さんに「私，このねこ演

　の中にいれてもいたぐないわ。」と云ったら，お姉さんが「じゃあ，鼠の中に入

　れてごらんなさい。」と，いったのでこまってしまいました。④それからこの前，

　しんせぎの家に，どうぼうが入りました。そして，その家のすみちゃんという

　入がその時のことをいいにきました。私は聞いてて，おもしろいやら，かわい

　そうやら，こわいやら．思ってしまいました。その時，すみちゃんはぞちょう

　ど，おてあらいにおきて，帰って来た所だったそうです。台所のほうで，ゴト

　ゴト麿がするので，声をたてようと思ったんだけど，ねむたいから，ふとんの

中に入って，ねていたら，しょうじの戸がすうっとあいて，黒しょうそくの男　｝

があらわれて，すみちゃんの顔を，、かいちゆ5電燈で，パッとてらしたそうで

す。それで，一万円もってにげだそうです。

私は，ほんとう比，この話を聞いて，こわいっていうまり庵，なんだか心がお

くわくして興味深く聞いていました。終り

①6年2学期末に書いた作文である。②改行したとき，はじめのひとますをあけてい
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ない。③原丈では「・」をうったところは全部ひとますあけていない。④話の内容が

題と少しはなれている。

　　　せんせい①　　　　　　　　　5年　M（女）
　私たちの，五年四組の，②受持ちの先生は，川島先生です。川島先生は，白　！

毛が少しまじっていますがとてもやさしい先生です。

叢1臨銀葉論叢撤∵麓ち慧欝が讃歌㌔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
阻の醐が終わ・て・轍室へ帰・て来て・ちよ・と・た・たら鵬姓を㍉

水田先生から聞いたらしく歌を歌った人を前にならばせて「永田先生の所で歌　i

つた歌をうたってみろ。」とすごくおこりました。けれども，Tさんたちは，歌　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eいませんでした。そうしたら先生は「じゃあT，おまえ代表で水田先生にあや　i

まってこい。」と，いいました。Tさんは，まっさおになって出ていきました。

ほかの人は，ほおをぶたれて，席に，つぎました。Tさんが帰ってきたので先

生は，「水田先生，なんと盛った。」と，きいたら，Tさんは，　rいいて雷つた。」

と，いって席に着ぎました。そして席についてから，きたない手で，なみだ

を，こすりました。私は，かわいそうになってしまいました。そのNの帰り，

道お：友だちに含フたので，いっしょに，帰ったら，お：友だちは「Tさん，かわ

いそうだったわね。Tさんがないたの私，はじめてみたわ。」なんて，雷って

いました。

用島先生は，時たまおこりますが，でも，ふだんは，やさしいと，思います。

私は川島先生は，ご年生の蒔からいっしょにいるせいか，なんとなく，ほかの

どの先生より，親しい気持があります。③

私たちの醸先生は，木谷臓先生でしたが，今は，木画船生がやめてしi

・・て・細校殿生v（’t・私約礎盤難鱒1∵勲述饗撃す■

①5年3学期に書いた作文である。②r・」のうちかたが多い。③教師のやさしさと

こわさが重複して，作者の意図が十分に文章にもりこまれるまでにいたっていない。

　　コ　コ　@　　　　　　　　　　　　　　ココ　　　　　　　　　じコ　　ア　　　　　　　　　　　ずヨアぽド　ぼげげ　けげ　　いげ　げ　　　　セセ　　セ　　　じ　　ゆ　　　　　　　　　ぬ　　　　　コ　　コ　け　　　　　　コ　　　お　お　　　コ　　　　じ　お　　コ　　　　　　　　ハ　げげぼげ　おセ　おけ　　　　　　　　　　セげ　げロ　　　　　　

　　　先生　　6年4組M（女）i　　灘暖持の先生は吟醸生です。　　　　　　　　i
一年生の時は黒田先生という先生でしたが，二年生からこの川島先生になりま　i

した。　　　　’　　　　　　　　　　　i
川島姓はも瀕に白い毛癒えますが・とても元気でり・ばです・そしてめ1

　がねをかけています。私は「めがねをかけた方を似あうなあ。」と患いました。

隠葉面萎婆葉論ll灘禦書箋鞘丁丁難鷹勤

　ません。
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家庭を撚てくださる六鰐組の躰先生とい5　一）f，、、’の姓です．めがねをかけi

ていますがやさしい姓です。　　　　　　　　　i
r＊1、：：の細姓は，とてもせいカ・高くて瀕も，長甥の姓です。　i

私は，嚇の姓以勲あ・り・く？・かり・せん．　　約　｝

・・6年3学期に書いた作文である。娠諜題にたいして，何を書くかがはじめに考えら

れていない。

あとがき一一N児，M子の事例研究から　　　　　　　　／

・高学年の読み書き能力に関する事例研究として，N児・M子の事例をあげ，

とくに読み書き能力とパーソナリティとの関係を考えた。

・N児・M子は読み書き能力の中で，読書速度が劣るという点に共通性をもっ

ている。しかし，その要因は異なっている。N児の場合は，文章の基礎的な読

みの技術が身についていないためであり，M子の場合は速読みというテスト状

況に適応できないためである。

・学年発達的にみれば，N児・M子はともに中学年までよりも高学年で学級の

中での成績が上がっている。これはN児の場合は，学級内の役割認識による清

緒的安定性をもつにいたったためであり，M子の場合は，受験準備という意図

的な学習の場の設定という効果によるためである。

・これから先，中学校の読み書き能力の発達をN児・M子について予診するこ

とは容易ではない。しかし現在的立場から考えるならば，少なくともN児につ

いては学級意識，仲間意識の発達であろうし，M子については学校という場に

たいする閉鎖された心の硬さを治療するとか，交友関係の騙放を問題にしなけ

ればな：らない。

・N児とM子について考えたそれぞれの要因は高学年における男子の喬語発達

女子の雷語発達を考える上に，基本的な要因であろうと思われる。
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rv語い能力ゐ発達（高橋）

　行なった検査の種類

　中学年に引き続き，語いの拡がりでなく，語の把握の仕方を調べることに重

点をおいた1）○検査は，5年生（32年度）の1学期から，6年生（33年度）の3

学期にかけて，毎学期行なった。検査は，全部ペーパー方式の団体検査で，そ

の問題は，後に示す通りであった。また各学期とも，その1年忌の学年の対照

学級に岡一の検査を行なって，比較した。検査問題の形式は全部で5種類，各

学期に行なった検査問題の形式は次の蓑の通りである。

　　　　　　　　　　　学期ごとの問題形式と問題数

牽連1学矧A B c　1　D

5　年

（乙学級は4年）

　　　　1

6　年

（乙学級は5年）

i　1　10　×　（5）

2　1　10　×　（5）

3 25　×　（4）

　　　1

－
り
白
Ω
ノ

l
i　25×（4）

1　2s　×　（o

15　×　（2”v4）

15　×　（2”一4）

I　　　　I
i5　×　（2－u4）　1

15

5　×　（2N4）

5×　（2’一4）

30

　この表において，「乙学級」とあるのは，1年下の対照学級である。また（）

内の数字は，1問題中の小問題の数を示すものである。Dを除き，（）外の数

は，ためした語の数と一致する。Dは，小問題がそれぞれ1語をためしている

ことになる。各問題の形式については，それぞれの項で示す。

　　　　　　　　　A．　形式Aの問題とその結果

　1．ねらいと問顯

　ある語について，知っているかどうか，あるいは，使えるかどうかをためす

検査は今までもあるQしかし，その語を，どの程度に知っており，また，どの

1）　検査のねらいは，報告14「中学年の読み書き能力」25ページに示してある。
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程度に使えるか，ということを問題にしないと，その語を知っているとも使え

るとも言いにくい。同じ語が検査法によって，できたりできなかったりする

ことは，すでに，中学年において，のべた通りである。そこで，ある語につい

て，いくつかの使い方を示して，それぞれの使い方が正しいか正しくないかを

判定させ，その判定のしかたによって，どの程度に理解しているかをみようと

したのが，この形式の検査である。

　高学年の児童がある程度理解していそうな語を10語選び，それぞれにつき5

つの使用例を見せて，判定させた。行なったのは，32年度の1学期と2学期

で，実験学級（以下甲学級という）は5年生，対照学級（乙学級）は4年生で

ある。受検者数は，甲学級が1学期49人，2学期48人，乙学級が，1学期50

人，2学期51人である。

　問題は次の通りである。なお，原物はたて書きである。　（これは以後形式E

に回るまですべて岡じである。）E〕内め○×は正解を添したものである。

　　　　　　　　つか
　　同じことばを使った文が，5つずつあります。

　　　　　　　　　　ただ　そのことばの使い方が正しいものは，口の中に○を，まちがっているものは，口の中

　に×を書き入れなさい。わからないときは，入れなくてもよろしい。

　　（5つのうち，いくつまでまちがっているかということは，きまっていません。）

　例と　れんしρう

　　　・回聾はさるよりも糺・…

　　　・区あきらくんのうちの紐いうひ・が・いぬをうんだ・

　　　　く　　　
匹3・i」花子さんは匹のまねばかりする・　’t
　　　・粕太郎さんは匹がわ・い．

　　　・Liりんごが就つと・みかんが盤劾ま外

　り　　　よう

1．利　用

　　i『　1・1×
　　i二＝

　　X

　　X

　　D・くは・のあいだ木で箱を糊しました・

・囚躰人はお輪利肌て・…んを養べ甑
｛「ぼくはきのう，おかあ・ん・・らお・勅・・円糊胤た・

4・回rぼくは糊されていた嘘・気がつV・糠は汰へんなことが

　　　おこっていました。
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・回欝忍言・て験をお軌

2．　とらえる

・回・れはその煉の・うすを…ラがとらえたもの砿

・［ヨおかあさんは・かみの齢下へ激い・う・・…で・猟い・す・

・回・つのりん・観ても凹いもの」・して・ら焔入もあ・で・・う

　　　　　し，「食べるもの」として　とらえる人もあるでしょう。

・「ヨ公園の花を・らえてはいけ・凱・

・回中田先凱恥して・めず・い・ち・うち・うを一
　　τ
3．生きる

　1．（問題不適当により，酬除）

図枷門門和・年・旧姓き・した・だから冷3G芽砿

回・破動帆・の・・甑ひ・・うに・く生きてい践

感ひ・・織にな・た野・さ鵬生き・か死ぬかのさかいめで鵬

［ヨ・のあいだの鐸の識徽叙まくは・・なりの灘けてな・ものか・1

　　　　はじめからしまいまで　いっしょうけんめいに　生きました。

　　うん　　どう

4，蓮動
・区障鑛繍のひろばで・たく・んの鱒・過してい・した・

・卸町を美・く・・う・いう遡があ・の痂・てい・軌

・回あ・・附けぎたの磁がでた．

・［ヨき・うは舞の・艦お・うさんもおかあ・ん嵌藁微灘の

　　　　　運動に行きました。

・凶弾稼の人山鑓・・けわい・蝋・・に…メー・ルほどし噸

　　　　　動でぎなかったこともあったそうです。

　　もん　　だい

5．閑　題

・・引きのうのでき・・蹴た・・せつな聾がふくまれてい・．

｛1き・うは，なかな・篇腿鵡き・とE　D’EFo

・回そ・りはいちだい・だ・重大樋だ．

・回そんな・・詳・・たく1璽にならな…．

蒔司私は，その腿には，なんの難もありません。
　　塑　　　　i
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　　たい　　　ア

6．態　度

刈・レ潟下・鵬その・・に短・懲ぽか胤た・

・「｛みどりにつつまれ鱒の竃・態動灘の懇からみ焼

・回む・うが蹴塑・で・かを知…醐・りた・・せつ軌

・回きみの，編を聞く塑ま，な・て鰍・

　5．　　（問題不適当栄＝より肖ll除）

　　てい　　　ど

7．程度
・・同判物箸でま・ガ・ス榊身・る盤を・ら醜

・回私の難も大川さんの失敗も，そうちが濾・・ち・・と璽の桑・・

　　　　　あるだけだ。

梱ふ・さん轍は37・6・一・・レ嫉

・回あ・鐘の・ちがいは，…た・・ないね．

引司あの本のねだんは，は。きり綴えてい謎んが，・・。円…壁だ。たと思

　　　　　います。

　　ぎ　　もち

＆　気持
・・回も・と気籠・・かりも・て，・・んばるのだ・．

躯隔の凧いつも気恥・・すぐに・てい・人だから，ぜ・たいにそんな

　　　　　ことはしないよ。

・図あの凧り・ばな墨を・臥で丸

・同そ繊焼らく魏たの塑・・蓬じなか。たのでね。

・回そんないいかげんな購でや・たの礪ぜ・たいにでき軌

　　がい　　　く

9．　細　工

・・回・滅私が針金で麺・たの嫉

・回・れ駈いくら麺工・ても…轍い・・いちばんは・めの・・うか

　　　　　ら，なおさないと，だめだね。

・囚お・うさんの難では・劇職翻肌てい織

・区お・うさ鵬・ても霜の紅・・じ・うず航ゆうべ曙のほか嗣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かげえ
　　　　　も使わないで，いろいろのおもしろい影絵をうつしてくれました。

・回紅の・かたはい・いろあ・・疑れ・・も・・んなものができあ・・る

　　　　　かということのカが，たいせつである。
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　　い　　　み

10．意味

・回その幽い・ろいうな一町畿易だv・ko

・回あの凧・ういう謎℃そんな・・を善・たのだろう・

・回流のす・・鼠ま・たく謎がない・・

4・区固なたのしご・は・懇がよくないからだめだ・

・回その轍・，あ・謎で難だ・fee

　2．結果　各藩の正答率は次の通りであるQ次の表は，各小問a“．との，正答

者の全体に鰐する割合を，各学期，各学級ごとに示したものである。

問｝学囁4年
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　3．考察　上の結果から，次のようなことが考えられる。

（1）一つの語でも，その使用の仕方によって，繊来・不娼来が非常に異なる。

　たとえぽ一にあっては，2は非常に悪く，5は非常によい。二では，3が悪

　く，5がよい。四では，4より3がよい。六では1より4がよい。七では，

　3より5がよい◎八では，2より5がよい。十では，1や5と2との開きが

　かなりある。従って，pm　一の語でも，その使用の仕方によって，高学年児童

　の理解の仕方は，ずいぶん異なると，いわねばならない。

（2）同じ程度のむずかしさと考えるものについては，ドこれは正しい」と判定

　することより．「これは正しくない」と判定することの方が，むずかしいよ

　うである。たとえば，一では2より4の方がよく出来，二では4より5の方

　がよくでき，四では4より2の方がよくできている。

（3）小学校高学年では，この程度の語の転じた意味や少し程度の高い使い方に

　対する理解は，まだ十分ではない。たとえ．ば一の4，二の1と3，’三の3，

　六の1と3，七の2，九の2，十の1など。

（4）この問題では，4年生と5年生の間セこ，飛躍的な違いはない。
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㈲　概して言えば，5年生ではこの程度の詣に対して，大体の理解はできるが

　発展した意味については，まだ十分でなく．また，使用範囲の境界について

　も，厳密でないといえよう。

　　　　　　　　　　B．形式Bの問題とその結果

　1．　ねらいと問題

　ある語について，その用法の如何によって，出来不出来の違いがあることは

形式Aの問題によってわかった。しかし，形式Aの出題は，小問題を無限にふ

くみ得る可能性を持っており，また，使い方として妥当であるかどうかの限界

のはっきりしない使い方もあるので，形式Bの問題を使った。形式Bの問題は

　（i）選択枝のうち正讐を1つにすると，1つの使い方の癒合に限定されるので，正

　　しい使い方の例を2っあげた。

　（ii）　正しい使い：方の数がはっきりしないと，限界線にあるものの扱いに困難iが生じ

　　るので，正筈を2つに限定した。

　問題は，文部省が32年度に全国的な規模で行なった語彙調査に使った語のな

かから，ほぼ系統的に，任意にぬき出した25語を用い，その使用例4つのうち

から，正しいもの2つを選ばせた。なお第1園に行なったもののうち3語（1，

2，13）は，出来がよかったので，第2圃から他の語にかえた。行なったのは，

32年度の3学期，33年度の1学期・2学期である。受検者数は，甲学級が，3

学期47人，1学期48人，2学期48人，乙学級が3学期52人，1学期51人，2学

期5ユ人である。

　問題は次の通りである。なお，選択枝の後につけた数字は，33年度1学期，

（1，2，13は32年度3学期）の際の反応者〔（）外が甲学級，（）内が乙学級〕

の実数である。また語の下に書かれた数字は2つとも正しく反応した者の実数

である。

　　次の問題は，イロハニのつのうち，正しいものが二つあります。それはどれとどれ

　ですか。その二つに，○をつけなさい。

れんしゅう

酬うき逍Q継粉あ二ん寺今たみずをや燃

211



　　　　　ヒ

2瞭
I
乏

　　　　　に

ひこうじょうに　ひこうきが，おりて　きました。

ひこうきは海の　そこを　はやく　はしります。

ぼくは　けっして　はやおきを　します。

このいぬは　りこうだから，けっして　人を　かみません。

「これから　けっして　わるいことは　いたしません。」といい

ました。

このあいだから　けっして　3日に　なります。

　　　　　　　　る」とかいてあるのだよ。45（47）

　　　　　　　　　　　　　　　　　さいふ

　　　　　／
　　　　　　⑳　？±会に　奉仕する。41（35）

　　　　　　　　子供は　奉仕しないと　じょうぶにならない。ll（10）

　　　　　　　　　　じしん　　　　　　　　　　ばくはつ

∵糧辮辮1轍；1塞ぐ1：1

鷺たむ「鍵∵驚ん繁婁獣28男固くるりとま
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6④

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IO（韮9）

∵／∴二∴∵∵澱：＝1：∵轡
　　　　　／　　　　　　ハ　この　マッチばこには　マッチが1本しか　こもって　いない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5（10）

　　　　　　㊥　10日聞，由に　こもって　修業する。42（35）

蝋喫器の瓢書函墓義議ギ識，（、）
31（21） P嫌なさ薯謙、驚た獣1，14（19）

　　　　　　　　　しょうせつ

　　　　　｛　　　　　　　　てくるよ。15（23）

　　　　　　ハ　ぼくのうちの　犬が　正子さんを　かみしめて　しまった。3（8）

　　　　　　＝　あの先生は　かみしめて　話を　するので　よくわかる。37（26）

エ・．裟顎④その劾蔚をいきいきと獺した・32（34）
　　　　　　ロ　電話では　顔は　見えないのだから，表現を　つかわないで，こと

　　　　　　　ばだけで話しなさい。21（18）
　25（31）
　　　　　　⑳　自分のことを　いうのに，ぼくといったり，わたしと　いったり，

　　　　　　　　いろいろと　表現の　しかたがある。40（43）

　　　　　　＝　あの家では　ときどき　ゆうれいが　衰現するそうだ。1（7）

　　　　　　　わりざん

癩簿
43（27） ^◎その訊あ、、で，や。、今，での誤解、、と鵬、6（31）
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囎徳
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　　ゆう　りよく

18．有　力

2i@a6）P
・噸矧④繊の．

ig　（ls）　II

＠
ハ
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イ
㊥
◎

　　　　　　　　　　もん　　　　　　　　　　　もん
きのうのしけんでは，五問の　うち　三問は　正しくできたが，二
もん

問は　誤解した。3（18）

ペンキぬりたてに　自重してください。10（11）

露は　下級生じゃないだろう。もっと　霞璽してほしい。36（34）
　　　　しつばい
これに　失敗しないように　自重して　やらなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34（31）

正月に　毎日　もちを　たべたので，この間　貝方を　はかったら

だV、ぶ自重し》て＝L、た0　8　（24）

　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へんじ

お舜さんに呼ばれた時，うっかり　失望していて，返議をするのを

忘れた。13（22）
　　　　しつばい
そんな　失敗ぐらいで　失望するなよ。まだまだ　のぞみはあるん

だQ　44　（35）

　　　　えんそく　　　　　　　てんぎ　よほう

あした　遠足なのに　天気予報で　雨だと　いったので，失望し

た0　35　（31）

大山さんは　ぼうしを　失望したので，いそいで　とりにかえっ

た。6（12）

このお話は　誠実に　あった　お話です。作り話ではありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26（30）
　　　　　　　　　　　　　　　　しょうばい　　　　　　　とお
おじいさんは　誠実一本で　この　　商売を　やり通してきた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23（22）

負けてなるかと　力の　かぎり　誠実に　走りました。　14（17）

小翔さんは　誠実な　人だ。　　　　　　　　　　　31（3D

　　　　　　ち　ず　　　　轡ζ5かしょ
由田くんの　地図は　教科書を　2つ　あわせたぐらいの　平凡

だ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H（13）

別に　かわっ7e　ところもない　平凡な　話。　　　　40（37）
　　　し　けん
この　試験の　平凡は　だいたい　4G～60点ぐらいです。7（12）
　　　　　　　　　せいかつ
平凡だが　たのしい　生平。　　　　　　　　　　　　32（38）
ウぎどうざん

力道：山はすごい　有力が　ある。　　　　　　　　18（28）
むらまつ　　　　　　そんちょう　　　　　　　　　　　こうほ

村松磯は　村長の　有力な　候補である。　　　　　　22（24）
はんにん

犯人をつかまえる有力な手がかりが見つかった。39（33）

小山さんは　いつも　有力な　点を　とる。　　　　　13（17）

　　　　　ぎ　もち
　　　　　気持は　複雑なので　わからない。　　　　33（32）
　　　　　かミうコ　　　　ぎ　かい

複雑な　仕掛の　機械。　　　　　　　　　　　　　31（31）

あたまが　複雑してぎて，なにが　なんだか　よく　わからない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12（18）

おまつりを　見に　きた人が　あまり　複雑なので，おまわりさん
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20．意　昧

　28（16）

　　ぶつ　　しつ

21．物　質

　15（18）

　　こ　　　じん

22．個　人

　21（19）

（

　　えい　　ゆう

23．英　雄

　17（14）

　　だん　　たい
24．懸　体1

　37（30）

　　ユニゆ　　より

25．需　要

　17　（7）

　　とく　しよく

26．特　色

　27（22）
　　　　　、

④
ロ
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二
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ロ
◎
ニ
イ
㊥
ハ
㊥
イ
＠
◎
ニ
イ
＠
⑳
ニ
イ
＠
ハ
◎
④
ロ

　こうつうせいり
が交通整理をした。　　　　　　　　　　　「　　「　16（17）

　　し　ごと　　　　　　　　　　　　　　　　しつばい

この仕講は　ある意味で　失敗だった。　　　　　　　34（28）
　　　　ち　 こく　　　　　　　　　　　こうつうじ　 こ

先生が　遅刻したのは　交通事故が　その　意味だった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IO（22）

窟は　それを　どういう意味で　いったのだQ　　　　41（31）

いつも　よい意味を　話す　ように　しよう。　　　　　7（19）

物鹸腺繍猫∴　　　　　　25（30）
ぼくの　かばんは　物質が　よいa　　　　　　　　　34（22）
　　　がんせぎ
この　岩石には　重要な　物質が　ふくまれている。　38（30）

山田さんは　物質な　人です。　　　　　　　　　　　5（18）

　　　　　　　　　　　まよねん
小山さんの　お父さんは　虫年から　鰯人と　なりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　（9）
　　　　そんまく
倒人の　損得ばかり　考える。　　　　　　　　　　28（25）

はなれ島に　流れついた　ボソ1・スは　欄人で　さびしく　くらし

た0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22　（24）

クラス委員としての　意見と，鰯人と　しての　悪見。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29（38）
　　　　　たいしよう　　　　ち　し
英雄とは，大将とか　知事とか，そこで　一番　えらい　人の　こ

とである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25（29）
とよとみひでよし

豊臣秀吉は　英雄である。　　　　　　　　　　　　　38（38）

あの子は　どうも　英雄に　なりたがって　いけないね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23（21）
　　　　　　ふく
チソドソ屋の　服は　英雄である。　　　　　　　　　　6（12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　うマッチは　一一・Ascずつでなく　団体にして　売っているQ　6　（9）
　　　　　　　　　　　きょうぎ
五入ひと組で　する　団体競技。　　　　　　　　　　45（41）
　　　　　わりびす
団体なら　割引に　なります。　　　　　　　　　　　39（37）
か　じ

火事を　見ようと　思って　たくさんの　人が　団体に　なった0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　（9）

　　　　　　　しゃかいじん
私の　需要は　社会人として　はずかしくない　人に　なる　こと

です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20（32）
　　　　　　　　せいさん
需要が　多すぎて　生産が　追いつかない。　　　　　28（20）
せいと　　　　　　べんまよう

生徒は　勉強する　需要が　ある。　　　　　　　　　　19（26）
　　　なようきゅう
需要と　供給。　　　　　　　　　　　　　　　　　23（19）

　　　　　　　　う
庭に　もみじが植えて　あるのが，このへんの　家の　特色だ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38（32）
　　　　　　　　　　　　　　　　　もの
おまつりの日，女の子が　特色の　藩物を　藩ていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11（21）
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　　　　　　⑳　小山さんは，「ふつうの　学校でなく，何か　特色のある　学校へ

　　　　　　　　行きたい」と　言っていた。　　　　　　　　　　　　　11（21）

　　　　　　　二　小学生は，ただで　入場できると　いう　特色を　うけられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11（11）

　　　し　　　はい

∵！欝1灘う∵認∵lllll
　　　　　　モ
　　　　　　　ハ　ぼくは，おとうさんに，お使いに　行け，と　支配された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7（1D
　　　　　　　　　　　　　　だん　　　　うちやう　　　　　　ゆめ
　　　　　　㊥　クロネヅコソ照の　宇宙支配の　夢：は　やぶれた。　　　36（34）

　　　のう　　りつ

∵垂琴平聡ゴ『瞥欝：挿
　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23（23）

　　　　　　　二　理科の　勉強を　しなかったら，理科の　能率が　さがった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20（25）

　2．結果

　各問の正答率は，次の通りである。次の表は，各問につき，2つとも正しく

容えた者の全体に対する割合を，各学期各学級ごとに示したものである。

　　　　　　　　　　　　　　・司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li　　　　　　司

2
刺 1 1 1o．s71 1
乙｛ Lg・e！1 1 1 1

3 1刺 ｛・小6小721
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4
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　3．考察

（1）各面につき1つを正しく選んだ老が，2つとも正しく選ぶとは限らない。

　次の褒は甲学級6年2学期において，2つとも正しく選んだ者と1つだけ正

　しく選んだ考との数を示したものである。

問題i・4567891・旧2園516・718
・つ・も正P4274・1544・339363・3236114227

1つだ旺｝1321・322・・1539・21815123・519

・つ・も測1・・1181…　。1・7・2 i

FpElsi　1　19　20　21　22　23　2t｝　25　26　27　28

・つ・副・・262。・。・・291432353・

1つだ嘱・・222714、2・916151212

・つｫ副…　42“…8臼2
（2）この問題に用いた28語を，6年2学期を規準にして，正答率の順に並べる

　と，次のようになる。

　　　儒周（5年3学期0．96）　こもって（0．94）　発展（0．94）

　　　誤垂垂（5年3学莫灯0．92）　　餐正明（5年3学≠厨0．87）

　　　平凡（0．89）　失馨（0．77）　表現（0．77）　支配（0．75）　能率（0．72）

　　　溺蓑仕　（0．72）　　　たえ．た　（0．70）　　　自重　（0．68）　　　三詮与色　（0．68）　　　応用　 （0．64）

　　　個人（0．64）　六体（0．62）　有ヵ（0。57）　影響（0。57）　意味（0．55）

　　　複雑（0．53）　英雄（0．45）　物質（O．43）　あおいで（0．32）　需要（0．30）

　　　誠実（0，23）　かみしめて（0。19）　ひたむき（0．09）

　　この程度の語においては，6年生までにほぼ9謝の者が理解できるのは，

「平凡採での傭ほ鴫以上醐来ないものは，rあおいで」以下の4

　語となる。その中皿の譜は，．選択枝の作り方によって，大きくゆれるであろ

　うことが想像される。

（3）これらの語に対する理解は，5年生から6年生にかけて一般に向上するが

　次のような語は，あ豪り，変らないQ

　　　あおいで（6），ひたむき（7），かみしめて⑩，物質⑳，団体⑭

　このうち，初めの4語は，正答率の低い語であり。小学生にはむずかしいも
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　のと考えられる。「団体」については，ある程度以上の理解の深さは，小学

　校卒業後にのびるものと解せられる。

（4）33年度1学期における甲学級と乙学級の正答率（問題の，語の下に示され

　た数字）の差が比較的大きいものに，次のような語がある。

　　　影響（4），こもって（8），たえた（9），自：璽¢4），失望⑮，意味鋤

　　　需要⑳

　これらの語は，5年から6年置かけて，かなり理解春が増すもののようであ

　る。

（5）33年度1学期における各選択枝への反応（問題の選択枝のあとに示された

　数字）において，誤答枝への反応数が正答枝への反応数の半分を上まわる語

　は，次の通りである◎

　　　影響（5年），あおいで（5，6年），ひたむぎ（5，6年），たえた（5年），

　　　かみしめて（5、6年），　表現（5，6年），　応用（5年），　貞重（5年），

　　　失望（5z．4），　言成実（5，　6年），　有力（5，　6年），　複条盤（5年），

　　　意味（5年），物質（5，6年），個入（5，6年），英雄（5，6年），

　　　需要（5，　6年），　特色（5年），　二二率（5，　6年）

　こうした誤りのようすからも，5年から6年への発達がうかがわれる。

（6）三野枝の中には，5年生より6年生の方が，多く反応しているものがある

　　　奉仕

　　　あおいで

　　　ひたむき

　　　かみしめて

　　　表現

　　　物質

　　　舞人

このうち，

ロ
ニ
P
ロ
イ

　　　　　　「かみしめて」　　　　　　　　「個人」などの誤りは，その語

　（あるいは，似た語）の一面を強調してとらえたことによるものであり，語

　の意味の理解の発達の仕方がうかがえる。

⑦　形式Bの問題は，5年3学期，6年1，2学期の3図にわたって行なった

　が，その相関は次の通りであったQ

　　　5年3学多靱と6年1学期・・…・・……………………………・：r＝＝O。77

　　　　　　　　　　　　　　　　　220

6年11　5年！0

6壬｛三12　5年8

6年32　 5年30

6年37　　　5｛F26

6年21　5年18

6年34　　6年22

6年11　5年9

　「表現」　「物質」



　　6烹ド1学ま切と6名三2学＃ts・・・・・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　。。。■■・一…r＝；　O．68

　　6孟洋2学夢摺と5殉三3学コ靱…・…・j…・…・・…　………　……一・・…r＝＝O．72

以上のように，相関はかなり高い。また，形式Aとの関係は次の通りである

　　5年3学期形式Bと5年2学期形式A…………一…・・…r＝O．72

従って，形式Bと形式Aとは，類似の聞題ということができる。

C．形式Cの問題とその結果

　1．　ねらいと問題

　形式Cの問題は，形式Bの問題に用いた語の意昧と矯例を，自由に記入させ

て，形式Bとの関係を見ようとしたものである。用いた語は，次の15語で，行

なったのは33年度3学期である。

　　　複雑，平凡，蓑境，失職，奉仕，能率，霞重，職人，有力，英雄，

　　　影響，こもる，需要，誠墾，ひたむき

　2．　結果と考察

　各回につき，意味と用法から，正しく理解していると思われるものに1点を

与え，ある程度の理解ができていると思われるものに◎．5点を与える。平均を

とると，次のようになった。

副副暑も幽幽細面1平凡陣瞭勧i矧奉融麟要雛
酬…：卿681卿57i嘱1卿521卿37i卿・・1・・　，・：卿・4

乙1・・611…細・・畑1・221卿・・i卿・・11・・211。…：瞬・1i…4

　形式Cの語のむずかしさの順序が形式Bのそれと非常に違うのは，「奉仕」

と5年生の「平凡」とである。「奉仕」は，この学校で「奉仕の時閥」という

ものがあり，その蒋に掃除などをするので，それにひかれて，「そうじのこと」

などと書いた春が非常に多かったことによるQまた「平凡」は，雑誌の「平凡」

を書いた者が多数いたために生じたことであるσ

　自由記入方式の問題は，表現上の態度が大きくからんでいて，語の理解とい

う藤からの分析があまりできなかった。

　なお，形式Cと形式Bとの関係については，6年2学期の形式Bと6年3学

期あ形式Cとの相関を出したところ，r＝O．65であった。
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：D．形式Dの問題とその結果

　1．　ねらし、と問題

　形式Dの問題は，似た語の使いわけがどの程度にできるかを調べたものであ

る。ある語の意味の広がりの周辺部においては．使い方として正しいのか正し

くないのか不明なことが多く，形式Aのような方法では調べにくいが，二語を

比較して，どちらが，その使い方として，より適切か，ということになれば，

かなりはつぎりしてくので，形式Aと同時に形式Dを行なったのである。

　形式Dの問題は，32年度1・2・3学期と，33年度1。2学期に行なった。

語は各学期ごとに少しずつ変えたが，それは，結果の表に示す配りである。

　行なった問題は次の通りである。

　　つぎの文の〔コの中にはいる語を，後（原文は「下」）にある語のなかからえらんで

　イ・ロ・ハの記暑をいれてください。陶じ語を二度つかってはいけません。

濫殺嵩隷磁　　　 ・ひ・1

　　2．謎おきモ面をあら。た。　　　　ロあすi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　ばん　　3．〔コはべんとうをたべた。
　　4．□八は時にねた。　　　　　　　　　　　　　1二　かお

㈲
L
a

一

）

⑱
L
a

一

　　せいじ
日ホの政治の□は東京です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
いなかで鋤をうしなった人たちがロへでかけてi

きました。　　　　　　　　　　　　　　1

iホあさ

IVV」1

躰の政治の蹴棘脇　　i・
いなかで土地をうしなった人たちが，〔＝コへでかけ

てぎました。

二㈲

　1．　ねずみのチュー助は，そののち，ひじょうにおとな

　　　しい，よいねずみになりました。そして悪いいたず

　　　らなどすっかりやめて，ロー生をすごしました。
　　おんがく
　2．音楽会へ行った時，ふとみると，うしろの方に山囲

　　　さんがいました，山田さんは［コきいていました。
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　1．

2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ
ねずみのチュー助は，そののち，ひじょうにおとな

雛窮臨終躍翫莞1il
音楽会へ行った時，ふとみると，うしろの方に山山！ユ

・ん・・胤煽腰んは□きV・て胤た・i・

しんけんに

まこころこめ
て

まじ．めに

ほんとうに

こころから

1

2．

3

㈲
L

四

2

3

4

㈲
．
乱

五

2

3

4．

1

2．

さくや　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まつばやし　　　　　　　　　　　　　せ

昨夜の雨はすっかりあがり，松林の［＝コみどりを背

にして，中学校の白い校禽がくっきりとうかびあが

っていました。
　　　　　　　　　　　いずみ
心をいれかえたあくまは，泉からわきでている，そ
　　　　　　　かまホ
の〔コ流れで，顔をあらいました。
　　　　　　　　　　かお〔コ朝だ。すずしい風が顔をかすめる。ぼくは犬を
　　　　　　　　　　さ　ぎ
つれて，いつもの道を散歩する。

イ
甲

西X

「こんな小さな工場で，こんな大きなものが一日に

三千もつくれるのか。」と，みんな〔コ。　　　　　　イ
　　　かいしゃ
「あの会祉で，あんなりっぱなものを，あんなに安　　ロ
く売ら泌と，この難がつぶ泌の唱まないか．ヨ・・

と，みんな□。　　　　　　　　　　　　　　　　轟
　　　　　　　こうにr・んなプ・きなエ翫・ん紬のが・一議た噂ホ
た五十しかできないのか。」と，みんな〔コ。
　　　　　　　　　　　　　あざち
朝起きてみると，きのうまで遠地だったところに，
　　　　こうば
りっぱな洗場がたっているので，□。

　　　　　　　　　　　　　　りつば
「わたしは五年忌の時にこんな立派な本を書いたんく
だよ。〔コものだろう。」と，父が泓にいいました。　　イ
　　かいしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りつば

この会社の人たちは，「あの会社であんな立派なも　　ロ
　　　　　　　やす　　う
のを，あんなに安く売られると・この会社がつぶれ！．ハ

るのではないか。」とみんな〔：。　　　　　　　　’1’二

こんな大きな量雲高こんなものカ㍉一年目たったミホ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
五十しかできないのか。」と，みんな□。

窓の下を通っていた自動環がパンクして大きな音が

したのでみんな〔コσ

しつぼい

異数するものが多いので，いつ企部ができあがるか

まったく［＝＝コカミつカtSな㌔・o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みんなの□がはずれて，ぼくのクラスは負けまし

た。
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　　　　　　い　い
あさっては，今井さんが来る［＝コです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じっこう
ずいぶんりっぱな〔コが立ちましたね，ぜんぶ実行

できますか。

わたしはこの会社に□している。
　　　　　　　　たい
自分がしたことに対して［コを持て◎

わたしは，きょうから，この□についた。
おや

親には子どもをそだてなければならない〔コがある

1．　春子さんは〔コが広く，いろいろなことをよく知っi

　　ている。

2．　秋子さんは，［＝コがあってs、いろいろなことを，う

　　まく考える。

八
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ
　1．　わたしは，そのことを〔コに感じました。　　　　～
　2．□にあるものから，じゅんに，かたづけていきまミ

　　　した。　　　　　　　　　　i
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1．海は，よく購れて，波もなく，水平線のところに，

　　［＝コに小さな島が見えます。

2。きxうは風がなく，海は［＝コですから，安心して舟

　　を田せます。

3．春風がやなぎの枝をゆすり，空には，わたのような
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　　雲が浮かんでいる。川岸：で，おじいさんが魚をつつ

　　ているのも〔コな感じだ。
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2．　科学は，溺に臼に〔コしている。

3．瑚田さんの「会議はこうしょう」という作文が，み

　んなの話題になって「金校児童会は，どうずればよ
　　　　　　だいとりうんかい
　いか」という大討論会にまで〔コした。

2．結果
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各学期・各学級における，各問の正答率は，次の通りであった。
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　3．考察

a）一般に，4年生より5年生の方が，また，5年生より6年生の方が出来が

　よい。

②　ただし，一㈲，三の（1），八，十の（1）などにおいては，学年差がみとめられ

　なかフた。このうち一㈲の場合は，一一一’（B）のようにすれば差がでてくるので，

　問題の不備によるものと思われる。⇔の（1），八，十の（餅ま，いずれも，日常

　使う和語であり，その日常性が学年差に勝ったものかと思われる。なお，四

　㈱にもそういう傾向が晃られるが，これは答に疑問があるので，いちおうあ

　げるだけにして考察をさける。
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（3）正答率の高いものから順に並べると，次のようになる。

　　　解学級5年3学期……中心（0．92），しんけんに（0。81），まじめに・きよらかな・

　　　　　予定（以上O．79），びっくりした（0．75），さわやかな（0．70），あきれた・予想

　　　　　（0。68），計画（0．66），みとおし（0．　64），中央。あざやかな（以上0。62），おど

　　　　　ろいた（0。49），おそれた（0．32）

　　　甲学海6年1学期……かすか（O．96），おだやか（0．85），予定。知恵（以上O。81），

　　　　　責任（0．75），みとおし・義務（以上0．79），計爾。のどか（0．69），身近。手近

　　　　　（以上0．65），任務・知恵（以上0．63），予想（O．58），勤務（0．56）

　　　甲学緻2年6　期……責任（0．98），ひそんで。変化（0．・96），義務（0。90），みとお

　　　　　し（0，80），予定。こもって（0。77），計爾・進1歩（以．ヒO．　75），予想（0．7D，任

　　　　　務（0．65），勤務（0。58），征服（0．57），支配（0．50），発展（0．42）

　このうち，形式Bに共通の語はrこもって」「支配」「発展」の3語である

　が，3語とも正答率が形式Bより悪く，特に「支配」や「発展」は順位が逆

　になっている。このことから，形式Bより形式Dの方がむずかしいと考えら

　れる。

（4）この範娚内では，和語の形容鋤詞は，比較的よくできる。特に「かすか」

　「おだやか」などは，臼常語としては，他の拙象語よりも，現われ方が少な

　いと思われるものであり。この点では，頻度よりも，語そのもののむずかし

　さの方が，理解しにくさの上できいてくるのではないか，という推測も成り

　立つ。もっとも，この順位は，「身近3と「手近」のように意味の接近した

　ものの場合に正答率さがるようなことから考えれば，問題の出し方によって

　動くものかも知れない。

（5）形式Dの問題は，形式Aや形式Cにくらべると，形式Dに似ていない。甲

　学級6年2学期における。形式Bと形式Dとの無間は，r＝＝0．58であった。

E．形式Eの問題とその結果

　形式Eの問題は，31年度文部省が行なった学力水準検査の国語科の中の語い

力に関する検査と岡じある。文部省の検査は，小学校六年生の水準を見るため

に，全国的規摸で行なわれたものである。この問題を借りたのは，実験学級の

児童の語いカが，全国水準とくらべてどういう位蟹にあるかを，いちおう調べ

ておくためであった。行なったのは32年度3学期である。問題および結果は次
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の通りである。結果は正答率（％）で添す。各問の後にある。　（）外の数字

は甲学級6年生，　（）内のは乙学級5年生，　〔〕内は，全国の6年生であ

る。

　これを見ると．実験学級の6年生の正答率は，19を除いて，すべて全国水準

よりもずっと高く，また5年生も，一般に全国の6年生より高い。この理由に

ついての考察ははぶくが，こういうことから，われわれの検査結果は水準を示

すということには使えないことがわかった。

　　四つならんでいるなかで，いちぼんあっていると思うものを一一つえらんで，つぎの

　例のように，その番号を○でかこみなさいe

　　　　　　　　　1　生きること。

　　回蛉る議1
　　　　　　　　　4　うまれること。
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4　 悪口をし、う。

計函をすること。

前もって考えること。

だいたいのことがら。

5わさ。

1　問題をとき，決心する。

2　問題をとりやめる。

3　問題をきめる。

4　問題をとき，かたつ1ナる。

　心にもない。

　思いがけない。
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何かすること。
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　　　　　　　　　　　F．各問題の平均得点
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なかったので，ここにまとめて示す。各人ごとの得点の推移は，来年度別に記

述することになるので，ここでは，平均，偏差，最高，最低だけを示すことに

するe

G．まとめ

1．高学年における語の理解の仕方を調べるために，32～33年度の各学期に

　実験学級（5，6年）および対照学級の生徒に検査を行なった。

2．検査は全部で5種類のものを作成した◎

3．その結果，検査方法に関して次のようなことがわかった。

　（1）同一の語でも，その使用の仕方によって理解の仕方が違うこと。従っ

　　てどういう使い方を調べるかによって，正安率が異なる。

　②　小学校高学年においては，「この使い方は正しい」と判定する検査よ

　　りも，「この使い方は正しくない」と判定する検査の方がむずかしいよ

　　うである。

　（3）小学校高学年にとっては，岡じ語の場合一つの語の種々の使い方をた

　　めす検査より，同類語を比較する検査の方が正答率が低くなるようであ

　　る。

　（4）小学校高学年に働由記入形式で語の理解を検査をすることは，なれて

　　いないこと，および，偶然的要素がはいることによって，不適当のよう

　　である。

4．　実験・：対照学級の高学年の藷理解力について，次のようなことがわかっ

　た。

　ω　語を理解する力は4年生から5年生にかけて，また5年生から6年生

　　にかけて，一般に少しずつ上昇する。飛躍的には上昇しないようである。

　㈲　小学校高学年においては，検査にとりあげた，やや抽象的な語に対し

　　て．大体の意味は理解でぎるが，発展した意味の理解はまだ十分でなく

　　また，使用範隙の境界についてもはっきりしないことが多い。

　（3）小学校高学無こおいては，頻度の少なさよりも，意味のむずかしさの

　　方が，理解しにくくする要照として働く向きも，あるかに思われる◎
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　（4）ある語に対する理解は．必ずしもいつも一様にのびて行くのでなく，

　　ある意味の理解ができてから，次の意味を理解するようになるまでの間

　　しぼらくは理解が深まらない，ということもある。

　（5）小学校高学年にとっては，この意味に使えると判定することより，こ

　　の意味には使えない，と判定することの方がむずかしいようである◎

　⑥　小学校高学年にとっては，やや抽象的な語においては，そのひろがり

　　を理解することより，二つの語を使いわけることの方がむずかしいとい

　　うことがありそうである。

　⑦　ある語の意味のある一面を強調したような誤筈には，上の学年の者の

　　方がおちいりやすいことカミある。

　　　　（5），（6），（7）などから，この時期は、やや抽象的な語に対しては，

　　　その種々な使い方を，ひろげて行く時期である，ということがいえ
　　I
　　！るかも知れない。

　（8）実験・対照学級の児董の語い能力は全国水準よりかなり高い。従って

　　以上のべたようなことは，一般の小学校高学年には，あてはまらないか

　　も知れない。

5．個人聖人の能力の発達のようすについては，結果の記述および考察を，

　次の機会にゆずった。
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V文法能力の発達（高橋）

　高学年の文法能力を発達的に調べるために，32～33年度には，甲・乙両学級

（前章の初めのところを参照）毎学期検査を行なうと圃時に，33年度には，3

年生以上の各学1年学級ずつに対して，概観調査（A）を行なった。学期ごと

に行なった検査は，次の通りであるQ検査の種類のそれぞれについては後での

べる。

学隼　　学期　　　A B
g．．．一一！　p

　　l’

F

5年　　1
（乙学級は4年）1 ○

○

6年　　　1

（乙学級は5年）；

　　　　3

o
o

o ○
○

○
○
○

○
○
○

o

o

o

o

o

’

A　検査A（概観検査）の問題とその結果

　1．　ねらいと問題

　検査A（概観検査）は，各学期に同一の児童に対して継続的に行なう検査を

補うために，3年から6年生までの各1学級ずつに対して，嗣時に行なったも

のである。この検査は，1・H・照の3部にわけ，第1部は，おもに格助詞の

用法，第韮部は，主述関係を中心として，首毘の照応，第猛蔀は，おもに重文

（主宰関係がいりくんでいない複雑文）の組み立て，に関する能力を調べたも

のである。

　問題は次の通りである。なお，格助詞の検査項撫こ関しては東京都深沢小学

校で行なった，遠藤嘉基氏計画の「小学校文法能力調査」1）の結果を参考にし

た。

1）　束京都国語科指定学校（昭湘30年）研究発表r読解と衷現のための文法指導」（東

　京都糧田谷区立深沢小学：校）
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1　次の○の中に，ひらがなを一字ずついれなさい。

　　　　　　　　　　　　　いた
　1　このくすりは，おなかの痛い人○きくそうです。（正讐「に」）

　2　にいさんが，こわれたラジオ○しゅうぜんをしました。　（正答「の」）
　　　　　　　　じんぞうにんげん　　はつめい
　3　山川くんが，人造人間○発明したというのは，うそでした。　（正讐「を」）

　4　アドパルソが，たくさん甕○あがっている。　（正答「に」，「へ」）

　　　　　　　　　　　　　えいぜい
　5　あしたの六時ごろ，人工衛星が倉本の窒○とんで行くそうだ。　（正答「を」）

　　　　　　　　　　や　ね
　6　ごひきのねこが，屋根の上○おにごっこをしています。　（正答「で」）

　7　男の子は，みんな「さいほうはぎらいだ。」と雷いますが，やってみると，男の

　子○とてもじょうずな人がいます。　（正答「に」「で」「も」）

　8　家に帰ってみると，かわぐつ○とてもきれいにみがいてあるのがありました。

　　（正答「の」）

　9　三人とも笑いました。いちばんはじめ○笑ったのは，正子さんでした。　（正誉

　　「に」）

10　先生は，いっか，國語の時間○算数○やりました。　（正讐「teL－wwを」）

11　先生は，いっか，：算数の時間0理科○かえました。　（正答「を一に」）

12　おとうさんは，わたし○たばこ○買いに行かせました。　（正答「tcrを」）

13正夫くんの顔が青かったので，先生は，二時間圏から正夫くん○家○帰らせま

　　した。（正答「を一に」，「を一へ」）

14わたし○きx5，ボール○かしてくれたのは，道子さんです。（正答「に一を」）

15　わたし○きのう，本○かしてあげたのは，山田さんです。　（正讐「が一を」）

16わたしたち○うけもちの上田先生は，まえには，わたくしのにいさんたち05

　　けもっていました。　（正答：「の一を」）

17　なぜ帰らなければならないのか，ということ○ぼく○はっきりわかるまでぼく

　は帰らないよ。　（正審「が・一一一｝C」）

18雲が東○東○と流れています。　（正答「へ一へ」）

19音楽室○○ピアノの音が聞こえてきます。　（正讐「から」）

20太郎「学校には，うさぎがいますか。」

　　花子「はい，います。」

　　太郎「では，ぶたもいますか。」

　　花子「いいえ，ぶた○いません。」　（正距「は」）

翌　　　　　　　　　　どれを入れたらよいでしょうか。後のものから，よいと思う　次の□の中には，

のを一つえらんで，その番号に○をつけなさい。

21　わたしのくせは，字を書く時，じきに，えんぴつを＝1

　　1　なめるから，くちびるが黒くなります。

　
｛　　②　なめることです。

　　3　なめるので，いつも先生やおかあさんにしかられます。

　　4　なめてしかたがありません。
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22弟が，ぼくとけんかした時いつも口にするのは，「にいちゃん，『に』がっく

　にがむし。にしんQにんにく。にんじん。にげて行け。」と1＝

　　1　いつも雷う。

　
｛　　2　雷って，大声でどなった。

　　③いうことばである。

　　4　どなるので，ぼくもおこる。

23　あのおじさんは，ひとに「そうじしろ」「そうじしろ」と言いながら，配分は

　へいきで道に紙くずをil　　　　i

　　1　すてる，ずるいことをする。

　
モ　　2　すてるから，ずるいことをする。

　　③すてるという，ずるいことをする。

　　4　すてるというので，ずるいことをする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　ね24おかさんは，弟が，おかあさんの轡うことを聞かないで，屋帳にあがワたり，
　ぼう
　棒をふりまわしたりするので，｝　　　1

　　1　ぼくはおこった。

　
∫
　　②ひどくしかりました。

　　3　あぶなくてしかたがない。
　
／
　　4　おかあさんはしかりました。

　　5　弟はおかあさんにしかられました。

25　ねえさんは，およめに行く時，［＝＝＝＝：コ
　　　　　　　　　　　にんぎょう
　　1　おかあさんは，人形をくれました。

　
∫
　　　　　　　　　にんぎょう
　　2　わたしは，入形をもらいました。
　　　　　　　　にんぎょう
　　③わたしに人形をくれました。
　
モ　　　　　　　　にんぎょう
　　4わたしtこノ＼形を浅）げました。
　　　　　　　　　　にんぎょう
　　5　おかあさんは人形をあげました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　じ26　おとうさんは，晩ごはんの時，き担う，かいしゃの近くに：火事があワて　1＝

　　　　1

　　1　二十けんも家がやけだそうです。

　
｛
1　　2　1　：一1一けんも家がやけたと聞いて，火事はほんとにこわい，と思う。

　　3　二十けんも家がやけました。

　　④　二十けんも家がやけた，というお話をした。

27　よし子は，ごはんを食べる時，いつもごはんをこぼすので，おかあさんが「よ

　し子，にわとりをよんでぎなさい。一＝＝コ。

　　1　よし子のこぼしたごはんを食べます。　
i　　2　よし子は，笑いながら，ごはんをひろいます。

　　3　よし子は泣きます。
　
｝
　　④　にわとりに．食べさせましょう。」と雷います。

　　5　にわとりとどっちがよくこぼすか，しあいしましょう。
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28　道子さんは，びょうきでないのに，学校を休みました。どうしてかというと，

　弟がえき塀となったので，もし，ばいきんがからだについていたら，みんなに

　　1＝
　　　1　うつるかもしれません。

　
　
｛
　　　2　うつるおそれがあります。

　　③うつるかもしれないからです。

　　　4　うつるかもしれないと思いました。

N　次の｛　｝の中はどれを使えばよいでしょうか。よいと思うものを一つえらんで

　その番号に○をつけなさい。

29禰自分のせきで籔・瑠

i　if．t　e＊　fiil　一j　tc　Hi　’（　tw　一p　teo

・・……せ一
w1：

｝一…人・い一

翻一・一た｛÷ ，
で
ら

時
の
な

｝一一・儲熱て

ｫ三1

も｝一一一｛講⊥…一…・
　とにしていたそうだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいしゃ
32にいさんは，たいてい，なにも持fcずに会社へ行きますが，窒がくもっている

一総総・まる縢1ヨー一　

……
T欝｝たぐ猷騰鞍1司…つの・

　うけは少くなくても，全体としては，もうけが多いことになる。

…一・
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／“・pt

　　　　つた。1

2・結果と考察

各問題の正答率は，

1
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9
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0
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診
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4
拶
1
6
1
7
1
8
珍
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0

次の通りである。

3年　　　　　　4年

O．　84　O．　86

0．　13　O．　23

0．　88　O．　95

0．98　1．00
0．49　　　　　　　　　0露58

0．　84　O．　93

0．　53　O．　77

0．　02　O．　12

0．　85　O．　93

0．　88　O．　86

0．　60　O．　69

0．　84　O．　97
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0．　22　O．　26
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O．　42

0．　20

0．　27

0．　e7

0．　36

e．　36

0．　42

e．　45

O．　47

0．i8

0．　40

0．14

0．　40

0．　43

0．　42

0。6正

O．　6！

e．　20

0．　29

0．　36

0．　49

0，51

0．　49

0．　45

O．　66

0．　36

0．　45

0．　38

0．　68

0．75

0．　53

0．　72

鮎

皿　29 O．　35 O．　67
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3年
O．　19

0．　20

0．　67

0．　33

0．　25

4年
e．　21

0．　14

0．　72

0．　47

0．　44

　この結果から次のようなことが言える。

（1）格助詞の使用について

　　（o

　　　の者が身につけている。

　　　つける。）

　　（2）

5年
O．　18

0．16

0．　69

0．　23

0．　45

6年
O．　30

e．　53

e．　85

0．　47

0．　45

格助詞の使用については，大体のことは，3年生ですでに，ほとんど

　　　　　　　　　　（さらにさかのぼれば，大がいは満3才で身に

　　　　　格助詞の使用については，一般V＝　3年から6年まで正答率に大差がな

　　　　い。この検査の4年生と5年生の闘に見られるように，学級差が学年差

　　　　よりも強くき’いたりするQ

　　　（3）　3年から6年までを通じて正直率が低いのは，3，8，15，17，18で

　　　　ある。このうち，3と15とは読みの浅さに原困があると考えられるが，

　　　　8，17は格助詞の使い方がわからないことによるものであり，また18は

　　　　慣用的な使い方に対する知識の不足によるものと思われる。つまりt格

　　　　助銅の用法の一部は，小学生にはまだ理解できないものと考えられる。

　　　（4）中学年から高学年にかけて次第に正讐率が高まっているものに，5，

　　　　7，14，16，などがある。このうち，14，16などは読みの深さが次第に

　　　　増してくることによるものであるが，5，7は格助詞の理解そのものの

　　　　向上によるものである。つまり，格助調の用語の一部は，中学年から高

　　　　学年にかけて次第に身につけて行くものと思われるot

　（耳）　首尾の照応について

　　　①　首尾の照癒に関する能力は，中学年から高学年にかけて，ゆるやかに

　　　　向上するが，この程度の重文の場合，6年でもまだ正答率が半分前後に

　　　　しかならない。

　　　（2）主述の照応に関する能力は，中学年から高学年にかけて上昇期にある。

　　　　23，28以外は，すべて4年と5年との闘の学年差が，学級差をこえて，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　240



　　　あらわれているが，この23，28以外のものが主述の照応であるというこ

　　　とが，このことを強くあらわしているように思われる。

（理）　重：文の組み立てについて

　　（1）重文組み立ての問題は，中学年から高学年にわたって，大体2割から

　　　7割程度の正笛率をなしている。

　　（2）重文組み立ての問題は，主述照応の問題にくらべて，学年間の凹凸が

　　　はげしい。これは，問題形式や学級差に漂困があるども考えられるが，

　　　追跡検査が形式の違うFの，同籔的の問題の場合に、それぞれの学級ご

　　　とに見ると5～6年においてあまり正答率が変らないこととあわせ考え

　　　ると，これに関する能力は学年的発達があまりさいていないようである

B　検査Bの問題とその結果

　王．ねらいと問題および結果

　検査Bは，卒業時の文法能力を調べるための検査として作・．た。今までの検

査は，三部補充や誤りの発見など，主として，作交的方法を用いたものである

が，この検査では，読解的方法を用いた。内容は，

　　　王　（1～5）：格助詞

　　　嚢　（6～10）：動詞。形容詞の，テンスとアスペクト1｝

　　　撹　（11～13）：動詞・形容詞の連体修飾法

　　　】1　　（14．・一15）　＝1致：語

　　　V　　　（16～20）　：秦維

　各問の後につけた数字は，（）外が甲学級6年生，（）内が乙学級5年

生の3学期における正答率である。

　　　　もんだい
　　次の問題は，どれにも，（イ）・（ロ）・㊨の三つの交があります。この三つのうち，二つ

　は同じことをいっていますが，一つだけ別のことをいっています。別のことをいって

　いるのは，どれですか。（イ）。（ロ）・㊥などの文字に○をつけてください。

　これんしゅう〕

1）　検査項目の作成の際には，金田一春彦氏の「属本語動詞のテンスとアスペクト」

　（名古屋大学文学部研究論集X，文学4，1955年）および，鈴木重幸氏の「日本語
　の動詞のとき（テンス）とすがた（アスペクト）について」　（言語学研究会1957年

　11月25臼および58年1月13日発表）を参考’1こした0
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　　　　お　　（イ）春男さんが秋子さんに本をあげました。
・
｛　　（⑰）春男さんに秋子さんが本をあげました。

　　（ハ）　春男さんに秋子さんが本をもらいました。

　　（イ）夏子さんが黒板に絵を書きました。
・
｛
　　（pt）夏子さんが絵を黒板に書ぎました。

　　（ハ）　夏子さんが黒板を絵に書きました。

〔もんだい〕

夏

　　f（＠）

K　　　（ロ）

　　　（ハ）i
E
’
i
・
’
1

・
ド

　　　（イ）

5
［

　　　（＠）

　　　（ハ）

子どもたちがろうかを走って行きました。

子どもたちがろうかに走って行ぎました。

子どもたちがろうかへ走って行きました。
じ　どうしゃ

自動車が電車とぶつかった。

電車に自動箪がぶつかった。

自動車と電車にぶつかった。

先生の家は，いつでもテレビが見られます。

先生の家は，いつでもテレビを見られます。

先生の家は，いつでもテレビで晃られます。

あなたが正子さんに見えたのよ。だから「正子さん」って呼

んだのよ。

あなたは，正子さんから見えたのよ。だから呼んだのよ。

正子さんは，あなたが見えたのよ。だから，正子さん，呼ん

だのよ。

　　こ　がた
この小型ラジオは，どこの放送でも聞けます。

この小型ラジオは，どこででも聞けます。

この小型ラジオは，どこのでも聞けます。

O．　70

（O．　54）

O．　78

（O．　79）

O．　91

（O．　86）

O．　41

（O．　42）

O．52
（O．　50）

l
l

　　（イ）

6
（

　　（pt）

　　（（［］））

7
（

　　（イ）

　　（＠）

　　（ハ）

8
（

　　（イ）

　　（p）

　　（＠）

　　（＠）

9
／

　　（pt）

　　（ハ）

あなたは，その時は，もう小学校にはいっていましたね。

あなたは，その時小学校にはいっていましたね。

あなたは，その時小学校にはいりましたね。

弟は，もう帰っていますよ。

弟は，もう帰りますよ。

弟は，もう帰りましたよ。

ずいぶんゆれていますね。

ずいぶんゆれますね。

ずいぶんゆれましたね。

あなたは行きましたね。

あなたは行きますね。

あなたは行くでしょうね。

O．　87

（O．　88）

O．　94

（O．　88）

O．　94

（O．　81）

O．　76

（O．　69）
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空態叢三吟繋1撫懲譜，8i；？，

巫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かん　　　（イ）　あの時，きみからそれを雷い出したということは，あまり感
　　　　　しん
　　　　　心できないね。

！1　（＠）あの蒔，きみの雷い験したことは，あまり感心できないね。

　　　（ハ）　あの時，きみがそれを言い戯したことは，あまり感心できな

　　　　　いね。

擁ili欝欝繍i難1鷺』

欄総婁燃i灘1装

O．54
（O．　50）

O．　39

（O．　21）

O．　71

（O．　37）

W

建｛ili
　　　　じゅんび　　いた
さっそく準備を致しました。

さっそく準備をなさいました。

さっそく準備をされました。

そこへいらっしゃいました。

そこへまいりました。

そこへおいでになりました。

O．　39

（O．　19）

O．　59

（71）

Y

・6oi三i灘雛蕪1麟欝1綾
　　　　　と　しょしつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひょうばん

B｛il騰総総ll懸熱

∴：1謙灘∴lllll二囎∴
　
／　　　　　ました。

　　（ハ）正夫くんは，走って行く道夫くんを，泣きながらおいかけま

　　　　　した。
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（O．　69）

O．　46

（O．　48）

O．　80

（O．　60）

O．　26

（O．　27）



　　　　おとうと　おおごえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いもうと

2。i：1：ll讐熱灘1器論∴76
　
t
　　　　つたのだろう。」と思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0。50）

　　（◎）　私は「きっと，弟が大声でどなったために妹がものさしでつ

　　　　いたのだろう。」と思いました。

　2．考察

（1）　格助詞について。5題のうち，1は概観調査（検査A－5）でためした

　　もの，3，4，5は大人の文章のあやまりからとったものである。この問

　　題において，これだけできているということは，格助詞の使用法に関して

　　は，小学生でほぼ完成していることを示すものと言えよう。ただ，一部の

　　使用法に蘭して，高学年にあってのびるもの（1），小学生にはまだよくで

　　きないもの（4，5）などがあり，これらに関しては，後に待つか，指導

　　をするか，どちらかが必要であろう。

（9）　動詞（形容詞）のテンスとアスペクトについて。これに関しては，概し

　　てよくできるようである。しかし，まだ小学校時代完全にできるとは書え

　　ない。そして，どういう点に問題があるかということは，この点に関する

　　文法論が進んでいないために，まだはっきりと言えない。

Gg）　用言の連体修飾法について。ここにあげたものは，連体修飾法の中で，

　　最もめんどうくさい部類に属するが，11，12などは全くできていない。（数

　　字の上では0．54，0．39などとなっているが，11は，㈲㊨のどちらかに○を

　　つけたのが偶然あたったと考えられるもの，12は④（ロ）のの1つに○をつけ

　　たのが偶然にあたったと考えられるものがかなりある。）13は連体二二法と

　　してのほか，形容詞の種類に関する理解という側面をも持つが，これも，

　　理解があいまいである。こういう点についても，選論づけと指導が待たれ

　　る。

（IV）敬語法について。敬語法の理解は，小学生にはむずかしいようである。

（V）　その他。16～20は，17をのぞいて，文の複雑な組み立てに関係している

　　が，これらの能力は読解カー般とも関連があるようで，5年目ら6年にか

　　けて，少しずつ向kしている。19のような句読点の問題は，非常に出来が

　　　　　　　　　　　　　　　　244



悪い。17は「みんな」という副詞の意味の問題だが，これは論理と関係が

あり，小学生には，むずかしいようである。

C．検査Cの問題とその結果

　1．　ねらいと問題

　検査Cは，主述関係を中心とした，首尾照応の問題である。この報告では，

各学期末に行なったほか，概観調査（検査A）にも含めた。問題は，次の通り

である。

　　次の［コの中には，どれを入れたらよいでしょうか。後のものから，よいと思うも

　のを1つえらんで，その番号に○をつけなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざっそう
　1．女の子は二二度そんな気がして，はじめて気がつくと，それは雑草の中からただ

　　一本，やっと首を繊している｝＝＝＝＝＝コ

　　　　　　　　　な
　　　　①　小さい菜の花でした。

　
　
　
｛
　　　　2　小さい菜の花があるのをみつけました。

　　　　3　小さい菜の花をみつけました。

　　　　4　小さい菜の花が首を出していました◎
　　　　　　　　　　　　りりば
　2．　あれほどたくさんの立派な仕事をしながら，なお，こんな小さなことにまでこま

　　かい浅意をくばっていたところに，中出さんの転んとうの［＝＝＝］

　　　　1　えらさのあるところです。

　
　
　
｛
　　　　2　えらさといえ過しkう。

　　　　3　えらさであったのです。

　　　　④　えらさがあるのです。
　　　　　　けいかく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はんとケ

　2．かれの計画は，国の三分にあたるポソポコ畢島の三分の一が何もできない土地で

　　あるのをたがやして，ゆたかな土地に1　　　レ

　　　　1　しょうと思いました。

　
　
　
｛
　　　　2　しょうとしました。

　　　　③することでした。

　　　　4　しました。
　　　　　　　　　はくし　　　　　　　　　　　けんきめう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎちょう　　せぎ

　4．やがて，大山博士は，自分の研究発表をする番になったので，議長の膳をほかの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こくぼん
　　入にゆずって，なかなかおもしろい砥究を，黒板に絵をかきながら，ゆったりとお

　　ちついて｝　　i

　　　　1　わかりやすいお話でした。

　
　
　
｛
　　　　②　わかりやすく話しました。

　　　　3　わかりやすいお話をしました。

　　　　4　お話はわかりやすいでした。
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5．＊＊弟が，ぼくとけんかした争いつも口にするのは，「にいちゃん，『に』がっく。

　にがむし，にしん。にんにく，にんじん，にげて行け。」と［＝1

　　　1　いつも言5。

　
　
｛
　　　2　言って大声でどなった。

　　　③いうことばである。

　　　4　どなるので，ぼくもおこるQ

6．　＊＊あのおじさんは，ひとに「そうじしろ」「そうじしろ」と言いながら，自分はへ

　いきで道に紙くずをl　　　l

　　　1　すてる，ずるいことをする。

　
　
｛
　　　2　すてるから，ずるいことをする。

　　　③すてるという，ずるいことをする。

　　　4　すてるというので，ずるいことをする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　ね7．魑おかあさんは，弟が，おかあさんの言うことを聞かないで，盤根にあがったり，
　ぼう
　棒をふりまわしt：1）するので，i　　　l

　　　1　ぼくはおこった。

　
　
f
　　　②　ひどくしかりました。

　　　3　あぶなくてしかたがない。

　
　
τ
　　　4　おかあさんはしかりました。

　　　5　弟はおかあさんにしかられました。

8，＊わたしのくせは，宇を書く時，じぎに，えんぴつを｝　　　1

　　　1　なめるから，くちびるが黒くなります。

　
　
｛
　　　②　なめることです。

　　　3　なめるので，いつも先生やお母さんにしかられます。

　　　4　なめてしかたがありません。

9．＊ねえさんは，およめに行く時，［＝＝コ
　　　　　　　　　　　　にんぎょう
　　　1　おかあさんは，人形をくれました。

　
　
「

　　　2　わたしは，人形をもらいました。

　　　③わたしに人形をくれました。　　　　　　　　．

　
　
｝
　　　4　わたしに人形をあげました。

　　　5　おかあさんは人形をあげました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　じ10．＊おとうさんは，晩ごはんの畦，きょう，かいしゃの近くに火事があって，E一

　コ

　　　1　二十けんも家がやけだそうです。

　
　
モ
　　　2　二十けんも家がやけたと聞いて，火蔀はほんとにこわい，と思う。

　　　3　二十けんも家がやけました。

　　　④二十けんも家がやけた，というお話をした。

11．　＊よし子は，ごはんを食べる時，いつもごはんをこぼすので，おかあさんが「よし

　子，にわとりをよんできなさい。｝　　　i
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　　　1　よし子のこぼしたごはんを食べます。

／下市二才贈竃蕊t＿．
12．＊道子さんは，びkうきでないのに，学校を休みました。どうしてかというと，弟

　がえきりになったので，もし，ぼいきんがからだについていたら，’みんなに　［二＝

ニコ

　1　うつるかもしれません。

　2　うつるおそれがあります。

③うつるかもしれないからです。

　4　うつるかもしれないと思いました。

1編上土肥灘髭1二黒潔十一〕

2．結果と考察

各学級・各学期における条問の正答率は次の通りである。

問
題
番
号

　学　、．『’

i級v
l・　Ii

4年

学期

、
」

1
甲

乙

2 3

O．　37

5年

学期

2

乙

　　　甲
3

　　i乙

1

一
2

O．　24

i卿
gLi’grm6！ ・小・・

爾…

O．　29

O．　35

O．　33

3

O．　60

O．　47

O．　55

6年

学期

4
郵

O．12 ・2小29

1 2 3

乙i 　　　ttIO．　57

咽α44i
91ftgL81

o．　2s　1　o．　i＋6　1

脇｝
O．　70　1

pmt．s610．ss　l　o．s3’

甲1

・62紅671

戸
フ

乙
’lpat・！8．1

．．i一／O．20）L

1’

1　O．　24

6
弔

O．35i
　　　ミ（O．36）i

o．　s4　1

乙i
／iT51．一5gMls
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学
級

問
題
番
号

4年

学期

・いi・

5年

学期

6年 ，
学期

LI2wwl．．nv？ ■・レ
7

8

9

10

11

12

剣 1 g EO．　27

（O．　28）

司
．k9：i＆）．1

副

．lrmom・L，1一．一一．1

　　　｛（繭i

乙｛ 1 1（o．　6i）1

1副
甲1 1 1 i（O．　74）1

訓
一
「 f 1．．cgi：szi）1． Io．s71

甲1 i 1 1

司
一

1

刺 1 1

t，．7．！I

　　IB，．　ssI

司 1

甲

i（O．　49）

t　r　m　m　　t

乙i 1 ｝・・至・）｝

睡i
　　il（L／1・liiilii72）［II

tt’一一．．il，1

　　　〔（）内は，概観調査（検査A）の際の正容率である〕

　この結果から，次のようなことが考えられる。

（1）複雑な組み立ての文における，主語と述語の照応の追求は，小学生には，

　まだむずかしいようである。

（2）この中で比較的に正容率の高いのは4であるが，この文は，主語thS一一一・一つで

　述語が並んでいるという形式であり，構造としては，比較的単純である。

（3）学期差，学年差の比較的大きいのは，3，5，6，10などであるが，これ

　はともに，組み立てが複雑であるというより，組み立て方に一定の形式があ

　るものである。

（4）照応に関する問題は，一般に，発達の凹凸が少ないようである。

D．検査Dの問題とその結果

1．　ねらいと問題
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　検査Dは，3つの部分を組みたてて1文（5は2文）にする場合の，接続語

の使い方の聞題である。これは概観調査（検査A）の際にも行なったものであ

る◎問題は，次の通りである。

　　次の｛｝の中は，どれを使えばよいでしscうか。よいと思うものをヱつえらんで

　その番号に○をつけなさい。

・一一
V職｝一一た｛撫：

／　IAv＃　ll｛／T」　ti　liU，　“（　wt　一p　tco

・…　せ・…
o撫：｝一一｛謹甑て

　　　］　g’it　1・c　ttl　v（　’txx’　o　te　yK　ts　vs　rk　Lte．

　　　も｝一鞭灘｛講も｝一一勉擶・

　　　とにしていたそうだ。

・安・ｰ撫ト…｛灘ll憂もト墾
　　　うけは少なくても，全体としては，もうけが多いことになる◎

・さ一

／rl．．］　・

　2．結果

　各学級・各学期ごとの，各問の正答率は次の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　249



問
題
番
号

学
級

4年 5年 6年

　　学年

i1213
学年 学年

1 2 3 1 2 3

1

2

3

4

5

剣
司

1，1：；子，

　’

Io．62E

旭；子，　α・8

甲i ，8198，lo．s2

乙1

剣

塵）i…｛

II8r？’gma，pt，・341

O．　57

（O．　53）

訓

e．　63

甲1
1・（8：　2＃）i　o・　s2

乙i
1i？gl”Srmg，I　Eii．rmi7i　7　ii’

甲
181　Z；，1　o．　7s

乙1 1，81｛g，lo．sil

　　　〔（）内は概観調査（検査A）の際の正答率である。〕

　この結果を見ると，文の部分から全体を構成することは，小学生にはまだむ

ずかしいものと思われる。

E　検査Eの問題とその結果

　1．　ねらいと問題

　この検査は，接続語の使い方を調べたもの℃ある。この検査は，CやDのよ

うな，特にむずかしい用法を選んだものでなく，ふつうの使い方についてため

したものである。

検査問題は次の通りである。

　　つぎのそれぞれの昌昌の□の中には，何を入れるのが，いちばんよいでしょう

　か。うしろの5つのうちから1つだけえらんで，その番号を書きいれなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんしゅ　　1．世界の国々から集まった，なん千人という選手たちが，美しい．Fラヅクで，［
　　　　　　　あおあお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいこう　　ぎ　ろく　　　　　　　　　　　　　　かぎ

　　　　　i，青々と水をたたえたプールで，人間最高の記録を目ざして，力の限り

　　　たたかうのです。

　　　　1そこで　　2それとも　　3つぎに　　④あるいは　　5すなわち
　　　　　　　　　　　　　　　　　しようにん　　　　　　　　とうぎ　　　　　　　　　　　とウひき
　　2．　「いいかい。長崎にきている外国商人に，H本の陶器に唐をつけて取引したい
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　といっている者がいるのだ。そこで，うちのだんなが，見本をとどける菓に舐を
　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あいて

　決めておいでなさった。見本といっても，何しろ縮手が外国だ。［＝1，日
　　　　　　　　　　　　　　　ぞんぶん
　本じゅうの陶器つくりの人に思5荏分うでをふる6てもらい，新しい品物をそろ

　えて出そうというわけだ。」

　　1それは　　2そのうえ　　③だから　　4さて　　5ただし
　　　　　ふく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

3．五人は，服のよごれをはらって，学校へ急いだ。しかし，学校に着いてからも

　五人はそのことを先生に言わなかった。匹　　　1，今欝まで知られなかったの

　であるが，薪学年になってから，四年忌の大山君が，いとこの田中君からこの話

　を聞いて，．感心し，ありのままを作文に書いた。それが先生の国にとまり，さら

　に，町長さんの耳にはいったのである。

　　iそれから　　2やがて　　3そのうえ　　4そうすると　　⑤そのために

4．近く，わが校の六年生三人，五年生ひとり，三年生ひとりの五人が，町長さん
　　しょうじよう　　　　　　さず
　から賞状を授けられることになった。i　　　にの五人が，次のようなりっぱ

　なおこないをしたからである。

　　1そして　　2では　　③それは　　4そのため　　5つまり

5．　キティは，イギリスのいなかで生まれました。しかし，身よりもない，みなし

　子だったので，子どもの時から，工場で働いたり，女中になったりして，苦しい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいじん
　生活を続けました。それでも，自分の力で，どうにか成人しました。

　　i　　　i，キティは結婚して，ふたりのむすこの溝となりました。

　　1けれども　　2だから　　3すなわち　　④やがて　　5つぎに内

6．　ぼくがこの学校にかわってきたのは，二年生の冬だった。

　　：友だちと劉れ，見知らぬ土地にきて，とほうにくれていたぼくは，たちまちあ
　　　　ゆうじょう
　たたかい友情の輪にとりまかれ，生まれ変わったような明かるい気持になったの

　を，ついきのうのことのように思いだす。
　　　　　　　　　　き　ぎぎう
　　1　　　i，ぼくの希望であるが，ぼくは科学方薗に進みたいと思っている。

　科学といってもずいぶん広いのだが，そのうちのどの方向をえらぶかについては

　まだはっきりしていない。ぼくの心の中には，常に，　「なぜ。」ということばがっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　しルうかん
　きまとってはなれない。それは，「つの習慣のようにさえなっている。何を見て

　も，何を聞いても，すぐ「なぜ。」ということばが心の中で頭をもたげるのだ。そ
　　　　　　かいめい　　　　　　　　　　　かいけつ
　して，それを解赤し，それに解決をあたえることが，ぼくにとっては侮よりも楽

　しいのだ。

　　③さて　　2そのうえ　　3そうだ　　4さらに　　5したがって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　ぼう
7．おたがいに五年生になりましたね。喜びとと臨に薪しい希望でむねがいっぱい
　　　　　　　　　　　　　　　　せぎにん
　です。l　　　l，上級生としての貴任もあることですから，ことしこそ精いっ

　ぱい努力しようと思っています。

　　1なぜなら　　②それに　　3したが？て　　4では　　5けれども

8．　クリストフは，よく父や祖父のまねをして，、この小さなはげあたまのお菖をば
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　かにしていた。こっけいな，おもちゃかなんかのようにおもしろが・つたり，悪ふ

　ざけをしてからかったりした。おじは平気でそれをがまんしていた。

　　｝　　　1，クリストフは，なんとなくおじがすきだった。まずじぶんの思う

　ままになるのがすきだった。それに，おみやげを買ってきてくれるからすきだっ

　た。

　　①でも　　2そのうえ　　3それとも　　4そして　　5ところが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した
9。田中「おまえさんのゆめなど，だれひとり典章するものか。みんながかげで香

　　　　を出してわらっているのを知らないのか。」

　　村田「なんといわれてもよい。［＝＝＝コ，田中さん。ちょっとだけ私の話を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びようぼ
　　　　きいてごらんよ。よぼうちゅうしゃさえできれば，この病気をふせぐこと

　　　　ができるのに，今はみんなが手をつかねているのだ。

　　1なぜなら　　②だが　　3だから　　4それなら　　5なるほど
　　　　　　　　　ぜよく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばん
10．「おまえは歯分の曲だということがわからないのかい。l　　　i，わしが伴
　そう　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょうし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　リ　ナ

　奏をそえたし，また，歌も調早もよくなおしておいた。それから，中間奏部も加
　　　　　　　　　　　　しゅうかん
　えた。なぜウて，そういう習慣：だからな。それに，とにかく，悪くなったとは思

　わないよ。しかし，やっぱりこれはお前の曲だよ。」

　　1しかし　　2それでも　　3そして　　4さらに．⑤もちろん
　　ぶんきち
11．文畜は，．六年生の時，重い病気にかかった。l　　　l，そのために，一年の
　　　　　　　　　びよういん
　あいだ学校を休んで病院でじっと寝ていたことが，かえって文吉を考えの深い人

　悶にした。

　　1だから　　2そのうえ　　3すなわち　④しかし　　5つぎに

2．結果と考察

各問題の，各学級・昏学期ごとの正答率は，次の通りである。

　
学
級

問
題
番
号

4年

　　学期

■・巨

5年

学期

1 2　1．3

6年

‘
g

1

2

3

学期

1 2

甲一 … i
1

｝・29｝呵・小蜘・・

3

一
．

乙｝・・42　1・…　1　・・33　1・・28　1…61 ｛ ｛

副
1　e．　3g　1　o．　s4　1　o．　60　1　o．　67　1　o．　s3　1

21…市小48匝蜘・61 1
甲｝ 一 1 1O．4510．6010．4910．65iO．72

司・蜘37｛・・小3巾・・1 1
…
． 1 1
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問
題
番
号

4

5

6匡

学
級

4年 5年 1 6年

学期 学期 学期

11・｝・Dl・｝・1q・い
甲i

1　o．　si　1　o．　63　i　o．　66　i　o．　6s　1　o．　77　1

司…1…巾小・・睡・i i

剛
i　o．　7s　1　o．　ss　1　o．　g6　1 1

乙1α68極71｝呵 1

甲「「「 ｝・25｝・2gl咽・・小32｝

乙再24h26i・小24i…1

7
い明

i　o．　4s　1　o．　ti4　1　o．　3s　1　o．　3s　1’　o．　32　ll

乙i…小小・巾・・1　・・　・2 t

8

9

10

1！

甲i 1 ｝　・・　69　1　…小7小71｛…｛

乙1・小671咽・71｝・561 ’
甲i 1 1　o．　43　1　o．　44　1　o．　ss　1　o．　6e　1　o．　60 i
tT　16．　s210．　37　i　o．　37　1　o．　s3　1　o・　461 ｛ ‘ t ｛

刷 ’ i ！・小4小・sl　…21・・6sl

乙1咽・371・小小・・｝

帽 ｛ f f 1　o．　4s　1　o．　40　1

乙l　lI・・3小44レレ｛1
　この結：果から，次のようなことが考えられる。

（2）接続語の使用は，小学生には，まだかなりむずかしい。

（3）　かなり発達の凹凸が見られる。

（3）ここに用いた接続語を永野氏の分類1）によってわけると，次の7種（永野

　氏の分類は④～8の6種）に分けられる。

　④　前の事がらとそぐわない事，つりあわない事，反対の事，などが次にく

　　ることを表わすもの。または前とあととを対比させる意味を表わすもの…

　　一一一8．　9．　ll
　　　　）　v　e

1）　永野賢「学校文法」　（朝倉書店33．4．25）90ページ
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⑭葡㊧事がらを原因・理由とする結果や結末が，次にくるごとを表おすも

　　の。また，事が順調に運ぶ場合の，きっかけや前おきなどを表わすもの…

　　一・一・2，　3

（A）前の事がらに次の事がらを付け加えたり，また，前のと並んで存在する

　　事がらをあげたりするのに使われるもの………7

　⇔　前の事がらに関する説明や肝腫を補うことを表わすもの………4，10

　爾前の事がらとあとの事がらと，どちらかを選ぶことを表わすもの

　　一一一ny・・1

　（A）話題を変えることを表わすもの………6

　（F）その他………5

　この分類によるならば，この検査の限りでは，（ロ）や㊥が比較的よくでき，の

　や（A）thS，それにつぎ，（のができないことになる。

（4）6・7・8は4年生から6牲にカ’けて？また・1・6・9は4牲から

　5年生にかけて，正容率の上昇が見られない。この種の能力は，この時期に

　は，それほど高まらないものと思われる◎

　　　　　　　　　　　　F．検査Fの問題とその結果

　1．　ねらいと問題

　検査Fは，中学年から引き続き，画学期末に行なってきたものである。これ

は，種々の分野のものをとりまぜたものであるが，ここではそのおもなもの10

問についてのべる。問題は次の通りである。

　　次の交の［コの中に，ことばを入れなさい。

　　（れんしゅう）

　　　1．　ふゆはさむい［＝コ，オーバーをきます。

　　　2．　まさおくんは，きしゃに【　　　1。

　　　3．　ふゆよりなつのほうが1＝Q

　　　4．　小学校は1年から6年｝＝1あります。

　　（もんだい）’

　　　1．　鰍子さんはいらっしゃいますか。」「はい，わたし□秋子です。」

　　　2．　あのk”．Vさんは，ほかになにも知らないのか，．．さかなつりのはなしi　一

　　　　＝ヨしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　264



　　3．　ボールもあるし，パヅトもあるし，グP一ブもあるし，ひろばに＝＝＝コあれ

　　　ば，やきゅうができるのですが。

　　4。　まさか鴛がそんなことを1　　⊃1二　　　　：，　・　　i。

　　5．．だれがピッチャーになったところで，一。
　　6r　ぼくは，となりの秋夫くんが，まさおくんのおじいさんに　＝｛

　　　　　　　　　　　　　　）e
　　7．　このあいだ，雨がふっていた［＝＝コ，かさをもっていった1二＝＝ゴだいぶ

　　　ぬれた。

　　8．　きの5は，雨がふっていたi　　｛，かさをもっていたi＝，ぬれませ

　　　んでした。

　　9．　もし：やりがふってきたら，〔＿コかさをも6ていた［＝，けがを

　　　するだろう。

　　10，キツネがどんなにう蜜くだまうとしても，　1＝ぼくがウ・ザギ’〔

　　　＝コ，　ぜったいにだまされなかったと思うね。

以上の問題のねらいと採点規準は，次の通りである。

1。　「は」と「が」の使いわけを見る。「が」が正笹b

2。　限定助詞「ばかり」が使えるかeう力塗見る。

3．　正野としては，　「ぽかり」　「が」　「も」などがあり得るが，ここでは，

　「ばかり」の出かたを調べたQ

4．　「まさか」という係りに対する結び方を調べた◎否定と推貴がともにあ

　るものを正筈ととした。これには種々の表現法がある。たとえば，推：量に

　もヂしないだろう」という助動詞によるものと「しないと思う」「すると

　は思わなか・た」のように動詞によるものがあり。またたとえば，否定と

　推鑑を一手に引きうける「まい」という助動詞もある。その他種々のあり

　かたを正答とした。

5．　「～したところで」という係りに対する結び方を調べた。

：6．複文の組み立てかたを調べた。「ぼくはjおよび「秋夫くんが」という

　2つの主語に対して2つの述語がきちんと書かれているものを正答とし

　た。また，rぼくは一秋旨くんが一おじいさんに一見えた」のように，一

　つの述語の中に，きれいに組みこんだものも正筈とした。

ク，8．　3つの部分から1文を継み立てる引合の，接続助詞の用法を調べた。

Z　順接一逆接，または，「とき」一逆接をとする。
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8．逆接一順接を正答とする。

　9．10。はさみこみ句の係り結びの呼応のしかたを調べた。

　9．　rたとえj一「としても」のような形を望んだが，　「どんな」　「鉄の」

　一「時でも」「人も」や「ふつうの」一「ら」なども正答とした。

　10．　「もし」一「だったら」のような形を望んだが，　「この」一「なら」，

　　r頭のいい」一「についていたら」なども正答とした。

　2．詰果と考察

　以上のような規準によって採点した結果，各学級・各学期の正答率（3は正

答率ではない）は次表の通りであった。

学
外

問
題

3年

学期

4年 年
　
期

5
一
学

6年

学期 学期

11・i・い1・1・

1

2

3

4

5

6

7

8

属目

　　　　　　　S，ua！一ki　3．1i－LLI　th213

Ml　1＝一〇．7il－61．Tg166F，．7ilnvo．6gl　o．s71’

乙口1　1・…岡嘱・731…IH
甲目 目…｛畷・・g岡・73i・亜・
乙ll・311・38・・・・…i・・・・・…i・…　1

甲 1 ｛・24岡一回・・8［…岡
乙目…21　・・　・21　・・　221　・・　271　・・　351　・・　2Sl　・・　2S目｝

甲 1 pttor6－tl－iM．s7Fil・ll！lg］i［ZiE620・s30・77i．

乙iil・・6611　・・　・・1　…71・57｛・6411

甲目 1　lo．　4sl　o．　4g 1　o．　6sl　o．　s21　o．701

乙目…匝・・1

甲lll

LgtL！・41－1－gL・12Lg4si　o＝sol－ual

　　　　目…i嘱・・；i

乙 L團・痢2｛ 1
甲 口　　O．　65 岡・88匝・・｛

乙1　1・・43 1・67i曜⑫1
甲

51．一i’71M51HI－ili70．　i31－t．25’

　　　　1
下 口1・・21　…21　・・1・レ
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問
題

学
緻

3年

9

4年 5年 6年

学期

■・い

学期

i12i3
学期

　　　ミ
互　2i3

学期

甲i

L．．j213

o．　6si　o．　ssl’　o．　571

乙｝
1　o．　ssi　o．　33i　o．　3si j

10 剛 i・2勅両
la ’1’VLII　o．　221　o．　301

　この結果から，次のよう、なことが考えられる。

ω「は」と「が」の鱒・わけや・「ぽかり」の使い方などは4年生から6年

　生にかけて，次鰍ご発達し，6年生では大半が，きちんと使えるようにな

　る。

（2）係り結び（助詞的なものと翻詞的なものをふくむ）の，ややむずかしいも

　のの使い方（3～5，9～ユ0）は，中学年から高学年にかけて少しずつのびる

　が，6年生でも，まだ十分でないものがかなりある。

（3）主述の照応（6）は，検査A・Cとほぼ同様の正答率をもって，徐々に向上す

　る。

（4）　3つの部分を接続助詞によって，1文に組み立てる問題（7，8）は，小学

　生にはまだむずかしいようである。特に第1の接続助詞を入れる際に，第3

　の部分を考えなければならない問題（8）において，いっそうこのことがいえ

　る。この傾向は，検査A・Dにおいても同じである。

⑤　3つの部分を1つに組み立てる問題は，高学年においては，学年差，学期

　差があまり見られない。

G．’まとめ

　以上の結果をまとめると，次のようなことが考えられる。

（1）高学年においては，文法能力はかなりに進んでいる。従って，ここでとり

　あげたような，かなりむずかしいことがらについて，出題しなければならな

　い0
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＠プ格助詞や呼応関係については∴乙般に中学年までに々ヌタ這している。’た

　だ一部の使用法については，高学年においてのびるもの，また小学生にほ，

　まだむりなものもある◎

（3）動詞のテンスやアスペクトについては，小学生は，現在の動詞論の及ばな

　い程度にまで，使いこなしている。

（4）複文における主述の照応や，3部分からなる重文の組み立てや，動詞の連

　体修飾法のむずかしいものなどに関する能力は，小学生ではまだ十分ではな

　いようである。

（5）複文における主述の照応に関する能力は，高学年の間に徐々にのびている。

⑥　3部分からなる重文を組み立てる能力は，高学年の間に，あまりのびない

　ようである。
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VI漢字能力の発達　（芦沢）

　エ．全体的考察

　1年入学当初から順次に，ひらがな，漢字，かたかなの文字能力（中学年で

はこれに表記能力も加えた）を調査してきて，中学年までに，その大体の発達

状況や，実態，問題点などを知ることができた（「中学年の読み書き能力」一文

字能力の発達参照）ので，高学年でも，それらをふまえながら，文字能力につ

いて調べた。

　中学年からもちこされたひらがな・かたかなの問題点は，書くこと，つまり

促音，拗音，長音を含む語を書くことであって，ひらがなでも，作：文などにま

だその痕跡がのこり，ことにかたかなでは，それらの語を表記する上で多くの

抵抗があった。また，ひらがな：では，助詞「は，昏，を」や，「う・ん」の正

しい使いわけなどに，依然として問題があるb一方，表記能力では，ひらが

な。かたかなの使いわけやかなづかいを初めとして，送りがな，句読法など，

現実の作文などを通して弓たくさんの問題がある。高学年でも，これらの文字

能九　表記能力を，単に，作文などの成績物から類推するだけでなく，それ

ぞれの力がためされるように問題を講成して，中学年の継続テストとして，そ

れぞれの発達をみるために，かたかな書字力テスト，表記力テストを行なっ

た。

　　　表記能力テスト　’　　5年3学期

　　　　（かたかなを含む）

　　　難霧轡｝・年・学期

　それぞれのテスト問題や結果についてのくわしい報告は、紙数の都合上，こ

こでは省略して，次の機会に紹介することにした。

　ただ全般的にいえることは，それぞれ，学年発達はみられたが，まだ問題を

もちこしている点で，作文などにおける誤用状況が実証されていた。

　蕎学年では，以上の7－paの正しい文字力が要請されるが，吋方では，さらに
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教育漢字881字の読みと，その大体が書けるという目標があるために漢字力に

ついての要求が強化される時期であり，また，滑発になりはじめた読書生活に

よって，実際に，漢字：カの身につく時期でもある。

　したが．pて，この報告では，漢字力を中心として，文字力の発達につひてみ

ることにしたい。

　漢字能力について中学年までにいわれることは，中学年前期ごろから，ひら

がな・．かたかなの文字負担がようやくとれてきた（かたかなはまだ十分習得さ

れていないが，現在の国語表記におけるかたかな使用度からいって，それほど

密接ではない）ために，また，ようやく文字意識がつき始めてきたために，漢

字能力は，学年の各学期の文字力テストのたびに発達を示してきた。ただし，

この現象は諦みにおけるもので，同じく学習した漢字でも，読みが発達を示し

ているにかかわらず，書く力は，必ずしもそれに伴なわない，両方の力の開き

　　　　　　　　　　　　高学年文宇力の問題構成

1劉

5一・1

ねらい 調　査文字

［テス・

・み睡

1撫ll辮灘ll贈芝
　　　　　　　　　C最近のi新聞に．多く
　　　　　　　　　　出た字

　語紛く宇20

　語10く字19

　語10く字21

字60計

5－2

上に同じ lA新聞に多く出碑2・字（10語）
ミ

B最近の新聞に多く　20字（10語）｝　　出た字

陣野∵ll野

5一＝3

睡の最終轍の
配
ら

年
か

学
宇
。

の
漢
ぶ

省
自
選

部
年
を

文
5
字

，
案
o
o

で
当
一

L　5年生で学習した
　寧
2．前園テストで正答
　率の低かった字

3．熟語構成によって
　pmt　iで，反：応の仕

　方が見られるもの

56宇

15字

29字

提出「文宇は

共通

提出文宇は
共通

計10喀

鑛…出文字は

共通
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＼欝藤

戦＼

6－1

6－2

ねらい
読字テストと書字テストを分けて，必要に即した，
それぞれの力を見ようとした。

読字テスト 書字テスト

嘆
」
，

児董の境在の読字能力で，新聞な
どの記事がどの程度読めるかを見
る。

1．衆議院の総選挙の　5i宇（25語）

　記事から
2．アジア：大会の記事　49等：（27i語）

　から
　　　　　　　言十　100ge（52書召1）

3．読字付帯語いテス　　　　20語
　ト（漢字の読みと
　語い力の囲係をみ
　る）

新聞の社会面的な記事がどの程度
読めるか。

L交通事故の話を書100字（43語）
　いた記事

文部省が行撮った全国学力調査の
漢字書字力テスト（昭和31年度）
で，書字力をみる。

L　（小学校独肖テス
　ト）

2，　（小・中校用テス

　ト）

　宇17く語10

　字19敵疇

6年程度で書く生活記録丈でどの
程度までに漢字が欝けるか。

　　学級日言己　　　　　　　　50字（29語）

　　　　6年の最終弱なので，教育漢字881字がどの程度まで読み書きできるか
　　　　を見る。i　6－3
　　　　　881字　全数調査，読み・書き共通（ただし，提出の問題文は，読み
　　　　　　　　　は語中心，書きは文脈中心のたてまえをとった。）

が漸次大きくなってくるということが著しい現象であった。

　しかも，読みでは多く，新出の場合より庵，月次を重ねることによって，次

第に正答率が高くなり，習得が安定していくが，書きでは，教科書に提出され

学習した時は，書字率が高まるが，その文字が，字形や字画が複雑で覚えにく

い、その後の提出の頻度が低い場合は，また低下するという不安定な習得状態

があることが確かめられた。それと，墓礎的な読書能力がつき始め，ようや

く，一般の読書が盛んになりだしたこの時期での，文字力への影響・関連は，

まだ意外に低く，選挙のポスターなども，この段階では，あまり文字力を高め

る因子に．ならないことなどカミわかった。

　以上のような中学年での読字能力が，高学年では，どのように発達するかを

高学年での漢字力の特徴などとあわせて見るために，高学年では，交響力テス

トの問題をラ従来のテストよりも5さらに，意図的に構成してみた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（260・261ページの表）
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　2．tt学習外の読書と漢字力

　4年1学期の文字力テスト（⇒で，4年で常識的に知っていそうな：文字，また

はちょうど選挙期に妾たっておウ，ポスターその他で，冒にしそうな文面のテ

ス1・を行なった結果，

　　　（実験学校）

　　　平均正答率　　（読み）69．5％　　　（書ぎ）38．4％

で，同時に行なった他の学習文字テストの結果より，非常セこ低く，したがって

一般課外の読書やポスターなどの掲示物からは，まだ文字力との関連があまり

見られなかった。　（国研報告書「中学年の読み書き能力」参照）

　そこで，それから1年，課外の読書欲が次第に涯盛になってきている5年生

では，課外の読書活動が文託言にどのように作用するか，1年後の発達がみら

れるかどうかを，新聞・雑誌に多く出る漢字によって調べることにした。

　〔5年1学期〕

　問題をA・’　B・Cの三部分に分け，　（文字は読字・書字共通。ただし，読み

は単語として，書きは，文脈中に入れて提出する。）

　A　新聞に多く出る文字　10語　20字

　　流行　記念　予防　信号　会談　家庭　国際　選手　実験　練習

　B　雑誌（児童用）に多く出る：文字　10語　19掌　　　　　　　　　　。

　　愛読する友情事件幸福苦三根談悲しい感謝心配伝説

’C　最近の新聞に多く出た文字　10語21字

　　南極　大統領　欠席　計画　減る　観測　反対　太平洋　人類　横断

とする。その結果は，次のようであるQ

　（実験三二）

　　A　平均正！答率　　　　（読み）　90．4％　　　（書き）　51．i％

　　B　u　85．2　35．O
　　C　，t　7xt．1　38．9
　　A・B・C　総合平均正警率　　83．0　　　　　　　4L7

　これによると，各テストでも文字によって，また，それぞれ串入があると．し

ても，新聞に多く出る文字が読み書きともにいちばんよい。これは，これら使

用度の高い点字は，既に，学習ずみの文字でもあり，また，教科書その他にも
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多く用いられて目にふれる機会が多いかちであろう。’

　　　　　　　　　　　　　　　協力学校 （5年）

ミ〉ま警
も！e’＼、　．かき

だい　　’＼、

　　　　．LxX

A
B

　c

総平均

よみ　　かき

86．　9％

76．　4

72．3

78．5

59．　7％

44．　7

38．　4

47．　4

o

・引かき

83．　9eO6

78．　6

70．　1

45．　3％

42．8

39．　2

77・・い・・4

G t K

・引かき旨痢かき
88．　8％

77．　5

76．　6

81．　0

54．5％．i　88．71ae

45．0　1　92．1

43．1　1　82．7

47．6　1　85．8

84．正％

84．　1

75．4

80．　0

　協力学校の結果でも大体同じである。　（K校を除く。K校では，読みと書き

の能力も他校に比べるとそれぞれ非常に高く，また両者の力も接近している。）

　このテストを行なうと同時に，付帯調査として，児童に，新聞への接近状態

を調べた。

　　　毎日，新欄を読んだり，または見たりしている　　　○印をつけさせるQ

　　　このうち，マンガのみのもの　　　　　　　　　　　　⑳　　　ll

　　　時々，新聞を読んだり，または見たりしている　　　　⑳　　　tt
　　　もの

　　　全然薪聞を見ない　　　　　　　　　　　　　　　　〉　　　〃

　その結果，次のようであって，毎鷺，新聞を読み，また見る者の数の多い実

験学校・K校と，あまり接近していないG校との間に，問題Aについては，ほ

とんど差が見られない。しかし，最近のニュースから採った問題Cに関しては

一応の反応が見られた。これは，Aの新聞によく出る二字というのが，一般的

に見て，教科書などでも学習され，比較的提出頻度が高いのに反して，Cの時

　　　　　　　　　　　　　　新聞接近の度合　　　t　　　（5の1）

潔
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局向きのものには，比較的に特殊な文字が含まれていたからであろう。

　したカミ・．て同じ新聞でも，テスト当時二＝一ス的に扱われた文字（当時は南

極探検隊や，アメリカ大統領の太平洋横断や流感による集団欠席などが大きな

ニェースであった）が，案外できていない，こんどのテスFではいちばんでき

がわるい。しかし，これらの

文字について，4年1学期の

場合と比べると，かなりの進

歩がみられる。雑誌では，読

みは，85．2％で，これas　一応

はできている。しかし，書く

＼謙【
・甕、、嫡

4の1

・裾かき

　A
　B

　c
総平均

61・3AOe

39．　9

43．　7

48．　4

29．　8％

14．9

22．5

22．5

5の1

・裾かき

90．　4％

85．　2

74．1

83．　0

？i・1％1

35．0　1

38．　9

41．7

力は，やはり緯体的に低く，両方の間に相当の開きがみられる。

　ee　一一問題を同じ実験学校の4年（実験学級）に実施した結果では，上衰のよ

うに，倍近くの差があることがわかる。それぞれの問題に含まれた文臣の中に
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既習未習の差があるとしても，両学年の閥に，桐漫の開きがあることが，継続

調査の場合でも，両学年比較調査の場合でも，確かめられたわけである。

　なお，このことは，実験学校にかぎらず，協力学校にも共通に見られる現象

である。（264ページの表）

　なお，文字別の平均正答率を見ると，

交字鋼　平均正答率　5年《実験学校）
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字別　平均正答率 4年（実験学校）
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協力学校文字別平均正答率 （5勾三正学」載1）
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学校によって，文字ごとには，多少のずれがあるが，傾向的には，共通性を見

せている。南極の極など，書字率は至って低いが（H校を除いて）読みでは一

様に高いのなどは，時局むきの語であったからであろう。参考にあげた4年生

（実験学校）と比較してみると，交字隙こも学年差の実態がよくわかる。

　〔5年2学業難〕

　5年1学期のテストで，課外の読書と文字力の関係がある程度わかったので

2学期も引き続いて，同じような意図と構成によって，文字力テストを行なっ

た。

　問題はA・B・Cの三部分とし，読字，書字とも同一の文字を調べる。

　A声聞に多く出る文字　　　10藷20牢
　B　最近の新聞に多く出る文字　　　10語　2G字

　C　雑誌（児：童矯）に．多く出る：文字　11語　20字

　　（このうち一学期のテストで，正答率の低かった：文字が！8字ある。）

　　A　参加　記念　経済　責任　要求　独立　教育　義務　景気　酋位

　　B　実験　代表　科学考　欠康　観測　飛ぶ　禁止　人工衛星　願う　減る

　　C　運命　愛読　悲しい　不意　感謝　態度　苦労　事件　最後　永還　育てる

　その結果

　　A　平均正箸率　　　（読み）　82．7％　　　（書き）　23．9％

　　B　i，　89．9　37．O
　　C　i，　88．5　29．6　　A。B・C平均正秘中　　　87。0　　　　　　30．2

というように，A。B・C総合平均では，5年1学期より読みにおいて高く，

書きにおいて低くなっている。全体としての読みの力の上昇は，1年生の時か

ら見て，4年3学期の94．7％を除いては，最高を示している。しかも，従来妻

新聞か雑誌で，あるいは，時厨的か臼常的かで，差が多かった，読みの力が，

平均して80％台を上聞っていることなどから考え合わせて，高学年のこのごろ

から，読む力が学習はもちろん，課外の読書などからも支えられて，だんだん

安定化の方向をとってくるように思われる。

　しかし，一一方，読みの安定化とは逆に，書く力はラ一進一退，不安定の状態

を出している。

　協力学校でも，272ページ上の表のように学校差，地域差はあるが，同じよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　27e
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校
＼

学
＼

　
＼
き
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読字（60）

字書（60）

H
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飛％）i平＆）｛実霧）

91．5　U　82．8　1　8ZO

59．0　II　47．0　1　30，2

うな傾向がみられる。ただ，中学年でも見られた，読みと書きの関係が，高学

年にも持ちこされている。なお学校によって，読み書きの能力が接近している

ところ，読み書きともに高いところ，読み書ぎともに低いところ，読みと書き

の力が不均衡なところといった特色がみられる。

　おのおのの問題鋼に，交画壇の正答率を見ると，271ページの表のようになる◎

なお，5年1学期にテストして，正答率の低かった18字（主として書宇力）を

5年2掌期にも実施したところ，読みにおいては，20％近くの上昇を見たが，

書く方では，画しい進歩のあとは見られなかった。

　字＼
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　読めるが，書けないという文字が，学習外の読書文字を対象にした場合は，

ますます多くなり，両春の力の差が拡がワていくようである。参考までに，協

力学校の文字別正答一覧をあげておく。
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協力学校文字別平均正答率 （5ti三2学糞朝）
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　3．文高力における文字と語

　〔5年3学期〕

　5年3学期では，5年の最終学期なので，文部省国語課あ学年配当案による

5年徴用漢字（282字）の中から，100字を選んで，同じ文字についての読み

・書き能力を調べた。

　　情景　義務責任　感謝　衛生　用件　要求　減る（以上，5年2学期末テストで

　　正讐率の低い宇。主として書宇力）

　　体格　留学　迷う　自然　修理　成功　想像　余る　志望　直接　低い　貯金

　　非常　適する　承知　建築　失敗　規剣　貧しい　原囲　保管　翼われる　応援
　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょ

　　課題例漢（字）興味限る＊必要祝う＊簡素張る＊参考（書）＊政府
　　　　　　　　　　　　げいかい　　＊正確　糠：務　敵　＊演（芸会）導く　＊参加　＊簡単　救う　＊低気圧　殺す

　　寧確定　（一）＊辺　＊事件　宰政治　＊上演する　錨長　銅

　上の100字は次のような基準で選ばれた。

　①　1．2学期を通じて5年生で学習した：文字（やむを得ず，実験学校使用教

　　　科書の丁書中心になった。）56字

　②　前園のテストで正答率の低いもの（特に書字力）　15字

　③　熟語購成によって，同じ字でどのように反応の仕方が違うかを見ること

　　　ができるもの。　（文部雀でのテスト結果とも比較できるようにした）

　　　　　　　　　　　　　29字　＊印の語

　このテストの結果としては，実験学校で，全体平均，

　　読み8Z　6％　　書き　38．7％

で，読字力は，前回と大体同じ，書字力が，2学期にややまさり，従来ilC　ttべ

ると，やや劣っているという状態で，5年生全体として見ると，テス5の9的

や問題が多少異なっても，全体としては大体落ちついた力になっているようで

ある。

漢字正答率 （実験学校）

＿ぎ塒垂1面諭三門酵期12驚期i2鷲期P福肇劉

字読

字書

60．　0％

46．　8

71．　6％

42．　7

70．　5％

4e．　o

63．　9％

41．8

73．9AOo
（85．　9）

40．　6

（57．　2）
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36･所願凝期i4弩病期｛5鷲期｝5欝期15鷲期
83．　690

（87．　2）

49．　6

（r）2．8）

94．7fe｝60

（96．　6）

42．　0

（42．　3）

四壁鰯潤
4L7 30．　2

き7．’6％

（87．　0）

38．　7

（38．　4）

　　｛濁　2年2学期以降テストのたびに，前回の上位の四川を除いて，新しく学年用

　　　の漢掌が加えてある。　（　）内の数字は，前回テスト交宇の発達率を示す。

　上の表は，1年3掌期から，．5　mp　3学期までの実験学校のee　一一児董の漢字力

テストの正容率「覧表であるが，この結果によっても，児童の文字力の習得状

況の傾向がわかるであろう。テスト文字は，2年以降では，その学期，学年糎

逃のものを中心に，前園テストで下位群のものから，いくつかを加えるという

方法によったが（5年1・2学期は，テスト文字の対象を変えて，新聞，雑誌

などの一般よみものとの関係を主としてみた）読字力では，漸次上昇の傾向が

あるのに対して，書字力では，1年当初のころより下降の気配が強くなってい

る。これは，文部省初等課の調査にもあるように，書字力では前学年の負担額

が，未習轡のままに持ちこされて，桐遜学年の負担額こ加えられる，いわぽ，

雪だるま式に，未習得の文字が増加するからであろう。しかし，読宇力では，

高学年になるにつれて，次第に多く文字を読む，学校での他教科の読みの量も

ふえる，それも含めて一般に読む生活が多くなる関係から，必然的に，読字蚤

もふえるのである。

　5年3学期のテスト結果を，協力学校について見ると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5年）

校
＼

学
＼
鑑

＼
繋

よみ

かぎ

H

85．　2

44．　7

。　酬
　　　　　％1　％1

s’一”魔
　％1 ％

73．　6

30．3

75．　8

36．3

85．7

54．3

75．　2

69．1

（制陶％

79．　1

46．9

87．　6

38．　7

　学校差は，絹かわらず見られるが，頷向的には共通している。

　実験学校での100字の文字について，文字別に，テスト結果をみると，

　②の5年2学期末テストの結果のわるいもの蔦字については，読み書きとも

に緯体的によくなっているが，よく見ると，読みに関しては，それほど著しい
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②の結果
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上昇ぶりは認められない。5年1学期からの共通テス

ト文字を拾って整理してみると，それでも全般的には

伸びていることがわかる。しかし「件」などでは，低

くなっている。これは葡團の二回の調査では，　「事

件」として提出されたために，ことばとして読みやす

かったものと推定される。書字の方が，前回よりよく

なっているのは，前回では未習文字であったものが，

今園では，学習されたためであろう。それにしてt＃　，

読宇の率が上っていないが，それは，上でも述べたよ

うに漢字の読みの力は，その熟語講成，語いとの関連

による要囚が大きいからである。

　「衛」などでも，ド人

工衛星」として提出した

場合の読みは沁0鑑（5

年2学期），「衛生」とし

て提出した5年3学期で

は93．7％に減じていると

いった状態である。　（し

かも，　「衛」の字は，5

年の3学期初めに，　「衛

生局」で学習している。）
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「情」でも，「友情」で出ると87．　8％（5の1），「情：累」で出ると85．4％（5の

3）ということに．な：る。

①の5年（1学期・2学期）で学習した文字群（56字）についてみると，

　①の結果
＼置みかき

文字＼、

体
格
留
学
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貯
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3L21i因　　　　75，0・6．・i保！・・．・

iiii　l磯陰i
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8・3i団　1　100
、1：■長…。o

　　　…56。2　；1
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　ミ27．1i
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読み86．2％，書き37．0％で，②と大体同じ結果が得られた。②では，既習，未
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③の結果
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3
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　　閲

訓　　　90．5　1　43．5

習という汰りは，むしろ，新聞，雑誌等に用いられ

る添字であり，①は，1．2学期中に学習した既習文

字であったわけであるが，読みの場合平均正答率の

上では，大差があまりみられない。

　さらに，もんだい③の熟語講成による差を見よう

としたものでは，平均正答率読み90．5％，書き43．5

96となっている○

　③のねらいの熟語購成によって，些細の文字の習

得がどのように違うか見た場合では，問じ文字が重

出しているせいか，平均正答率は，他のねらいの場

合より，読み・書き共に高い。しかし，この場合，

もっとおもしろいことは，同一の文字が，同時に行

なったテストの場合でも熟語構成によって正答率に

＠れの見られることである。

　たとえば，次ページの衷をみると，同じテスト問

題中に配置された，同じ文字を含む藷が，提出され

た熟語，語の構成によって，必ずしも同じように答

えられていないことである。

　漢字の習得が，それを含む語いとの関係に左右さ

れることは，低学年の場合に見てきた（「校」とい

う字を，「学校」で正答できた子が，次のテストで

「校門」の場合には答えられなかった例がある。）こ

とであるし，最近では，常識のように言われている

が，同一児童に同時に実施したテストの場合にさ

え，こうした現象が起きるのである。

　この場合，児童の身近な語い，見なれた語いとして提出された方が，読み・

書き共によい（事件と用件，低気圧と低い）のは当然だが，一一rw的に書って，

読みにおいてよい。しかし，参考・参加，義務・事務のように，読みでは，

「参考書」や「義務」の親しい語がまさりながら，書く場AeaC＊一一一応定着して
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実験学校　　交部省

　義務一一蟻
よみ　　かき　iよみ’かき

93．　7　　10．4i　80　49

　婆求

83．　3　50．　0

　体格

97．　9　43．　7

　志豊

89督6　　54．2

求める

73　59

資格

63　43

　志願者

69　50

　藏接　　　応接室
　　　　　
77・目0・417258

　保管

91．7　70．8

　保管

95．8　25．0

　応援

79．2　18．7

　課題

89．　6　25．　0

　罰畏

玉00　60．4

保つ

52　56

鉄管

95　48

　応接室

74　58

放課後

92　，　48

団体

73　63

いる場合，読みは一応定着していながら，書く方で

差のある：文字（必要。要求）の場合など様々な習得

の型がみられた。簡単・簡素の「簡」は，当用漢字

でありながら，丁書で5年の2学期に学習したせい

か，読みなど非常に高くなっているのもある。

　なお，：文部雀国語課で調査したものと比較した場

合（「教育漢宇の学年配当」による）にも，大体同じよ

うな傾向がみられる。　（もっとも，この文蔀省の場

合は，終末テスト3年間の通計正答率と比較したも

のであって，学校別の正答率はもっと上下の振幅が

ある）大体読みは，実験学校が，書きは，文部省の

調査の方がよいが，辺など，「一一辺」という，算数

　　　　　　　　　　　　　　　　　へんで親しい語として出した場合と，「この辺」として

出した場合とでは，格段の差のあることがわかる。

　これらのことから，文字指導は，いつも語い指導

との連関においてなされなければならなや・ことが，

あらためて認められるわけである。

　4．　読響力と新聞

　〔6年1学期〕

　従来は，主として学習した文字に対する習得能力

を見てきた（5年初めでは，新聞雑誌を対象とし

た）が，このごろ：までに，学習：文字の習得度は，かなりきまった傾向をとるよ

うになっている，また，読字力と書字力の差がかなり本質：的なものとして認め

られたということなどから，：文字力テストの問題の構成を，ややかえてみた。

　問題の構成

　1．　6年の初期のころまでに，：文字力がどの程度ついているか，その種類や

　　傾向を見る。

　2．従来は，同一文字について，読字力・書字力を見てきたが，今度はそれ
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　　それの目的によってかえてみる。一

　3．語の読みと合わせて，その語の理解のテストを行なってみるQ

　読字力テスト

　①5年のテストで見られたよ魏こ，読字力は相当ついてきているようであ

　　るが，現在の読字能力で，新聞などが，どの程度読めるかを見る。6年に

　　なってからの大きなニュースであった，総選挙とアジア大会から選んだ。

　②従来の読宇力テストでは，なるべく前後の文脈によって読みが導き出さ

　　れないように問題をつくったが，今度は，1現実の紙面そのままに，交脈中

　　に提出した。現実では，むしろ前後の：文脈によって読みが支えられる網倉

　　が多いからである。沁0字（52語）のうちに，いくつか岡じ交字が重出し

　　ているのは，児童の興味や関心によ・て，あるいは，：文脈によって，読め

　　る字に動きがあるかどうかを見るためである。

　もんだい
　　　　　ぶん
　　つぎの文の（）の中に，よみがなをつけなさい。

　　　　　　　　　（×X）（XX）（XX）　（xXX）　　　（X）（）　　　o（）〈）

　一　今度行なわれた衆議院の総選挙の投票率は，戦後最高という，遜を残したσこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くオ　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　00であ。（X）　　　　　　（X）　　　　　　　　O
　　とに婦人の凄足が田中であったために，よい成績をあげることができたという。有
　　　　　　　　　簿一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇〇（）　　　　　　（）　　（x）　　　　　　　　　　　　　　　⇔（）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）
　　権表は，自分がこの人はと思う候補藩に，それぞれ清き一票を投じたわけだが，新
　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　（x）　（）o（）（x）　　　　　　　（x）　（x）（x）
　　し警堅した織士幣錘などで・さかん疇曝し撃鞍醸してくれる患う

　　か。

　　　o　（）　　o（xx）　　　　　　　　（x）　　　　　o⇔　　　　　（x）
　二　第三回アジア競技大会は，五月二十㎎日，薪緑もさわやかな国立競技場で，腿螢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロユ　
　　　　　　（x）　　　　　　　　　　　　　（x）　　　　　　　（〉（）（）⇔　　（）
　　された。遡からスタンドはぎっしりと，麩で埋まっている。拍手と】墾に，迎
　　　　　｛e）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　（XXX）（） （X）　 （X）　　　　　　（）　 （X） （X） （×）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔、
　　敵れて隔離手軽勤㍉入鞭て来た・ど噸㍉難と講嚇醜塑
　　（）　　（）　O　　　　（X）　　　　　　　　　（　）　　　（）
　　毬して，美しく輝いていた。勝敗にとらわれず，アジアの若人を一つに結ぶという

　　（）　　　　　　　（x）
　　点からもこの大餓聾獣きい・（なお院については鯛上のミスがあ・たた

　　め，集計結果から除外した）

　なお，この読字力テストに，付随さ塗て読字付図テストを試みたが，そのね

らいは次のようである0
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①交野が正しく読め，その意味が正確にわかり，全体の文意を理解すると

　いうのが，読みの過程であるが，読みそのものは不正確であっても，文脈

　に即して，意味がわかるという場合も往kある。6年の児童が新聞を読む

　　という場合の，この読字力と語い力の関係はどうかを見ようとしたもの。

②実施の方法としては，まず，読字テストをする。’

　　読宇力テスト用紙は圓収しないで，続いて語いテストを実施させる。そ

　　の際，読字力テストの方の傍線の番号と語いテストの番号とが同一である

　　ことをたしかめ，語いの理解の手がかりとするように注意する。

③わかるものだけでよく，また，児童の理解している程度で，書かせる。

　もんだい（読字付帯テスト）

　　つぎのことばのいみを，かんたんに（）の中にかきなさい。

　　これらのことばは，読みのテストで一の引いてあるところにあります。

　一　（1）投票率（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（2）記録（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（3）仔調（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（4）候補＃（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（5）　……を投じた（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（6）当選した（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　㈹　演説（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（9）公約（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　Ge）実肴（　tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　土　（1）漸緑（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　、　（2）開門された（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（3）畢覇（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　〈4）観衆（　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　）

　　　（5）’声援（　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　）
　　　（6）　　堂ノξζと　　（　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼〉

　　　（7）入製してきた（　　　　　　”　　　　　）
　　　（8）　　優勝　　（　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　（9）期待（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　⑩意義（、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　結果の考察

　以上のような問題講成で実施した結果，漢字の読みと意味の理解は，実験学

校で，次のようである。
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読字テスト交字別正答率

もんだい（一） （．協力学校）
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もんだい　⇔ （1易プコ学校）
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　これによると，

1．衆議院の選挙を扱った記事eと，アジア大会を扱った寵事⇔とでは，全体

　としては，ほとんど差がない。予想としては，政治的のものより，スポーツ

　関係の記事の方ができるものと思ったが，⇔では，若人（わこうど）といケ

　ような当用漢字でもあり，特殊な読みがあったために，結果としては，やや

　下園るほどであった。もっともこの特殊な読みを除けば，スポーツの方がよ

　いということにもなる。協力学校では，スポーツ関係の方がよいところが多

　かった。

2．文字と語との蘭係は，文字1字ずつの読みが，その字を含む語の読みと一，

　致しない。多くの場合低くなる。このことは，5年の熟語欝成による読字力

　でもみたことである。早朝（そうちょう）など，「はやあさ」と読んだもの

　がだいぶいて，（協力0校など正答9．5％）語としての正答率を低めている。

　（0校の新緑の例も同じ）一方，逆に，妊調（こうちょう）のように，墨用

　漢字の「好」も，文脈や意味にひかれ，30％近くは読めている例もあるQ

3．ma　一の文字について，しかも同時に行なったテストでも，熟語によって，

　正答に多少のずれがあることは，前にみた通りである。

墓汐

もんだい一

　　　（七一）（語）

　記　100％
　　　　　　97．　9
　録　97．9

　菱覇1　79．2　79．2

　　と

衆85．4
　　　　75．　0
議89．6

もんだい二

　　（曇日）（語）

　　97．　9
　　　　　95．　8
　　95．　8

薪97．　9
　　　　　70．　8

緑　72．9

国　100
　　　　　100
立　　100

観　91．7
　　　　79．　2
衆85．4

慶93．7
　　　　87．　5
勝　87．5

289

　（交字）（語）

各　93．7
　　　　93．7
国　97．9

勝　77．1
　　　　75．　0
敗　83．3



　この例によってもわかるように，同一児童に，同時に，同一の文字に対して

　テろトした揚合でも，熟語構成によって，これだけのゆれがあることがわか

　る。ゆれのある文字は，それだけ，児童に，習得が安定定着していないとい

　うことになる。

　②　語と意味との関係

　漢字習得における語と意味との関係は，文字と語の関係のように，必ずしも

接近していない。

　文字として読めても，認として正しく読みにくいラさらに意味として理解す

るのはいつそうむずかしいというのが，この段階での児童の実態であるようで

ある。

　もっとも，この場合選択肢法によらず，語の意味を書かせたから正答でぎな

かったのも，、大勢いたに違いない。正答の基準を，「わかっているらしい」も

のにまで下げれば．意味の正答率は，、総体的ee’le～20％増しになる（語によっ

て異なる）であろう。また，選択肢法によれぽ，、前後の文脈と選択肢とによっ

て定義はしにくい，しかし，なんとなくわかっているという程度の理解力があ

れば答えられたに違いない。当選，実行1開始，早朝，観衆，堂々と，入場，

優勝などはtlわかるが，投票率，候補者，意義などは，意外に低く「意義」な

どという抽象語は：，

　　意見をするぎいん（女1人）　　意見をする蔑士（女2人）

　　意見をいう義士　　（女2人）・　ぎもんをもつ　　（女1人）

　　美しい心　　　　（女1人）

など，弓筈が多かった。

　もっとも，早朝のように，「そうちょう」と正しく読めなくても，字義の方

から，意味はわかるという例（開始も同様）もある。

　以上のことから，文宇一字ずつの形音義がそれぞれ正しくわかり，その交宇

を含む語としても（熟語）正しく読め，意味としても理解できるというまでに

は，いくつかの段階があることが確かめられた。高学年の段階では，『『現実の新

聞に対して，大体，この程度の理解度で，幾近していることが推察される。
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　こ6年2学期〕

　学習した文字の習得ということのほかに，新聞などに出る：文字がどの程度読

めるか，という立場からの文字力テストを6年1学期で行なって，ある程度の

見当づけができたので，6年2学期も引き続いて，この種のねらいの文字力テ

ストを続行してみた。また，今圓も，前期と同様，読字力と書字力テストの文

字は，それぞれの目的によってかえた。

　6年2学期

　　読字力テスト　　43語　　10G字

①6年のころの読字力で，新聞などが，どの程度読めるかを見るためのも

　の。1学期で，政治，スポーツ関係を見たので，今園は，社会面的なものか

　ら選ぶ◎

②　現実の紙面そのままに，文脈中に提嵐しラ全部にわたって読みがなをつけ

　させる。

　（これは，現実の揚面に即しており，また教室観察で教科書などの音読の際

　に，新出漢字でない，比較的やさしい漢字の読みに，案外隅題が見出される

　場合があるからである。）

　もんだい

　　　次の文の漢字ぜんぶに　よみがなを　つけなさい。

　　　o〈x）　（x）　（x）　（xx）　oo　　　大都会はもちろん，地方でも，最近は，自動車，トラック，オート薫輪がふえた

　　　　　　　　　o　o　o（x）o　oooo　o　　が，そのわりに，道は広くもならないし，道路工事もはかどらない。交逓裏故は増

　　o　（x）
　　撫する一一方だ。

　　　（X）　OO（X）（X）　O（X）OOO（XX）O　（XX）’O　（X）
　　　束京では，去年一年の事故は二万二千三頁五十七件で，一昨年に比べると，約三

　　（x）　o　o　（xxx　）o　o　oo　（x　）（　xx　）o　o
　　千件もふえ，死んだ人は，八蕾三十人，車の損害など，四億七千万円という額にな

　　っている。

　　　　　（x） o　（xx）　o（xx）　o　oo　oo　　　この原因は主として運転手の，労働時間が多すぎてつかれるための年央や，病魔

　　　　　　　　（x）　（xx）　o　o o　oo o
　　をだしすぎて暴走するなどの不注意によるが，歩く方の側でも，規期を守らないと

　　　　（xx）　oo
　　いう無責任な態度をとるからである。
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文字溺正答率 （実験学校）
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方拒・・ 100

側「89・・（4・・）｝89・・

規　　70。2

期　　74．5

矧・7・・ 1　g7．，

無
責

7α2奄券C

95．　7

89．’S

89．4

89．　4

態
度
覇

　：1劇

｝・㈱・糎：

　　（　）内の数字はuel［E答

　実験学校でのこの結果をみると，この程度の社会漁の記事なら，読字上の抵

抗は，ごくわずかといえそうである◎もっとも過失（25．5％），増加（38．3％），

暴走（59．6％o），規則（70．　2％）など，比較的箆要語句のできがわるいが，他はほ

とんど8◎％～90％を上圓ウている。なお，この100字の中セこは！年用の漢字で

ある漢数回，数単位の字（万・千。百・十）がいくつかはいっていて，1◎9％

に近い成績であるから，平均正答率の上昇を一がいに認められないが，漢数字

および数の単位（億だけは数に入れた）を除いた漢字の正答率でも，92．9％で，

やはりうかなり高いことが示された。なお，正答率の低かった，増加，暴走，

過失の増・暴・過は，それぞれ準正答に属する答えがあり（増加の場合，12．8

％）熟語として正しく読めなくても，知ってはいる漢字ということになる。し

かも，一方（いっぽう），一一昨年（いっさく：ねん），側（カミわ）など，慣用の読

みがでぎないものも含め七の結果であるから，このテストの結果は，かなり現

実を表わすものとみて差しつかえなさそうである。

　協力学校の結果では，

　　　　　　　　　　　　平均正答字数および語数　　　（実験・協力学校）

「転讐IH

　　　　　　90．　2
文字とし
て　　（100）

語として
　　（42）

N　ID

35．7

92．　01　95．　0

37．31　37．6

o

88．1

33．　8

K

87．　1

32．　6

M

89．　5

34．　D

T G

87．　7

33．7

94．　3

38．　3

平均 実験総平均

90．5“　9z｝．41　91．1

35．　4 37．　9 35．7

やや落ちているが，しかし，全体としては，ある水準を示している。ただ，地

域的に見て，新聞などにあまり親しまないと思われる，0・M・T校などは比

較的に低いようであり，むしろ，これらの学校では，学習した文字・語のテス

トの場合の方が高い。
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　しかし，いずれにしても，この程度の新聞記事なら高学年も後期になると，

文字として1＃　一応は読めるようになることがわかる。ただ，語としてはまだ読

めるに至っていないというのが現状であろう。

　たとえば，実験学校では，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　男　　　女　　　計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　人　　　人　　　人

　　　100字　42語　完全に読めたもの　　　3　　　3　　　6

　　　99’一98　41’　4　3　7
　　　98N97　40．　tt　1　3　zl
であった。学級の3分の1以上のものが，大体新聞が読める程度である。なお

少数の例であるが，6年1学期のe（i），6年2学期と，すべて完全に読めた．

読書家男児Sは，学習文字テストの結果では，必ずしも正答率が高くないとい

う現象もみられた。

　5。　書字力と書く生活

　実験学校ではり中学年から高学年にかけてラ文字力テストの度に，読字力と

書字力の結果の差が開いてきた。協力学校でも，同じような傾向が現われてい

る。　　・

　読める漢字は書けるのが望ましいのであるが，テストの結果から，現実の問

題として，この段階の児堂に，のびる読字力の一方に，実際の生活に即して，

確実に書ける漢字，書かなけれぽな：らない漢字というものが考えられるのでは

ないかと思うに至った。

　〔6年1学期〕

　この仮説に立って，6年の1学隙こは，従来の読字・書字共通のテストをや

めて，それぞれ独虜の立場から，問題を構成すうようにした。

　漢字書字力テストは，文部雀が，昭和31年度に行なつ・た，全国学力調査の漢

字書字力テストをそのまま採用して，今まで見てきたような書字力を身につけ

て来た児童が，このテストでは，どういう反応を示すかを見ようとした。

　実施上の注意としては，一部，読字と重なるもの（記録など）があるが，全

体としては違う問題なので，続けて行なってもよい。この場合は①の読字力テ
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スト②の読字付帯テスト用紙を回収

してからする。

　もんだい

　　つぎの□のなかに，かんじをかき

　　いれなさい。

　　　　きしゃ　　　　 てっぎよう

一・三男は，や嵐□□
　　　をわたった。

　　　　　　　　かいしゃ　　はこ
　　・・の働を□□まで□ん

　　　でください。

　　　へんじ　　　　　　しんぱい
　　・□□がないので，□□

　　　だ。

　　　　　　おん　ど　　きろく
　　・へやの□□を□回して

　　　いる。

　　　みどり　　　　　　　う

　　・□の週聯木を□えた．

　　　　けんこう　　ちゅうい

二・ご□□にご□□くださ

　　　いQ

　　　そうだん
・［コロの目掛の人が

　　　　さんせい

　　　□□した．

　　　　でんぽう　はいたつ

　　・□□が□□された。

　　　　かいぎ　　　しつもん
　　・□□の駅［］□する．

　　　　　ぶん　こ　　　　　　か

　　・報□□の本を□りる．

（実験学校）

もんだい（O

語　
％
、

宇欝
もんだい◎

欝
汽

車

8正．2

100
8L2

｝健

康

語％墾

鉄
橋

会
社

70．　8

47．　9

39．　6

97．　9

91．7

1　gl．7

馴，

K
劃
心
配
郵
動
訓
、
釧
、

・…レ・・

　　li？・2i，，．，

緑｛66小・

植179・・i79・・

平紳7・・1

27．　1

16．　7

注1　68．7

意i…4

相
談

64．　6

　　　60．　4
s5．4　l

sg．6　1

70．sl　6s．7

こ口i

93．　7　1

　　［一1
70．　8

　　　50．　0
52．　1　1

　　　　　｝
　　　69．　0　1

　総平均　67．2

54．　2

70．　8

i2．5

62．　5

43．7

顔

面

鷲

蚕

繭

携

一

病
成
一
電
報
配
堅
会
議
質
墜
姦
　
借

｝｝

Q感熱

卿

39．　6

27．　1

6．　2

39．　6

58．　3

83．3

｛’tira：　i　50．Ol　so．o

平均1・8・・i・2・・

書字力テストの結果では，上の右表のように，従来の書字力テストに比べる
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と，総体的に書字力の劣っている実験学校でも，かな9、よい。

　ここで提出されている漢字は、日常生活の書くことの上で，いずれも必要度

の高いものであると思われるが，この程度の嘘字であると，50％のできは保た

れそうである。なお，熟語として正しく書く場合の方が，10％は下廻ることは

読みの場合と同様である。

　協力学校の結果を見ると，実験校に比べて優位の学校もあるが，従来の書宇

　　　　　　　　　　　　　書字力テスト　　　　協ヵ学校（6の1）

も㌃だい（一）

＼学鮫

　　　Hx， o D

宇
％

語
％

割
％

語
％秘

　1汽i78・・1

車｝100

　ミ　　　　ミ
78．1i85・7i85．7

　｝97・6i

i97．　9

　100

藷
％

聖
鑓

97．　9

綿：制ll：1 　i　g3．　61

　　　　i　59．　640．　51

　i　6a．7i

会
社

96．　9

93．　8

93．　8
92．9
　　88．1
go．　51

ioo戟@ioo

loo

紳・9レ・9｝・…國・…1・4・・

返・8・・i，3．重

事68・sl

　　　　心68・8153．1
灘　65．6！

　　　｛

温
度

記
録

78．　1

1　90．　6
75．0

6s．61

　134．437．　．5

3i．’n’h　　　　I　sg．　6

・・．・i262岡5乳4

73．s1

26．　21　26．2

61．g1

8s．li　61．g

85．7

45．　2

45．　2

　　95，71

　t91．5
93・6i

85．正

　　85．　1
97．　9

・蝋

46．8i

もんだい◎

H o

健
康

注

意

相
談

賛
戎

字
％

語　字　語
％1　’％1　一．．％

　　D

閑語
　fOIE；1　％e

21．g
戟@g．4，　61．g

2s．　oi　”　1　s4．　s

　1　66．　ol

s2・　4奄戟@72．　3　　　　34．　O

　l
9？：ζ陣1：　州1｝：：陣・

68．　8

　　62．51　8i．　31

1：：ニト・

　1
霜i・…

報162・5
62．　5

59．5

40．5

　1　74．si

38・i 戟@6g16i　59・6

　i2］．41i　．L　Ji　s7．‘1

2s．6Y9・Ol　63．sl　t｝8・g

　l　　　　じ
92・9

T2．4187・21，5．，

　　　　i59・6152．4

醗
違

46．　8i

会
議

緑i…5i・…1・…164・・｝…1　・，・・；

質
問

植i・9・・國6・gi…1・9・・i・・蘇

劃・細・・i・6・・剛・・179・・

鋼鰍憶1 7．1
85．重

97．　9

44．　7

90．　6

25．　e

65．6

68．8

96．　9

93．8

25．　0

76．21　igs．7

　　45．2　　　　　　66．　0
47．　61　’　1　66．　0

鵡　・螺 57．4

　i　90．　5

93・8堰@s7．1 52．4
97．9
　　70．　2
70．　2

｛if，　1　so．　ei　so．　ol　3i．　oi　3i．　ol　3s．　31　3s．　3

11S　f　63．si　so．31　sl．2il　3s．31　72．gl　s6．4
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藤ト饗IHINlD・iK｝MIT　GI勅｛騰
三
三
e
書
字

文宇（17）h2．7

’語（10）　　6．6

器ド；：1

13，61　14．6

7．　41　7．9

　111．31　11．51　13．21　12．4
　，
5．51／　・4．2［　6．81　3．1

9
6

∩
）
〔
ノ

重
つ
ノ

n
∠
ご
フ

i3．7

Z4
EII．’llslrmwwgmut　12．31　g．7h4．2

3．sl　3．41　s．“　3．61i　6．7

12．　g1

6．1

IL6
4．8

13．2

6．9

IL1
4．　2

カテストの場合ほど，その開きが多くはない。

　これを，文字や語を単位としてみた揚合には，上表のようになる。語として

曙勃は敵砲戦の搬の結のできで詐文な・にも・こうした誤鯵

形で現われることが，しばしばある。もんだいe）より◎の方が，成績が悪いの

は，交部省の調査で，このテストを作成した場合，（→は小学校独自の問題とし

て，◎は小・中学校共通の問題としてであったからで，⇔の方が，やや習得上

高度なものをねらったためであろう。文部省で実施したテスト結果でも，15．3

％の開きがある。

　（1）全国学力調査との比較

　この書字力の問題は，前にも述べたように，文部省が昭和3準準の全国学力

調査での漢字の書写力問題として提出したものであるから，次に私どものテス

ト結果と比較してみよう。

　総体的に書字力の低い実験学校でも，全国平均に比べると，相当上まわって

いることがわかる◎

　なお，この比較の表から，次のようなことが考察される。

　〇　二つのテストの間に，平均正答率の上でかなりの差のあることは，文部

　　省テストの場含の実施学校の数，及び質を考慮に入れれば，当然である。

　○　しかし，正答率が高かった語から，それぞれ願位をつけると，1。2・

　　3・6・9などは，：共通しており，その他の字についても，最高で2位以

　　上のずれは見られない。

　○　文部省テストは昭和31年9月（28日），研究所のテストは33年7月目それ

　　ぞれ実施し，その閤に2年の差があり，また，6年生という立場からは，

　　時期的にもやや差がある。

　○　それにもかかわらず，正答順位に同傾向が見られるということは，これ
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　らの漢字を正しく書けるという学年相応の何等かの能力があるというこ

　と，あるいは，これらの漢字の習得度に本質的な何等かの段階があるとい

　うことを物語っているのではなかろうか。

○　なお，小・中学校共通の問題◎についても，文部省小・中，及び研究所

　（小）との間に，共通性乃至は連関性がありそうである。（ただし，「電報」

　では，小・中の間に大きな差がある。）

○　これらのことから，研究の方法によっては，小学校での書く漢字，書け

　　　　　昭和31年度全国学力調査結果（全国平均）との比較

（1）もんだい一　　　　　　　　　もんだL・1　1

i撒学校

汽
（2）％

81．2

文部省
全国平均

、ε？！％陰

惨学校轟臨

鉄
橋

会
社
．

運

返
事

心
配

）
3

Q
ノ
　
．

（
0

　
3

）
∠
Q

9
　
．

（
Q
／

　
3

（1）

9正。7

（4）

70．　8

（7）

60．　4

a）
76．0

（5）

49．4

（8）

34．　6

（5）

68．　7

（7）

39．　0

温
度

g2S　一g4）
sl．2　1　　　　55．6

記
録

（8）

50．　0

（10）

28．　2

緑
（6）

66．　7

植
（3）

79．　2

（6）

47．0

（3）

56．重

注
意

談

（g，15’k’o’1－mmntE｛，51111）9elMrmEi，illl）％

！2．5　1　2t十．8　ll　52．9

（2）

62．5

（5）

43．7

賛
成

（6）

39．　6

電
報

配
達

（7）

27．　1

）
n
∠

（
ソ
　
’

（
6

会
議

（6）

39．　6

質
問

（3）

58．　3

平均 69．0

乱
闘

）
0
）

｝
（
ら
）

　
8

借
（4）

50．　0

48．2 平均 42．　3

（2）

50．7

〈4）

38．　3

（5）

30．互

（6）

28．9

（10）

14．5

（3）

41．0

（7）

25．　4

（1）

54．　3

（9）

20．　7

32．9

（2）

74．　4

（6）

60．　3

（5）

63．　8

（1）・

88．9

（10）

23．　5

（3）

69．　8

　（7）

’55．7

（4）

66．　1

（9）

43．　0

59．8

（）内の数字は書けた宇の順位を示す。
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（2）もんだい一 もんだいご

騰糊
汽
車

鉄
橋

会
社

運

近
事

心
配

温
度

記
録

緑

植

平均

（2）％1

86．4

交部省

全国鞠／

（9）

47．　3

（1）

93．5

（6）

68．　0

（8）

49．7

（7）

61．5

（4）

76．　3

（10）

45．0

（3）

76．　9

（5）

74．　0

67．　9

（2）fO61

66．　2

（9）

30．　3

（1）

76．　0

（5）

49．4

（8）

34．　6

（7）

39．　0

（4）

55．6

（10）

28．　2

（6）

47．0

（3）

56．1

48．　2

健
康

注
意

相
談

賛
成

電
報

配
達

会
議

質
問

文
庫

借

平均

翻辮憂虚血
（9）労

27．　8

（2）

71．0

（3）

SO．　3

（8）％

24．　8

（2）

50．　7

（4）

38．　3

（s）　1

2g．6　1

（5）

30．　1

（5）

47．9

（10）

2L3

（6）

45．　6

（4）

48．　5

（1）

74．　0

（7）

42．　0

46．　7

（6）

28．　9

（10）

14．　5

（3）

4LO

（7）

25．　4

（1）．

54．　3

（9）

20．　7

32．　9

　　る漢字というようなものが，ある程度，きわめられるのではあるまいかと

　考えられる。

　ちなみに，小学校で，共通的に下位であった，鉄橋，記録発達などは，そ

れぞれ3年用漢字（鉄・橋。記。配）4年用漢字（録・達）になっている。

　これらの被調査児童は漢字の学年配当案が，まだ実施されない時の教科書で

学習したから，学習の条件が，まちまちであろうが，読める漢掌と書ける漢字

についての研究がさらに進めば，もっと指導の方法の上で，生かされるように

思われるのであるQ

　なお，6年1学期で読字と書字の重なった文字については，
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実験学校

もんだい（一）

よみ

Wh副いみ（語）

嚢隈「…

新
緑

22．　9

もんだい◎

よみ

　悟みし語三文

97．　9

95．　8

95．　8

97．　9

　　　70．　8
72．9

47．　9

もんだい（→

かき

文字i語
70．　8

52：1

50．　0

66．7　1　66．7

といった関係がみられた。例がわずかなので，これだけの結果から結論めいた

ことはいえないが，それぞれの関係を考える手がかりにはなりそうである。

　（2）　書く生活と書字ブヲ

　〔6年2学期〕

　6年1学期での書く生活を考えた書字力テストの結果に徴して，2学期でも

同類のテストを実施してみることにしたQ

（1）　6年生が書く生活の上で，ふつうに使いそうな語が，どの程度書けるかを

　晃る。

（2）そのため，学習臼記などを書く場合に，多く使う文字を考えて，現実の作

　文の形にして書かせてみた。　（50字，29語）

③　実施上の注意としては，熟藷の場合，全部書けなくても，わかる字は書か

　せる。

　もんだい

　　次の効□卿齢んじ礪き・・紘さ…

　　　　九月一日　　（月）　晴

　　　　　　　だい　　　き　　　　　くろ　　　や　　　　かお　　きょうしつあっ
　　　き・う’から□二期□だ諒・□にg□けした□r・・，□□に□ま

　　ってくる。

　　　　　　な　　　 こうどう　　　　こうちkう
　　　ベルが□・て，□□…X・・る・下面触から，次のような編幡・

　　た。　‘
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　　　　　　　　　　　　せいかつ　ふか　はんせい　　けんこう
・護憾中のだらだらした□□を□く□回して半天なからだ・

　　せいしん
　　□□をつくるよう1・しよう・

　　　　　　　　　　　　たいど　　　じぶん　せきにん　は
2・みん鱗・・さいきした□□’・・，□□の回心を□たし，学・う

　　ぜんたい　　あ　　　せいけつ
　　□□を□か・く□□・・はう・（注　当時の教科書表記は，明かる　　いであった。）

　　　　’ぎせつ　　　　　　どくしょ　たいいく　　　　　　ほうめん
3・繍□□がよいから・□□や□□な・，・・うんな野州…，力

　　　　　　　　　　　　　　けいかく　　よ’てい　　　　　じつこ5

　　をつけることができる．今から［コロや□□をたてて，□□するよ

　　　　ど　りよく

　　うに□□はう・

　実験学校での結果は303ページの表のように，平均正答率65．0％（文字とし

て），語を単位とすると，57。1％で，一一学期の文部雀のテストを実施した場合と大

体同じであり，従来の実験学校の書字力テストの結果に比べるとよい方である。

　もっとも，文今別に見ると，焼，講，健康，精神，態度，責任，努力など，

相当低いものもある。

　しかし，これらの文字について見ても，共通に提出した文字について，多少

ずつの発達のあとは見られた。（304ページの表）

　提出し，た文字は，6年生の児童の書く生活に即した学習臼記的な：文を想定し

てのものであったが，現実の作：文でこの文字にそれぞれ該当する漢宇を正しく

　　　　　　　　男
（48宇）　28語ヵ、セナた　　　1

　　　26　　　　　　正

　　　25　0
　　　24　・　　1
　　　22　　　　　　重

　　　21　1
　　　19　0
　　　18　1

女
0
3
2
1
0
2
1
一

計

1　　　　冒語かけた

4　16
2　15
2　14
正　　　　　13

3　12
1　　　　　11

2　10
　（12字）5

302

男
2
1
4
0
2
3
2
1
1

女
2
3
0
2
2
0
3
3
0

計
4
4
4
2
4
3
5
．
4
1



漢宰書字力 （実験学校）

滋＼ 宇
％1

語
％

第
期

76．　6

55．　3
48．9

黒i・5・・7 95．　7

耀い・1⑳レ・1
顔レ・・ i　76．6

教
室

マ6．6

87．　2

74．　5

集i・3・・ 83．　0

血
田 68．1

1　6．，

講
堂

校
長

生
濡

25．　5

57．　4

93．　6

89．　4

93．　6

87．　2

2互．3

85．正

83．　0

深巨・・ 1　x｝2．s

反
省

健
康

精
神

態
度

自
分

63．　8

42．　5

38．　3

19．　1

31．9

歪2．8

12．　8

83．　0

95．　7

97．　9

40．　4

19．　1

10．　6

12．8

95．7

責

任

宇
％

23．　4

40．　4

語
％

17．e

果 40．　4・ ・40．　4

全
休

95．　7

89．　4

85．　1

睨i・7・・ 97．　9

清
潔

季

節

読
書

45．　2

34．　0

38．　3・

40．　4

68．1

93．　6

体　｝95．7

育1・…
方 95．　7

95．　7

謝
圏

83．　0

85．　1

予
定

89．　4

78．　7

実

行

努
力

72．　3

63．　8

29．　8

93．　6

3L9

・25．5

68．　！

78．　7

93．　6

78．　7

72．　3

6L7

27．　7

平均
65．　0　（O．　0　2）1　57．　1
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＼学期

文字＼

態
度

責
任

計
画

心
配

談

5r1

77．6

73．6

75．　5

36．7

0
1

◎
！
門
フ

4
凸
戸
フ

健
康

実
行

予
定

教
室

73．　5

（実験）

42．9
（予防）

40．　8

（教育）

5－2

2．0

40．8

8．2

8．2

5－3

35．4

31．2

6一＝1 6－2

宇｝語 宇 語

89．　6

70．　8

54．　2

70．　8

68．　7

43．　7

27．　1

　　　　12．　5
16．　7

12．8

83．　0

23．　4

40．　4

83．0

85．　1

38．　3

19．　1

72．　3

63．8

89．4

78．　7

76．　6

87．　2

12．8

17．0

78．　7

19．　1

61．7

72．　3

74．　5

使用することができるであろうか。

　29語（50字）のうち，実験学校では，書けた語の割合は，302ページの表の

ようであり個人差がかなりある。日常，上位群の作文に，は，たしかに，相当数

の漢字が使用されているのを見かけるが，中・下位群で瞬，使用の数が少な

い。これは，一一つは，語として漢字を書く力が，まだ低いことと，二二に，こ

れだけテストでは書けるのに，作文ではかながきにしてしまうという，二つの

実態を示していると思われた。

　なお，協力学校では，このテストでも総体的に高くなっており，従来の書字

力テストの結果を裏づけている。

3e4



r
浮

N

文字とし
て

語として

　％11

75．21　72．2
68．6i　66．6

　　1

D　i　O M T ・圏馴馳
83．　8

78．　3

62．　21

54．　1

82．　2

76．　2

　　　　！一　1
76．21　83，6i．　　　　　76．　51
63．　41　7g．　ol／　6g・　si’

65．0

s7・@2P

73．6

67．　9

以上見てきたように，高学年のこのころまでに，自身について，

（1）読字力では，学習したものは，80％～90％は読めるようになり，新聞や

　雑誌などに多出する文字なら，80％を上瞳る読字力はつくようになる。

（2）しかし，語（熟語）を中心として考えると，文字1字ずつが読み書きで

　　きるほど，語としてはできない。

（3）書字力については，読宇力に比べると，さらに20～30％低い数量しか習

　　得できない。

（4）読宇力と書字力の差が増：大する。

　（5）　しかし，書く生活ということを考えた場合の漢訳についての書字力は，

　　もう少し高い。

（6）このころになると，読める文字と書ける文字との問に，数蚤的にも，質

　　的にも，ある種の差が存在してくるのではあるまいか。

などということが考察された。

　6．　教育漢摩の読み書き能力

　〔6年3学期〕

　小学校1年入学時から，6年2学期の今まで，漢字の読む力・書く力を学期

ごとに見てはきたが，文字力の問題点がどこにあるかを見るための問題が多く

テスドした文字数も限られていた。「小学校6年終了までに教育漢字881字が

読め，その大体を書くことができるように」　（33年度学習指奪要傾）と雷われ

ているが，はたして，どの程度の漢字を読み書きできるか。今学期は小学校の

最後であるから，8雛字について，その読み。書きの力を見ることにした。

　6年終末文字力テスト

　問題の歯冠

　　　　　　　　　　　　　　　　　3e5



　881字を含む問題交は，その大体を，文部省の国語課で行なった教育漢字の

学年配当案作成の際の問題文によっているが，　（結果が二応，比較できる）次

のような点に，新しく，手を入れた。

　（イ）国語課の問題では，1年40字，2年110掌といった配当案によって，問

　　題が作られたが，最後の配当表では，

　　　1年　　46字　　　　　2年　　105字

　　　3年　　　 187宇　　　　　　　 4年　　　205字

　　　5年　　　 194字　　　　　　　　6年　　　 144字

　　　　　　　　　　　　　　　　計　881字

　　となっている。　（昭和33年の小学校学習指導要領の漢字の学年配当も上に

　　同じ。）そこで，学年配i当の文字に多少の出入がある。それと，今度のテス

　　トでは，対象が6年生だけであるから，学年別に問題を作って実施する必

　　要がない。したがって問題は1～6年を通して作成し，学年励を示す数字

　　を文字の左上につけて，結果の整理にも役立てるようにしたげ

　（ロ）　881字の音と訓を全部テストする余裕がないし，また，教科書によって

　　提出の仕方に多少の出入がある。国語課の問題と大体同じであるが，中に

　　は，実験学校や協力学校で多く使用している教科書で学習した音または説

　　によって改めたものがある。

　　　例　囲んで一→周囲　　　延長一→延び　　　幹（みき）一→幹線（国鉄の幹線）
　　　　　（文）　　（研）　　　（文）　　（砥）　　　（文）　　　　（研）

　の　読みのテストの場合，国語課では学年別に実施したので，該当学年以外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くさ
　　の漢字はルビつきでだして，読みやすくしてあるが，　（例　草の芽）今時

　　は，通して行なうので，漢字をさけて，かなを用いた。　（例　くさの芽）

　⇔．一度，テストに用いた文字は，該回する場合があっても重出しない。ま

　　た，音か訓どちらか一つを，テストする。

　このように．して，読字力テスト（881字　問題用紙14枚）・書字カテスト

（881字　問題用紙16枚）を実施した。

　なお，実施に当たっては，分量が多いので，何枚か，適当に分けて実施して

もらった。

　問題　問題は読字・書字計30枚の量になるので，次にその一部だけをのせて
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おく。大量なので分割実施できるように，各枚数ごとに氏名をつけておき，実

施のたびごとに日収させた。

　　　　かんじ（よみ）

（）　　　　　、．（）　　　　（）　（）

薫じん。　しつ敗。　てい衝。　諜。
c5）　　　　　　　　　　　　㈲　　　　　　　　（5｝　　　　（5｝

　　（）　　（）　　　　（）　（）
せい確。　ち識。　しゅ術。　恥じ。

　　（5）　　　　　　　　　　　　　（5｝　　　　　　　　　　　　　　　　（5）　　　　　　　　　〔5｝

　　（）　　　　（）　（）　　　（X）

こう舎。　けん築。　破る。　規則。
　　（5）　　　　　　　　　　　　　　　（5｝　　　　　　　　（5｝　　　　　　　　　　　（5｝　（5＞

（）　　　　　（）　　　　（）　　　（）

漁ぎょう。　求める。　許す。　救い。
（5＞　　　　　　　　　　⑤　　　　　　　　　｛5）　　　　　　⑤

　　（）　（）　（）　（）　（X）
へい均。　旬。　型。　筆。　健康。

　　〔5＞　　　　　　　　（5｝　　　　　　　　〈5）　　　　　　　　（5）　　　　　　　　（5）　（5）

　　（）　（x）　　　　（）　　　　（）
じつ際。　製造。　せい功。　げん在。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

／）　　　o　　　　　o　　（）
賛せい。　祝う。　かん謝。　倉こ。
⑤　　　　　　　　　｛5＞　　　　　　　　　　〔s｝　　　　㈲

　　かんじ（かき）

　　く　　　　　　　おおがた
はい□をつくる．□□の・ラ・ク．
　　（5｝　　　　　　　　　　　　　　（1）　　（5）

せいぞう　　　　　　ご　ふ　　しかく
押脚する．
（5｝　　　　　｛5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛5）　　　　　（5）　　　　　　　　　　　　　　　　（5｝

　　　　　こう
こ潔せい□した。

　　　　　㈲　　　　　　　　　　　⑤

ころ　　　　　　　　　　　　さん

□す．

（5）　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲

しゃ　　　　そう　　　　　　　しょう

□する．　・．
　　ド（5）　　　　　　　　　　（5）　　　　　　　　　　　　　　　（s）

そ　　　　じゅんび　　　せきにん
□せん．
（「“）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛5）　　　　　（5＞　　　　　　　　　　　　（§〉　　　　　　（5｝

どく　　せい　　　　まず　　ひと
□りつの□しん．
〔5＞　　　　　　　　（5＞　　　　　　　　　　㈲　　　　　　　Cl）
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　　かん□□の□□をも・ている・

　　　　　　　さ、，

　　　　　じ・□や・てみる．

きみの・・けんに□せいする．

□　・一ぺ・レロ．

□□・□□をも・て□く．

　　　　　□しい□．

　（）　（）　（）　（）
り解。　快いひびき。　承ち。　限り。

　（5｝　（5）　C5）　C5）
　o　o　（x）　（x）　o
し験。　迷う。　鉄管。　希望。　寄る。
　｛5｝　｛5｝　．　｛S）　（5）　C5）　｛4）　（5）

　　　（）　（）　（）　（）
じゅう居。　かい議。　区。　欠ける。
　　（5）　（5｝　｛5）　（5｝

　　　（）　（X）　（）　（）
　しゅ義。　完成。　興み。　示す。
　　　（i｝　（3）　｛4）　C5｝　｛5）

　　（x）　（x）　o　o
かん護婦。・資格。　摩い。　織る。
　　（5）　（5｝　｛fi）　｛5）　（5）　（S｝

　（一）　（）　（）　（．）
　毒。　過ご。　殺す。　参こう。
　｛5）　（5）　（5｝　｛5）

o　　o　（x・）　o
賞。　牧じ．よう。　周囲。　修りする。
（5）　｛5）　｛5）　｛4｝　｛S）

　　　ふで　　　　　　けんこう

　　　□でかく．□□なからだ・

　　　（5）　｛5）　（5＞

　　　　　　　　にく　　た
　　　　　　　　□をロべる．し

　　　　　　　　｛3）　｛3］

　　　　　ざい　 か　　　 どくむし

　　　げん□と□・・□□を
　　　　　｛5）　｛5）　｛5｝　（2）

　　さん　　　　　　　　いわ

　　□・うし・．お□…　かん

　　｛5｝　〈5）
　きまく　　　　 しゅうV、　　 しゅう

□じ・うの□□・□りする・

　｛5）　｛5）　（4）　C5）

　みちび　　じゅんじ次　　　せい
　　　　　　□□．はん□する

　　（5）　（4）　｛5）　（5｝
　　　　　　　　　　じkう　　　tttあさ

・の・・観剛，口す・・μ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そうそう　　　　　　　　たん
・・甑かん□にでき・．・んなひ・がく・だ・うか・□嚇してみ淘

　　　　　　　　｛5）　C5｝　｛S＞
　　　　に　せいしつ　　ちよ　　　　　　　　　　　ぞう　　・　　り論う
　　よく□た豊艶．□ぎんをする・し・くり・うを□さんする・□

　　　　C5；　C5｝　〈5＞　（5｝　ts）　C．1｝
　　がわ　そくりkうぎ　し　　　　　せっ　　　　　　てぎ
　　□．□半半□．いえの□けいをする・□・うなほうほう・

　　｛5）　｛5）　〈5）　｛5）　｛1｝　｛5）　（i｝
　　　　　どう
　　てつや□や・ル・．

　　　　　C5）

　実施の期日　昭和34年2月末～3月上旬の間。

　正答と誤答の判定　これも，文部省の採点基準に準じたが，われわれの場合従

来からの判定基準があるので，それをも考慮して，文部省で誤答と認めている

　　　　　　　　　　教育漢字の読み書きテスト結果　　　　（実験学校）

’＼一＼結果
　　　急
　　　　き力
学年別

正讐○

＼平騰1

1年用漢字

　　46字
読
書

％

45．　7

44．　3

（99．　3）

（96．　3）

2年用　i読i1・3．71（98．8）

　　1畔圏…i（・…）

読
書

　
字
，

　
僻

用年3

4輔　　続
　　205字i書

　　　　　ミ
5年用　　i読
　　195字i書

lso．　s　1　（g6．7）

ls6．　s　1　（s3．　7）

193．　4　1　（94．　3）

　　1128．9　1　（62．9）

171．5　1　（88．4）

99．0　1　（51．0）

　　ト

準正答△

　ldo

）
㍉
ノ
q
ノ
ー

0
1

（
（

（O．6）

（O．7）

　　　　　　
6年用　　i読

　　144字i回

読
書字雛8

計

）
）
く
∪
－

1
（
）

（
（

）
）1
0

。
（

（

㍉
ノ
）

n
∠
∩
）

。
（

（

鵬：劉Gl舘
806．0　1　（91．5）

577．1　i　（65．　5）

（1．2）

（O．　1）

　　誤讐×

平均字劃％

無答N

1平均畷％

O．　1

1．0

O．6

4．6

3．王

22．5

（O．　2）

（2．　2）

（O．　6）

（4．　4）

（1．7）

（12．　0）

oi　（o）
o．　i　1　（o．’25

ol　（o）
。．引（。．9）

　　1

O．1

7．　9

s．o
戟@（3．g）　li　1．3

ptt　61（227）12g　s

14．　6　1　（7．　5）

59．2　1　（30．5）

5．6

35．8

（O．04）

（4．　2）

（O．　6）

（14．　4）

　（2．　9）

1　（ls．　s）

！8．2

48．0

44．6

182．0

（12・6）　1・　12・6ie（8・8）

（33．3）　1　46．4　1　（32．2）

（5．　1）

（20．7）

！9．61　（2．2）

120．　7　i　（13．　7）

（テスト実施の際は，1～6年用漢字を問題文によって適当に組み合わせたが，結果
1・eついては，配当孕年によって整理した。）
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もののうち，

　　読掌テストにおける，問題が要求している読みとは，異なる音または訓で

　読んだもの。

　　方雷（あるいは児童自身の発音）による誤り。

　　書字テストにおける，国語教科書の字体とは異なる通用字体。　（とくに，

　；日寧体）

これらは，鯛に，準正答という基準を一一つ設けて整理してみた○

　縮果　教育漢字881字目読み書きテストの結果は，実験学校では，前ページ

の表のようになった。

　これによると，読字力と書字力の開きが非常に少ない1年用満点から始まっ

て学年を遂うごとに両看の開きが大きくなる，読みは，学習した文掌の80％内

外，書きは40％内外カミ習得できるといった，今までのテスト結：果を上呂るよい

結果が得られた。

　　　　　　　　　　教育漢字の読み書きテスト結果　（協力学校　H校）

読
書

宇
字

漢
4
6

用年

正讐○

平均宇数1％

準正讐△

　％

i2年用
105

13年珊
王87

i・年鑑

205

5年用
194

45．5．

43．　3

読　　102．9

書　100．・1

（98．9）　i　（O．1）

（94．1）　1　（O．7）

（98．　0）

（95．　3）

（O．　7）

（O．　3）

読i18。．7”1（96．6）
　　　　　　　　　（O．6）
強い6・・i・・7…　（・・

認192．9

書　147．7

（94．　1）

（72，　O）

（O．　7）

　（o）

読1プ・．・｛（89．・）（・・）

書i・・7・・i（55・・）（・）

誤答× 無讐N

平均字鋤％i辮数i％

i　6年用

　　　　144

｛

計

881

O．4

0．9

2
Q
！
1
24．7

16．　5

8．　3

31．3

ILO
37．0

（O．　9）

（2．　0）

）
）1
8

1
n
乙

（
（

（2．　5）

（8．　8）

1：r「爾

O．2

1．7

O．4

6．1

（4．　0）　i　2．　5

（15．　3）　1　26．　0

（5．　7）

（19．　1）

読　ユ17．o

書　　60．4

読　812．5

書　623．2

（81．　2）

（zll．9）

（92．　2）

（70．　7）

αlll隣鵬

）
）8
1

0
（
U

（
（

38．　8　1　（4．　4）

123．　2　1　（14．　0）

zo
49．　8

12．0

49．　e

22．　1

134．　0

（O．　2）

（1．6）

（e．　2）

（3．　3）

（1．　2）

（12．　7）

（3．　6）

（25．　7）

（8．　3）

（34．　0）

（2．　5）

（is．　2）　1
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教育漢字の読み書きテスト結果　　（協力学校　D校）

1～派瀦果
　　　よ撮、

摩刷

正答○

＼…平均轍1
　’i　　　　　　　i

％

岬麟郵：：1 （98．　0）

（94．　6）

準正答△

　％

読
書

　
窃

隔年2 103．　9

99．　6

（豆，7）

（O．　2）

　　　　
（99・0）t（0・6）

　　　　　（0）（94・9）1

・年用岡181・・1（・7・・）

　　　187書1　i63・　g　1（87・6）
）
）7
0

。
（

0（

｝4年㌦1継：締：1；1⑩話；

　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　
5年用 P9檎蜀：：1：；；隅

読
書

　
園

用年6 103．　2

33．　5

計

881

読i8。7・9

劃583・2

（71．7）

（23．　3）

）
）7
0

騨
（

（

（9L　7）　1　（1．　1）

（66．　2）　1　（O）

三三x

平均矧％
O．　1

0．　6

O．　5

3．　2

（O．　2）

（1．　3）

）
）
γ
）
0

0
Q
ノ

（
（

無墨」
平均宇島　％
　　　1

3．　0

15．　9

6．　1

35．　5

ILO

41．3

26．4

39．　5

47．　0

136。正

ol　（o）
　’
L7　i　（3．7）

ol　（o）
2．　2　1　（2．　1）

　　　
（L6）｝L2　（o・6）

（＆5）i7・2i（3・9）

（3．　0）　1　O．7　1　（O．　3）

（17．　3）　1　25．5　1　（12．4）

（5．　7）　1　2．8　li　（1．　4）

（ili．　3｝　i　sti．o　li　（Sz　s｝

（ls．　3）　1　11．gl　（s．　3）

（27．　il）　1　71．ol　（4g．　3）

（5．　3）

（15．　4）

16．　6

16L61

（1．　9）

（18．　3）

　881字全体についていえぽ，読みは，平均字数806．0字，91．5％で，かなり

高率を示しており，準正答のL2％を考えに入れると，さらに高跳可能性も考

えられる。それに比べると，書く方は，平均字数527．1字，65。5％で，大分落

ちる。

　「小学校6年終了までに教育漢字881字が読め，その大体を書くことができ

る」という欝標には，やや遠いが，読みにおいては，かなりの接近が認められ

るのである。

　他の協力学校の結果では，309・310ページのこづの表のようである。

　881字の習得度を学年配当によって見ると，やはり，6年用漢字の習得率が

読み書きともにいちぼん低い。この児童たちが使用した教科書では，まだ必ず

しも，現行学年配当案のとおりにはなっていないが，しかし，概してテス1・時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’磯
近くに学習したはずの6年用の文字が，できが悪いということは，やはり，字

画の複雑さ，字形のむずかしさ，頻度が低く，繰り返して学習されなかったた
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めに，身につかないという，漢字習得の特性によるからであろう。

　3年用漢字までは，読み書きの差がそれほど開いていないが，4年以後次第

に大きくなる。この，読み書きの差の現われ方は，児童たちの文字力を逐年的

に見て来た場合と共通性があり，中学年が一つの境融点になるようである。

　なお，881字習得の度合を各協力学校についてみる乙

　　　　　　　　　　　教育漢字よみかきテスト結果　　　　（協力学校）

範答　｝灘 無答

E’ililllli・，s，i一／flli’＄一，Zyit．liMgli121illl・lilllli？1・II2illlill－31iiifiigl

％障劃、％壷i蝦鯛1％

G（・8人職
　　（・9人精

：1：1糠i，ll：謡1 （2．　5）

（15．　2）1

808．　8

613．　1

　　　　　　　

Dlll壁際1

（91．8）

（69．　6）

14．61　（1．7）

　iO．　41　（O）

ei；6i　．g2・z？1　i6・91　．Fl’i？

156．li　（17．7）1　III．4i　（12．6）

　　（42人）
o
　　（42人）

劉
g．si　（i．i）1　zi7．o

e．il　（o）1　i36．i

　　1　．．　」
　　　　16．61　（1．9）（5．　3）1

（・5．、）胤・｝（、8．，）

　　　　　　f
認752．4｝（85．4）i65．・

　　　　　　　　　　　　　　　　
書i46S・　5i（53・2）｝0・6

alll／IXTIillll’1？1－ee・i［1（／／・Jli5／ITISJIII　Ai？・f・l　lrmf2A・g？

（O）1　203．ll　（23．1）1　208．81　（23．7）

　㊧　よみ・かきで人数が違うのはテスyを分けて実施したため欠席などで，参加でき

　　なかったからである。

　むしろ実験学校を上圏る成績（0校を除く）を収めているほどであり，6年

終了時の教育漢字881字の読み書き能力の大体の見当はつきそうである。

　個入劉習得状況

　なお，実験学校の児童について，個人別に881字の習得状況を調べてみると

正箸

　　1879字

よみi玖

　　lH男

墨副最低

477宇

三人

　S男

　　誤答
　　　　　　購

最高　　最低

19惇
1人

　S男

無二 準正箸

　　i862字h98宇
　　1　一　1
か∵㌔照臨重

岡副駆i最蝉吟郵
　1字　　197宇

i人　　　1人

遡・男

　　　　　　　1　0字　　39字
男5人　　1人　　，

二二H刺

字0　
　
人

M女｝

433字　　．　　17掌

1人　　…1人

N刺　瑚、

1鰍洲
N鰐iH：男

　　3字　　0字

1男2会，人i男9鋤
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読み書きの最高も最低も，それぞれ同一の児童がしめていた。1年豪初の文字

力の緬人差は，学年を追うに従って大きくな一．てきたが，6年終末時には倍近

く，書きに至っては4倍近くにもなることがわかる。

　　（実験学校では，完全に読めたものがいなかった。ただし，男児Hは，881宇中，正

　答879字，準正答：1字，気品1宇である。）

教育漢字個人別得点表 （実験学校）

M国正劉ξ鷺「無答悩轟1撫箸

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
正
1
韮
1
1
1
1
1
1
2
2

4
8
3
8
2
7
6
0
2
5
5
7
4
9
2
6
5
4
7
0
9

0
6
3
5
0
4
3
6
5
7
4
7
4
6
1
2
2
7
4
7
7

8
7
7
8
8
8
8
8
8
7
8
4
7
8
8
8
8
8
8
8
8

6
4
3
4
2
8
6
1
1
6
正
6
7
6
3
9
8
6
0
5
1

1
1
1
2
　
1
1
1
1
1
2
1
　
1

6
5
4
4
4
6
9
0
1
6
3
互
0
6
0
5
8
玉
0
6
1

5
6
1
　
5
1
2
1
1
6
2
9
4
　
4
3
2
　
2

5
4
！
5
3
0
0
0
7
4
2
7
0
0
6
1
0
0
4
0
0

　
3
2
1
　
1
－
　
　
3
　
9
8
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒔

2
5
8
2
8
3
2
8
7
9
9
8
2
0
9
0
，
1
8
5
5
2

7
3
4
0
0
0
5
3
6
7
2
9
5
2
9
4
9
1
3
7
6

5
4
3
5
5
6
4
7
6
3
6
重
4
6
4
6
2
8
7
5
8

0
0
0
0
1
0
2
1
2
0
1
1
3
0
1
2
1
1
3
0
0

5
4
5
5
2
0
3
0
2
0
2
7
6
6
3
1
4
9
2
5
7

6
5
重
3
1
1
9
1
4
3
7
9
6
9
3
2
5
3
0
0
1

正
2
3
1
2
！
玉
1
1
2
1
2
1
　
2
2
1
　
1
2

4
2
8
4
0
8
4
2
0
2
9
5
0
5
8
8
5
3
1
1
2

4
9
1
4
6
6
3
3
7
7
7
8
6
6
4
1
3
2
4
0

1
正
2
2
1
正
2
　
2
3
2
1
1
4
　
正

（6年終末時の教育漢字の読み書き能力調査は，全数調査で，規模が大きいために，

その結果について，ここで，その全部を報告する紙面の余裕がない。誤箸反応などか

らみた，：文字上の問題を初めとして勉の多くの結果については，他の機会に改めて報

告することにして，ここでは，その概要，紹介にとどめた。）
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女
子駕

…

N

．
「

2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
！
玉
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2

読字　881字

転回　1準正筈1鴫野　1無答

書字　881字

正答　i準正・答1誤讐　1無讐

7
9
1
1
4
1
6
4
3
4
7
9
3
4
0
0
6
7
2
6
4
8
3
8
2
8

7
6
3
1
8
4
6
6
i
8
7
3
0
8
7
6
4
0
3
6
2
4
5
6
9
6

7
8
8
8
7
8
8
6
8
6
8
8
8
7
8
6
8
7
7
8
8
8
8
8
6
8

3
5
6
4
8
4
3
6
8
9
0
6
6
5
4
9
7
6
4
5
4
0
5
3
4
3

1
　
1
　

1
1
　
王
3
2
2
　
1
　
2

8
7
5
7
5
5
i
6
7
5
4
4
3
7
7
5
3
0
4
9
正
3
7
0
0
8

5
3
3
7
3
1
0
4
3
3
3
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
2
2
2
　
4
2
1
重
2

3
0
9
9
4
1
丘
5
3
3
0
2
9
5
0
7
5
8
1
1
2
0
6
0
5
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
1
　
　
　
　
4

6
7
2
4
6
0
8
7
6
5
0
9
6
0
6
6
2
8
1
4
0
9
5
5
1

！
3
0
0
7
7
1
9
7
8
2
5
1
7
3
5
4
2
4
2
9
2
1
6
5

7
7
7
6
4
6
8
3
6
4
8
4
5
4
8
3
5
3
4
7
6
7
6
7
2

77司

2
2
1
0
0
1
2
1
2
2
2
0
1
2
3
1
2
2
3
3
1
2
2
2
2
2

8
5
1
0
9
3
6
1
6
6
1
4
6
0
4
0
8
0
0
3
6
8
2
7
5
1

3
2
4
6
0
7
　
3
2
8
2
5
3
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2
1

　
　
　
　
1
　
　
　り

山

！
4
4
6
3
6
　
6
　
9
2

2
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　1

　7．　当用漢字を読む力

　小学校6年までに，児童が学習上で対象とする漢字は，当用漢字別表，すな

わち，教育漢字881字であるが，他教科での個有名詞その他で，あるいは，読

書等で，実際には，881字以外の文字，当用漢字にも，接しているはずであ

る。もっとも，6年生までの教育漢宇の書字力は，今までの餐テスb結果でも

わかるように，相当低いし，児童が接するi当用漢字は，そのほとんどが，読む

場合であろう。
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　したが．．て，高学年後期の児童は，教育漢字のほかにどの程度当用漢字を読

むことができるかを見ておくことも，この時期での漢字力の実態を知ることに

なる。

　たまたま実験学校では，読書調査に関速してラ標準読書力診断テスト（阪本

D式）を行なったが，このテストの中の読字テストには，教育漢字（20字）の

ほかに，当用漢字（28字），表外漢字（2字）があるQしかもこのテストが，4

年～9年を対象としているために，次のように

　　枝三筋療宅樹巣怪秘驚黙掲頂粧背柄依誉奇警野江削孔一覧審薦

三三むずかしいものがはいっている。これらの漢字のテスF結：果によって，た

だちに，高学年での当用漢字の読字力をいうことはできないが，一つの参考資

料として，次にみることにする。

　この読字テストでは，次の例題でもわかるように，

（・）小（1：9’Y．。い1：嘲い1：㌶い1：醜［1：

　　漢字1字について，そのよみといみ（よみは音，いみは訓）を答えさせる。

　テスト方法は，選択肢法になっていて，　（読みかたはかたかな，いみはひら

　がなで，それぞれ4つあげてある）4つの選択肢のうちから正答を選ばせる。

このテストの結：果は，

　　平均正答率　よみ　49．5％　　いみ　48．1％

である。平均正答率が，よみといみでは，ほとんど同じであるが，文字鯛にみ

ると，よみの方が高いもの（歓・栓・研・徒・路。依・奇など），いみの方が高

いもの（照・宮・罪。坂・枝・筋。審など），両：方が安定しているもの（黙・

覧。捕・軟）など，文字によって異なっている。それらは，その：文字が，音・

訓・いみいずれが使用度が高いか，児童に親しまれているかを表わしているよ

うである。

　これらのテストの結果を，教育漢字，当用漢字，表外漢字に分けて整理して

みると，次のようで，この種の墨用漢字ならば，30％程度は読めることがわか

った。

　これらの当用漢字のうち，墾。審・薦など字形が複雑な文字はさすがに正答
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E…

宇
）

漢
掌

育
2
0

教
（

””’Illi”” P’E”g一，．〉’

・r劃

獅

父

同調漢字
（28字）

つ祭司シ、，．51一’　’6，．5

色

物

畢

宿

登

　　　い藪7

1ウ，。．，1あめ1。、

フ8議燕
シ・ク g・ち

　　　　1ooi89．　41

ブち，．，iも％。

隠蟹，
シ副㌦9、

ト急，．締。、

照…シ

F諾9
宮陽、1㌃；

万じち，．、1た繍

副・葦。樫。i

罪π1．，1

程1　　テイ

　　72．　3

徒ヒ鵬

・謂
＿2蟹i
lほ乞1，71

e’t@，．　61／

劇㍉。5

歓

一，一＝’，］一：：一1一．一．一：　一：：　．L：一　i

カγ

66．　0

1みち

　70．2．

　
7

ま
7

と
2

い

　
5

　
8

カ

暇

剛㌦，賎。5

療臓陳，
宅．冝C．鷹：6

樹｛ジk。．4

　　ソウ
巣旨2．8
怪｝力蕊。

秘iヒ5。1

ぎ

　38．3
Σ』』

vず
　57．4
あ軍．tt／’；

　53．2
濁ぐデ『’

　70．　2

釧　ボウ
　　19．　1

墾r㌦3

孔

汚

覧

審

江

さまたげる

　8．5

　
す
一

…
や
法

…が
…
た

コウ　　あな
　　　　　］
　19．王　6．4
　　　　umI
　12．8　　　　4．3

・ソ偏「
　　　12．8i　重2．8

シソ

　10．6
苛一㎜胃

＿．璽論

　　セソ薦
　　　4．3

平均　32．7

ろ・

　36．2
憩ヨ｝’

　19．　11

ヂず溺i

．＿饗

　32．0

二鷹
づ
）

漢
字

外
2

表
（

「

’お翫∫く1……

　2．　77

副ソち，．，｝ま撚

審
サ漿｛キヨウ

　29．8

酬ザン。，1く痴

平均｝1…114・・

黙 iモク

　27．7

鑑
頂

ケイ

　12．8

チョウ

78．7

粧｝　　シ望ウ

　　36．2
背1　ハイ
　　40．　4

だまる

　27．　7

かか浮葛

．」．曵

劇ハ面
　　　　視r、，．、

いただき

　57．4
渓簗騰蘇

　2L3
せ櫛r巾

＿ii蟹

捕r4，．，隠も

依！イ51ずる2．1

平均｝・・．・

iみる

　12．8

レ・・｝

劇㍉2．、蹴，

奇｝㌔6．、膿

吹一1
1’ソ、．41やわらかい

1　6．4

　　　　よみ　　　いみ
総平均
　　　　49．　5％　48．　1％

率が低いが，宅・怪・頂・療。依・枝・秘などは50％以上のできであるσ

　もっとも，このテストでは，正答を含んだ選択肢が与えられているから，正

答が誘導される可能性も考えられるが，ともかく，その文字に対する正誤の判

別力，識別力があることはたしかである。

　このテストの実施は，6年生の1学期末（33．7．16）に行なったから，高学
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年のこの時期ごろまでに，児童は，国語教科書で学習する教育漢字のほかに，

他教科の教科書で，一般読書で，新聞その他の文字環境等で，何％かの妾用漢

字が読めるということになる。したがって，読字力の高い児童は，小学校終了

時までに，すでに881字の読みの大半とプラx当用漢字aの読字力をもって，

文字生活を行なっていることになる。

　なお，個人的にその関係を見たのが，次の表で，

男
子

0．

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
正
1
1
1
1
1
2
2

正しく
教育漢
宇の読
めた数

正しくできた当
用漢字

覇g3
，
i
　
1
，

gg・：・　1’

！
i
i
　
l
i

g
E
g
7
1g
，
i
g

825

874

847

870

879
　　’

・み1・・み

6
8
一
1
5
1
1
6
7
1
3
9
7
8
2
7
塾
5
7
8
2
0
1
6
2
0
2
3

7
5
［
1
2
1
3
7
8
1
6
8
6
B
4
7
2
3
6
7
紛
拶
1
3
2
0
2
2

No．

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
正
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2

く
漢
読
数

し
育
の
た

正
数
字
め

女
子

正しくできk当
用漢字　・

よみ　　　いみ

7
9
旦
1
4
互
6
4
3
4
7
9
3
4
0
0
3
7
2
6
4
8
3
8
2
8

7
6
3
1
8
4
6
6
1
8
7
3
0
8
7
6
4
0
3
6
2
4
5
6
9
6

7
8
8
8
7
8
8
6
8
6
8
8
8
7
8
6
8
7
7
8
8
8
8
8
6
8

6
5
8
3
5
0
9
9
4
3
8
0
4
1
3
3
7
4
3
9
4
9
2
3
6
7

8
4
8
4
4
5
7
9
5
3
8
5
7
9
2
2
8
4
0
8
2
6
1
1
0
6

教蕎漢字の読みのカが高いものは，概して，墨池漢字もよく読めている（例，
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男児8・14。18・20・2／，女児2・15。24）が，中には，教育漢字の不振に比

べると，乱用漢字は，かなり読めている（例，男児5・女児14）という現象が

見られた。また，それとは，反対に，教育漢字は比較的よく読めているが，当

用漢字はあまり読めていない（例，女児21・26）ものもあり，傾向鰍こは，こ

の型は女児にある。

　これらの児童を見ると，平生の文字学習のほかに，一般の読書生活との連関

が認められる。

　読書調査で，児童に直接，読書愛好の程度についてたずねた結果，

　　　　　　　　　　　　　勇児　　　　　　　女児

　　　読書がとても好き　　8・14。20　　　2・14。15・24

　　　　”　　ふつう　　　　　　　　5　921　　　　　　　　　　11・26

　　　　あまり好きでない　18

　　　（ただし，男児18は，進学準講という特殊慕情のために，こう答えてい

　　　　るので，従来はふつうであったし，家人は，熱中して読むと報告して

　　　　いる。「瑠　読書生活の発達」の章参照）

で，好んで読書しているものが，おおむね，読字力も高く，「ふつう」と答え

たものでも，読書内容は高度のものが多いQ（例，男児5）また，教育漢字に比

べて当用漢字は低かった女児は，どちらかというと，平生，学習中心の型，反

対に女児14などは学習よりは，むしろ多読型，女児24は，中・高学年からの多

読。熟読の結果，文字力も高まり，言語能力も全般的に高まった例である。

　読書が交字力に及ぼす影響は，当然のこととは宣いながら，この段階では，

それが，だんだん強化されてくる時期であり，数少ない当用漢字を読むことの

上にも，現われているのである。

　8．個人別漢字：力発達一覧表

　なお，参考までに，前学年に引きつづき個人別の漢字の読字・書字力テスト

結果一覧表をかかげておく。これによって中学年の個人別漢字の発達状況がわ

かる。また，従来からのこの蓑を通覧すると，1年～6年聞の文字発達の状況

や過程が，鰯人別にわかることになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　317



5t1 5T2

　
　

鷺

p
　
p
　
i

漢字
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、
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．
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．
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漢
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51．　6i・

49．8i

9．401

i
2
1，
11“，

3
Q
ノ
ー
0
り
）

！
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．
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．
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．
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宇

書宇　60
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1
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2
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3
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1
　

三
3
1
1
　4
2
1
2

　
1
　1
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．
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．
霧
…
、
α
…
窪
…
盛
，
…
，
2
…
α
，
，
…
桟
．
，
．
，
窪
…
，
α
…
．
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∠
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．
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．
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タ
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．
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．
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．
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No．

漢心読字力

選挙　　50宇25語

正讐　i準正箸i誤答』i正箸語数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
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1
1
1
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7
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．
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．
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．
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．
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∠
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．
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．
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．
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．
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．
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．
…
盛
…
．
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．
，
瑳
…
窪
…
．
．
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．
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9
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0
0
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0
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．
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．
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．
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0
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0
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0
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憂
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＆
．
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．
，
望
…
2
，
，
焉
，
．
舅
，
，
窒
，
α
…
呂
．
，
6
，
，
，
1
一
、
蜜
＝
屋
，
．
髪
，
，
．
筆
、
、
望
…
8
一
，
，
で
，
、
．
雀
．
，
6

！
5
4
4
2
3
6
1
5
2
7
2
4
2
7
　
3
蓋
3
4
4
5
5
5
1
6
5

、
位
，
，
α
．
，
，
α
．
．
σ
，
，
σ
，
．
び
…
α
．
，
α
…
α
，
d
．
．
，
α
，
，
α
，
、
，
α
．
，
α
．
，
，
α
．
．
α
…
α
、
，
．
α
．
．
．
α
．
．
α
…
“
，
，
α
，
．
σ
，
．
，
o
一
．
．
、
α
、
，
，
α
、
α
．
．
，
．

8
2
。
碧
釜
9
妻
鴛
三
蓋
2
・
君
墾
田
2
9
劣
．
盈
2
・
』

3
1
2
8
5
2
8
7
3
7
2
1
7
至
9
2
7
9
2
9
5
6
4
3
3
9
4

7
2
2
3
4
4
1
5
1
4
1
7
3
4
　
7
3
7
2
2
2
1
1
1
6
1
2

18．　6i一，
86．　6

18．　li

IO．　ltl・1

s7．　611　1

i＆　isli　1・

40．　9i

38．　71

18．　12i
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6－1

1

No．

一

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
！
1
1
1
重
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2

平均

男女平均

S．　D．

漢掌読字力

逼二番　　50字25語

正箸 準正讐i誤讐
正讐
語数

38

S7

S2

S2

R8

S1

S8

Q9

S4

R2

S5

S5

S4

S2

S8

Q7

S6

R3

R9

S6

S2

S4

S9

S7

Q5

S4

1
2
0
1
1
0
0
2
0
4
1
重
1
0
G
2
2
0
1
1
1
0
0
0
2
0

3
1
3
2
6
4
2
8
6
7
4
4
2
4
2
5
2
1
0
3
5
6
1
3
3
3

　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
　
　
　

1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正

7
2
9
0
6
8
4
1
0
2
－
0
9
0
3
0
1
3
4
1
8
0
4
2
9
0

1
2
1
2
1
1
2
1
2
1
2
2
1
2
2
i
2
1
1
2
玉
2
2
2
1
2

41．　01 18．　6

42．　21

7．　041・

19．　4

4．　01

アジア大会　50宇27懇

正筈　i準正答；誤箸
驚蓉…
鐙数

0
8
4
7
8
！
8
1
4
5
8
6
2
0
6
7
5
3
7
0
7
3
5
6
9
4

4
4
4
3
3
4
4
3
4
2
4
4
4
4
4
2
4
2
3
5
3
4
4
4
2
4

．
0
2
！
1
0
3
2
5
2
4
2
2
2
1
2
5
2
0
8
0
5
3
4
2
4
1

巽
．
，
．
α
…
凝
、
6
1
、
，
．
巽
，
，
3
…
α
．
，
鋭
，
4
．
，
歪
．
．
α
．
嚢
，
，
2
…
窪
…
象
…
鍔
…
象
…
嚢
…
ヲ
…
α
．
、
壌
…
衝
．
．
爵
．
，
霊
…
髭
．
．
飯
…
．
，

　
　
　
　
　
　
　
工
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

！
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

0
6
3
7
8
9
6
4
3
0
6
4
茎
9
4
1
3
9
8
7
7
1
4
4
2
5

2
2
2
1
1
1
2
1
2
1
2
2
2
1
2
1
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
1
2
2
2
！
2

40．　31 20．，O

41．　5i

7．　511

0乱2

ユ8
コ

4

・326



付帯テスト
l
l

漢字書字力

選　iア．ジア

挙　　大会
10語　　40語．

1

3
2
3
3
5
0
5
0
5
里
8
4
3
4
4
1
2
呈
0
4
2
2
6
2
1
5

4
・
8
6
0
Q
5

o

7

5

8

4

8

もんだい一　17字10語

正讐　準正讐　誤讐
孟慰㎜

語数

7
9
4
8
4
6
2
0
9
6
7
7
8
8
9

2
7
6
3
3
5
7
8
7
3
7
4
2
9
7
9
3
7
2
2
6
5
4
3
9
7

1
　1
　
i
　
一
五
　
－
　
一
　
忍
辱
　
　
　
一
　
－
　
i
　
夏
　
－
　
　
　
隻
　
　
　
－
　
　
　
正
　
1
　
1
　
互
　
1
　
1
　
　
　
1

σ
…
α
，
，
σ
…
α
．
．
α
…
α
．
．
α
…
α
，
．
α
…
α
…
α
．
．
0
一
，
、
α
．
．
σ
，
、
，
0
一
．
．
◎
、
α
．
，
σ
…
α
、
σ
．
、
α
、
α
、
．
0
．
．
σ
、
、
α
α

3
α
…
1
2
1
星
0
7
0
2
0
3
3
7
0
6
3
4
5
5
1
0
3
4
2
0

庵んだい二　19字10語

正答　準正箸i誤箸
答
数

正
二

一

6
0
9
7
6
8
0
4
0
7
0
7
6
4
0
5
6
2
6
6
9
9
7
6
5
0

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　

1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

至

！
3
4
2
8
4
7
6
8
2
8
1
9
7
9
4
4
3
7
5
4
3
2
3
9
3

1
i
　
Σ
　
！
　
董
　
　
｛
　
－
　
　

「
三
　
－
　
一
　
i
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　

窒
1
　
1
　
1
　
互
　
1
　
　
1

似
、
，
α
．
＝
α
，
，
．
α
．
．
．
α
，
，
，
α
．
、
α
…
α
，
，
．
α
．
，
，
α
．
．
「
α
，
．
、
α
，
．
σ
．
．
．
α
，
、
σ
…
α
，
，
、
α
．
，
，
α
…
α
．
，
，
α
…
α
，
．
．
α
．
，
σ
．
σ
．
．
0
σ

6
2
3
1
重
1
8
1
2
－
8
5
7
0
8
3
5
2
1
5
5
5
5
7
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

噛
5
5
7
5
2
6
8
重
9
6
9
3
4
2
0
0
6
0
1
6
6
4
4
5
3
5

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
量
「
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉

2．9 6．　0 13．　4i 7．　1 11．81 4．7

1－ww’”rm’T．’ll’

　　　2．　56

6．5

2．　35

E　　i
　　13．　21
　　　　　1

　　2．　221

6．　9

2．　40

11．　l1

4．　401一

1　，1．2

1・　2．75
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6r2

No．

一
1

1

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
重
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2

平均

　　男女平均

　　　　S．　D．

｝

漢寧

読字プコ　100字42語

正答：i準正答i二二
正答
語数

．
…
、
び
，
，
，
9
．
、
2
…
寝
．
，
4
…
緊
，
，
3
…
窪
，
，
6
，
，
σ
，
，
，
9
，
．
6
…
墨
，
，
σ
．
，
弱
，
、
タ
，
，
．
9
，
．
塔
＝
9
，
，
襲
．
藤
、
，
．
置
．
，
ま
…
竃
，
、
6
．

　
0
9
9
9
9
8
8
9
8
0
9
9
9
C
8
9
8
9
9
9
9
9
8
8
9

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

欠

1

0
0
1
0
0
0
0
C
1
0
0
0
1
0
0
0
1
1
0
1
0
1
0
2
0

0
1
3
6
1
1
0
1
！
0
2
1
2
0
9
4
4
4
2
3
3
1
2
6
2

　
　
　
　
　
　
1
　
　
　1

2
1
6
7
7
1
3
1
1
2
0
9
7
2
0
7
3
5
0
9
9
9
0
9
9

4
4
3
3
3
4
3
4
3
4
4
3
3
4
3
3
3
3
4
3
3
3
4
2
3

94．　1［1 37．　6

g4．　41

4．7正i

37．　9

3．　25

書字力　50字29語

酪晦答i灘i蕪
…
，
、
，
姫
．
，
≦
…
3
，
，
蓬
，
，
話
…
髪
．
．
L
，
，
．
廼
、
窪
…
宅
、
，
震
…
τ
．
．
，
τ
，
．
唇
，
＝
α
．
．
唇
．
．
嚢
，
、
6
…
0
．
．
6
，
，
，
5
．
．
鋲
…
r
…
窺
．
4
、

　
4
3
3
2
3
4
2
4
2
2
3
2
2
4
2
2
2
2
4
3
4
3
4
2
4

欠

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
Q
O
O

で
．
，
鋲
…
3
、
、
σ
．
，
，
α
，
、
タ
，
，
、
◎
，
．
蛮
，
，
ま
…
銭
，
，
蛍
，
，
、
2
，
，
象
…
3
，
．
α
…
α
．
，
4
，
，
．
2
、
，
＄
．
ま
，
，
4
…
α
，
，
9
，
．
，
②
、
．
6

　
1
1
2
1
　
2
　
1
　
1
1
　
　
2
2
1
2
　
　
　
1
　
重

1
7
6
4
6
4
1
6
3
6
6
4
重
6
0
1
0
3
9
8
5
7
重
0
5

2
正
1
1
1
2
1
2
正
2
正
1
t
2
茎
正
1
1
1
－
2
1
2
1
2

33．　l1 17．2

32．　51

8．　241

16．　6

5．　06
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6－3

漢字

読字881字

正答 準正答i　誤笛 無讐

で
，
．
舅
．
．
お
…
簑
，
．
4
…
鮒
．
，
6
，
、
虜
，
，
鋭
．
，
4
．
，
匹
…
黛
．
，
鋲
…
棄
，
，
α
…
◎
．
．
6
…
置
，
，
宴
，
，
6
…
4
一
，
．
薮
…
3
．
ま
…
3
，
．
＆
．

7
6
3
1
8
4
6
6
1
8
7
3
0
8
7
6
4
0
3
6
2
4
5
6
9
6

7
8
8
8
7
8
8
6
8
6
8
8
8
7
8
6
8
7
7
8
8
8
8
8
6
8

3
5
6
4
8
4
3
6
8
9
0
6
6
5
4
9
7
6
4
5
4
0
5
3
4
3

1
　
　
1
　
　
　
1
　
1
　
　
　
1
　
3
　
2
2
　
　
1
　
　
2

9
，
、
で
，
．
ヌ
、
語
…
到
．
．
タ
…
凝
、
．
6
…
廼
，
，
球
＝
窪
，
，
4
…
鋲
．
，
で
．
罎
，
．
タ
．
，
，
巽
，
，
α
…
歪
．
．
窪
、
，
，
製
、
，
鋲
，
，
プ
…
α
，
，
．
α
，
，
9

5
　
3
3
7
3
1
0
4
3
　
3
3
5
　
0
2
2
2

　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　

1
　i

4
為
2
1
1
2

　
　
　
　
1

3
0
9
9
4
i
1
5
3
3
0
2
9
5
0
7
5
8
1
1
2
0
6
0
5
2

803．　Oi

806．　Oi

78．　17i

書宇881字

正讐 準正答 誤箒 無答

6
7
2
4
6
0
8
7
6
5
0
9
6
0
6
6
2
8
1
4
0
9
5
5
王
6

1
3
0
0
7
7
玉
9
7
8
2
5
1
7
3
5
4
2
4
2
9
2
1
6
5
7

7
7
7
6
4
6
8
3
6
4
8
4
5
4
8
3
5
3
4
7
6
7
6
7
2
7

2
2
1
0
0
1
2
1
2
2
2
0
1
2
3
1
2
2
3
3
1
2
2
2
2
2

．
筆
，
，
で
…
宕
，
，
で
…
5
．
．
歪
…
鑓
，
，
②
．
．
，
τ
．
，
ま
…
3
，
．
弩
．
，
9
．
，
望
．
，
＆
，
，
4
…
黛
，
．
聾
，
，
，
履
，
，
髪
…
棄
．
、
2
，
，
会
…
τ
，
．
3
一
…
2

2
1
3
1
9
3
5
5
7
0
3
6
2
8
3
王
8
1
7
2
2
4
0
、
0
3
8

！
1
1
2
2
1
　
2
i
3
　
互
1
2
　
3
2
3
3
1
1
1
2
1
4

8
5
1
0
9
3
6
1
6
6
1
4
6
0
4
0
8
0
0
3
6
8
2
7
5
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
／
2

3
2
4
6
0
7
　
3
2
8
2
5
3
2
　
正
4
4
6
3
6
　
6

　
　
　
　
1
　
2
　

2
2
1
2
2
　
　
　
1

600．　Oi

577．　li

156．　58i
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VII読書生活の発達（芦沢）

A　調査の方法

　1．調査i方法

　昭和28年度，児童の入学前後の家庭における読書状態を調査したが，以後ひ

きつづき，毎年，実験学校と協力学校に対して，同種の調査を続けてきた。調

査方法は，質問紙法による調査用紙を各家庭に配布して言己入してもらうのであ

ったが，各家庭では協力して，まじめな圃答をよせられたので，低学年，中学

年を通して，かなり信頼できる結果が得られた○なお中学年になってからは，

児童自身にもこの種の質問に対する図答ができるような能力がついてきたこ

と，家人の臼からみた子女の読書状態と，児童窃身の読書に対する興味や関心

の実態との関係があるかをあわせてみるために，読書調査を，家庭用，児童用

の二本立として行なったが，児童の読書に対する意識・自覚のめばえ．が焉取で

きて，調査の効果をあげることができたので，高学年の三階でも，これらの両

者の調査をあわせて実施したQ

　2．調査期貝

　（5年）　昭和32年12月　　（6年）　昭和34年1月

　家庭用と児童用は，前者は家庭へ配布し記入してもらったものを回収，後者

は，学校で，一一f9の時間に児童にいっせいに記入してもらったものを回収する

という方法をとり，それぞれ相前後して実施した0

　3．調査内容

　家庭用の調査では，従来の調査項目中，雷語能力との関係の深かった項目を

選定し，さらに，との段階で必要と思われるものを加えた。すなわち，家庭に

躰ける読書（教科書や直接学校のためにする勉強以外の読書）の，1興味2読

書時間数3読書反応の有無（家入への誰しかけ・質問）4読書への反応の仕方

5読書態度上の変化（前年と比較して）6読む本の種類・範囲7閲読状況8

本の選定9蔵書の数などで，5年・6年とも調査項目はほとんど同じである

　　　　　　　　　　　　　　　　330



　新聞の調査内容

　　　（1）薪聞への興味・関心の有無・

　　　②　みる紙面

　　　③　新聞を召しての丈掌や内容への関心

　　　（4）子供新聞読紙状態

　ラジオの調査内容

　　　（1）ラジオへの興味と関心

　　　（2）聴販番組の種類と傾向

　　　（3）　ラジオを通しての雷語への関心

　テレビの調査内容

　　　（1）テレビへの興味と搬近の有無

　　　（2）視撃墜の種類と鮪

　児童用では，家庭にたずねたいくつかの問いの他に，読書に対する児童の意

識・関心・興味等の状態がつかめるような問いを加えた。

　　　（1）読書の興味

　　　（2）読書の葭的意識の有無

　　　（3）本の選択の態度とその基準

　　　（4）読書の営所

　　　（5）愛読書の種類と傾向

　　　（6＞読書活動の有無（質：問r・ノート）

　　　⑦　閲読状態

　　　（8）霜豊図書の種類と傾向

　　　（9）読む態度や種類の変化の自覚

調査項目は5，6年はとんど同じだが，6年では，5年からの発達，6年の特

性が把握できるように配慮してある。

　　　　　　　　　　　B　どんな本を読んでいるか

　1．　読む本の種類と範囲

　高学年の児童たちが，好んで読む本の種類は何か。児童の読む本を種類朔に

すると，どういう類のものを好むかを，種類頒こあげてもらった家庭調査の結

果では，次のようになっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5年）』　　　　　　（6年）

　　　1　漫画　　　　　　　　　　　85．1％　　　　　63．0％
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2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3

雑誌類

童話・物語・小説響

応険・探検記の類

社会科的なもの

理科的なもの

辞書・年鑑類

伝記類

学習参考書

劇

詩の類

作文・文集の類

その他

74．　5

53．2

46．　8

36．　2

36．　2

31．9

36．　2

王9．1

6．4

10．　6

6．4

　0

76．　1

45．　7

52．　2

28．3

26．　1

32．　6

26．　1

17．4

8．7

2．　2

　0
　0

　低学年のころ上位だった童話・物語・小説類をおしのけて漫画と雑誌が，第

1位を争っているところは中学年と同様であるが，理科・社会科なξに関する

もの，辞書・参考書類など，学習に関係のある読書が著しく増加したことは，

高学年の顕著な特徴となっている。たとえば，理科・社会科などに関するもの

は，中学年のころは，両方まとめて，4年28．9％，3年27．5％という程度であ

り，これでも，低学年に比べると，一つの進歩であったのだが，高学年では，

前掲のようで，両者をいっしょにすれば，漫画・雑誌類と肩を並べるほどであ

る。これは，高学年になっての，他教科の学習の必要や，都会地の中学進学と

いう特殊事i青によるところが大きいであろうが（後述），やはり，高学年の段階

での読書範因の拡大ということも見のがすことができないであろう。

　なお，冒険探検記の類，伝認類などが，中学年にさらに比重をまして読まれ

ていることが目立つ。高学年のうちでも，総体的にみて，5年の方が6年に比

べると多く読まれていることは，実験学校が，東京でも山手方面にあり，全員

学区：内の中学に自動的に進学するというのではなく，国立や私立の付属中学，

特殊な中学に進学志望の児童が，学級に14人（男6・女8）’いたことが，この

調査結果に関連していよう。かれらは，進学準備のために，6年になってから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ
は，一般の家庭読書とは遠ざかっている◎（たとえば，教育大の付属中学に入

学したO男などは一切読書禁止，合格通知を受けたあとで，気ばらしに漫画を

読んだという報告もあった）しかし，同時に調査した協力学校での圏答も，量

　　　　　　　　　　　　　　　　332・



的にみると，6年の方が消極的である。これは調査時期が影響を及ぼしたもの

と思われる。　（5年一12月，6年一1月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（家庭調査）
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；好んで読む本を種類学田にみると，学校によって，読書傾向に多少の特異性が

あるが，大勢としては地域差がほとんどみられず，共通した傾向をもっている

ことがわかる。童話・物語・小説類や理科的な物に，都市にやや優位がみられ

るが，作文。詩・劇などはむしろ逆な傾向もあり，もはや，これら1ま，地域差

というよりは，その学級の児童の好みの反映であろう。児童の読書範臨・傾向

が地域差を越えて同じ方向に向いていくというところが，中学年の特徴であっ

たが，高学年でも同じである。これは，地域の児童たちが，学校や地域の図書

館を活用していることにもよるであろう。

　この調査結果と、児童自身に答えてもらった読書の種類や傾向と比較してみ

よう。　「このごろ読んだ本のなかで，どるなのがすきでしたか。そのな：まえ

2つを書いてください。」（本の名前を忘れたら，どんな種類のものかを書かせ

た）これに対する児童の答は，次のようである。これによると，中学年の場合

にもそうであったが，たくさん読まれた本が，必ずしも，印象強く受けとられ
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たり，魅力があったり，好もしい本として児童に愛好されているとはかぎらな

いという現象があることがわかる。

　たくさん読まれたものの種類甥では，雑誌や漫画であったボ，好きな本とい

う感銘は，やはり童話。物語・小説などの名作品に多くなっている。このこと

は，中学年でも，児童の価値意識の芽生えとして認められたが，高学年にも引

き続き現われている。しかし，一方，雑誌の付録についているような，安手な

連続亭亭（これには時代ものや，科学もの，探偵ものなどいろいろある）を，好

きな本としてあげている考も，幾人かあるから，こみ段階で，児童の価値意識

が一様にあがったとはまだ言えないであろうが，中位クラス以上のものでは，

だんだん成人なみに，多く読んだものからほんとうによいものをえり分けるこ

とができるとみてよい。「本を読んで，どういう点でよかったと思いますか」

「あなたは，教科書のほかに，なぜ本を読むのですか」の問いに対して，読書

の価値を認めた圓答がかなり見られたことも，この結果を裏書きしている。

　なお，同時に調べた，児童が，現在，いちぼん読んでみたい希望の本は，

335ページの表のようである。

　これによると，雑誌や漫画の数はますます減って，知識や情報を得るための

読書を希望していること，学年的にみて，娯楽本位のものが，6年になると霞

だって減っていること，男女差が際立っていることなどが目につく。

　それでは，高学年の児童たちのこうした読書傾向が，具体的にどうか，次に

みよう。

2．　童話・物語・小説
（　）内の数字｝ま人数。

ただし，1入の場合は省略，以下同じQ

男　　　　39種　（41冊） ｝ 女24種（25冊） t
児童文学名作集（坪田譲治）

世界文学選

少年口塞心学

世界文学全集

赤い鳥

ビルマの竪琴

野菊の曝

（山本有三）

（実業之日動桂）

（講談社）

336

アンクルトム物語、

花物語

意公女

古城のダイヤ、

床下の小人たち’

シェイクスピア物語

サル王子の冒険



子じか物語

ストウ夫人

オリヴァ・トゥイスト

アーサー王物語

孤児デビッド

金の州の王様

家なき子

モンテクリスト伯

平門小屋だより

月曜物語

マテオ。ファルローネ

三民士

にんじん

ライオンのめがね

黒馬物語

クオレ　（2）

イソップ物語

人魚とお姫様

北欧童話集

ス1・リソドベリー童話集

ニルスのふしぎな旅

白いきぼ

森の小人

源平盛衰記

平家物語

曾我物語

義経物語

患一心　（2）

ものをいうカシの木

小ひつじ

白鳥の騎士

りこうすぎた王子

黒ちゃん白ちゃん　（2）

フラソダ一一　一の：犬

二人のロヅテ

とんぼがえりの小ウサギ

ミツバチ・マアヤの冒険

太腸の東月の西

ハイジ

ろば物語

スペードの女王

百合若大距

忘れじの丘

月光の天使

ゆきわり少女

岬の少女

オデット城の光

ひとりぽっち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　「最近（2か月間）にどんな本を読んでいますか」の問いに，家人が実験学

校6年生が読んだ本としてあげたものが，前掲の表である。

　これによると，絹当上級向きの世界名作が読まれるようになってきたことが

わかる◎

　種類，柵数ともに，中学年のころを上園っていて，この限りにおいては，前

にみた，消極性は現われてないが，しかし，ここに掲げられたものは，男児12

名女児6名とによって支えられている数字である。他の8名の男児と，19名の

　　　　　　　　　　　　　　　　　’337



女児とは，この欄に無答であったから，他の子供たちの具体的な読書内容は，

わからない。しかし，これら無気の瀞こは，①従来よく読んでいたが∴月下は，

さし迫った受験準備のために，読書を全く中断しているため，家人が記さなか

ったもの②一応読んではいるが，漫画や娯楽向きの雑誌や，安直な少女小説な

どを乱読している児童たちで，家庭でもあまり子供の読書に注意していない

⑧子供も読書ぎらいであまり読まないし，家庭でも無関心という三つの群があ

る。女鼎こは，特殊の私立中学を受験するため，当時読書していなかった子が

男児に比べると多く（6名），男児では，進学準備で全然読まなかったもの1

名で，他は，進学を志望しながらも盛んに読んでおり，総体的に女児の読書不

振が目立った。

　①　上級向き

　これらの種類をみると，古くから世界の名作として少年少女に親しまれたも

のの他に，比較的新しく世に出た世界各国の名作が多い。これは少年少女のた

めの世界名作が出版されるようになった出版事情の反映でもあるが，あげられ

た大半の本は，Y書店などから出している，5，6年以上，中級向きのもの，

ページ数も200ページ以上のものが多く，子供たちが児童調査で，長いものが

好き，と啓えているように，かなり長編ものを読了することができるようにな

ったと思われる。もちろん，ここにあげられたものは，学級児童の全部の傾向

を現わすものでなく，むしろ，読書好きの子どもたちの傾向であるが，しかし

高学年の可能な読書能力を反映していることは認めなければなるまい。

　なお，実験学校児童はもちろん，他の協力学校にも見られたことであるが，

童話物語などを愛読する場合，かなり，緬人的にその傾向が固定してきたこと

たとえば，周密古典を多く読む子とか，北欧ものを多く読むとかといった現象

が見られた。「最近2か月によんだ本」というために，そういう現象があらわ

れるのは当然かもしれないが，同じ発問によっても，低・中学年ではバラエテ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごイーにとんでいたが，高学年ごろになると，ある選ばれた対象に興味が固定

（1時期としても）してくるからではあるまいか。また，共通して愛読される

本が少なくなった，めいめい特異なものを読んでいるという場合も，案外この
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時期には多いように感じられた。

　さらに児童が好きな本，読みたい本としてあげたものを補ってみると，低・

中学年の同類のものに比べ，いっそう上級向きになっている。

　二七物語（女1），白鯨（男1），・スペードの女王・花物語（女3），母の曲（女

1）から，「ノソちゃん雲に乗る（女1），小僧の神様（女1），次郎物語（男1），

アグ＝の神（男1），享人兄弟（菊地寛，女1），嵐（女1），破戒（男1），ぼっち

ゃん（男2），夏9漱石全集（男1）など，すでに，中学生の読みものにも関心

が向けられている。ことに，日本の近代小説などは，前者の外国文学が，おそ

らく少年少女向きに読みやすくされたものなのに比べて，原作のままであるか

ら忍路の読書力を必要とするのであるが，これらの本をこのごろ読んでよかっ

た本として，指摘しているのである。なお，それらの児童は，いずれも，需語

能力が高く，実験学校では，標準読書力診断テスト（阪本式）で，いずれも読

書学年が，中学生及び高校生であった。

　なお，外国文学では，次のように，

　　読んでよかった本

小公予（女3）

若草物藷（男1・女2）

探偵少女ナンシー（女1）

ロビンフッド（男1）

ベルとまもの（男1）

家なき娘（女1）

アルプスの少女（女5）

白い牙（女1）

スペードの女王（女1）

愛の家族（女1）

小公女（女2）

八人のいとこ（女1）

アンクルトム（男4）

アイバソホー（男1）

黒いチェー．リップ（男1）

実験・協力学校（6年）

　　　　仔鹿物語（女1）

ほらふき先生の習険（男1）

アルプスの少年（男・女1）

クオレ（女3）

星姫ものがたり（女1）

赤いリスの秘密（男1）

銀の指ぬき（女1）

水の園の赤ん坊（女2）

あX無情（女2）

家なき子（女2）

白馬の騎手（女1）

フランダースの犬（女1）

コーカサスのとりこ（男1）

揚子江の少年（男1）

世界各国のものがあげられている。これらの一例を見ても，次第に上級向きに

なっていることがわかる。

　’読みたいと希望する本にも，

　世界：文学全集（男2。女1），夏目漱石の本（男1），坊ちゃん（男1）

　巖窟王（男3），シェクスピアのもの（女1），コタシの口笛（女1）

　富沢賢治や小川末明の作品，にあんちゃん（女1）
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などがあって，一一部の児童は，中学生向きの水準に達していることがわかる。

t

　②　男女差

　なお．中学年にも見られた，童話・物語・小説愛好の上に，’男女差があるこ

とも，さらにきわだっている。たとえば，低学年では，’男女共通に読まれるも

のが多く，中学年では，主人公の二二と同じものが，、此較的読者の性Sijと関係

があったが，高学年になると，主人公の盤捌にも関係があるが，さらに，主人

公の性別というよりは，その作品の内容，二七全体を流れる情緒・気分などが

女性的であるか、．男性的であるかによることが多くなっているようである。読

んで好きだったと挙げた本では，男児のあげたもの，女児の挙げたものとに，

かなり一線が画されているようである。、

　なお，このことは読みたい本として漠然として悲しい小説というようにあげ

たものが女児には（6年忌女4，C女4，0女8，　H女2，　K女1）19名もい

たのに比べて，男児には，一入もいなかったことなどにも現われている。

　この悲しい小説の中には，前記のような名作ではなく，安易な涙を誘う，い

わゆる少女小説が多いζとは，いうまでもないが，そういう程度のものでも，

男児は，勇ましいもの，すごいもの1おもし6．い＄のの方に関心を示しており

また，大勢としては，探検や冒険・探偵小説に移行している。

③古典ぺの関心

なお，日本の古典も，．

源氏物語（男2女1）　旧くぼ物語（男1）　平家物語（男1）

源平盛衰記（男1）　曾我三二（男1）　里見八二伝（男1）

旧姓爺合戦（男1）　弥次喜多物語（男1）　昔の物語（男。女1）

たけくらべ（男1）

などがぼつぼつ読まれており，「巳本書紀」（女1）「枕の草子」（女1）を読み

たいと希望する児童も出てきている。これらは，もちろん，原典をやさしく訳

したもの，あるいは，意訳したものであろうが，しかしこうした個々の古典に

関心が向けられるようになつこことは，発達の一r環象といえよう。、
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　もっとも，こうした古典にまじ・pて，

　近藤勇（C男1）　霧隠才蔵（H男1）　真田幸村（Hee　2）

　大岡裁判（K女1）　曾呂無筆左衛門（C女1）

　一休おしょう（H女1）　以ま二6年

などのいわゆる時代ものの一群が愛読されており，また，読みたい本として昔

の武芸の本（男1，6年）さむらいの本（男1・女2－5年。以下同）時代も

の（女1）忍術小説（女2）などをあげている。概して，これらの本は農山村

に多く読まれているようである。もっとも，農山村の児童がすべて，こうした

本の愛好者というのではなく，奔常に高級のものを読む群と，比較的低い読みも

のを好む群との別が判然としているところに，農山村の特色があるようである。

　たとえばH校の男児（5年）は，ある期間（2か月間）

　莫田幸村・八犬伝・猿飛佐助・霧隠才蔵・一休和街。一心太助・水戸黄門漫

遊記・柳生十兵衛・塚原ト伝・宮本武蔵・左甚五郎・山中鹿之介・由井正雪・

大石良雄を読んだ（家人の報蕾）ということで，これなどは，この少年のこの

時期の読書傾向を物語るとともに，かれと類似の傾向をもつ，一群のものもい

る。なお，広く何んでも読むとともに，何か，自分の興味の赴くものだけを読

む傾向も，このごろから始まっている◎　（読む態度め項参照）

3．　漫画

男　　2冊 女　　3無

フクちゃん

鞍馬天狗

白ちゃん黒ちゃん（名作まんが）

傍の子守狽

みどりの真珠

　爽験学校の家庭調査で，好んで読む本としてあげた漫爾は上のように，僅少

である。これは，調査の時期や，特殊事情のために，書名の具体的な記入者が

少なかったためと，無調答の児童たちの結果がはいらないからである。したが

って，実際は，前述の数字が示すようにもっと漫爾は多く読まれているはずで

ある。しかし，6年になると，児童調査の結果でも，漫画はあまり読まれなく

なっているから，漫画の減少の傾向は示しているものといえよう。
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　児童が実際に読んで，よかったもの，また読みたいものから，愛好の漫画本

の種類をみると，中学年と大差ないが，科学漫画，怪奇漫爾，時代ものでは，

忍術三顧が多いこと，女児では，これらのものに，少女小説的な漫画「例，少

女三人」　（雑誌の付録連続漫画）が愛読されている。

　協力学校であげたもの（家庭）では，

　赤胴門之助（4），あんみつ姫，振袖の誓い，天狗天助，猿飛佐助，鉄人28号，鉄椀ア

　トム，はやぶさ名君復，脊霊くん，くろがね君，イナズマ君（3），イガグリ君（2），

　だるまくん，ごろちゃん，風小僧，さざえさん（3），りこちゃん（2），かの子ちゃん，

　アパートちゃん，べXよ尾をふれ，白雲姫（名作まんが），東京一パリ，ひとみ，少女

　三入，泉

などで，これらの多くは，雑誌の別冊付録などについてくるものが多い。それ

ぞれの場面がついていて，スピーディに展開される漫画は，たしかに子供たち

にとって読みやすく魅力的であるが，これらをもっぱら愛読している児童は一

様に需語能力が低いようである。　　　　　　ttt

　読んでよかったもの，読みたいものとして次のようなものをあげている。

（6年）

よかった民田

　赤胴鈴之介（男，女1）

　満月チ鳥城（女1）

　少年猿飛佐助（女1）

　てるてる姫（女1）

　びっくりかめすけ（女2）

　東京一パリ（男1）

　まるみちゃん（女1）

読みたいもの

　鉄人28号のまとまった漫懸（男1）

　探偵漫画

だるまくん（男2）

ライナーくん（男1）

少女…入（男1，女3）

泉（女1）

ひとみ（女1）

青い痛のマリー（男1）

アーR　一トちゃん（女2）

月光仮面

読みたいものは案外少ない。児童は，雑誌の付録やその他で，欝に駅り，手をご

入った漫画を読み流してはいるが，それほど深く求めているとも思われない。’

なお，5年では，概観調査の結果でも現われたように，読みたい漫画が多かっ

た。協力校（5年）

　赤胴場之介（男5），鉄腕ア1・ム，鉄人28号，野饗の魔人（男2），はやぶさ天平，探偵：
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　まんが（男2），忍術まんが（男1），とらの子兵長，ターザン，少年タイガー，たつま

　き君，轟先生，惑ざえさん，エプロンおばさん（女2），かの子ちゃん，悲しいまんが

　（女2）

これらは児童の読書態度の変化の意識を裏づけている。

4．　冒険・探検。探偵もの

男　　H種至4柵 t 女　　正種1慨

トム・ソ・一一やの習険

宝島　（2）

十五少年漂流寵　（3）

海底旅行

ノソaの冒険

魔境千里（パレット）

マーチンの習険

大昔の狩人の洞穴（ハンス・バウマソ）

怪盗ルパン（ルブラン）

シft一ロックホPtムズ（ドイル）

黒いとかげ（ポプテ）

埋れた世界（A，ホワイト）

　中学年ごろから興味が上昇しだした，冒険・探検・探偵ものも，家庭での記

録では，比較的，正統派に属する名作ものになっているし，案外数が少ない。

女児に至っては，僅か1人である。（もっとも，女児に，この数の少ないのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
中学年以来のことで，中学年では，0人だった。）しかし，高学年の児童が，実

際愛好している本としては，もっと多いのではあるまいか。

　児童が読後の印象の強かったものとして，実際あげたものでは，　（6年）

　トムソーヤの冒険（4一実男2，K男2），十五少年漂流記（実男），世界探険物語（2

　≒実男0男）・…〃・べV一の騨ミ（実男）・探側・説（9一・実男C男・女3，K男

　・女），少年探僚閲（4一実男2，C男2），まぼろし探偵（3一実女1，　C女・0男）

などがある。なおこのほかに，　（協力学校）

　Pビソソソクルー恥2，ガリ・ミー旅ξ揃1，宝島3，ゴビ沙漠の名犬1，虎の皮を

　着た勇士，地底旅行，猛獣がり，冒険のはなし3，爾極探検1，宇雷探検1，宇宙戦

　争1，両棲人間1号，動く人形の謎，シャーロヅクホームズ6，幽霊量敷の秘密2，

　怪人ご十面相2，推理小説2

などがあげられている。
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　読みたい本とし「ゴは，5，6年を通じて，

　ルパン（2），少年探偵団（6），江戸川乱歩の本（3）　怪人二十面相

などが多い。

　総体的に見て，賢険・探検を扱った，少年少女向ぎの名作ものから，宇宙や

科学のなぞを扱ったもの，推理を必要とする探偵ものに，移行しているようで

ある。

5．　伝記類

男　　1珊 女　　1騰

豊田佐吉

御木本幸吉

上杉謙信

佐久山鼠出

伊藤団交

野口英数

間宮林蔵

大石良雄

へpaブルース

上杉謙信

画中鹿之助

ゴッホ

　伝記類は，中学年ごろから，増加し始め，また，対象の人物の領域が拡張さ

れだしたが，高学年になると，いっそうそれがのびていく。

　実験学校では，日本の武将，政治家，学者，発明発見家，実業家の伝記が多

く見られ，これらは，新しく学びだした日本歴史との関連もあ・．て，特に歴史

好きの男児に愛読されているようである。一人で，数人の伝記を読んでいるも

のがある。これと関連して，この項目で家人に記入してもらえなかった幾人か

の児童は，いわゆる時代もの（一講談式のもの，たとえぽ猿飛佐助とか，真

田幸村といった）を愛読しているようである。

　協力学校では，

　源義経（C男），豊臣秀晋（K：男），湯川秀樹物語（C男），真田幸村（H男），平賀源内（C

　男），北里柴三郎2（O女），夏貝漱石（0男），野口英世5（C男・0男・0女2・K女

　1），島崎藤村（0男），福沢諭吉2（K男・K女），霞本英雄物語（0男），イエスキリ

　スト（C男），聖母マリア（0男），発明黛記物語（C女），シェーマソ（H女），偉人の子

　供のころ（K男），ガーリック（C男），十人の発明家（0男），コPtソブス2（K男），ジ

　ャソヌダルク（H男）
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というように，家庭の記録では，やはり，日本人が多く対象になっている。こ

れは，中学年までが比較的，外人を対象にしたものが多かったのと対照的であ

る。

　なお，読後の印象，感銘の深かったものは，

　豊臣秀古4（K男。K女），織田儒長（H男），徳州家康3（K男），武田信玄（H男），徳

　川光軸（K男），渡辺藻山（0男），良寛（C男），上杉鷹自（乙女），佐久閲象［難（実男），

　福沢諭吉4（C男，K男・女），野口英世6（0・C・K女），樋ロー葉（H女），宮沢賢

　治2（K男・女），山ホ元帥（H男），イエス・キリスト（0男），ナポレオン（H男），べ

　・一トーベソ3（C男・女，0女），シェーーマソ（0女），モ・・一ツアルト（0女），コロソブ

　ス（0男），マゼラン（0男），リンカーン（H女），エジソン5（C男・0男），フランク

　リソ（0男），フォーード（0男），ノ・一一ベル（0男），ワット（0男），ナイチソt・’　一一ル（C

　女），キェ．”一リー夫人2（C女），tr’　一一リック（C男）

　これから，進んで読んでみたいものとして，

　臼蓮（K男），野口英世（0女），シ＝一ベルト2（K女），ストー夫人（0女），「歴史や

　科学で有名な人」2（0男），「科学者の伝記」（0男），「発明者」（K女），「作曲家

　や画家」（K女），「三人物語」（K男）

などをあげている。

　これらの結果から，伝記ものでは，政治・科学・医学・音楽・絵画・文学・

宗数など，関心・興味の分野がますます拡大されてきていることがわかる。キ

リストなど，宗鞭に関心を見せたのも，高学年の特徴の一つであろう。

　なお，他の類のものと比べて伝記物は比較的，地方の子供に多く読まれる傾

向があるようである。

　なお，伝記ものに関連して読まれる，二つの形の読みものがある。一つは，

昔のいわゆる立川文庫式のもので，歴史上，はたして，実在していたかどうか

判然しない人物をとりあげて，その一代記を興味本位に書いたもの（例，二二

佐助・霧隠才蔵）であり，他の一つは，現存の人気選手や花形的人物を扱った

実話もので，これらの本が，案外読まれているようである。

　「長嶋選手物語」2（C女。H男），　「蒼乃花物語」（C女）一6年

　「朝汐＝太郎物語」，「スター物語」（C女）一5脅こ

　「スターやすもう選手の伝言己を読みたい」と答えた女児（C校）もいた。
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6．　社会科に関するもの

男　　8種GO冊） 女　　0

物語日本歴史

日本史物語（月巴後和男）2

霞で見る田本歴史物語（肥後和男）

躰歴吏の光（高木車福田三人）

社会科お話の本（ウィストニ社編）

自治と憲法の話（中村哲）

世界の地理

世界のなぞ　2

　高学年で，社会科の学習が，だんだん進められるようになるに従って，「学

校では得られない，いろいろな新しい知識を得るため」「学校でならったこと

をもっとまとまって，詳しく知るため」（児童の答え）に読書がなされており，

これが，高学年の読書の一つの特徴であろう。これらの意識とともに，知識や

情報を得るために読書する人もだんだん固定していく。

　協力学校では，

・東南アジアの国々（C男）

　インドの仏跡（竹山道雄）　（C男）

　中学社会の研究（池田松次郎）　（C男）

というように歪って少なく，この種のものは，女児よりは男児，農山村よりは

都市に読者が多い。

　なお，感銘が深かったと答えたもの，

6年忌の歴史　（実男）

日本の歴史　2（0男）

田本の昔　2（H・K：男）

平安京　（実女）

蒙古とPttiヒ朝　 （実男）

歴史の本　2（実・C男）

世：界史　（実男）

これから読みたい本（6年）

日本史（実男）

6年生の社会　（実男）

5年生の社会　（K男）

まち　（実男）

世界旅行　（H男）

電界の旅　（0女）

世界の謎　（実男）

；｛ヒ海道　　（C男）

東南アジアの国々　（C男）

世界地理（実男）
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　江戸時代（K男）　　　　　　　　　　メコン川の開発（実男）

　大津の歴史（C男）　　　　　　　　　　アメリカのジャングル（H男）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟螺獄1艦禾由（K男）「

などであり，また，「外国の社会のことがわかる本」2（K男。女），「第二次世

界大戦」　（C男）などに関心をよせて，読みたい本としてあげたり，中には，

「国乱の本」　（C男）を読みたいと，政治方面にも興味をもつようになってい

る。

7．　理科・科学・その他

i
」

実験学狡

男　7冊 女　1冊

火星と月の神秘（石泉社）

地球の夜明け　（　tl）

天体と宇寮（野挽抱影）

航甕の驚異（中正史）、

最近科学全集（あかね書謬）

鉱石・り融で陣畷難）

版画のくに（読売新聞桂）

算数物語

　中学年から高学年にかけて，自分の周囲のあらゆる現象，動物，穂物，人間

さらに，宇宙の神秘やふしぎに気づき，興味・関心が増大する年齢にな・．七お

り，ことに時局を反映して宇宙・天文に対する関心が強められてL・．ることは；

漫画等にも現われているが，二二化されない，まともな接近の仕方が現われて

いる。これらは女児に比べて，圧倒的に男児に多い。

　協力校では，

　動物の見方（K男），麗気の驚異（0男）

　科学と発明（C男），乗物の歴史（K男）

とい・．た程度である。天体や宇宙への関心と同時に動物に対する興味も高まっ

て，「動物奇談」などが読まれている。

　なお，家庭の圃答では，他のものより低い，これらの種類のものに対し，児

童霞身は，もっと感動して読んでいるのである。

　生命の趨源（実男），顕微鏡下の世界（0男），微生物を追う人々（実男），植物のふしぎ
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　（0男），世界植物奇談（三女），動物記（0男），動物奇談（実女），理科あそび（K男），

　地球の夜明け（実男），宇憲の神秘（0男），地球の不思議（0男），海の秘密2（0男）・

　ロケヅトのことが書いてある本・ロケットの進歩2（C男），科学の進歩（C男），科学

　の発明（C男）

そして，さらに，読みたい本として，

　生物の本（実男），動物のことが書いてある本（0男），実験の本（実男），医学のことが

　書いてある本（C男）

が希望され，中には、「アインシュタイン相対性原理のことが書いてある本が

読みたい」という男児（C校）もいるのである。

　その他，機械類に対する興味や能力も出始め，「工作図鑑」（K男），「ラジ

オのA・B・C」（C男），「機械の話」（0男）などを読んで感心し’たり，「機

械・エソジソの本」2（0男），「ラジオ関係の本」　（C男）などを読んでみた

いと思ったりしている。

　また，中セこは，「版画のくに」（実男）を読むなど，読書の内容が，雰常に

分化，専門化しており，同時に砿山化してきつつあることがわかる◎

　この他，スポーツに関するものでは，

　　よかった本一一すもうの物語（H：男），オリンピック物語（C男）

　　読みたい本一一野球・すもうの本（ともにH男）

などがある。

　なお，きわめて少ない数であるが，

　読書感想文（C女）り私たちの子供会（C女），六年の作文集（二女）

等を，よかった本としてあげており，「にあんちゃん」も子供たちの心をとら

えている。一よかった（実女），よみたい（H女）

8．　雑誌 ○印は男女ともに読んだもの（6年）

場　　13種（22冊） 1 女　　9種（58雛）

○小学六年生

　少年クラブ

　少年

　少年画報

　おもしろブック

　　　男・女（9）
　　　（4．5）
（1）

（2）

（1）

（2）

｛

34g

少女クラブ

少女

少女ブツク

リぼん

ひとみ

（12）

（11）

（11）

（6）

（6）



　Hの丸
　漫藤王

○留険王

○科学クラブ

　子供の科学

　模型とラジオ

　バンビ・ブック

　週刊朝臼

（2）

（3）

（2）　（藍・ま）

（3）　　（2●　童）

（1）

（t）

（1）

（1）

なかよし （5）

　これらの閲読状態は，

　　　　　　　　　　　　　　　男　　　　　女　　　　計

　　　きまってとっている　　　　　9人　　　　18人　　　　27人

　　　ときどき買う　　　　　　　　　6　　　　　12　　　　　18

　　　借りてくる　　　　　　　　7　　　　30　　　　37

で，低・中学年同様，比較的内容のしっかりした雑誌は，家庭購読が多く（こ

とに科学クラブといったものは，全部購読），娯楽本位の雑誌（例「漫画王」

「雷険ヨヨ）に，借り読みが多い。なお，少女雑誌は借り読みが非常に多く，他

から本を借りてくる場含「友だちから借りて読む」というのが多かったのは，

主として，これら雑誌の欝覧をさしているようである。

　あまり好まないという雑誌が案外多いのは，1人で2，3冊も購入している

児童が5人もいるからである。

　実験学校では，5年生でも，

　　いつもかう　29人　　ときどきかう　25人　　かりる　30人　　計　84人

という状態で，大差ないが，ただ，読まれている雑誌に，5年のころでは，ま

だ，幼年クラブ（3）幼年ブック（1）などがあったのが，6年ではないとい

う，内容的に成長したあとがみられる程度である。

　協力学校の家庭調査の結果（6年）では，次の表のようであり，閲読上位の

雑誌の種類に多少の出入があったり，地域によっても，愛読雑誌の種類の差が

あったりするが，総体的には大差はない。ここでも女児の方に多く愛読されて

vkる。また，性別の異なる雑誌はお互に借りて読んでいる6なお，ごく僅かで

あるが，成人の娯楽雑誌などにもだんだん関心が向くのか，「平凡」「明星」の

ようなものがあり，週刊誌もあげられている。
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6年　協力学校 （弓庭調査）

＼ぐ募〉讐1
学校＼芝＼、

C o

少年画報

少年

小学六年生

半爾薫

蟹険王

おもしろブック

少年クラブ

ぼくら

六年の学習

霞の：丸

野球少年

科学の教窒

家の光

子供家の光

子供の科学

幼年クラブ

幼年ブック

痛快ブヅク

少年ブック

模型とラジオ

少女

少女ブック

なかよし

少女クラブ

リぼん

ひとみ

六年の友

明星・

平凡

週刊朝日

サンデー毎日

男岡男1女

7
9
2
6
2
7
7
6
4
5
2
2
0
0
0
1
0
0
1
0
0
1
0
玉
0
0
0
0
0
・
0
0

4
1
4
2
0
1
0
0
3
0
！
Q
O
1
1
e
O
O
O
1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0

0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
Q
O
O
O
G
O
O
O
O
8
3
1
3
3
2
0
0
0
0
0

　
女H

一

　
男

1
3
4
王
5
2
3
4
0
0
0
0
0
0
0
G
！
0
0
0
3
重
0
2
1
0
0
0
0
0
0

2
2
5
0
3
0
1
0
0
0
0
0
2
2
0
0
0
0
0
◎
8
7
3
2
重
4
i
O
O
O
O

　
女

計
一

　
男

　
女K

一

　
男

3
2
4
4
5
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
正
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

4
5
4
3
2
2
1
！
7
5
3
2
0
！
1
i
1
1
1
1
3
2
0
3
2
0
0
0
0
0
σ

2
王
1
1
1
1
1
1

3
三
8
3
0
1
0
1
0
0
童
0
0
0
0
0
0
0
0
6
2
8
8
6
6
2
0
0
0
0
0

6
5
0
、
4
3
2
1
1
8
0
1
G
2
2
0
0
0
0
0
0
0
8
6
5
3
0
1
1
1
1
正

　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
．
2
1
1
三
1
三
－

　なお，家庭調査で，たくさんの雑誌があげられたにもかかわらず，児童自身

は，次の表のように雑誌をそれほど高くは認めていない。
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好きな本 （児童調査）

i雑誌

く聖陰魁・　・

　　　　　　　　2
　　　　　　　　2

・；勾囲女囲女国女息女i剃塑岡計
　少年画報

　少年

　おもしろブック

　少女

　少女ブック

　なかよし

　ぼくら

　留険王

　少年クラブ

　リぼん
1頻・ラブ

｝小学六年生

i漫画王
｝野球少年

（
∠
－

2
隻

1

2

1

1

1

2
1i
1 1

1

1

H｝舗　計
21

：

1
2

1

4
も
n
∠
一

2

1

1

脳

一

；
i
　
1

3
1

8
5
3
　
2
1

2
9
ρ
－

4
4
3
8
5
3
2
4
1
1
正
1
玉
1

　さらに，読みたい本の中で雑誌をあげたものは，

　少年画報4（H男2，C・O男1），少年クラブ，少年日の丸、漫画王レ少女

ブック，なかよし，少女（各1入ずつ）であった。

　実験学校では総体的にみて，雑誌のほかに，他の単行本も適宜に合わせ読ん

でいるものは除いて，雑誌だけ，それも，絵や写真などが多い娯楽本位のもの

だけを読んでいる児童は，概して需語能力の低い方のクラスに．属し，しかも，

女児に多く見られた。

　9．　読む本の種類の変化

　5年・6年，それぞれに，前年に比べて，読書の態度や読む本の種類に変化

があるかどうかたずねた場合，児童畠身は，

　　読書態度ヵミ変った　　　　　　 5年　 62．5％　　　6年　 56．5％

　　読書の本の種類が変った　　　　　60．4％　　　　　56．5％

と答えている。　（読書態度の変化の項参照）

読む本の種類が変。たことで，長い読みものを読むようセこな。たという答え
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方のほかをこ漫画から他の読みものを読むようになった，童話や物語から小説を

読むようになったなど具体的に種類が変ってきたことがあげられている。この

具体的な変化は後に見ることにして，短い読みもの，雑誌と単行本の間に見ち

れる変化を次に見よう。

　（1）短い読みものから長い読みものへ

　中学年のころから，児童は，短いものよりも，長いものの方を好む傾向（家

人の見込みでも，児童霞身の意

識でも）があったが，高学年で

も，それが持続されている。た

だ，数量の上からいうと，必ず’

しも高学年になって，長いもの

が，いっそう愛好されていると

はいえないが，児童霞身があげ

長い読み
もの

｝5年』年
1　’　1

険

黙
c
o
殺
K

　　1
認；1：1

　　｝
88。6　i54．5

　　　93．8　｛72．7

36・　2　i　48・・

短かい読
みもの

・年1・年

20．8

30．　O

iL4
6．3

63．8

28．3

28．　0

38．　6

27．　3

52．　0

両方

　　ミ
5年｝6年

　0

2．O

　o

　o

　o

Q
O
O
O
O

ている長いものを愛好する理由を冤ると，かなり，しっかりした理由づけがで

きている。たとえば，中学年では，読みでがある（57，8％一26人実験学校）に

　　　　　　　　　　　　長いものが好きな理由

理由

校学

＼
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i長いものは読んでいるう
ゆに矯しろくなる
　

展いものはたいてい齢
1のすきなものだから

し

長いものは，計画をたて1
て読む

1長いものは，ひまつぶし
く

齢研き
睡由の書いてないもの

1

2

2

2

2

1

1

　iこのr國こは，おもしろく読む
31うち1・C，：文宇やことばをおぼ

　えるというのもある（H。KD

一蕪篇ρち筆謬墜欝窓

　す
1

3

対し，内容的に充実している（8．9％一4人）という割合で，長い読みものが，

支持されているが，高学年では，内容に着眼したものが多くなっている。玄

た，長いものだと，臨分の読む溝え，態度を調節しながら読める（協力校）と

いった，読む町回も身につくようになる。

　こ畑こ比べると，短いものが好きな理由としてあげられているものは，いか

にも幼稚である。また，短いものをあげている児童の方に，警語能力の低いも

短いものが好きな理由 6益詳（児童調査）

理由
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て
長
お
短
た
理
り
罷
み
い
短
た
短
が
な
き
理

実験

6

5

1

王

。

7

6

o

1

4

5

2

3

1

2

3

2

1

1

1

K

11

14

2

1

備考

読書時問が少ないから（実1）

長いと途中でわからなくなる
（C　・　O　．　ll　1）
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のが多い。

　（2）雑誌と単行本

　雑誌と単行本を好む比率は，3年までは雑誌が多く，4年からは単行本が多

いというふうに，中学年をやまにして，二つの傾向が見られたが，雑誌から単

行本への興味の移行は，高学年では，さらに著しくな・フている。もっとも，家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6年）児童調査

＼＼　　種類
＼学

三脚＿
雑誌が好き まとまった本カミ好き　　　　爾方

黙
・
・
餐

・年・年｛・年・年i・年構・年i・年囲・年・

％
66．　0

70．　6

59．　4

66．　7

40．　0

33．　3

50．　0

40．9

37．　5

34．　0

29．　5

43．8

95．　7

34．　8

46．　0

27．3

42．4

52．　0
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　　l　　l　　l
　　　　　　7L21　4．260．　0　［　60．　4
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　　12i．3i48．OI
　　l　　　　　　　　　　　　輩

6．O1

10．Oi

欄　両方好きと答えたものは，それぞれ数に入れてある。es無筈

まとまった本の好きな理由 （6年）児童調査

＼＼　　　　学校

　　理由　＼
最後までまとまって読め
る

続きがないから

読みでがある

内容がよい，ためになる

いろいろな種類のものが
あり，好きなものが選べ
る

おもしろい

詳しく書いてあり，わか
りやすい

雑誌だと，早く買わない
となくなる

理由を書かないもの

実義cOHK！入）i（人）（人）（人）（人） 備考

6

16

－
（
∠

3

，1　，1，，

日
51151
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I21！

，1　，1　，

i
l
l，1　，

11

！・騰讐灘；

1｝・徽烈烈　
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ご
フ

正

互i

正

4

4

2

オセソチなのが少ない（C1）
学校で習わないのもわかる
（Ol）

雑誌だと，すぐ話が終ってし
まう（実1）

読みやすい（02，Hl）

（地方事情から）
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庭調査で見られた雑誌多読傾向とはやや矛盾するようであるが，まとまった本

と雑誌とのそれぞれを支持する理由を見ると，まとまった本が好きだという啓

えが，かなり儒用できるものであることがわかる。

　　　　　　　　　　　　　　雑誌の好きな理由　　　　　　（児童調査）

一．一一

　．．，x．．．一
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σ
Ω

　
　
＼

二

三ぎがあるからたのしみ
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あり，いっぺんにいろん
なことがわかる

おもしろい読みもの，す
きなものがいろいろある

おもしろい，また勉強の
ためにもなる

絵などがあって，読みや
すい自分の画きなところ
が読める

クイズや懸i賞がある

付録がある

理由を書かないもの
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玉
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かなしい読みものがある（C
・H・K．C1）
おもしろいものがたくさんあ
る（C6，響ミ2，0。H・Kl）
漫画がある（K：5，C・02，
Hl）

少しは勉強のためにもなる
（K3，実・C1）

クイズのよいのがある（Ol，
Kl）

　なお，雑誌が支持される理由は，中学年でもそうであったが，

　1．続きものへの期待（まとまったものが好きと答えたものには，岡時に，

　　これが欠点となっている）

　2．一冊のうちにいろいろの種類のものがある。

　3．　肖分の興味のあるものがある。　（例，漫画など）

などが，児董を引きつける理由になっている。これらは，成人が雑誌に対する

魅力と同様の点であるが，両方を比較して，どちらが好きかと答えさせた場合

雑誌の方をあげる聖徳は，傾向的に見て低いものに多い。
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C　どう読んでいるか

　エ．　読霧態度の変化

　「お子さんの本を読む態度は，前年と比べてかわりませんか」の問いに対し

て，家庭で認められた読書態度の変化は下表のようである。

読書態度の変化 実験学校（家魔調査） 協力学校
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　わからない字を聞く，自分で読むようになる，多く読むようになるといった

低学年の段階から，わからない文字よりも，わからない語の意味を聞く，長く

　　　　　　　　　　　　　　　　　・356



続けて読むようになる，前より本が好きになる，読む本の種類が決まりだし，

同時に読む本の種類・範囲が広くなって，積極的な読書態度が認められた中学

年を経て，高学年では，大体，中学年の態度が持続されているようである。高

学年としてH立つことは，なんでも読むようになった（5年）時期を経て，や

や読む本の種類が決まりだしてきたこと，漫画をあまり読まなくなってきたこ

となどがあげられよう。

　ことに，漫酒に対する愛好の度合は，

　　　　　　　　　　　　　　3年　　　　 4年　　　　 5益1三　　　　6年

　　漫画を好んで読む　　　　　30．0％　　28。6　　　21．3　　　6，5

　　漫弾iをあまり読まなし、　　　　　　2．5　　　　　　8．9　　　　　17．0　　　　　23．9

というように，年ごとに減少を示している，児董の激しい漫画熱も，次第に落

ちついてくることを物語っている。

　；わからないことばの意味を聞くことも，6年になると減少し始めている。こ

のころになれば，新しい語に繊あっても，前後の文脈から大体判読できるもの

と，慰われる。

　また，ただ読むだけでなく，一部では，「読んだことを批評するようになっ

ている」ことがわかる。したがって，読んだことを興野の生活の中に取り入れ

る態度もつき始めている。

　以上は，家入の観察によるものであるが，児童自身は，自分の読書態度の変

化をどのように意識しているであろうか。（→362ページ）

　　　　　　　　　　　　読書態度の変化の意識　　　　　（児童調査）
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　これによると，前年と比べて，読書態度や読む本の種類について児童目身も

半ば以上のものが変化していることを認めている。

　しかも，変ったという意識はどういう観点からか，態度や種類の変化の状況

を，自由に記入させたところ，前表（358～361ページ）のように，漠然とした

意識だけではなく，はっきりと理由をつかんでいることがわかる。

　読む態度の上では，読書時間，読書鐙が増加したこと，読む速度が早くなっ

てきたこと，読んだことが理解できるようになったこと，したがって味わって

読む，考えながら読むという高度な読みに深められていること，読む本の種類

が変ってきたことに気づいており，読む本の種類の変化としても，漫画愛読時

代はすぎて，他の今までよりは上級向き（むずかしい本という表現をとってい

る）の本を傾向的に読むようになったことを認めている。幼稚な本は読まない

（実1），中学生用の本を読むようになった（Ol）と，気負って述べているも

のもあるほどである。

　「童詣・物語より小説を読むようになった。」と，ある種の児童は，両者を区

即して使い分けてもいるのである。

　なお，読みの態度の方で児童自身，最後まで読む，味わって読むなど，読み

の態度の変化を認めていたが，家人の方でも，子どもの読書の仕方を次のよう

に見ている。低・中学年に見られた，絵や写翼中心，途中で読みあきて投げ出

す読み方が，だんだん滅少しているのが，家人のfiを通しもわかるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　読書の仕方　　　　　　　　（家庭調査）
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高学年での読書の態度や実態を次にみよう。
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　中学年では，読書興味がつく時期として注羅されたが，高学年ではそれがど

のような：発達を回すであろうか。

　2．　読欝の興味と時間

　読書に対する興味と読書にかける時間は，低学年の頃から次第に高まり，中

学年になるとそれがいっそう強化されたが，高学年では，次のようである。

　　　　　　　　　　　　　　　実験学校　　　　　　’　　　（家守調査）

勢
玖
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の

＼
鋸

5年

と七も熱中して読む

好きな方である

あまり好きでない

きらいである

よくわからない

無笛

　
　

女
駄

　
二

割
玖

　
◎

6
9
r
フ
（
U
O
正

9
4
4
2
0
0
0

　計
（45人）

F
フ
3
7
（
）
0
星

豆
2

f
t
e
；
o

31．9

48．　9

14．9

　0
　0

2．　2

6年

　男、

（21人）

7
0
3
1
0
0

　女
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5
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1
∩
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47．　8　1
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4．　4

　0
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　実験学校の家庭調査の結果では，5年と6年の間では「あまり好きでない」

ドきらいである」と家人が見たてた点に多少の相違（6年になってやや下る）

があるが，「とても好き」「好きな方」は，ほとんど同一一である。

　　　　　　　　　　　　　　　読書興味　　　　　　　　　（家庭調査）
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それは，これらの児童が，

非常に好き

ずきな方

中学年では，
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4年
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　　あまりすきでない　　　　10，　0　　　　24．4・

であったのから，徐々にのびて行って，高学年になつ1て，興味が固定した観が

ある。協力学校でも大体同じである。なお，児童自身が自分の読書興味の度合

を評価したのでは下表のようで，6年では，全般鋤こ消極的になっており，中

　　　　　　　　　　　　　　　実験学校　　　　　　　　　（児童調査）
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学年の後期（4年）に比べると，5年で持続，6年でes　，やや低くなっている

ことカミ屠立つG

　これは，

　中学年……あなたは本を読むことが好きな方ですか。

　高学年・・t…あなたはほかの遊びと比べて本を読むζとがすきなほうですか。

という発問の仕方にも，多少左右されているようである。読書より好きなもの

があると答えたもの5年11入，6年13人がいるほどである。それと，他の積極

的な理由（後述）などが加わった数で，それらをぬきにしたほんとう㊧読書好

きの数であるともいえる。

　協力学校での読書の好ききらいと，その度合を見ると，

　　　　　　　　　　読書のすききらいと，拓の度合　　（臆調査）
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4．0
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2．0

もっとすきな
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・年％i・年％

48．0

20．　5

28．　1

74．　5

18．　e

22．　7

45．　5

32．　0

大体，実験学校と同様の傾向がみられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　364，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ　従来は読書の興味だけをとりだしてきいたのであるが，高学年では，他のも

のと比較してたずねたところ，この期の段階では，読書よりももっと児童の興

味をひくものが梢畿あることがわかった。

　好きなものの種類は，（男児5年）野球，ソフトボール，ドッジボール，す

もう，水泳，山登り，その他のスポーツ，かんけり，たこあげ，こままわし，

探偵ごっこなどの遊び，オートバイ・自転：車などののりもの，魚つりなどか

ら，工作，ハ■一一　e＝カ，ラジオや，中には漢字のかきとり（1人），勉強（1人）

家の手伝い（O校1人）などもあるQこれを学年励，性別にみると，

　（女児5年）　ドッジボール，ソフトボール，とびばこ，人形遊び，はねつき，なわと

　　　　　　　び，かんけり，売屋さんごっこ，絵をかく，縫物（ミシンかけ），ハーモ

　　　　　　　ニカ，編物，習字，勉強

　（；男児6年）野球，ドッジボール，ピソポソ，すもう，スポーツ，ゲーム遊び，霧合

　　　　　　　戦，工作，カメラいじり，ラジオの組立，絵をかく，鳩を飼う，新絹を

　　　　　　　みる，理科の勉強，軽い算数の勉強，軽い勉強，ラジオ，映画，テレビ

　（女児6年）　ソフトボール，ローラースケー1・，なわとび，山や野にハイキング，．絵

　　　　　　　をかくこと，習字，編物，勉強，ラジオ，テレビ

となっていて，読書よりも児童にとって魅力のあるものの対象が，高学年の閥

でも，5年と6年とでは，非常に差があることがわかる。すなわち，野球は両

学年を通じて，男児にとってはスポーツや遊び関係では最高であるが，6年に

なると他のスポーツやゲーム遊びが減って，理科工作や，理数科関係の勉強な

どが熱立って来，その他，絵をかく，カメラ，鳩の飼育など，だんだん個性的

な趣味と結びつくようになる。女児では5年で，男児の野球に匹敵するほど多

かった人形遊びが姿を消して，絵をかくこと，編物，習字などが多くなる。こ

れら，個性的な趣味をもつようになる傾向が，男・女を通じて濤立つ現象であ

る一方，男女とも，テレビを見ることが多くなり，しかもどこの地域でも共通

した現象になっていることが特に為しい。このテレビへの興味と接近の度合は、

テレビの普及率が増加するにつれて上昇しており，6年の児童調査で，読書，

新聞，ラジオ，テレビの四つのマスコミに対する興味を問うた場合，テレビが

第一位にあげられためと同じ結果を示している。視覚と聴覚とが同時にみたさ

れるテレビへの興味が，児童に投ずるのも嶺然であり，6年になってからの読

書への愛好め度合が，やや低下している一国といえようσ
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なお，r読書がきらいな方である」と答えたものの中には，前述したように，

受験期を控えた家庭や言入の，読書欲に対する抑圧の結果とみられるものもあ

る。たとえばその子（実験校男児）は，従来も熱中して読むほどではないが，

5年まではふつうであった。しかし，6年になって，羅立大の付属中学の受験

を志すようになってからは読書は一切返上ということになり，したがって読書

よりももっと好きなものは「軽い算数の勉ii剣であり，読書のきらいな理由と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わるもの
して，「ふつうの本などを読んでいて勉強しないと悪者にな：つたような気がす

る」と答えている。

　そのほか，読書のきらいなものの理由としては，下表のようになっている。

ドおもしろくない」　「意味がわからな：い」　f読むひまがない」というのが，や

やB立つ。

　農村H校で読むひまがないというのは，既に，家庭内での大きな労働力となつ

　　　　　　　　　読書の嫌いな理由（好きな人は除く）　　　児童調査
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　　　　　　　　　　　　　　（児童調査）　　うのも1人いた。
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　高学年の児童は読書にどのく

らいの時無をかけるか。児童自

身の答えでは，中学年に比べて

毎碍読書する割合は，・20％近く

ふえているが，6年目5年に比べ

ると，消極的態度になっている。

　読書時間数を見ると，1日平
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読書時間．（家庭調査）

年6
需
拝

孟5斜
Y

学
＼＼

校
＼
学

実兄80・9分
　C　1　s2．g
　O　1’　68．9

　　　1
　N　1　75．2

1　K　1　83．4

81．4分

77．　7

62．3

69．　7

75．　3

均，60～80分前後で，実験学校では，中学年の3年

82．7分，4年85．8分よりやや低下している。　（最高

180分，最低20分）

　これは，家庭における読書時間の1日平均である

から，実際はもう少し上圃る（学校や施設などでの

読書もある）かも知れないが，、学習時間が多く，帰

宅も遅くなって，案外，読書博閥が少ないというのが実状であろう。読書をす

る時では，実験・協力学校とも，やはり就寝前のころがいちぼん多く（40～58

％），夕食のあと，ひまさえあればいつでもがともに（20～54％），夕食前（19～

36％）といった順で，申学年のころと大差はない。下校直後に読むパーセンテ

ージが，申学年より少し上廻フたのは，遊びから読書への移りを示すものであ

ろうか。このほか，その他の理由として，　「電車の申で毎β読む」　（実験学

校，電車通学生）家事の手伝いの舎闘（0校）学校の教室で（0校・K校）な

どそれぞれ1人ずつあった。　　　　’

　3．　読書活動の特徴

　読書の興味，読書時闘数とともに，高学年での発達の三三を次に見よう。

（1）本を借りる

　自分の本だけでは，その読書欲を満たすことができないで，他から本を借り

て読むのが，だんだん積極的になることが，中学年に見られた現象であったが

こうした積極的な態度は，高学年になると，いっそう訂しくなる。中学年で20

～30％台であったよく借りる児童はさらに30～50％台になり，tの態度は，他

　　　　　　　　　　　　　　本を借りる度合　　　　　　　（児童調査）
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の読書態度が6年ではやや積極性を欠いていたのと異なつで大体強化されて

いる。かれらは，その盛んな読書欲を満たすために，どこから本を借りるであ

ろうか。

　中学年では，友人が圧倒的に多いことと，貸本屋に進出するようになったこ

とが，特徴としてあげられたが，その傾向は，高学年でも依然として続いてい

る。ただ，高学年としての特色は，今まで，極めて，その利用度の低かった，

学校の図書館（室，学級）関係の図書利用が，藏立つようになって来たこと，

七かも，6年生になって，それが急激に増加してきたことである。今まで見て

来たように，読書興味や読書時制などは5年生に比べて6年生の方が，やや消

極的であったが，この学校瀾係の図書利用では，6年生が際立っている。しか

も，その他の揚所というところで，公民館や部落の図書館の本を利用する者が

多かったこと（協力学校）とも考え合わせて，6年生の読書内容が，やはり6

年相応に高い，積極性のあるものであることが推察されるのである。

　これらの傾向は，地域の差をほとんど示していない。ただ貸本屋利用者が都

会地に近い地域に多いのは当然であろう。

　　　　　　　　　　　　　本を借りるところ　、　　　　　（児童調査）
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　　読書の意義の自覚

　読書の興味や時間数の増大という数量的な現象ばかりでなく，読書の意義に

対する自覚というようなものも，すでに，中学年からつき始めていたが，高学

年では，どうであろうか。

　「あなたは，なぜ学校の勉強のほかに本を読むのですか。」の問いに対して，

児童が，記入したことを整理すると，次のようである。
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（児童調査）
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読書の習慣がついてし、
まったから

自分の好きなことが書
いてあったり，読みた
い本があるから

続きがあるから

母や友入にすすめられ
るから

なんとなく

無筈

計　男
（会）1（人）

　　人
　　2112
　（43．　7）

7購
，1　i

　（4．2）

II　1
　（2．ユ）

31　4
　（8，3）

o｝・誘

ol　i
　（2．1）

只
）
【
ノ

　
　
）

計
人
％

　
　
（

　
　
）

女
人

　
　
（

協力学校（4校）

5年

男　女
（人）i（人）

6年

1

1

o

0
1

玉
）
　
1

　
2

　
（

0

－
）
　
1

0

3、謬

il　，，．，gl

o、麟

。

2
『
フ

2

1

1

75

ﾌ
箆
滅
1
3
紛
2
蕩
1
8
の
3
9
①
一
瀞

93

魏
　
1
2

（
　
r
　
　
（

7
　
　
　
1
　
　
　
0
　
　
　
2

（
　
　

（
　
　

1
　
　
2

　
　
　
　
（
　
　
（

8
　
　7

01

6三

0（

2
珍
　
！
の

　
瓦
　
1
a

　
r
＼
　
　
　
　
　
〆
㍉

ワ
魯
、
、
　
r
7

至
）　
6

　
0

　
（

0

1
の
2
的
2
D
6
の

　
0
　
　
6
　
　

1
　
　

3
、

　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（

O
－
．
7
　
，
．
戸
…
1
2
．
一
、
t
，
、

　
　
　
2
D
3
の
，
7
の

　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
4

　
　
　
　
（
　
　
、
　
（
　
　
　
（

、
、
…
…
、
…
2
…
一
3
一
…
4
ー
ー
、

6
4
6
1
琴
一
、
3
ー
ー
ー
q
一
…
α
，
i
－
4
一
…
一
書
…
…
！
套
、
、

3
　
　
童
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∠

r
フ
　
　
一
　
　
4
．
　
　
　
　
　
0
　
　
0
　
　
【
）

69

�
Q
3
紛
9
②

　
お
　
路
　
6

　
（
　
　
　
（

7
　
　
Q
！
　
　
3

3

22

ﾌ
斤
紛
2
の

　
珍
　
⑲
　
O

　
（
6
　
　
Q
！
　
　
－

9
の
1
廟

　
6
　
（
0

5

2
切
B
紛
－
紛
2
4
紛

　
α
　
σ
　
（o

@
聡

　
　
　
　
　
　
　
　
（

－
　
　

Q
ノ
　
　
互
　
　3

7
の
一
①

4
　
　
0

．
（
　
　
　
（

3

1

23

4
　
　
6
　
　
　
　
6
　
　
8
　
　
1

4
0
　
1
4
0
1
　
4
0

4
の
8
の
　
　
　
一
の
3
由
9
の
　
　
　
　
　
　
　
　
2
の
　
　
　
　
　
　
　
3
◎

　
　
　
7

　
　
　
1

　
（
　
　
　
（

6
　
　
3

④
　
⑯
　
⑲

　
　
　
　
（

　
4

　
（

0

　
6

　
（

2

5
の

　
壌

　
（

1
　
　
1
　
　
4
。

4

甲
唄

　
　

女
人

　
（

　
　

男
人

　
（

　
　

胡
人
％

　
（

369



　中学年に多かった，おもしろいから，さびしいから，退屈しのぎのために，

勉強の疲れをやすめるためにといった1娯楽のための読み，レクリ＝一ショソ

のための読みが，依然として多いが，そのほかに，いろいろの新しい知識を得

ようとする，知識補充のため，融黍のために読書するという読書意識がついて

きたこと，B的をもって，読書する態度が高学年になると，いっそう，高まっ

てきたことがわかる。この雷撃は，従来どおり，自由に児童に記入させたので

あるが，中学年に比べると，高学年の段階では，読書をする理由が，分化して

きて，整理するのに迷うほどであった。ことに，勉強の疲れをやすめるため

に，読書力をつけたいから（速く読めるζうに，むずかしい漢字や，ことばの

意味を知りたい，読書力をつけたい）読書しないと将来困るからといった，意

識は中学年では見られなかったもので，ただなんとなくおもしろい，ためにな

るといった騒然とした読書意識からはウきり屠的をもって読むようにな・．てき

たことがわかる。

　ことに，おもしろいのは，学校教育とりわけ教科書と一般読書との関係を考

えたり，批判するようになったことで，r学校の本以外に新しく力をつけたい

から」と一応まとめてみたが，この中には，「学校の本だけでは実際のことが

はっきりしないoJ（実験男児6年）「学校の本は古い」（実験男児6年）「学校

だけでは知識が足りない」（H校男児6年）　「好きな課目ゐ時間が少ない」（．（）

・0・K校6年）など読書を通してさらに霞分が理解でき，納得いくまで，対

象に対して迫ろうとする真心な態度や強い意慾も芽生えていることであった。

　また，読書を娯楽，レクリ　・・一シ・ンのためにするという態度は，以前から

あったが，r勉強で疲れたアタマをやすめるために」，とはっきり認めていると

いうふうに，すでに，成人なみの態度で読書に対しているものがいることも読

書力の発達段階を物語ると思われる。なお，学年差としては，娯楽よみが6年

ではやや減って，かわりに知識や読書力をつけるために読書しようとする態度

が，全般的に見られ，地域差はあまり認められなくなっている。

　以上のような読書意識で読書した結果，児童はどのような読後感をもつであ

ろうか。

　「あなたは今まで，本を読んで，、どんなζ、とでよかったか．と思いますか。」に
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対して，次のような答えが得られた。

　　　　　　　　　　　　　　読書の効用 （児童調査）

菱もしろか・撫と力帽脚綱禦聖…

…叢巴」・年i・年1・年i・年．・年／・年1・年．碗

　cIo
i｝王

L｝1

　％1
60．41

80．　0　i

11．4　I

i61；i

　　1

91：詔1：91謙
i2Z，i．5，ii　；s・llli　isgi．il

　　　　　　I　　I
73 Q7 P05　1’i　72s61ei　1　72s2190　li

lil熱ill議

26，正

78．　0　1

圭3．6

33．3　l

18．Oi

　　韻　1人で2う以上書いたものもいる

　読書の二方面の効用，娯楽と，知識・教養のためになったと認めている◎こ

れらは申学年から始まり，後期ではさらに強くなったが，まだ，地域差もあり

認め方も区々であったが，こんどは，一一般化してきた。また，知識や教養を得

ることに満足できた喜び，読書の楽しみの発見が，中学年より一様に高くなっ

ているのも，この期の特徴のようである◎そして，こうした読書ぺの満足感が，。

また，この期の読書理由となることは，前にみた娯楽，レクリ門構ーショソのた

めを意識して読む者がふえていることと表裏をなしているといえよう。

（3）本の選択

　本の選択は，従来家人が主体で，子供の自主的な立場からの選択はされてい

なかフた。中学年の後半（4年）ごろから，だんだん，子供に選択を許すよう

な傾向が見られ（30～40％台）たが，高学年になると，それが，さらに強化さ

　　　　　　　　　　　　　　　本の選択　　　　　　　　「　　（家庭調査）

＼一 J！・　　子供

学嫁．遊・年

家人 爾方

・
¢
O
H
K

48．9

51．0

29．　5

45．　2

58．5

6年　　　5年

45．7　［　12．8

t52．　Q　1　i6．3

36．’S　1　22．7

57二6　　　　12。9

7L7　1　9．8

6年

　6．5

12．　0

　4．6

24．　2

　6．5

5年 6年

40．4｝4L3
28．6i28．0
40．g　i　　52，3

45．2レ18．2
　　　26，8　　1　　　17．4　　・
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れてくる。勿論，本を買うという経済行為カミ伴なうから，すべて子供tlC一一一任す

ることはできず，両方で相談し合う形もとられるが，両方の優位が少し後退し

て，子供が優位になり，家人はすっかり後退している。高学年になると，児童

の読書の選択態度も，かなり，ついてくることは，児童調査で，今ま℃児童が

答えてきた読書に対するいろいろの反応でもうなつかれよう。「あなたは読む

　　　　　　　　　　　　　　　本の選択　　　　　　　　　　（児童調査）

型
・
・
H
K

家人がすす
めるから

刺・年
　％0

2．　1

6．　0

1玉．4

　0
14．9

13．　0

6．　0

2．3

12．　1

　0

先生がすす
めるから

・年1・年

2．1

2．0

6．8

　0

8．5

◎
∩
V
O
（
）
（
）

　
　
　
3

友人がすす
めるから

刈・年

（
∠
0
0
0
6

〆
0
∩
6
　
　
　
0

2．2

6．0

2．3

3．O

　o

自分でよい
と思ったか
ら

・年1・年

89．　6

88．　0

40．　9

46．　9

78．　7

7L7
78．　0

61．4

57．6

74．　0

・rd・年1

知りたいこi
とが書いてi
あったから｛

25．　0

60．　0

68．　2

53．　1

27．7

34．　8

50．0　1
40．g　1

30．　3　l

Sg161

　本を選ぶ時，どうしてきめますか」の問いに対して，児童は，上のように答え

。ている。家人，先生，友人にすすめられて，読む本を選択する場合は，中学年

　でもそうであったが，非常に少ない。慮分の自主的判断に基いて読む場合が圧

倒的に多いのである。われわれは，ここで，児童が本を借りる場合、友人から

　借りるケースが一当多かったことと思い合わせて，この答えに意外さを感じる

が，友だちが読んでいる本を見ていて，柏手からすすめられなくとも霞分も読

　みたいと思い，借りるという彼らの心理や行為の過程は，「自分でよいと思っ

　たから」あるいは「知りたいことが書いてあったから」自主的に選んでいるの

　であろう。中学校や高校生などのように，良書に感激して，友人にも一読をす

　すめるといった状態は，小学生には，まだ乏しいものと思われる。

　　それでは，自分で読む本を選択する場合，どこに重点をおいているか。

　　「あなたが，じぶんで：本を選んだりかったりするときは，その本のどういう

　ところが気にいったからですか。そのわけを，つぎにかいてください」に対し

　ての答えを整理すると，次のようである。中学年の段階でもすでに，内容的な

　薗に着限するようになってきていたが，高学年ではそれが強化され，自主的な

　選択態度がついていることが認められる。たとえば，体裁について着9してい
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本を選ぶ時の基準 （児童調査）

実験　　　　C o H　　　I　　K

＼警」・年｝・年…・年｝・一瞬・年15年陣i・年｛・年

i熾がよ、、

紋紙がよい

絵・写真・さしえが
　よい

　信砂がよい
i文宇がよみやすい

ミ

濡紙がよい

％

2．　1

　1
2．　21

6．5

22

4．　0

2．　OI

4．　0

4．5，　2．3 ，．iP
12．　s1

1みたいものがある
1わかりやすく書かれ

｝ている
H

壷鐙が多い，くわし
　い，まとまっている

作巻・書名（題名）。

　目次・前がき・あら
すじ・初めと終りな

　どをみる

i愚問の評判または参

陣論恩、
摩が・い

i縷難蹴穿1幽！：1：

　　　　　　　　　1

2．　1

22．　9

！5・2奄Q6．0！2q120・5i　1銑6

　ミ　　　　　　　ま　　　　

　　ZO許Ol乳3門

蝋引・5
13’．

h∵0｝∵8
　　　　｝　1
2，2　　2．　oi

　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　
。，1　i2：／，1：ll：1｝

12・・■

3．　I1

3．　1

6．　3

39．　e

24．　2

3．0

3．0

6．　1

15．　61　12．　1

6．31　3．0

2．重

2．　1

．　4．3

2．　1

2．　0

2．　0

2．　1

6．　4

6．　0

2．0

12．　51

36．　Oi

6．　41　20．　01

2．　l1

4
6
）
0
4

4

14．　0

2．　0

　　囲　三人で二つ以上書いたものもある

るとしても，以前のよう内に，単に表紙がきれい，絵や写真が多いからというの

でなく，略分が調べたいものについて写真や実物がのっている」（実験男児）

「絵がじょうずにかけている」（K女児）というふうに変っており，また，児

童たちが雑誌を好む魅力の一つであった，付録がついているからというのも，

娯楽本位から，生活利用のためという考え方が現われてきた。「よい付録がつ

いているから」「百科事典や，1いろいろの事典がついているから」　（実写，H

　　　　　　　　　　　　　　　　　373



女）「能力のつくテストがついているから」　（C男）などの理由づけがある。

　また，学校だけではみたされない新しい知識や教養を身につけるために読書

したいと思う児童たちは，知識や教養を得るために役立つ本を選択しようとす

る。抽象的な答えのほかに，

　　科学1のことが書いてある本　5，6年（延）

　　歴史　　　　”

　　地理　　　　tt

　　社会・政治　”

　　機械・工作　lt

といった具体的な答えもあった。

実験男1

実験男2

C校男1女1
実験男2

実験男2

C校男1

C訴願4　H校夢駐1

　0校男1
C校男1

　そのほか，本を選択する場合の技術的な態度や知識も，このころからつき始

めるようで，作者や書名（題名），B次，前がき，あらすじ，初めと終りを二，

三ページ読んでからなど，あるいは，世間の評判などを考慮に入れるとか，霞

分に適しているものを選ぶとか，すでに成人としての選択態度が現われてくる

ようになったことが，高学年での著しい特徴のようである。なお，体裁の方で，

印刷や文字，用紙などに着賑するようになったのも，新しい態度といえよう。

　しかし，反面には，「続きが読みたい」の中で，そのうち70～80％近くは，

続きまんがが読みたいのであったり（各校とも），「自分のすきなもの読みたい

ものがある」のうち，ドちゃんばら」と答えたもの（C校男2，H校男1）な

どもあるが，それらは，ほとんど，5年生の時であって，6年生になると，総

体的に教養薦から読書の本を選ぶようになっていることがわかる。

　本の選択を自主的にしょうとする態度がついて来た高学年での読み方も自主

　　　　　　　　　　　（家庭調甕）　的になってくる。　（ひとりで読める態度

喪
獣
学
校

懇
・
・
餐

家人に質問
する

・回議
　％
61．U　63．0

73．5　1　6e．0

72．7　1　77．3

80．　6　1　69．　7

sl．21　32．6

家人に質問
しない

・年i・年

31．91　32．6

24．5　1　38．e

25．O　l　18．2

16．H　30．3

41．引65．2

は，中学年で到達段階に達している）

　読書の際，家人に対して，質問すると

いう態度は，中学年で80％台まで上昇し

たが，ひとりで読書できるようになっ

た，すなわち，自力で読書する態度と能

力が，つくようになったために，高学年

では，低くなってきている。
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　これに関連してか，自分が読んだことについて，．家人に話すという態度も，

中学年よりはやや下降しており，この段階での児童は，もっぱら，自己を中心

とした読書態度，読書力の充実をはかっ、ているようである。

　　　　　　　　　　1　　　　｝　　　　1　　　　　　　　　（家庭調査）

＼窯業／欝
議年囲・釜・年1・年

実験

c

o
I｛

K

｛　％

鷹｝1：1

ミ　　　　　　き

｝重5．gi13．6
1　　　i

165｝2L2
　　　｝

本の名前を欝もしろか
うちの入に
話す

った本の名
前をうちの
人に話す

全然話さな
い

・剣・年｝・年i・年1州國6…

1　z｝．g：　2．2134．i

illi關

雛羅6

諦3．・

6中2・・
6．　8　1　18．　2

　　1
　　　9，正

2．　4　1　13．　0

25．　5

34．　7

36．　4

29．0

41．5

1nv　1”’1’一一’1一’L”1”h’＋一”

37．0　　　2Z　7　1　21．7

　　　　　1
26．　0　1　26．　5　i・　26．　0

！8．2　i　20．5　1　22．7

　　　　　｛
　　　25．8　1　21．22正。2
S51515klglSIII

　　　　　！

　r読んだことについて品分で考えたりくふうしたりしている」傾向がぽつぽ

つ現われている。もっとも，自分が読んだことについても，全然話さないとい

う態度はむしろ中学年より減っていて，読書したことの内容や，おもし．．うかっ

た一自己がうけとった感じの強いもの一については，話しかけるというよ

うに，家人に対する働き’かけも，自己を中心とした，選択的なものになってき

ていることがわかる。弟妹たちに対する態度では，中学年より総体的きこ滴極的

であるが，大した変化は見当らないQ

　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　（家庭調査）’

轍＼へ敵
学
校

弟妹たちに話す

5年
掛秀1
38．3　1

6年

灸

難
c
o
H
K

30．6　i
s
6
1
9
39．　0

32．　6

24．0

47．　7

39．4

34．　8

弟妹たちに話さない

5年 6年

27．7

30．　6

27．　3

32．　3

29．3

28．　3

36．　0

25．0

24．　2

2L7

弟妹がいない

・年「年

27．7　i

36．7　I
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　なお，興味があることは，中学年では，同じことを児童にたずねた場合，児

童の意識としてぽ，家人が意識しているより低かったが，高学年になってから

はそれが大体同じようになってきたこと，したがって，このことは児童が，自
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読書について語り合う （児童調査）
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ということである。中学年以前の段階では，むしろ，家人から「どんなことを

読んだの」と問いかけられて答える，いはば受身の態度から，高学年になる

と，徐々にそれが，自主的に謡しかける，したがって，内容について話すとか

特におもしろかったことについて話すとかいうふうになるのではあるまいか。

この態度は，中学生にな・。てどう発展するかをみることによって，さらにたし

かめられると思う。
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黙、

E
・
H
K

いつも書く

5年 6年
2・　！％i
；
i
g

6
，
g

2．2

2．O

　o

　o

　o

とぎどき書きとめる

・年！・年

27．　1

52．　e

59．　1

93．　7

44．　7

34．8

18．0

32．6

39．　4

24．　0

ぜんぜん書かない

・年1・年

lo．　g

46．　0

38．　6

　0
53．2

63．o　1

訓
割

　なお，読んだあとのことを，ノートに記入するという態度は，あまり進んで

いない。これは，前にも見られたように，学校によって，かなりの差があるこ

とが認められた。

　以上，全体としては，中学年からつき始めた，興味や必要に応じて読書す

る，ことに盛んになり始めた知識欲をみたすために読書する，自己中心的な読

書期にある、といえよう。　’　　　　　　　　　“
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（4）蔵書数

　参考までに，高学年の児童専用の蔵書数を調べたところ，一般の読みもの，

雑誌などは中学年に比べてやや多くなっている程度（滅っているものもある）

であったが，学習の参考書や辞書，年鑑類は多くなっている。参考書・辞書・

年鑑類をくるめて，一入当たりの平均冊数は，実験学校（3．6冊），C校（4．柵），

0校（1．7冊），H校（3．0冊），　K校（1．5冊）であった。

　　　　　　　　　　　　　　本を読む場所　　　　　　　　　（児童調査）
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なお・本を論櫛は実験脇門校とも中学王卿揮い・依然として自

宅が多く，学校によっては，学校の図書施設を利用するものもある。　　t・

D　個人差および言語能力との関係

　1．　個別的考察

　実験学校の児童の家庭読書の内容を，入門期当蒋から緬人品に整理してきた

が，今飼の高学年のものもこれに加えると，1年から6年までの個人別家庭読

書歴となり，翌々の読書発達が具体的にわかることになる。高学年における個

人溺の家庭読書の内容を質問の諸多雲脚に整理したものを，次に掲げておこう。

（378～385ページの表参照）なお，従来の昏学年の場合と比較しやすいように，整

理方法その他の条件などをなるべく同じにしておいた。　（もっとも読書時閥な

ど6年の平均読書時間数が81．4分であるので，5段階評価の場合，中学年のそ

れと比べて，かなり高くなっている。例，4年では3－30分以上，6年では3

－60分というようなこともある。）

　このうち，1から5までの項目は，おのおのよい態度・適当な方法と思われ
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貼副 7．　5年のころと比べた本の読み方の変化
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少年日本文学　宝島　三銃士　森の
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多い揚合はおもなものだけをあげた）

単行本

で　フクちゃん

小人（グリム童話名作集）　赤い鳥など

クリスト伯　ビルマの竪琴　最近科学全集　世界の地理

の夜明け

本歴史

北欧童話集黒馬物語　オリヴァ・ツウィスト　風車小魔だより　マテオ・ファルフ

牙海底旅行豊田佐吉御本本幸吉陶工柿右衛門　ぺP・・一ブルースなど

ソー　宝島海底旅行　怪盗ルパン　シャーロックホームズ　白い牙：マーチンの冨

衰記　平家物語　間富林蔵　佐久間象江1研藤博文　山中鹿之助など

と宇宙　航窒の驚異　世界：文学選　児童女学選　クオt・’孤児デビッド

日本史物語社会科の話の本野口英世忠臨蔵

の順に舷べてある。
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5年のころと比べた本の読み方の変化乳
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多嚇は蹴も Y翻た）

単行本

　ゴッホ

忘れじの丘　古城のダイヤ　否合若大臣　算数物語

語白ちゃん黒ちゃん（まんが）溝の子守唄（まんヵミ）

　埋れた世界　太陽の三月の西　ハイジ　黒ちゃん白ちゃん　鎌下の小人たち　二人
波の少年文摩本が多い

子　月光の天使　オデット誠の光　緑の真珠（まんが）　ゆきわり少女　岬の少女など

　黒ちゃん白ちゃん　とんぼがえりの小ウサギ　ろば鯵語
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　fc12

囲雷語能力は6年2学期末讐語能力テストの結熟こよっているが，話し方｝ま，評価

　の都合上，6年1学期のによった。

　＊　aは臓答を得なかった項臼の点数を十aの形で示したもの。
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る観点から総合的に判断し評点化してあり，6，7，8では，その傾向。状態

をそのまま記入し，右方の評点と左方の詑入を比較しながら見ると，大体，個

人劉の家庭読書の内容が一覧できるようになっている。

　この表と，入門期，低学年，中学年までの家庭における読書の調査（興味。

時間・態度・種類）整理表（「入門期の欝語能力」「低学年の読み書き能力」

「中学年の読み書き能力」参照）をあわせて見ると，6年闘の児童の緬人別読

書発達ということになる。

　中学年でもすでにそうであったが，低学年のころ，基礎的な読書態度がつき

だしたために，入門期におけるほど個人差が点数化してあらわせなくなってお

り，・その傾向は，やはり著しい。

　これは特殊な例外を除いて，読書の興味など一一様に高くなり，読書時聞も総

体的にふえ，分量のあるものを読み通す意欲や能力もそなわってくるなど，好

ましい読書態度が一応そろってくるようになったからであろうが，しかし，現

実の読書能力の個人差はますます開いてくる一方である。

　したがって，量や形式よりももっぱら読書内容や読解の深浅などの質の問題

が読書力の個人差を決定する要因であることも，中学年で見たとおりであり，

7，8などはその参考資料ということになる。

剛なお，中学年までに見た，ひとりで読む，黙読するなどの項は，中学年の頃

までに一応完了するものとして，今團はとりあげなかった。そのかわり，読書

への反応の仕方を入れてみたQ

　読書したことあるいは，読書中に，それについての質問をするか否かという

ことは，ほんとうに自分で読んでいるか，あるいは理解しようとしているかの，

一VHの標識であった（中学年以前）が，高学年になると，必ずしも，そう言い

切れない場合があろう。たとえば，実験学校の児童には，質問しないグループ

に二つの層があることがわかる。一つは，質問する必要がないほど，高い読書

力を持っている子で，しかも家庭の状況（両親がつとめに出ている。あるいは

母子家庭で，母がつとめに出ている，家が商売で忙しいなど）が，それをさせ

ないでいるもの（例　男児14，女児7など）であり，他の一つは，質問するほ

どよい本をまじめに読んでいない子，あるいは，家でもいろいろの事情から全
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く放任しているもの（例，男児3，女児25など）である。他の大半のものは，

大体において質問する方が望ましい態度と見てよさそうである。そこで，4項

だけでは，すでに読書力が十分ついている，あるいは家の状況で質問しない児

童にとって減点となる怖れがあるが，5項の読書への反応を加えることによっ

てそういう子供たちの反感は概して積極的であるから，かなりの点数がはいる

こと，根殺して，大体現状が現わせそうなのでの4，5項Hをとったのであ

る。なお，まじめに読まない，家入も無関心の児童は5項の反応らんでも極め

て消極的である◎

　総体的に，読書妊きで，よい態度で，望ましい内容のものを多く読書するも

のが，読書能力が高いのはいうまでもないQ

　なお，読書内容の方では，時期的に問題があったためと，進学準備のために

読書を禁じていた児童があったりして，記入が消極的であった。したがって，

この衷から，児童の読書内容は，全i　EtYにつかめない。

　このように家庭読書の点数が，入門期や低学年と比べて点数化しにくい点も

繊てぎたので，これに読書ノートや，児童に調査した諸項目で，点数化しうる

ものを加え，さらに，新聞・ラジオ・テレビなどの接近状況，日常の読書活動

・読書態度などを考慮に入れて家庭読書総合点を逃出した。これと各欝語能力

（6年2学期の雷語能力テストの結果を5段階に評価したもの。話し方だけは

6年1学期）との関係が比較できるようにしたのが386～387ページの家庭読

書点数と欝語論カー覧表である。これによって，高学年後期の児童の読書力と

三組能力との関係がほ憾わかる。

　2．全体的考察

　1年入門期における読書の全体的な点数と他の書評能力との相関を児た場合

実験学校でも，協力学校（H校）でも，書字力との三関の方が高く，読字力が

次位，語い力が最も低かった。2年では，読字力と書字力の順位が入れかわっ

たが，語いカはやはり低い方であった。しかし，家庭での読書態度や能力が，

低学年に比べると，いちじるしく活発になってきた中学年では，文字力など基

礎的な密語能力との相関が高かった低学年の場合に比べると，むしろ，これら

の塞礎をふまえた応用的な言語能力との栢関の方が高くなっていることが認め
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られた。

家庭における読書点数と書語能力との梱関

i 11年 2年 ・年｛・年1
書字力との桐関

読字力

語い力

読解力

読書速度

音読技能

：文法

作文

話し方

聞き方

〃　
〃
　
　
1
1

　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
1

1位　（0．67）

2位　（0．57）

3位　（0．22）

3位　（0．28）

1位　（0．41）

5位（0．27）

2位　（0．34）

6位　（0．17）

3位　（0．28）

5位　（0。44）

2｛立二　（0．60）

6位　（0．43）

4｛立二　（Og　55）

6四二　（0．43）

9位　（0．31）

3位　（0．58）

＊！位（0．74）

8位（0．36）

10位（0．互7）

唯（・・75）i

3位　（0．69）　’

7位（0。4D
5｛立二　（0．52）

6位（0．47）

4位　（0。56）

2位　（0．71）

8｛立二　（0．重6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　峡作文Bテスト

高学年では，大体，中学年と同じ傾向を示していることがわかる。なお，こ

の場合，書字力との相関が第1位で高くなっているのは，6年2学期の書字力

テストが，従来のそれに比べて，児童の生活に即したものをねらっていたから

であろう。作文力は，絹かわらず上位である。中学年から高学年へかけて，多

く読んで，読書から，表現のし方，考え：方を学ぶものと思われる。

　語い力との関係が依然として低いのは，語いテストの問題との関連によろう。

従来の問題が，大体教科書からとったものであることも，一因であるようであ

る。しかし，この問題については，さらに，研究してみたいと思っている。

　3．　標準読書テストとの関係

　なお，実験学校では，児童の読書能力がわれわれの手で行なわれた調査結果

ばかりでなく，他の客観テストなどによった場合はどうか，両者の関係を見る

ために，標準読書力診断テスト（阪本一郎氏　標準読書テストC号，第一形式）

を使って調査してみた。　（昭和33年7，月16日実施，6年4学期）　（同テストは

標準化されたものであるので，参考テス1　1，＝は適当である。）その結果は，次の

ようである。当Hのテスト状況による多少のずれ（例えば，男児18の読字の結

果は，同児のわれわれがみてきた読字力の結果に比べると低いが，それは当臼

のテストで，読字の問題の用紙をあわてて2旧いつしょにめくり，2ページ分
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全然手をつけてなかったことによる）はあるが，概して，同じように反癒して

いることがわかる。

．標準読書力診断テストの結果一覧表

実験学校 （33．　7．　16）　実施

6年生
男児
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1
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重
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ー
ー
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2
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／
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櫓
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－
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＆
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　　1　1
16．4
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1　，，，｛k．，概の下

中3の1

中3の2

小6の1

中3終了上の下

中2の重
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小5の3

中2の1

尚2の2

中3の互

中1の1

中2の！
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中3の3

中2の3

ms　1の3

中3終了上の中
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（33．　7．　16）　実施　　　
、
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中3の1

中2の正
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　実験学級児童は，満年令，男児は12才0月～11才3月，女児は12才2月～11

才0月であり，読書年令や読書学年に換算してみると、上のような数字とな

る。これらをわれわれが見ている児童の読書能力と比較してみると，このテス

ト結果で，男児10，女児4，21がやや低すぎる観があるが，他は，大体，妥当

i瀧隊解欝陣副総副灘劃華髭奴
勇平均

女平均

男女平均

85．　5

72．　7

78．　6

90．　2

7LO
79．　8

53，6

44．　0

48．4

64．　4

54．　8

59．　2　1

293．7

242．　5

256．　0

6Ls
s3．7　i

sZ　3　i

91．5

88．　8

90．　0

である。なお，男女差をみると，これも，男児の：方が上位であること従来みて

きた通りである。もう一一つ，実験クラスでは，従来の諸テストで，読字九読

解下等が，特にすぐれていたが，この標準テストの結果でも，すぐれているこ

とが証明された。たとえば，図書教育など熱心に行なっていた，山梨大学の付

属校で行なった，標準読書力診断テスト⑥の結果と比較してみると，

　　　　　　　　　標準読書力診断テスト（C）の結果の比較

校学

　郎梨大付属

1辮校

調査
年月日

昭和
30．11．19

33．　7．　6

糸
雛．女
79．81　84．6

　　1

85．51　72．7

総得点

男i女

263．6

293．7

260．　6

242．　5

読解

剃斜
光宇

剃女

薫
1
1

雪、
上

三女

・・57
ﾔ・網1…152・・

・… 奄V・・國・…1…1・…

読書力
偏差値

男i女

60．　7

61．5

59．　5

53．7

確度

募．縁

86．8

9L5

90．4

88．　8

月賦人員

淑女
入
5
5
2
2

人
4
1
2
6

　鯵　肉梨大学学芸学部付腿小中学校・由型県教育委貴会r園語科一9か年を通じての

　　必読開学醤の選定とその指導一」1・＝よる。

　　（山梨大のこの調査は，4年目9年に亙って，調査したもの）

　テスト実施日に1学期ほどのずれがあり，結果の数字の上では，実験学校の

男児がやや優i位ということになる。東京と肉梨という地域差はあっても，付属

校という特殊な，優位な条件があるが，それにもかかわらず実験校の，1年か
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ら継続的に諸種のテストに慣れている，砲域的に家庭の読書環境がある，男児

に読書力の高い子がいるというこのクラスの特殊性から，この結果が現われた

のであろう。

教室観察であまりB立たない男児Hなどでも，読書愛好のゆえか，読書学年

では，中学生相当であった○

　この結果一覧表でもわかるように，読書力という点で，この時期になると，

相当学年よりも，読書学年の下圓る児童もあれぽ，一方には，高校糧当の読書

学年の児童もいるというように，非常な個人差が生じてきていることがわか

6。たとえば，読書学年高二の二に面当する男児14は，次のような問題にも正

笛できている。（両方とも正解者はかれだけ。）

　　詩をささえている韻律というものは，それぞれの国語に特有なものだから，外國語

　に訳すと翫てし肺・しかし散文でカ・かれた小説は・国恥に翻されてもたと

　えば原國から結果への関係といったことは［≡コわけだから，［コで薗とはいえなく

　ても九分どおり味わえる。

　　←う　1わカiらなし・　2訳されなし、　3なレ、　　4騎…有な　 5評肖え，な：し、（　　　　）

　　仁⇒　 1言寺　　　　　　2原文　　　　　3ノ」、説　、　4翻訳　　 5散文　　　（　　　　 ）

　　⇔　1味わう　　　2十分　　　　3読める　4消える　5結果　　　（　　　）

　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　（読解28）

　　正理を守って身を棄てるとは，天の道理を信じて疑はず，内如何なる暴政の下に濟て

　如何なる苛酷の法に留められるとも，其苦痛を忍て「『を挫くことなく，一寸の兵器

　を携へず片手の力を用いず，唯図を唱てザ≡罰に迫ることなり。

　　←）　1隻脚　　　2我国、　3天下　　　4暴政　　　5悪法（　　　）

　　0　1正理　　　2異論　　　3革命　　　4必勝　　　5忠死（　　　　）

　　¢⇒　1外敵　　・　2内乱　　・3徒党　　　4歴史　　　5〕政府（　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（読解31）

　内容，語い，：文字等，相当難しいものがあっても上位クラスの者の中をこは，

それを読みうる力がすでにあるζとを物語っている。そういえぱ，このテスト

での，単語テストの中には，

　きそい（競）　ひとだまり　くちがる（口軽）　まきがり（巻狩）　しゃぼう（砂防）

　みぐさ（三種）一煉香の名一形容詞（以下，かながきの部分は，ここでは，便宜上省略）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はやりお　当主　管状　叙述　桐喝　諜者　局方薬　捕導　心緒　窟署　卑屈　逸雄　積威　抹

　殺　ポシビリティ　ひのよそい（昼の装）　吃水　あきさる　大概念

なごがあり，これらの語は，それぞれ漢字があてられ，また選択肢があるとは
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いうものの，糧当特殊で難しい語もはいっている。78語のうち，男児14は，49

点をとっており，外国語や，古典的な用語はできないが，巻狩，砂防，口軽，

管状，当主，心緒，積丹など，できているものも多い。窪た，50の読字テスト

のうち，次のような当用漢字

　頂粧背捕依坂脊軟坊江墾孔汚覧審薦療筋樹巣黙驚掲

　表外字

　二三

があり，かれは，85点（100点満点）を得ていて，当用漢字でも，読めてかつ

意味のわかる字が多い。表外字がよみ・いみともにできないほか，他の当用漢

字では，よみか意味のどちらかを誤るという程度であった。　（気温）

縫（教）

歓（教）

掲（当）

依（当）

江（当）

墾（当）

覧（当）

審（当）

薦（当）

餓（表外）

綜（表外）

よみ○

よみx

よみ×

よみ×

よみ○

よみ○

よみ×

よみ○

よみ×

よみ×

よみ×

いみx　　（したがう）

いみ×　（キソ・むかえる）

いみ○　　（カツ）

いみ×　　（シuウ・ころも）

いみ×　　（うみ）

いみ×　（ねんごろ）

いみ○　　（カソ）

いみNon

いみ×　（セキ・ひたす）

いみ×　　（ギ・わるくち）

いみ○　　（まとめる）

これらによっても，学校での学習以外に1家庭での読書が，どの程度，読書能

力を高めているかがわかるであろ・う。なお，男児21，22，18等も伯仲した力を

もっており，それらは，あれわれの調査一読書調査でもうなつかれた点である。

　なお，読書学年4年3学期梢当であった女羅21は，これに反して，非常に幼

いことが；わかる。

　たとえば

　　たにまのこどもうぐいすは，おやをさがして，とびたちました。おやうぐいすのこ

　えが，村のほうからぎこえました。それで［ヨは，回へ，とんでいきました。

　　e　1　こどもうぐいす　　　2　おやうぐいす　　　3　すずめ

　　　　4　お日さま　　　　　　5　たにの水　　　　　　　　　　（　　　　）

　　Cr）　1　たには　　　2　山の上　　　3　町の方　　　4　村の方
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　　　　5　もりの中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）

では，（→は○　⇔はx（町の方）というような誤り方が処々にある。（読解3）

　　私は，うまれっぎ，泣いたり，けんかしたりすることが大きらいです。ラジtでも

　Eヨが聞えると，とめてしまいます。くよくよせずに匡コしているのがすきなのです。

　　←D　（1）わらいこえ　②うたのこえ　（3）おんがく　（4）泣きごえ　（5）ユユース

　　¢⇒　（1）けんか　　　（2）ほがらかに　（3）かなしく　（4）おとなしく　（5）しんせつに

eは×（ニュース），（⇒も×（しんせつに）　といった，読解力の浅さが冒につ

く。（読解9）

　したがって，読字テストでも，初めの，

　月生七二饒物社宿登心境研徒

などの教育漢字でも低・中学年向きのものだけが山容できていて，しかも中に

は，読み書き共に完全でないものカミある。（もっとも，筋，怪というような二，

三の当用漢字の意味はわかっていた）

　このように，テスト問題を具体的に見てもこの期になると，読書能力の上下

の差が，思いのほかに開いてくることが，実証されるのである。

　　　　　　　E　新聞・ラジオ・テレビへの接近と興味

　低学年の段階で，新聞やラジオに興味をもつことは，都市，農出村の区携な

く一様に，相当の率で接近していた（新聞60％台，ラジオ80％台）が，中学年

になると，さらに，上廻り（記聞8e％台，ラジオ90％台）接近率の上昇が見ら

　　　　　　　　　　　新聞・ラジオ・テレビ接近率　　　　（家庭調査）

、ミ響棚・大人・観・難）隷蕗獅窺頴罫を
鐘轟無下麹一一・年・年5・E…1・・…1・・E・・1・・…

鍛
C
O
H
K

妻
　鴬
70．　2

65．3

66．0

54．　9

58．　6

14．91　54．4

26．　51　5！．0

13．61　52．3

i：i／　：li9

　　，

41．3

44．9

36．　4

36．　4

28．3

6．　41　0

6．　II　4．1

9．II　4．6

3．21　6．1

17．　II17．4

89．　2177．　3

91．8183．7

81．　8188．　1

，IPglgr6g

　　t

4．　3

2．　0

4．　5

　0

　01

18．　2

12．　2

7．　1

3．O

　o

78．7

87．8

79．　5

7LO
41．5

88．　6

95．　9

88．　1

97．　0

65．　9

14．9

4．1

13．6

22．　6

46．　3

iLlt’

g
：
8
0
i

27．3

1濁ただし，5年の薪闘を見る程度の中には，見る程獲と読むという程度の穀階をつ
　けずに，読む方に記入したものが，各学校に（3～9人）あり，それらをも一一・・応，

　見る程度の方に判定して，入れてある。
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れた。高学年では，それがいっそう高まっている。ことに新聞では，絵や写真

を見る程度から，読む程度に，移行しつつあり，5年と6年の間では，進歩の

著しいものがあることが認められる。　（注記にあるように，見る程度と読むと

の段階づけをしないで，見ると丁丁したものの中には，個人的に検討して，当

然読んでいると思われるものも含まれているから，実際には，読む者の数は，

もう少し上廻るはずである）

　なお，新聞に対する接近度では，中学年でやや地域差が除かれたかにみえた

が，高学年では，再びそれが現われていること，及びラジオの聴取では，これ

と逆に，新聞の接近の低い地域，すなわち，農山村の方が，高率を示していて

1◎◎％の看が聞いている学級もある。

　中学年で，テレビの接近率を付帯調査に加えたところ，新聞，ラジオに迫る

ほどの数字を示していたが，高学年では，それが，さらに伸びて，ほとんど，

ラジオと肩を並べるようになっている。これは，前にものべたようにテレビへ

の関心，興味が，言語発達と関係があるというよりも，むしろ，テレビの普及

　　　　何がいちばんすきか　　　　　率によるところが多いのであるが，

6年 （児童調査）

＼慰
叢＼

爽

簿
c
o
H
K

本を読
むこと

％　30．4

　22．　0

　22．7

　2ag．　2

　34．　0

字
置

ジ
聞
と

ラ
を
こ

ビ
る

レ
見
と

テ
を
こ

23．　9

12．O

l＆2

27．　3

32．　0

63．0

68．　0

70．5

48．　5

36．　0

を
こ

聞
む

新
読
と

，．21

i9・9i

鷺i

12．O1

1濁　何が一番すきかときいたら，目方答えた

　ものがあった。実験。C・0狡，したがっ
　て計100％をこえる場合もありうる。

る学校（例　実験，協力H。K校など）もあるが，大勢は，やはりテレビであ

る。協力H。K：校のこの反応は，テレビへの興味と同時に．，テレビの普及の実

態を示していよう。テレビに実際接近している度合がK：校に低いのは，それと

関連があるようである。

　いずれにしても，児童は，マスコミへの興味・関心をもって，各領域に接近

していること，これらが，児童の言語発達に及蔭す影響の大きさを考え．ないわ
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しかし，子どもたちに，これらの三

者と，一般の読書を加えた四つのマ

スコミに対する興味をたずねた揚合

圧倒的にテレビを見ること（5年で

は，児童調査に，この項碍を入れて

おかなかった）になっている。同時

に行なった，家庭調査の方では，本

を読むことが，やや優位になってい



けにはいかない。

何がいちばんすきか （家庭調査）

爽

難
c
o
H
K

ホを読むこと

・年i・年

％　44．7

　40．8

　36．4

　6L3
　63．4

50．　0

24．　5

19．　1

39．　4

56．　8

こと凹くにとビ観る

・年1・年

25．5

20．　4

34．　1

38．　7

12．　2

20．　5

16．　3

14．　3

27．　3

3玉．8

斬聞を読む
（見る）こと

・剣・司・剣・年
46．8

44．　9

40．　9

22．　6

14．　6

43．　2

63．　2

57．　i

33．　3

9．1

4．3

4．　1

2．　3

3．2

　0

2．3

2．　O

　o
6．　1

　0

　1．新聞

　前項で見たように，新聞に対する接近度は，低学年，中学年と段階的にのび

てきたが，それは，単に，数多く接近するということだけでなく，接近のし方

もだんだん深化していることがわかる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（家庭調査）

学
校

＼
弊

撒
・
・
H
K

新聞を見る度
合

毎日

・年i・年 詑
昨

と
き
年

　
　
5

　％
25．　5130．　4155．　3

36．7S5．II53．1

羅iiili

65．　2

40．　8

40．　9

51．5

34．　8

読んでほしがっ
たり話してほし
がったりするか

は■いいえ

・年・年阿葬
g
g
：
z
l
i
9
，
1
！

1
？
1
　
o
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1

ii’：g2

3L9
32．　7

40．　9

29．e

41．5

39．　1

4．　1

47．7

57．6

字の質問

質問す
る

5年6年

騨し
・年i・年

内容について
の質問

63．’ W

55．　1

47．　7

7，4．　2i

67．　4

69．4

54．　5

63．6

一問す
る

質問し
ない

・年i・年・年1・年

56．　5134．　1

19．　1

32．　7

40．　9

，22．　6

32．　6146．　3

　　1
23．9172．3

igli・ilil・i

so．　o13（i．　i

6z　i｝lixi．　g12i．　7

￥SI］Sh’lllS6i4

　　38．6129．659．　1

6il　6！ig　．　el，3e．　3

i61414SI514il，一

新聞を見る度合では，毎日見る（読む）ものが多くなってきており，　（5年

　　　　6年（家庭調査）

避瞬驚こない

攣制1：：1磨

li繍li撚i｝

よりは6年目これは，中学年に比べると進境が著

論輿車飛も糟欝嘉畠麓

を通そうとする成業なみの習慣的態度がついてい
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質聞をするという態度が，だんだん多くなっている。ことに，字の質問をする

者の数が，中学年に比べて，かなり増加しているのは，児童が実際に読んでい

る，あるいは，よく読もうとしていることを物語るものといえ，それと，新聞

の書かれている内容について，感想を話したり，批評（判）したりする態度

も，かなりついていることがわかる。

　　　　　　　　　　　　　　　　見る紙薗　　　　　　　　　　（家庭調査）

卦》鰐

鰍
・
・
琵

写真 （
飲
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環

T，　lun；i’umg

酷　瀕1・・一ツ
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25．　5

20．　4

13．6

35．　5

7．3

歪5．2

互8．4

蓋3，6

27．3
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董蕃縫舗塞
s16 同・

66．d60．g121．3143．5

　　　　1一一　1
63．　31　77．　6130．　6130．　6

　　ミ

家庭ら　演芸らん学芸ら
ん　　娯楽らん、ん
　　　　　　　　gml－gs161s16

1騰瀬；ilili！li簾1：i麟込：iiiili
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一M．4
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－g，玉

一li　6．1

－i6・5

そ　地

5　i6

i
器
認1

　紙面では∫引き続き，写真。絵・漫画など炉多く見られているが．しかし，

中学年で見られた子どもらん，スポーツらんが，各校とも足並をそろえて多く

なり，ことに，ラジオの放送番組を新聞を通して選択しようとする態度は，著

しく9立っている。そのほか，中学年で，ポツポツ見られた社会面に対する関

心が，10％台から，30％台にも伸びようとしていること，少しずつではある

が，家庭欄，演芸・娯楽欄，学芸欄などと，紙面が拡張されてきていることが

高学年の発達を示している。

　以上は，一般の新聞であるが，子供新聞への接近状態はどうであろうか。

　実験学校では，低学年から中学年へかけて上昇した接近度が，高学年になる

と．下降の傾向を見せている◎これは，児童の興味が，もっと，他の種類の読
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子供漸聞 （家庭調査）諜
｝ 子供新聞を見る（よむ）

轍
・
・
琵

・年1・年｝・年｝・年

％　61．5
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　44．0
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みものに向けられること，ある種のニュース性はおとなの新聞でもだんだんみ

たされること，家庭で購入する場合，もっと他の形のまとまったもの（例，参

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考虚血）になるなどの理由から
　　　　　子供新聞の購読状況　（家庭調査）

」
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であろう。しかし，一方，従来

比較的に，子供新聞を読む率の

低かった他の協力校では，逆に，

上昇しているものもある。

　子供新聞購読状況を見ると家

庭購入ではむしろ，実験学校が

高くなっているQしかし，借り

て読む者が少ないのに対して，他校では，やや借り読みの状況が活発のようで

ある。また，学校新聞や，名称のはっきりしないものもあげてある。それと，

最近では，子供版の新聞が，いろいろ企画出版されていること，小学校向きで

なく，中学校向きのものも，読まれているようであるから，あるいは，地域

　　　　　　　　　　　　　　　子供新聞　　　　　　（家庭調査）
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購鞭購
・年i・年

灸
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C
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K

i人i

3

∩
∠
9
）

4

中学生ジ
x＝ア版

剛・年
1

2

玉

学校薪聞また
はP．T．Ai新聞

・年｝・年

1

3

1

1

（ts　家庭であげた子供新闘の

　　うち，名称のはっきりL

　　ないもの。中には，学校

　　藷聞，P．T．A新闘があ

　　る。

や，奨励などによっては子供新聞への接近が，かえってこのころから本格的の

ものになるとも考えられる。

　　　　　　　　　　　　　子供新聞の見る紙面　　　　　　（家庭調査）

校

一ユニ

ス

学校だ
より

スポー
ツ

漫画 天気の
ようす

溜が欝署薩回廊i

警・年i・節日牌5年1・年・年岡・年i・年5年｛・…；…i・年’5年i・年

灸

灘
C
O
R
K

！lミl／！ll
　　rm”hi”A’i’」iAA－1’．一Tl“n　ttt’一．．’“ln．　AI

醗1難lli縷｛学寮ilil難1

器；！l：ll：ll：1騨1：1潟隣111：l／g：1

　子供新聞での見る紙面も，中学年では，漫画。ものがたり，学校だよりなど

が実験学校を中心として，多く読まれていたが，今圃の調査では，むしろ，他

の協力校が多く，そのほか，ニェース，学習に関係のある欄，生徒の作品など，

どの紙面にも広くRを通すような傾向があることが，示されている。その限り

　　　　　　　　　　　　　　　　では，案外充実して読んでいるようである。
　　　　投書の撫（家庭調査）
　　　　　　　　　　　　　　　　しかし，自分と同じ年ごろの児童の作品を
　　　　　　　　　投書しない　投書する

陶・年

％
1
0
3
2
0

2
2
2
3

灸

諜
C
O
H
K

婁 2．2

2．0

2．　3

3．0

・年｝・年

46．　8

46．　9

45．　5

6L3i
8．　7　1　65．9

56．5

44．9

38．　6

66．　7

60．　9

見たり読んだりして，刺激され，自分も投

書するというようなことは，至って少な

く，中学年のころと，変化は見られない。

　全般的に見て，今まで積極的だった実験

学校が消極的になり，反対に，消極的だっ

た地域の協力校（ごとにH校など）が，積
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極的になっていることが，こめ三戸での自立つ現象であってヅその原因がどこ

にあるかは，今のところわからない。

　2．　ラジオ

　ラジオの聴取は，低学年から中学年にかけて，さらに高学年へと，高い率で

盛んになってきていることは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（家庭調査）
前掲の表で，すでに見たとおり

であり，聞き方でも毎黛聞くも

のが，ふえ．ているQただ実験学

校では，少しずつであるが，む

しろ後退している。、これは，ラ

ジオに対する聴取の興味・関心

の低下というより，むしろテレ

黙
・
σ
H
K

毎Hきく

州・年｝・年

　％
80．　8

49．　0

32．6

56．　3

59．　1

74．　5

40．　9

65．　9

7LO
63．4

68．　2

55，1

64．　3

78．　8

90．9

ときどききく

・年1・年・痢

15．6

38．　8

41．9

37．　5

31．8

12．8

40．8

25．0

・29．0・

26．　8

15．9　1

32．　X

33．3　1

18．2i

6．8　i

ビの進出によるものと思われる。同時に調べた，

見ると，

　　　　　　　テレビ

　　　　　　　毎冒見る

　　　実験校　　34．1％

　　　　C校　　44．9

　　　　0校　　29．2

　　　　H校　　　6．1

　　　　K校　　　0

というように，

結局，この調査が，

たまに見
る

　54．　5

、、5正．0

　6L9
　90．　9

　65．　9

テレビ及び新聞への接近率を

　新聞

毎日読む

　30．　4

　55．　1

　40．　9

　42．4

　30．　4

　　（6年生）

ときどき
読む

　65．　2

　40．8

　40．9

　51．5

　34．　8

　　　　　　　テレビや新聞に対しても，一様に消極的であることがわかり，

　　　　　　　　　6年生の3学期初（1月）に行なわれたこと，読書傾向に

も表われたが，特殊な進学準備期にあった，数名の児童による，これらマス＝

ミに対する消極的態度（進学準備のために，拒否し，遠ざかろうとする）であ

ることがわかった。

　したがって，この場合では，協力学校に見られる，ラジオ聴取態度の上昇の

方が，高学年の実態を表わしていると解釈した方がよさそうであり，その限り

においては，新聞やテレビと同様，非常に積極的になってきたことがわかるQ

　デジオを聞く態度については，ラジオを聞いて質問する者は実験学校では減
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少の傾向を添し（中学年では，3年60．5％，4年62．2％），協力学校でも，都市

あるいは，都市に近い（C校0校）などでは，閲じ傾向を示している。あるい

は，高学年のころになれば，よほど高度の番組でないかぎり，一応，理解でき

るという段階に達しているからではあるまいか。

　　　　　　　　　　　　ラジオについての態度　　　　　　（家庭調査）

摩
校

1・年｝・年

質問・ない罠窪霧鴇麗藷讐鑓
・剣・年・年1・年｝・矧・年

　

難
c
o
H
竃

　％
53．2　1　52．3

46．9　1　44．9

43．2　1　35．7

61，3　　　　39戸4

29．3，i．　52．3

27．7

44．　9

43．　2

35．5

56．亙

，，．，　lli

：912ii’

iiil　l1

43・1iレ

48．9

36．7

50．　0

71．0

46．　3

65．9

61．2

59．　5

66．7

77．　3

O
G
9
4
ム
3

4
．
1
0
9
／
0

3
5
4
．
1
4
．

2e．　5

20．　4

31．0

27．　3

20．　5

　なお，ラジオで聞いたことを家人や幼い弟妹たちに話すという態度は，一様

に中学年のころよりも高くなっている。ことに5年よりは6年へと延びそいる

ことが醤立つ。ζれらも，子どもたちが，このころになれば，主体的な聞きと

り：方ができるようになったことを物語るのではあるまし）か。

　好んで聞く番組は，中学年のころとほとんど大差がなく，子供を対象とした

娯楽番組が愛好されている。（「おとうさんはお人よし」と「三つの歌」は，中

学年に引き続き，特例）もっとも，上記番組の「一丁目一番地」のように，家

庭向きのものもあるが，これらはホーームドラマであり，ちょうど，夕食の掻攣

時に家中で聞くという特殊性もあろう。しかし，同時に子供をも含めた家庭を

主題にしたこの種のドラマへと関心や二二が移行していることも物語っ℃いる

のではあるまいか。クイズへの興味も中学年に比べてやや下降しているよう

で，その代り，少しずつではあるが，落語や漫才への興味が顔を出すようにな：

っている。

　中学年に見られた，愛好番組の地域差はほとんどなく，ただ，実験学校では

下位番組が非常に分散して領域が広くなっていることが巳立つほか，中学年と

比べて大差はない。

　また，愛好番組の男女差もまだ顕著には現われていない。しかし傾向的にい

　　　　　　　　　　　　　　　　’403
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うならぽ，「おとうさんはお入よし」や「二丁呂一番地」『のよう’なボ脳ムドラ

マ式のものは，比較的女児に，　「赤胴鈴之助」　「少年探偵団」的なものは男児

に好まれている。　（例外はあるが）

　3．　テレビ

　369ページで見たように，高学年でのテレビを見る率は，非常に高くなって

きたが，それは，単に，この段階の興味や関心の度合の発達というよりも，む

しろ，テレビの普及率と関係がありそうである。しかしラジオの普及が地方に

も行きわたって，ラジオ聴取率がむしろ地方に高いほどにはテレビは普及して

いないから，農山村地方では，まだ低い。

　　　　　　　　　　　　　　テレビを見る場所　　　　　　（家庭調査）

轍
・
・
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じぶんの
家
・年」・年
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25．　5i　3tl．　1

16．31　34．7

11．31　21．4

6．51　6．1

　01　O

近所のう
　　　　　街頭ち

剰・年1・年1・年

38．　3

46．9

34．　1

32．3

14．6

31．8

30．　6

57．三

5L5
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22．4
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22．6

17．　1

6
1
弓
ノ
0
6

4
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4
9
　
3

飲食店

・年1・年

2．　！

　0
2．　3

　0

9．8

・友人のう

ち
その勉

・年1・年囲・年

0
0
0
r
フ
0

　
　
　
6

3
（
U
5
1
6

2
　
9
9
4
．

9．　1

20．4

9．5

12．1

1L4

15．x｝i　6．8

8．　2i　10．2

6．81　48

6．51＊33．3

　01　18．ti

　個　その他ほ，公民館・青年館・親類の家などで，＊のH校6年では，学校。　　t．．，

　した演って，テレビを見る場所も，現在の段階では，近所の家や，他のテレ

ビのある所で見る機会の方が多いが，宙宅で冤る率が，年ごとに増えている

（実験，C，　O校など）のも，普及度の反映である。

　地方では，公民館や親類などその他の場所で見ることが多いqこρような状

況であるから，毎日見るものの数はまだ少ないが，それだけに，

　　　実験　　　　C校　　　　O校　　　　H校　　　　K校　　（6年）

　　34，1％　44．9％　26．29　6．1％　O％
また，テレビに対するあこがれも強く，テレビが一番すきという春の数が多い。

機会を利用しては，テレビを多く見ている（見る率は非常に多い）のであろう。

　見る番組．は実況放送，テレビニェ・一ス，演劇演芸などが多い。ラジオの愛好

番組のうちニュースに対して，実験学校の児童が，関心が低かつだめは，視覚

的にも満足できる，テレビFユ「スの方に関心が移ってきたからとも考えられ
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好んでみる番組　（弓庭調査）
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るQ演劇（ドラマ）にもかなり

興味があるが，主として子供む

きのドラマや映画であって，ラ

ジオ番組と同様，児童の世界を

描いたものに興味をもっている

ことがわかる。なお，児童の好

みは，地域性の別なく共通した

傾向を見せている。ただテレビ設備の少ない地域では，定期的に視聴する機会

が少ないから，あげられた数が少なく，めいめいが見た番組をあげたせいか，

集中度が少なく，分散していることが冒立ったQ

　読書以外の新聞・ラジオ・テレビなど，マスコミへの接近状態は以上のよう

であるが，これら四つのうち，児童が最も興味をもつものは何かといえば，前

掲のようにテレビであった。中学年では，本を読むことが第一であった。　（も

っとも，中学年では，地域を考えてテレビを入れなかった）高学年では読書と

前後する段階から，やがて読書を越えている。　（テレビの普及度の低い地域で

は読書が優位）これは，興味の発達段階とは別の要因（普及度）があることは

繕うまでもないが，現実に，このようにテレビの影響が拡大され，深化されて

いるということ，それが，児童の重語環境の大きな要因をなしていることを，

認識しておかなければなら

ない。

　なお，ラジオ，テレビ，

新聞のうち，どれに，いち

ばん時間をかけているかを

たずねたところ，1位の頻

数としては，必ずしもテレ

ビが最高ではなく，全体と

してみると，読書であった

が，C校や0校のように，

テレビが優位の所もある。

どれにいちぼん時勢を
かけているか 6年（家庭調査）
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新聞は，まだ非常に少なく，まうやく，見ようとする段階になっている程度で

ある。

　なお，6年の児童に，それぞれの好きな理由をたずねたところ，次のような

圃答を得た。

　　　　　　　　　　　　　テレビの好きな理由　　　　6年（児董調査）
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ことに二，動ぎがあるからというも

の（CDがあった

化学など実験をする（実験2）
世界のユユースなどで社会科の勉
強になる（02）
学校のこと，音楽，休育（H2）
世の中のことがよくわかる（Cl）

野球。すもう

奥体的にあげた例として，　「ほが
らかなものが多い」

物語，おとらさん，月光仮面，漫

画，劇，探債もの，勉強のための
もの，歌

このほか， 三脚門門門門ミ1まな箆馴・・嫉
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読書の好きな理由

』・＼・＼　学校融。
　理由　　　　　～一．t．．t：（人）（人）

6年（児嚢調査）
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読んだことをもとにして
自分で小説をかく
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分のすきなものがない，
テレビなどつまらない
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ないことや，ことばをしる

，中にはなんとなしに読書の方が，

テレビやラジオよりたのしいとい
う筈・も　（実験1，　C1）あった。

また，新聞は，おもしろくない，
ラジオは聞きかえせない，テレビ
はつかれるから読書がよいという
子（実Dもあった。

小説，まんが，探綴もの，おもし
ろいこと。悲しいこと。
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ラジオの好きな理由 6年（児薫調査）
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「テレビがないので，ねながらき
くのがたのしみだ」と箒えた（実
験女児2人）ものもいる

テレビは，外に見に行くのにてま・
どる（K校D

よい音楽をきくと勉強になる

二x一一ス

歌（2），漫才，物語，スリラー，探
偵，ゆかいな話，おもしろいこと
スポーツ，まんが，劇
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新聞の好きな理由 6年（児童調査）

　　　　　　　　学校x　N．×．
　理由　　　　　　－”一’＼一．＿．．．一

その日のことが詳しく書
いてある

どこでどんなことがあっ
たかよくわかる

世界の動き，国のことな
どがよくわかる

事件がわかり，それを友
だちと話しあえる

よく印象に残る

すきな記事がある

スポーツなど，成績の変
化がわかる

ラジオやテレビはきくの
がいや

　
）C

人

　
（甜

1

1

1

1

OIH
（人）（人）

1

1

）K
人

（

1

2
11

備　考 1

二＝一ス，三面記事，まんが

　これらの答を見ると，それぞれの具体的な番組からくる愛好のほかに，テレ

ビでは，その可視性や同時性，読書では，時間や空間の制限なしに，好きな量

を繰り返し味読でぎる文字一語の特殊性，ラジオでは，音声窟語でわかりやす

く，また，速報してくれる特性，新聞では，文字需語を通して，ニュースを詳し

く伝えてくれる伝達性など，それぞれの特殊性に着眼していることがわかる。

児童も，高学年後期になれば，マスコミに対する批判や，受け入れ態勢がでぎ

てくることがわかる。

　　　　　　F　読書ノートに見られる読む能力の発達

　今まで見てきた読書調査のほかに，実験学校の児童に対しては，3年から読

醤ノートを配布して記入してもらい，これらの記録をも参考にして児董の読書

能力を見てきた。

　中学年の段階では，読書ノートの記入状況から読む能力の発達の実態が，か

なり具体的に把握できたので，高学年でも，同様に続けた。使用した読書ノー

トは，4年に引き続き，今までの経験を考慮した慮家製の「どくしょノート」

　　　　　　　　　　　　　　　　　412



であるQ

6年絹

i 読んだEI
　　本の名
（またほ，雑誌の

中のお謡の名）

｝欝⊥

本を書いた入
（発行所でもよい）

g　tの木を読んで，どう思いましたか。○をつけましょう。

鵬髭糠畿翼ごためになった
　　そのほか，じぶんの思ったことを譲いてみまし匿う。

e
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1
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こ
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本
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。
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っ
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も
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し
い
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こ
の
ノ
ー
ト
の
使
い
方
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と
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ら
）

○
　
本
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だ
ら
、
こ
の
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ト
に
書
き
ま
し
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酬
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だ
臼
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本
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名
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雑
誌
の
中
の
お
話
の
名
、
本
を
書
い
た
人
を
、

○
　
感
想
も
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ず
に
書
い
て
お
き
ま
し
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“
う
。

わ
す
れ
ず
に
書
き
ま
し
ょ
う
。A

5
判

　1．　読書ノート園版状況

　「本を読んだら，ノートにつけてみましょう」と，特別セこ強制せずに，読書

ノートを配布し，一定の時期に圓収する方法をとってきたが，高学年では，夏

休み前に配布して，窟由に詑入させてみた。

　ノートの圓収状況を見ると，次のようで，6年になると，やや落ちているが

全体としては，だんだん成績がよくなっている◎

　ただ，男児は園収状況があまり香しくなく圏収不能のものが6人もいた。こ

　　　　　　　　　　　　　　　413



輪繍矧 男 1 女 i 計

　3年
（30年6月）

　4年
（31．　7tv8）

　5年
（32．　7’一8）

　　6年1（33．　7－8）

g（S（iir）’1　i，　，S6））i　，，　6，i））

42．　9％　1　62．　0％　1　54．　0％

13　（21）

61．9％

20　（22）

90．9％

17－i　（23）

@69．　620！

18　（28）

64．　3％

25　（28）
89．　3fOIE；

24一“2　（26）

寧88．5％

31　（49）

63．3％

45　（50）
90．　0％

4玉一3（49）

＊77．　6％

　（IS　（　）内の数字はクラスの人数　　＊の％は一のi数をひい

　　　一のついた数字は未記入の人数　た実数で計算した

を見せた優秀児であったが中学進学受験準備のため，夏休みを返上して，

9時間も勉強したほどで，読書は一切放棄していた。他は今までの様子からみ

て本を読んではいても，漫画式のものが多いか，記入の労を惜しんだか，従来

も読書成績のあまり香しくないものである。

　なお，全体としての圃双率の向上は，単に数星上の向上だけでなく，質的に

も発達を示している。

　2．　読書ノート記録の状溌

　読書ノート認録の状況では，中学年の場合，ことに，3年生では読書記録の

体裁がととのわず書名だけの者（3人）や，書名と絵をかいた巻（9人）等が

いたが，4年生では，さすがにそういう段階の記録は皆無になって，絵や感想

が書けるようになってきた。また，3年では，絵を主にした，部分的の引用や

感想が多く，幼稚な記入ぶりが多かったが，4年では，それが減って内容をお

おった感想や，時には批評や意見をまじえた記録が見受けられるよ、うになって

きた・これが高学年になると，書名や著表名（または出版社名）の記入もできる

ようになり，感想や読後の記録も前より量的にふえ，内容も充実してきたこと

がまずあげられる。高学年では，読後の感想・印象を一言でまとめるような評

語も加えて，そこにしるしをつけさせたから，児童は，「おもしろかった」「つ

まらなかった」など，それぞれ読後の感じを表現することができた。なお，ノ

ートの評言では，自分の感想を的確に表現できないと感じた場合には，自分の

評語を書き加えている。また，下の欄に，感想や批評などを書きとめるように
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記入も多かったが，

当時幽門狭窄症で，

東大病院に入院中で

あったため，読書が

不可能，また，O児

は，これも，読書ノ

pa gで，大いに進境：

　　　　　　　1日



なってきており，それが，量的にも質的にも進歩が認められる。なお，ノート

にけいをひいてあるためか，高学年になってからは，読後の印象や感想を絵で

表現しようとする者はほとんどなく，5年3例（男1・女2），6年1例（女児），

それも，文章表現の補足，説明の手段として絵を挿入する程度になっている。

　読書蚤も当然増掬している。読書ノートに記入された数をみると，

　　　　　男　　女　　計　　　　　　　男　　女　　計
　　　5益搭　　　141　　　　193　　　　334　　　　　　　6年　　　168　　　　239　　　　407

となっており，中学年に比べると圧倒的に多い。もっとも，この数は，これら

が総てまとまった単行本の冊数というのではなく，中には，雑誌の中の作品や

付録のまんが本などである場合も，往々見られる（能力の低い子に，これが多

い）が，反面に，まじめな作者，訳港による，少なくとも200ページ以上はあ

るという書物も多い。児童調査の結果，読書態度の変化の一斗として「前より

読書が好きになった」というのがかなりあったが，実際にはやはり読書も積極

的に行なわれているわけである。

　　　　　　　　　　読書状況（主として7～8月）
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　種類も，前の調査で見たポうに，読書範囲が拡大し，児童によっては，かな

り高級のものを読むようになっており，学習に関係のあるものでは，専門的に

分科されているQ男女差は，中学年でも強く出ていたが，高学年でも，男児は

探偵もの的な色彩と，理科，往会科などの専門的なものが多く愛好されており

女児は，いわゆる，少女小説が愛読されて，ますます特徴が出ている。緬人差

が開いてくることはいうまでもなく読書の種類を主に記入の仕方にも差が開い

てくる。

　なお，総体的に，漫画などの娯楽ものが多かったのは，記録時期が夏休みで

あったという事情によるところも多いであろう。他は，読書調査にみられた傾

向，範囲と大体一致している。

　これによると，童話・物語・小説類が，やはり，圧倒的に多いこと，漫画・

雑誌類がこれに次いでいることがわかる。認三期閥が夏休み中であったから，

比較的娯楽ものが多いことが§につく。

　なお，これらのものの内訳をみると，

　童話・物語・小説類では，

　　　　　　　　　5年

　　　　　　　　男
　童話●物語　　　　　23斜｝

　小説　　　　　　9

　古典

いわゆる，

　少女小説（少年小説）

　時代もの

　
冊

女
3
6

3
4
．

7

　6年
男

45・lll｝

13

1

7
8といった割合であり，伝記でも純粋な伝記の外に，

　　講談風なもの　　6年　男4　　　5年　女7

といったものが混入されている。

　留学。探th　・探偵類では，探偵ものが，

　　　　　　男　　　女　　　　　　　　　男
　　5至1三　　　 11　　　　4　　　　　　 6年　　　　 8

と，圧倒的に多い。

女

6紐

正8

2

8
5

8

実話　6年　女2

女
9

億のものでは，法律，住居，産業，衣服，生物，博物，天体，航空，電気な
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ど数は少ないが，興味や関心の度合が非常に分化され，拡大されていることが

わかり，中学年のころに比べて，一段の発達が見られる◎しかし，読書力の発

達は，こうした興味r関心の分化，専門化と同時に，ノートの記入の仕方によ

っていっそう実証される。

　3．読書ノートの記入のしかたから見た読みとり能力の発達

　中学年の段階でみられた読書ノートの記入による読みとり能力の発達の型に

は次のようなものがあった。

　（3年）

　　ユ．　書名だけを書いておく。

　　2．　書名と絵だけを書く。

　　　　　絵く灘獄蹴響麟二輪

　　3．　轡名と絵に，かんたんな感想を添える。

　　　　絵に，ことばを与える（主として入物の絵に）

　　4．文中の印象に残ったことばを書き出す。

　　　イ，主要部分でない所のぬきがき。

　　　Pt，女中の主要部分が引用できる。

　　　ハ，リズムのある表現や効果的表現など，文章表現のおもしろさに気づいた引用

　　5．　簡単に内容をまとめて書くことができる。

　　6．　読後の感想や批詐をつけ加えることができる。

　4年では，こうした段階の上に，下のような

　　7．　感想や評語に，簡単な理由が書き添えられる。

　　8。感想だけでなく，二二や窺判をもった読みができる。

型も加えられた。

　高学年では，あらかじめ，いくつかの評語を出しておき，児童の読後感に合

うものにしるしをつけさせたので，記入したものは，だれでも，書名，著者名

を書き，評語のしるしづけはしている。

　　（5年生）

　（1）　書名・i著者名（出版社名）と評語にしるしをつける。

　　丁男（話語能力中の下）

　熱血長粟衛　　　㎜中　久
｛・月・5・一・月・5・

○おもしろかった
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S男（言語能力中の上）

ワシントン　、　ポプラ社：

7月23｝fi～7月31日

○ためになった

T女（醤語能力下）

たけくらべ
松沢のぼる蘭
樋ロ　一葉作

○おもしろかった

　　といった型で，漫画に多い。

　この型は，（1）読者が低い場合，単に読み流してしまって，「おもしろかった」

rためになった」などの簡単な印象しか示せない場合（例・T女），（2）読後の印

象を書きとめる労をいとう型（例・丁男，男児に多い）の二種があるが，高学

年になると，第三の型が串てくる。たとえば男児Aは（言語能力上，学級内で

1・2位），他の本に混って夏休み中，いくつかの漫画を読んでいるが，それら

に対しては，

　　A男

望胴三之助　　武内つなよし

7月28　E～7月28臼

○おもしろかった

金星金太　　　平111やすし

8月22臼～8月22鷺

○つまらなかった

軽く読み流している。しかし，同じ漫画でも，自分が興味を持っている，理科

的な知識が与えられると記録する，内容を批判的に読んでいるといった態度を

とっていて，非常に主体的目的的な読書態度があることがわかった。

　　A男

132．8．、22～＆22薪人類フームーン、．2

｝　　　　　　　　　　　手塚沸虫
1　0おもしろかった

　　地球そのほかの星はある星のばくはつしたときにでたガスでつつまれようと

　する。だけど太陽の近くまでガスがきたときただのさんそになったのはおかし

巨・とおもった。
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べんきょうまんが　　　　　　　○おもしろかった

7月27揺～7月28日

　いままでしらなかったことをしることができた◎たとえ．ば臼本で発明された

ひょうどうもりの方がよくくじらにささるとか世界一の高山が中国で発見され

たマムネマチソ肉などということが書いてあった。

　なお，甲州の読んだ一葉の「たけくらべ」はおそらく漫薩化されたものであ

ろうが，「たけくらべ」にrおもしろかった」という読後感の与えられるよう

な漫画であるのか，T女の読み方の浅さか，評語のしるしづけの一つでも，読

書力の深浅がわかることがある。

　（2）（1）の型に自分なりの評語（感想語）をつけ加えたり，簡単に，感想，理

　　由，あらすじ等を加えるもの。

　高学年では，この型が非常に多くなっている。

　　K女

鉄人28号　　　　横山光輝　　　　○つまらなかった

（7月19霞～7月19日）

　こわかった（自分の加えた評）

　鉄人28罎のおかげで，多くの人が，ころされていくところが，こわかった。

N撃

鉄≧うのかいじん　　江戸娼らんぽ　　○おもしろかった

　かぶと虫がとうの上からとびおりた　きみがいいとおもった。

H幽

しいのみ学園　　山本三郎

（8肩21田～8月21日）

　とてもかわいそうだった。

○ためになった

丁男

　粒会科クラブi　　　　　　　　　　群山善夫　　　　○おもしろかった
　　発展する水産業

　（8月4欝～8月4臼）
　　臼本の近海では，ずいぶんだくさんの魚がとれるのでびっくりしました。
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つたま

男S

32．9．1～9，1　　速さくらべ　　　ほりやまきんや

　○ためになった

（速さのくらべ方には，二つのくらべかたがある。）

（1）　きまった道のりお，どちらがみじかい時間ではしるか。

（2）きまった時間に，どちらが，ながいみちのり窒（を）はしるか。

というように，新しく獲得した知識をメモしておくという型も出てきている。

この子は，読書力も中の下，とりたてて，屋立つ児童ではないが，5年になる

と，こうした態度や力がつくのである。

　なお，女児には，童話・物語等を読むのが多く，したがって記録されたのも

交学関係のものが多いが，記述内容や記述の仕方にやはり，発達がみられる。

　　M女

　32．8．　29　　　親ゆびトムの話　　実業男臼本社

　　○おもしろかった

　　女王は，手下の妖精たちを，よんで親ゆびトムに洋ふくを着せてやりました。

　頭にはかしの葉のぼうしをかぶせくものすのシャツ，あざみのわた毛づくりの

　うわぎ，羽の手のズボン，くつ下はリンゴの皮，で，くつはねずみの皮でこし

　らえた，と，いう概や，よその人と同じように年をとるのに，からだがちっと
i・のびない醐ゆびぐらい礁・・・・…ろ凹しろか・…

親ゆびトムの話の中で，特に自分に興味のあったところが，うまく簡潔にま

とめられている。このころになると

が進められているのである。

　　S女

上位クラスでなくても次の程度には読み

ああ無爵物語　　ユーゴー

○ためになった
搬から銀の騰、。た。。ソ凶。ジ。噛わるか。た、心からかんじ，　1

よいおこないをして，市長になった。だのに，けいかんジャベールは，しっこ

くっけねらう。とこなどかわいそうだった。
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S女

　　　　　　　　少公女　　　　　パ（パ）一ネット夫人

　　○ためになった

　　セーラ（一）は，不幸になってもひねくれたりしなかった，心はいつもりっ
kt“　fi。た。

　S女のように．，一応主題をつかんだ読みとりができるようになっており，同

女の中学年に比べると，一段の進歩が認められる。

　　N女

32．7．28　　　まさちゃん　　　せお太郎

　○やさしすぎた

　あまりやさしすぎて，なんだかものたりなかった。ためにならなかったから

これからは亀つといい傍記物藷などよもうと思った。三分問でよみました。

　N女は，読書力も低い方で，従来，あまり好ましい読書態度をしていなかっ

たが，この程度の批判力はついてくる。

　なお，同じ内容のものを読んでも，発達に即した読みとりがされることがわ

かるQたとえぽ，イソップなど，中学年では，虎の威をかる狐の話とか，鶴と

狐の詣とかに，興味があったが，高学年になると，違ったものに，ひかれるよ

うになる。

　　K女

32．8，21　　　イソップものがたり　　藤沢　登

　○おもしろかった

　イソップものがたりのうち　いちばんおもしろかったのはにわとりとダイヤ

モンドとゆうのでした。にわとりがえをさがしているとダイヤモンドをみつけ

ました。でもにわとりのめすはダイヤモンドよりむぎのつぶが一つぶのほうが

ありがたいとゆった。

　これなど，ものの価値観が出てきていることを物語るもので，中学年以前で

は，イソップのこうしたおもしろさはまだわからなかったのである。

『中学年に比べると，進境は認められても，5年生でも，まだ，次のような中

学年的なひとりよがりの読みとり方のものもいる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　421



N女

i33．　・．・23　。。瞬効．小細辮

　　　　　　　　　　　　　　　　　松本畠襲之

　　かわいそくてよかブた　　　　　　　　　　　　・

　　おかあさんは葱子ちゃんを赤ちゃんの時からほんとうのこどものようにそだ

てて・れ・いうん聴労・し磁鵬だか即ち・三分の晦司

・〈・・e＆ひとりだと脇て・・臨それ聴子は櫨縫勲堅鞭三三ζ劇

豊：i撚賦』斐・そこがかわいそうです・　　　　一　　　1

A女

（33．7。　21）　　星よ泣かな：いで　　春名誠一作

　　　　　　　　　　　　　　　　わたなべまさ子画

　かわいそうだった

　ちいさいときせいさんという人にあずけられたえみ子という子は，すなおの

よい子にそだっていたので，伝さんたちはとてもよろこんでいたが，伝さんは

一度みたら，えみ子をかえしてくれといったらと思うとたまらなくなった。｝＄

究轡子蹴鯛さんができてえみ子のこう雌っていること1

’このAとNのこ二例は，読んだことをまとめる表現力の乏しさにもまろうが，

いかにもまだ浅い読みとり方である。N女など，読書好きの方で，よく読んで

いるが，この程度である。もっとも，かの女の読書は漫画やいわゆる少女小説

が多く，それらを，この程度に箪的にたくさん読んでも，あまり読書力は身に

つかないものであることを示している。

　最後にかなり努力するが欝語能力は至って低いH女の記録から抜すいしてみ

よう。

H女

32年7月27　H　　たけくらべ　　　　ひぐちいちよ

32年7，月27日　　　、　　　　　　　王難とくたろう

　○つまらなかった

　みどりしんにょうわ（は）とてもなかがよかったのですが（，）’よっかの

おともだおもちうとうらまちちょうでけんかおはじめました。おもてち毒うの

人のさそいでしんにょう免〉はいってした（ま）いました。
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　樋ロー葉の「たけくらべ」は思春期にうつるころの少年少女の心理をたくみ

に描いた小説であるが，この場合，玉井徳太郎氏が，どの程度に脚謁したかに

もよるが，この程度の読みとり方であるから，みどりや信如の心理の動きなど

味わえるはずもなく，したがって「つまらなかった」ということになるのであ

る。この記録の仕方はラ中学年にみられた，主要部分でないものへの反応，主

題が把握できない読みが残存している例である。・

　なお，「たけくらべ」については，前例の女児も「おもしろかった」という

ような評語を与えて：おり，　（この場合は，評語だけ）やはり，この作の核心に

ふれた読みではないように推察される。これなどは，この作品自体が，鼠だ，

5年生の児童には，ふさわしくないということを物語っており，読書ノーートの

記録の意義を示している。

　（6年生）

　6年生の読書ノートは，大体5年の延長である。ただ，1年の経過があるだ

けに，読みも深められ，その印象なり，感想なりを書くことにも，日ごろ習熟

しているものは，一段と進境を示しているというのが，6年生にみられる大体

の傾向である。

　理科や社会科系統のものを喜んで読む男児の申には，

　　H男

33．7．29　　　六年の理科辞典　　鈴木　実r

　Oためになった

　理科がすきなのでこういう辞典は好ぎだったけど，少しあついし，少しむず

かしいし，宇が小さい様な気がするからもっとわかりやすく書いてほしいp

0男

6月3日～6月3日　　宇蜜の神秘　　　　かぶら木まさし

　○ためになった

　東京は島台があらいので星はよく見えない。読んでいるとプラネタリエムの

ドームの中にはいマているようだった。宇霜は退（限：り）旧いから，人間㊧考

へも心も退（限り）ないだろうと思った。

など，単に新しい事実の知識を喜ぶほかに，膚分なりの注文や思考をもって読
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書するようになっていることがわかる。

　また，文学系統のものでは，相かわらず，少女雑誌などにある，いわゆる少

女小説やまんがを数多く読んでいるもののほかに，つとめて，本格的に読もう

とする態度がみえる児童もいる。

　　M女

33．　8．19～22　　　　　夏套i漱石集

　○むずかしかった

角川書店

33．8．30～9．20　　カラマゾフの兄弟　新潮社

　○むずかしかった

・3・　・…3－8…4歩牲

　○つまらなかった

小学館

たとえば，M女は，書語能力も上位クラスの子であるが，かなりむずかしい本

を読んでいる。しかし「夏目漱石全集」や「カラマゾフの兄弟」などはまだ，

現在の段階ではむずかしすぎる。しかし，「小学六年生」などになると，この

児童にとっては，すでに，やさしすぎて，つまらないのである。それぞれ，理

由が書いてあれば，なおおもしろいが，この簡単な評語だけでも，長く見てい

ると，その子の読書力の発達がうかがえるのである。また，同じ本を読んでも，

その児童の読書力，関心の度合・傾向などによって，評価が違ってくる例もよ

く兇出される。

　たとえば

　K男（読書力中の上）にとっては，

　「少年日本文学」（久松潜一監修）は，7月24Hから26日までかかって読み，

「○おもしろかった」のであるが，同じ本を，H男（読書：力中の下）は，「○つ

まらなかった」と7月26日1Hで，放り出してしまっている。この場合のつま

らないは自分の読書力や興味より理度の低いためのそれではなく，　（上の女児

の場合は反対）逆な立場からであって，継続して，同一入の読書ノートの記録

を見てくると，こういう判読ができておもしろい。N児にとっては「さるとび

さすけ」「少年タイガー」（山川惣治）「荒野の少年　三集」（山川惣治），「野
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球少年」「千葉の小天狗」（香山よしはる）などがおもしろいのであって，この

種の冊子を，35．6冊もおもしろく読んでいる。漫画，雑誌，時代ものといった

読書環境に包まれているH児にとっては，「少年日本文学」は異質で，つまら

ないのである。

　なお，次のような事例もある。N女は，前の5年の場合，少女小説的のもの

ばかり読んでいるので，多読するわりに，読書力が伴なわない例としてあげた

子であったが．その後ますます読書好きになり，休み時間のしばらくの時でも

熱心に読んでいた。6年の読書ノートには，その種の読みものの読後感やあら

すじを，いつも，200字～300字近い分董にまとめている。たとえば，夏休み

が始まった7月20欝から31欝までの10日轍どの閲にり

　「青い湖の物語」（わたなべまさ子）。「夕やけに歌う」（なるみあぎら）・

　「赤いポックリ」（木村光久）。ヂP子の夏休みおてんば日記」（あかつかふ

　じお）・「少女と仏家と湖と」（小林建一）・「やっぱりだめだわ」（たけう

　ちじゅん）・「なみだのスケッチブック」　（わたなべくにお）・「まるみの

　歌」（関谷ひさし）。「チョウコちゃん」（むろ谷つね象）・「灯よいつまで

　も」（石川球太）・「母のねがい」（暁ただし）・「トニーのサイン」　（根岸

　みち子）・「一ばん星のいのり」（横山寮さみち）・「涙のカーネーションG

　（望月明）・「その子ちゃんのうヅパ」　（桑田こひろ）

これだけの本を読み，しかも，300字近い感想を必ず書き加えた。8月になっ

ても同様に読み，記されているが，8月16臼に読んだ，「少公女」などは，次

のようにまとめられている。

u女

33．8．16　　　少公女　　　　　　角田鹿兵

　悲しい

　セーラというインドの子がある溺ミソチンもはん学校にはいりました　’tr　7“

ラちゃんはとてもお金持です。でもラビニヤはセrラがはいる前に一ばん金持

なのでに．くらしいと思っています　セーラは女中のべッキーやアーsミーと串よ

くなってゆきました　セーラのおたんじょう濤の時とつぜんかなしい出来事が

おこったのです，父が一文なしになって熱病になってしんだといいましたその

日からはもうベッキーのようにごきつかわれだしまし．たある目セーラのやね
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うらの前にだれかがこして来ましたそれはセーラとだんだん：友達になりました

そしてそこのご主人は日暮ラをさがしているのでした，そしてそれにわかって

一tr　一一うは二たびしあわせがやってきた。

　5年の時の記入と比べると，一段と進歩のあとが見られる。これは，あまり

好ましい読書をしてはいなかったがう読後の処理，整理のしかたによってッ発

達をみた例といえよう。

　なお，U女はその後，読書力がつくと同時に，他の言語能力も高くなり，6

年最後の教育漢字のよみかきテストなど，読み868字，書き765字と好成績を

納めている。

　なお，6年生になると，低い児童でも，ただ，興味のおもむくままに読み流

さないで，自分との連関を持って読もうとしていることがわかる。

　　蚊男

（7．23～7．24）　　　　　手錠　　　　　’　　　　　　　河本おさむ

○ためになった

スリルがある

　このほんはさつじんをかいた本だからぼくたちも，もっとたくさんよんでそ

うゆうことをしないようにしよう。

K女

33．8。1　　　落くぼ物語

　最初はかあいそうだけど，あとは，おもしろい　おちくぼが，まま母に，い

じめられていたが，少しょう（少将）がきにいってこの人を，およめさんにも

らってきてから少しょうたちは，まま母をだいじにみかた忙なってあげなぐさ

めていた。私も，こうゆ5ようなえらい人になりたいと懇うが，私にはとても

だめだ。

N男は，下位クラスで，低。中学年のころは，読書などあまりしなかったが，

高学年になって，やや読書欲が出て来た子。K女は，かなり読書好きだが，漫

画や少女小説，雑誌などの愛好者，読書力はNに比べると高いが，落ちつきの

ない子QNは，自分の読書に意義を与えようとしており，Kは，読みものの主

人公に比べて，自分を評価している。こういう態度は，低い段階の子には低・

中学年には，見られないもので，高学年にみられる読み方の発達の一つの相で

　　　　　　　　　　　　　　　　　426



あろう。

　次の二例は，能力の高い方の女児の読書ノートの例。

　　1女

8．7　　　　　　青の洞門

　○おもしろかった

　山と山のあいだを流れる霞圏川の左にそって上流につく山道につりぼしがあ

るが，そのつりばしから落ちてなんにんも死んでいる。ある時了海というたび

そうがみんなに「岩にあなをあけましょう。」といいあるきましたがだれもあい

てにしません。そこでたびそうはひとりでなん年もかかってほったという物語。

W女

（8．20～＆21）　夢の圏の女王さま　　Pッシイ

　○おもしろかった

　はじめのかき出しがおもしろい。「ねんねんねん　ヘレンちゃんのかたつぼ

うのおめめがねむりました。もうひとつのおめめが見ています。ヘレンちゃん

のかたぼうのお耳がねむりました。もうひとつのお耳は聞いています。」とても

おもしろいdそのあといろいろなお話がある。

　1女の例は6年忌ろになると，この程度にまとめられるようになる。また，

W女では，「ぬきがき」の例。一編の物語の中から，自分の印象に残った部分

のぬきがきは，低。申学年の場合もさかんにされたが，その部分に読みとりの

浅さという問題があった。　しかし，これなどは，一編が読みこなせて，しか

も，この児童の心象に残った，おもしろい蓑現を書き留めておこうという態度

であって，だんだん成入並みの読書態度・読書技能がついてくることを物語っ

てい9。
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